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所長 福 田 寛

本研究所は,当 時国民病であった結核の克服を目的として昭和16年(1941年)に

抗酸菌病研究所 として設立されました.結 核の診断・治療研究の中心的センター とし

ての役割を果たした後,昭 和30年 代前半からはがん研究という新たな領域に方向転

換が図られ,癌 の診断 ・治療法の開発の面で大きな成果をあげました.

平成5年 には,そ れまでの抗酸菌病研究所から加齢医学研究所に所名を変更し,新

たな歩みを始めました.「加齢」は一般には老化を意味しますが,本 研究所では人の

生命の一生,す なわち受精から発生 ・成長 ・成熟 ・老化から死に至るすべての過程と

定義 しています.2工世紀の大きな社会的要請である「加齢現象に伴って発生する難治

性のがんや認知症など神経疾患の克服」が,本 研究所の設置目的です.目 的達成のた

めに基礎研究 と臨床研究の両面から取 り組んでいます.基 礎研究では発生 ・分化・老

化・がん化など,加 齢現象の分子メカニズムの解明を目指しています.こ れらの基礎

研究で得られた原理 ・原則に基づいて加齢に伴う種々の難治疾患の先端的診断・治療

法の開発を行い,さ らにその臨床応用を東北大学病院において行っています.現 在で

は医療において標準的な診断・治療法になっている超音波画像診断法,ポ ジ トロン断

層法(PET)に よるがん診断法,脳 死肺移植などは,本 研究所で開発されたものです.

平成16年 に国立大学が法人化して以来,第 一期中期目標 ・中期計画のもとに悪戦

苦闘しながらこれまでやって参 りました.こ の間,平 成19年 に外部評価を実施し,所

外,学 外の委員から評価をいただきました.幸 い,研 究の方向性や質など現在の研究

活動の成果および近未来に向けた取 り組みについて,概 ね高い評価 をいただきまし

た.ま た,法 人化後の学内評価においても良好な評価をいただいております.し か し,

平成20年 度に行われた大学評価 ・学位授与機構による当研究所の評価は,必 ずしも

満足のい く結果ではな く,7大 学の医学生物系附置研の中で中位の成績に留 まりまし

た.評 価の基準や中身が必ずしも明解でないという問題点はありますが,真 摯に受け

止めてお ります.一 方,本 年5月 に,本 研究所は 「加齢医学研究拠点」(全国共同利

用・共同研究拠点)と して文科省から認定 されました.加 齢研 は,学 内基盤のみなら



ず全国基盤を持つことにな り,安 定的な立場を確保したと言えます.

第一期中期目標 ・中期計画期間は平成22年3月 に終了し,同 年4月 から第二期に

突入いたします.第 二期においては,全 国共同利用・共同研究拠点としての活動 を開

始して,実 績を積み上げること,拠 点の国際化のシンボル として 「スマー ト・エイジ

ング国際共同研究センター」を立ち上げて,実 績を積み上げること,そ の結果 として

附置研の中での上位ランクを占めることをめざして湛進いたします.ま た,平 成23

年(2011年)に は本研究所は創立70周 年を迎えます.こ の機会に,発 展のための起

爆剤としてなんらかの行事を計画しております.

研究所にとっては研究業績,す なわち優れた論文の公表は,科 学研究費獲得実績 と

ともに,も っとも重要な業績の指標です.本 書は,2007～2008年 の2年 間の研究所の

研究活動をまとめた ものです.昭 和56年 以来,継 続 して出版され,本 書は第ll号 に

あたります.前 述の目標に向かって各研究分野が どのような取 り組みを行い,ど のよ

うな成果を挙 げているか,研 究所の状況がおわか りいただけると思います.

本書を通 じて本研究所 としての説明責任を果たすとともに,研 究者 コミュニテ

ィー ・社会への情報発信の良い資料 となれば幸いです.
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この要覧には,加 齢医学研究所における各研究分野

および附属施設 の研究業績から,前 回発行の年次要覧

(加齢医学研究所年次要覧,2007年9月)に 収録 した

以降の ものを一覧の形でまとめている.た だし,前 回

inpressと して掲載 された ものについては,引 用を可

能にする目的で,改 めて収録 した.

2009年10月

編集

加齢医学研究所出版委員会
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遺伝子制御研究部門

遺伝子機能研究分野

担当教授 安 井 明

1.研 究分 野紹介

教 授:安 井 明

准教授:田 中 耕三(テ ニュア ・トラック教員)

講 師:高 尾 雅

助 教:中 嶋 敏

当研究分野はDNA修 復機構を中心 としたゲノム安定性を司る種々の蛋白質や蛋白質複合体 の決定

とそれらの作用機序の解明 と欠損の影響を明らかにし,発癌の機構 と癌の治療法の開発やゲノム老化の

機構を明らかにする事 を目的 とする.平 成20年10月 より,テ ニュア トラック准教授 として田中耕三氏

が当研究分野に配属され,細 胞分裂制御機構の解明を目指している.

現在の主な研究

1)損 傷応答の可視化解析 とプロテオミクスを用いた,DNA単 鎖切断および二重鎖切断の修復に関

わる新規修復蛋白および蛋白質複合体の機能の解明.

2)細 胞内での損傷応答に関わるクロマチンリモデリング因子の同定 とそれらの機能の解明.

3)癌 治療のためのDNA修 復の阻害方法 と阻害ターゲットの開発.

4)蛋 白質集積可視化システムを用いた修復 と転写の開始のクロマチンリモデリングの比較

最近の研究の成果 について

D独 自の実験系として,レ ーザーマイクロ照射 とゲノム損傷応答の可視化解析のシステム,及 び質

量分析器を用いたプロテオ ミクスを開発し,ゲ ノム研究の新しい解析方法を確立し,多 くの新規

のタンパク質 とその複合体を同定し,い くっかの新 しい機構を見つけた.

2)上 記の成果に伴う論文を,多 くの一流国際学術雑誌に発表した.最 近3年 聞に,PNAS3報,Mol

Cell2報,EMBOJ2報,MolCellBiol3報,NucleiAcidsRes2報,JBiolCheml報,JCell

Scil報 等の発表を行なった.

1
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2.研 究 報 告

1)英 文 論 文

1.Prasad,R,Liu,Y,Deterding,L↓Poltoratsky
,VP,Kedar,PS,Horton,JK,Kannno,S.-1,Asagoshi,

K,Hou,EW,Khodyreva,SN,Lavrik,OI,Tomer,KB,Yasui
,A,andWilson,SH、HMGBlisa

co-factorinmammalianbaseexcisionrepair,.Mol.Cell,27,829-841
,2007,

2,Kamath-Loeb,A、S。Lan,L.1塑 .,Yasui,A.,andLoeb,L.L,TheWernersyndrome

proteininteractsfunctionallywithtransles王onDNAsynthesis.Proc.〈/読 ム4co4Sci.USA.,104,

10394-10399,2007.

3.Friedberg,EC,Hanaoka,F,Tanaka,K,Wilson,S,andYasui
,A.The3「dJapan-USDNARepair

Meeting,Sendai,Japan,May7-ll,2007.DNARepair,6,1545-1555
,2007.

4.Honma,S,Yasuda,T,Yasui,A,vanderHorst
,GT,andHonma,K.Circadianbehavioralrhythms

mCryl.Cry2double-deficientmiceinducedbymethamphetamine .ZBioZRhythn7s,23,91-94
,

2008,

5.,HUgng
-EZ,⊥ 璽 」,LanL,!t>lg1Saji1]:kS,KannoS,Koseki}1,andYasuiA.Apolycombgroup

protein,PHFI,isinvolvedintheresponsetoDNAdouble-strandbreaksinhumancelLNucleic

AeidsRes.,36,2939-2947,2008.

6・ 耳9㎎ ヱ ・璽 ・旦 塑 」～HoshiM,LanL,andYasuiA .Recruitmentofmismatchrepair

proteinstothesiteofDNAdamageinhumancells.』CellSei,121,3工46-3154,2008.

7.NiimiA,BrownS,SabbionedaS,KannouchePL
,ScottA,YasuiA,GreenCM,andLehmannAR,

Regulationofproliferat三ngcellnuclearantigenubiquitinationinmammaliancells ..Proc.NatZ

Acad.SciUSA.,105,16125-16130,2008 .

8.PettaTB,N旦 麺,ZlatanouA,DesprasE ,Couve-PrivatS,IshchenkoA,SarasinA,YasuiA,

andKannoucheP.HumanDNApoiymeraseiotaprot㏄tscellsagainstoxidativestress .EMBO

Z,27,2883-2895,2008.

9,WeiL,LanL,旦g蛭,YasuiA,IshiokaC,andChibaN .RapidrecruitmentofBRCAItoDNA

double-strandbreaksisdependentonitsassociationwithKu80.MoLCellBiol .,28,7380-7393,

2008.

10・TakaoM,OohataY,KitadokoroK,塑,IwaiS
,YasuiA,YoneiS,andzhangQM.

HurnanNei-likeproteinNEIL3hasAPlyaseactivitysp㏄ificfbrsingle-strandedDNAandconfers

oxidativestressresistanceinEscherichiaco王imutant.Genesα 必
,14,261-270,2009.

11.MinamiY,KasukawaT,KakazuY
,IigoM,SugimotoM,IkedaS,YasuiA,vanderHorstGT,

SogaT,andUedaHR.」Proc.NatlAcad,SctUSA .,inpress,
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3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

1)シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 で の 招 待 講 演

1.Shin-ichiroKanno,LiLan,SatoshiNakajimaandAkiraYasui;"NovelAPendonucleasewith

exonucleaseactivityandDNAstrandbreaksrepairinhumancel1"10thInternationalWorkshopon

RadiationDamagetoDNA,Urabandai,Fukushima,Japan,June8-12,2008.

2.ZehuiHongandAkiraYasui;"MismatchrepairproteinsatDNAsingle-anddouble-strand

breaksandUV-lesions"US-EUConferenceonRepairofEndogenousGenomeDamage"Galves-

ton,Texas,USA,February21-25,2009.

3、LjLan,SatoshiNakajima,SehuiHong,Shin-ichiroKannoandAkiraYasui;"Spatio-temporal

organizat{onofDNAsingle-strandbreakrepairbyPARP,PARGandXRCClinhumancell.

DNAR、epairandMutagenesis,ASMCon免rences,Whistler,BC,Canada,May30-June5,2009.

4.Shin-ichiroKanno,ShigeruSasao,HiroshiKuzuoka,ChikashlSuzuki,LiLan,SatoshiNakajima

andAkiraYasui;NovelAPendonucieaseswith3'-5'exonucleaseactivityandsingle-strandbreak

repairinhumancel1.6th3Rsymposium2008,0ctober27-30,2008.

4.国 内学会で の発 表

特別講演,シ ンポジウム,ワ ークショップ等

1.安 井 明:ミ スマ ッチ修復蛋白複合体の種々の損傷修復への集積 とその役割.第67回 に本癌学

会学術総会,名 古屋,2008年10月28日,シ ンポ}ジウム講演.

2,安 井 明:蛋 白質の可視化とプロテオ ミクスを用いたDNA切 断の細胞応答の解析.第3回 放

射線防護研究センターシンポジウム 「生 き物はどのように放射線に立ち向かうのか一DNA損 傷

応答 と適応応答」平成20年12月16-17日.放 射医学総合研究所

5.学 会主催等

日米DNA修 復会議 主催 平成19年5月 場所:仙 台

6.そ の他

1)特 許出願

特許登録:特 許第4312478号

発明の名称:UVDE発 現による相同組換え頻度の向上
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2)国 際学術雑誌の編集

DNARepair,AssociateEditor(2006年 よ り)

3)文 部 科学省ゲ ノムネ ッ トワークプ ロジェク ト班員

班員名:安 井 明

研究課題名:蛋 白の可視化 と機能的複合体解析 で解 くゲノム安定 性ネ ッ トワー ク

研究期間 二平成18年 度 より平成20年 度 まで.



遺伝子機能研究分野(田 中研究室)

担当教授 安 井 明

1.研 究分野 紹介

准教授:田 中 耕三(テ ニュア ・トラック教員)

当研究室は,東 北大学における若手研究者の独立支援事業である「先進融合領域フロンティアプログ

ラム」により,平 成19年3月 に田中がテニュア トラック准教授 として着任して発足した.当 初,田 中は

大学内の横断的組織である特定領域研究推進支i援センター(CRESS)に 所属し,加 齢医学研究所に配属

されて研究を行った.平 成20年lO月 に正式に加齢医学研究所に配置換 となり,遺 伝子機能研究分野に

所属することになった.

当研究室では 「がん化及びがん治療のターゲットとしての細胞分裂制御機構の解明」をテーマに研究

を行っている.多 くのがん細胞では染色体数の異常(aneuploidy)が 認められ,こ れはがん化 と密接に

関連していると考えられる.染 色体数の異常の原因の1っ として,細 胞分裂期における染色体の不均等

分配があげられる.一 方vincaalkaloidやtaxolと いった抗がん剤は,細 胞分裂期にその効果を発揮す

る.こ のように細胞分裂期はがん化にもがん治療にも密接に関連 してお り,そ の制御機構の解明はがん

化の機構 を理解する上でも,ま たがん治療を進歩させる上でも重要である.具 体的にはヒト細胞及び出

芽酵母を用いて,以 下の研究を行っている.

現在の主な研究

1)紡 錘体チェックポイン トによる染色体分配制御ネッ トワークの解明

染色体の正確な分配を司る代表的な機構 として紡錘体チェックポイントがある.こ れは酵母からヒト

までよく保存 されている機構であるが,ヒ トではより複雑な制御が行われてお り,こ れには未知の分子

が関与している可能性がある.そ こでヒト細胞で紡錘体チェックポイントに関連する新たな分子をプロ

テオミクス解析により同定し,そ の機能を蛍光顕微鏡による生細胞観察を中心とした手法により解析す

る.こ れにより,染 色体分配制御ネットワークを明らかにするとともに,そ の異常 とがん化との関連を

検討する.

2)細 胞分裂期に作用する薬剤による細胞死誘導機構の解明

Vincaalkaloidやtaxolな どの細胞分裂期に作用する抗がん剤は,微 小管 と染色体の正確な結合を妨

5
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げ,紡 錘 体 チ ェ ッ ク ポ イ ン トを 活1生 化 さ せ る.そ の 結 果 細 胞 周 期 が 停 止 し,こ れ が 持 続 す る と細 胞 死 が

誘 導 さ れ る が,そ の 機 序 に つ い て は 不 明 な 点 が 多 い.我 々 は 遺 伝 学 的 手 法 に 優 れ た 出 芽 酵 母 を モ デ ル と

し て こ の 機 構 を 明 らか に す る こ と を 目指 して い る.出 芽 酵 母 で の 知 見 か ら,ヒ ト細 胞 で の 抗 が ん剤 の 作

用 機 序 の 解 明 の 足 が か りが 得 られ る こ とが 期 待 さ れ る.

2.研 究 報 告

1)英 文 論 文

総 説

1、Tanaka,K,and}Iirota,T.Chromosomesegregationandcancer.CancerSc42009inpress.

2.Klionsky,DJ,(98authors),TanakaK,(34authors),Deter,R.L.Guidelinesfbrtheuseand

interpretationofassaysf{)rmonitoringautophagyinhighereukaryotes.Autoρhagy4,151-175,

2007Review.

原 著 論 文

】,Sarai,N,Kagawa,W,Fujikawa,N,Saito,K,Hikiba,」,Tanaka,K,Miyagawa,K,Kurumizaka,H,

andYokoyama,S.BiochemicalanalysisoftheN-terminaldomainofhumanRAD54B.Nucleic

AcidsRes36,5441-5450,2008.

2.Romao,M,Tanaka,K,Sibarita,JB,Ly-Hartig,N.T,Tanaka,T.U,andAntony,C.Three-

dimenslonalelectronmicroscopyanalysisofndclO-7mutantrevealsanaberrantorganizationofthe

mitoticspindleandspindlepoledefectsinSαccharomycescelevtsiae.ノ 「StructBioll63,18-28,

2008、

3.Kitamura,E,Tanaka,K,Kitamura,Y,andTanaka,T.U,Kinetochore-microtubuleinteraction

duringSphaseinSaccharomyceseerevtSiae,Genes・Oev21,3319-3330,2007.

4.Tanaka,K,Kitamura,E,Kitamura,Y,andTanaka,T.U.Mol㏄ularmechanismsofmicrotubule-

dependentkinetOChOretranSpOrttOWardSSpindlepOleS.ノr(]ellBiOll78,269-281,2007.

2)和 文 論 文

総 説

1,田 中 耕 三,田 中 智 之.微 小 管 に よ る キ ネ トコ ア 捕 捉 の 分 子 機 構.実 験 医 学(2007)25,p,671-678.

3.国 際 学 会 ・海 外 で の 発 表 お よ び セ ミ ナ ー 等

一 般 演 題
,ポ ス タ ー 等

1.KingoEndoandKozoTanaka.Mechanismofyeastcelldeathafterprolongedmitoticarrest.
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1nternationalSymposiumonChromosomeDynamicsinIse,Ise-Shima,May2008.

娠 国内学会 での発表

特別講演,シ ンポジウム,ワ ークショップ等

L田 中耕三.紡錘体チェックポイントによる染色体分配制御ネットワークの解明.特定領域研究「染

色体サイクルの制御ネットワーク」第4回 領域会議,御 殿場,2008年9月.

2.田 中耕三.出 芽酵母をモデルとした,細 胞周期停止の持続による細胞死誘導機構の解明.特 定領

域研究 「細胞増殖制御」第2回 班会議,御 殿場,2008年9月.

3.田 中耕三,喜 多村「覚至,喜 多村陽子,田 中智之.微 小管によるキネ トコア捕捉・輸送の分子機構.

第25回 染色体ワークショップ,熱 海,2008年1月.

4.田 中耕三,喜 多村悦至,喜 多村陽子,田 中智之.微 小管による染色体輸送の分子機構.第30回

日本分子生物学会年会 ・第80回 日本生化学会大会合同大会,横 浜,2007年12月.

5.田 中耕三.微 小管による染色体捕捉・輸送の分子機構.第11回 東北大学学際ライフサイエンスシ

ンポジウム,仙 台,2007年11月.

6,田 中耕三,喜 多村悦至,喜 多村陽子,田 中智之.微 小管による動原体捕捉・輸送の分子機構.第

66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2007年10月3日.シ ンポジウム講演.



遺伝子情報研究分野

担当教授 田 村 眞 理

工 研 究分野 紹介

教 授:田 村 眞理

准教授:平 賀 章

助 教:小 林 孝安

当研究分野の前身である抗酸菌病研究所生化学研究部門は,昭 和19年 に設置された.約50年 の歴史

を経た後,平 成5年 の研究所の改組に伴い,名 称が遺伝子情報研究分野となり現在に至っている.

当研究分野では,細 胞のストレス応答や生存と死など高次細胞機能の制御機構について細胞内シグナ

ル伝達の視点に立った研究を行っている.具 体的には,① プロテインホスファターゼによる細胞機能

の制御機構の解明,② メカニカルス トレスによる骨組織 リモデリングの分子機構の解明を主要なプロ

ジェクトとして研究を進めている.

現在の主な研究

1.プ ロテインボスファターゼによる細胞機能の制御機構

1)プ ロテインホスファターゼ2Cの 機能と制御機構

当研究室が研究の対象 としているプロテインホスファターゼ2C(PP2C)は,真 核細胞に広 く保存さ

れているタンパク質セ リン・スレオニンホスファターゼファミリーの一つであり,ヒ ト細胞には14種 類

のPP2C遺 伝子が存在し,そ れぞれが,シ グナル伝達の制御因子 として,固 有の役割を担ってるものと

考えられる.主要なタンパク質セリン・スレオニンホスファターゼファミリーとしては,他 にPPI,PP2A

及びPP2Bが 存在するが,こ れ ら三つのファミリーは,分子進化上,同 じ起源に由来するのに対し,PP2C

はこれ らとは異なったユニークな起源を持っことが特徴の一つである.ま た,PPI,PP2A及 びPP2Bが

いずれも,調 節サブユニットと活性サブユニットから構成されるオ リゴメリック酵素であるのに対 し,

PP2Cは モノメリック酵素で,活 性タンパク質のサイズ(40-80kDa)がPPI,PP2A及 びPP2Bの 活性

サブユニットのそれら(30-35kDa)よ りも大 きいという特徴がある.こ れらのことから,①PP2Cは

ファミリー としてユニークな細胞内機能を持つこと,② 個々のPP2Cフ ァミリーメンバV-'・一は,活 性 ド

メインに加えて,活 性調節 ドメインや細胞内局在を規定するドメインをも内蔵し,多 様な機能性制御を

9
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受 け る こ とが 予 想 さ れ た.当 研 究 室 で は,こ れ ら の 点 の 解 明 を含 め て,主 に 当 研 究 室 で ク ロ ー ニ ン グ に

成 功 し た4つ のPP2Cフ ァ ミ リ ー メ ン バ ー(PP2Cα,PP2Cε,PP2Cζ 及 びPP2Cη)が,細 胞 の ス トレ

ス 応 答 や 生 存 と死 の 制 御 に お い て 果 た す 役 割 の 解 明 を 目 的 に 研 究 を進 め て い る.

2)微 小 管 構 成 分 子 に よ るPP1,PP2Aの 制 御 機 構

微 小 管 は 細 胞 内 の 多 様 な 機 能 に 関 与 す る 細 胞 骨 格 で,し ば し ば小 器 官 あ る い は 他 の 細 胞 内 構 築 物 に 近

接 す る.そ れ 故,微 小 管 と これ らの 構 築 物 の 構 成 蛋 白 質 は相 互 に 情 報 を伝 達 し,そ れ ら の 機 能 の 制 御 に

寄 与 し て い る 可 能 性 が あ る.本 研 究 で は,微 小 管 に 高 い 親 和 性 を 示 す,プ ロ テ イ ン ホ ス フ ァ タ ー ゼ,MT-

PPIを 調 節 す る分 子 を 探 索 し,そ の 調 節 の 機 構 と意 義 を解 析 す る事 を通 じ て,微 小 管 と細 胞 内 構 築 物 と

の 相 互 制 御 の 解 明 を 試 み て い る.

2.メ カ ニ カ ル ス ト レス に よ る 骨 組 織 リモ デ リ ン グ の 分 子 機 構

生 体 内 に お い て は様 々 な 組 織 が,そ れ ぞ れ メ カ ニ カ ル ス トレ ス に対 し固 有 の 応 答 反 応 を 示 す こ とが 知

ら れ て い る.特 に 骨 組 織 で は,メ カ ニ カ ル ス ト レ ス と代 謝 活 性 に 強 い 関 連 性 が あ り,骨 組 織 へ の 適 度 の

メ カ ニ カ ル ス トレ ス の 負 荷 が,骨 芽 細 胞 の 増 殖,分 化 及 び 骨 基 質 の 産 生 を誘 導 し,骨 の リモ デ リ ン グ に

重 要 な 役 割 を 果 た す こ とが わ か っ て き た.し か し な が ら,メ カ ニ カ ル ス ト レ ス が どの よ う な 機 構 で,骨

芽 細 胞 の 形 質 発 現 を 誘 導 す る の か は 明 ら か に さ れ て い な か っ た.そ こ で,当 研 究 室 で は メ カ ニ カ ル ス ト

レ ス と ス トレ ス 応 答 シ グ ナ ル 伝 達 経 路 の 関 係 に 的 を 絞 っ て 研 究 を進 め て い る.

λ 研 究 報 告

1)英 文 論 文

1.SaitoJ,ToriumiS,AwanoK,IchijoH,SasakiK,KobayashiT,TamuraS.Regulationof

apoptosissignal-regulatingkinaselbyproteinphosphatase2Cε.Biochem.J.(2007)591-596.

2.SasakiM,OhnishiM,TashiroF,NiwaH,SuzukiA,Miyazakij,KobayashiT,TamuraS.

DisruptionofthemouseproteinSer/Thrphosphatase2Cβgeneleadstoearlypre-implantation

lethality.M㏄h,Dev.124(2007)489-499.

3,SaitoS,MatsuiH,KawanoM,KumagaiK,TomishigeN,HanadaK,EchigoS,TamuraS,

KobayashiT.ProteinPhosphatase2Cεisanendoplasmicreticulumintegralmembraneprotein

thatdephosphorylatestheceralnidetransportproteinCERTtoenhanceitsassociationwith

organellemembranes.J.Biol.Chem.283(2008)6584-6593.

4.Awano,K.,Amano,K.,Nagaura,Y.,Kanno,S.,Echigo,S.,Tamura,S.&Kobayashi,T.

Phosphorylationofproteinphosphatase2Cζbyc-JunNH2-terminalkinaseatSer92attenuatesits

phosphataseactivity,Biochemistry47(2008)7245-7248.
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5.HenmiT,AwanoK,NagauraY,MatsumotoK,EchigoS,TamuraS,KobayashiT.Am㏄hanism

f{)rthesupPressionofinterleukin-1-inducednuclearfactorκBactivationbyproteinphosphatase

2Cη 一2.Biochem.J.inpress

2)和 文 論 文

1.工 藤 忠 明,小 林 孝 安,田 村 眞 理.情 報 生 物 学 的 手 法 に よ る 新 規JNK結 合 分 子 の 網 羅 的 探 索,東

北 大 学 歯 学 雑 誌,26(2007)1-11

3.国 際 学 会 ・ 海 外 で の 発 表 お よ び セ ミ ナ ー

1)シ ン ポ ジ ウ ム

1.SaitoS,KawanoM,KumagaiK,HanadaK,MatsuiH,EchigoS,TamuraS,KobayashiT.:

PP2CεDephosphorylatescaramidetransporter(CERT)andenhancestheassociationbetween

CERTandVAP-AatERMembrane.EMBOConferences2007,Aveiro(Portugal),2007、7.

2.SaitoS,MatsuiH,KawanoM,KumagaiK,TomishigeN,HanadaK,EchigoS,TamuraS,

KobayashjT,:Proteinphosphatase2Cεisanendoplasmicreticulurnintegralmembraneprotein

thatdephosphorylatestheceramidetransportprteinCERTtoenhanceitsassociationwithorganelle

membranes.8thInternationalConferenceonProteinphosphatases,Maebashi(Japan),2008.lL

3.HenmiT,EchigoS,KobayashiT,TamuraS.:Am㏄hanismfortheselectivesuppressionoflL-

1-inducedNF一 κBactivationbytheproteinphosphatase2Cη 一2,FASEB2008,Snomass(USA),

2008.7.

4.MatsuiH,FukunoN,SuzukiO,TakedaK,IchijyoH,KobayashiT,TamuraS,SasakiK ,:

Mechanicalstressmodulatesboneremodelingsignals,The3rdInternationalsymposiumfbrInterface

Oral}{ealthScience,Sendai(Japan),2009,2,

2)一 般 演 題

1.MatsuiH,FukunoN,SasakiK,SuzukiO,KobayashiT,TamuraS.:Themagnitudeandduration

ofcyclicstretchaffectJNKandp38activationinMC3T3-Elpre-osteoblasticcells.MHS2007,

Nagoya(Japan),2007,ll.

2.Matsui}{,FukunoN,SasakiK,SuzukiO,KobayashiT,TamuraS.lLoadingofm㏄hanicalstress

toosteoblastsmayinducecytokinecrosstalksbetweenosteoblasts&monocytes/macrophagesina

JNK/p38-dependentmanner.MHS2008,Nagoya(Japan),2008.11.
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4.国 内 学 会 で の 発 表

1)シ ンポジウム ・ワークシ ョップ

1.小 林孝安,齊 藤聡子,逸 見健 明,天 野一宇,草 野理恵,松 井裕之,永 浦裕子,田 村眞理:プ ロテ

インホス ファターゼ2Cの 多彩な機能.第30回 日本分子生物学会年会 ・第80回 日本生化学会大

会合同大会 ワークショップ,横 浜,2007.12,

2)一 般 演題

1.齊 藤 聡子,河 野美 由紀,熊 谷圭悟,花 田賢太郎,越 後成志,田 村 眞理,小 林孝安:PP2Cε の新規

機能:PP2Cε は小胞体上 でセラ ミド輸送 タンパ ク質CERTを 脱 リン酸化す る.日 本生化学会東

北支部第73回 例会 ・シンポ ジウム,仙 台,2007.5.

2.松 井 裕之,福 野直人,小 林孝安,鈴 木 治,佐 々木啓一,田 村 眞理:メ カニカルス トレスによる

骨芽細胞 のス トトレス応答 シグナル伝達経路の活 性化 と骨モデ リングにおける意義.第4回 東北

大学バイオサイエ ンス シンポジウム,仙 台,2007.6.

3.齊 藤 聡子,田 村 眞理,小 林孝安:PP2Cε はセ ラミド輸送タ ンパ ク質CERTを 脱 リン酸化 する.第

66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2007.10.

4.逸 見 健明,小 林孝安,田 村眞理:Sel㏄tivesuppressienofIL-1-inducedNF一 κBactivationby

proteinphosphatase2Cε.第66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2007.10,

5.逸 見 健明,天 野一宇,越 後成志,小 林孝安,田 村 眞理:PP2Cη に よるIL-1-NF一 πB経 路 に対 す

る選択的抑制.第30回 日本分子生物学会年会 ・第80回 日本生化学会大会合 同大会,横 浜,2007.

12.

6.天 野 一宇,永 浦裕子,逸 見健明,草 野理恵,小 関健 由,一 條秀憲,小 林孝安,田 村 眞理:PP2C6

お よびPP2Cε に よるROS誘 導性 アポ トーシスの制御.第30回 日本分子生物学会年会 ・第80回

日本生化学会大会合 同大会,横 浜,2007.12.

7.小 林 孝安,永 浦裕子,越 後成志,田 村 眞理:新 規 プロテイ ンホスファターゼ2Cメ ンバーで ある

PP2Cη 一2に よるNF一 κB経 路 の制御機構 日本生化学会東北支部第74回 例会 ・シンポジウム,盛

岡,2008.5.

8.逸 見健 明,天 野一宇,永 浦裕子,松 本邦弘,越 後誠志,田 村眞理,小 林孝安:Amechanismfor

thesuppressionofIL-1-inducedNFkBactivationbytheproteinphosohatase2cη 一2.第5回 東北

大学バイオサ イエ ンスシンポジウム,仙 台,2008.5.

9.永 浦裕子,小 林孝安,田 村眞理:プ ロテイ ンホス ファターゼ2Cζ(ILKAP)に よるp53の 制 御 .

第67回 日本癌学会学術総会,名 古屋,2008.10.

10.松 井裕 之,福 野直人,鈴 木 治,武 田弘資,一 條秀憲,小 林孝安,田 村 眞理,佐 々木啓一:メ カ

ニカルス トレスによる骨芽細胞 のJNK・p38経 路 の活性化 の機構 と意義 平成20年 先端歯学 国際

教育 ネ ッ トワー ク,三 浦,2008」O.

lI.松 井裕之,福 野直人,鈴 木 治,佐 々木啓一,武 田弘資,一 條秀憲,小 林孝安,田 村眞理:メ カ
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ニカルス トレスによる骨芽細胞SAPK活 性化の機構 と意義 第31回 日本分子生物学会年会 ・第

81回 日本生化学会大会合同大会,神 戸,2008.12.

5.学 会主催 な ど

日本生化学会東北支部 第73回 例会 ・シンポジウム,仙 台,2007.5.支 部長 田村眞理



免疫遺伝子制御研究分野

担当教授 佐 竹 正 延

1.研 究分野紹介

教 授:佐 竹 正延

准教授:千 葉奈津子

助 教:河 府 和義

当研究分野は発がん ・発生 ・細胞分化 といった現代医学 ・生命科学における重要な問題を,遺 伝子発

現制御機構の観点から解明することを目標に研究を進めている.な ぜ遺伝子発現制御が重要であるか

は,細 胞内の情報の流れを見れば理解が容易である.即 ちリガンドもしくは細胞間相互作用により,細

胞膜上のレセプターに受容されたシグナルは,細 胞質のシグナル伝達系を介して最終的には核内に到達

する.核 内のシグナルの受けとめ手は,転 写調節因子であり,そ れが標的遺伝子の発現を調節すること

により,細 胞の表現型が規定される.個 体発生では各種の組織・器官が形成され,細 胞分化においては

幹細胞が自己複製しかつ分化 ・増殖するが,こ れらの過程 は遺伝子発現の正確なオンとオフにより制御

されている.一 方,細 胞がん化 は遺伝子発現制御機構の乱れによって,細 胞が無限の増殖能を獲得する

ことと捉えることができる.即 ち全ての問題の根幹に,転 写因子による遺伝子発現制御機構が関わって

いる.

現在の主な研究

現在行なっているプロジェクトは,①Tリ ンパ球の増殖 ・分化 ・機能を担 う転写因子の解析,② ヒ

ト乳癌発症 に関わる癌抑制遺伝子産物 の機能解析,③ 細胞内の小胞輸送 を担 う遺伝子群 の解析であ

る.

解析手段 としては,通 常の遺伝子操作 ・蛋白質化学 ・微細形態学の技術のみならず,改 変を施 した遺

伝子の細胞 ・動物個体への導入により,発 生 ・細胞分化 ・がん化を積極的に制御する技術をも援用する.

以上のように我々の研究室では,核 酸 ・蛋白質 ・形態学 ・発生学の殆 どあらゆる実験技術を駆使 してい

るのが特徴である.ま た,近 年のゲノム・サイエンスの進展に対応すべ く,も う一つの新しい課題を設

定して研究を開始した.即 ち,ゲ ノム・サイエンスの中核が情報解析技術であることに鑑み,コ ンピュー

ターを援用 したゲノム・インフォマティクスに取 り組んでいる.即 ち,④ 対象 として新世界サルである

15
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コ モ ン ・マ ー モ セ ッ ト を 選 び,ヒ トへ の ゲ ノ ム 進 化 の 解 明 を 目 指 し て い る .

2.研 究 報 告

1)著 書

1.秋 山 徹 ・河 府 和 義 編 細 胞 ・培 地 活 用 ハ ン ド ブ ッ ク(単 行 本)羊 土 社2007

2.千 葉 奈 津 子 第12章 癌,癌 化:ウ イ ル ス 発 癌,第13章 癌 化 の シ グ ナ ル 伝 達 細 胞 ・培 地 活

用 ハ ン ド ブ ッ ク 秋 山 徹 河 府 和 義 編 羊 土 社pl26-145,2007

3.Shao-YaoYing/編 河 府 和 義/佐 々 木 博 己/塩 見 美 喜 子/監 訳microRNA実 験 プ ロ ト コ ー ル

(単 行 本)羊 土 社2008

2)英 文 論 文

1.Ishii,T.,Kohu,K.,Yamada,S.,Ishidoya,S.,Kanto,S,,Fuji,H.,Moriya,T,,Satake,M.andArai,

Y.Up-regulationof、DNA-methyltransferase3Aexpressionisassociatedwithhypomethylationof

intron25inhumantesticulargermcelltumors.TohokuJ.Exp,Med.212:177-190,2007.

2.Azumi,K、,Sabau,S.V.,Fujie,M.,Usami,T.,Koyanagi,R.,Kawashima,T,,Fujiwara,S.,

Ogasawara,M.,Satake,M.,Nonaka,M.,Wang,H-G,Satou,Y.andSatoh,NGeneexpression

profileduringthelifecycleoftheurochordateCionaintestinaltS.Develop.BioL308:572-582,

2007,

3.Simomura,A.,Ohkuma,M.,Ijzuka-Kogo,A.,Kohu,K.,Nomura,R.,Miyachi,E,Akiyama,T.and

Senda,T.RequirementofthetumoursuppressorAPCfbrtheclusteringofPSD-95andAMPA

r㏄eptorsinhippocampalneurons.Eur.J,Neurosci、26:903-912,2007.

4.Ohno,S.,Sato,T.,Kohu,K.,Takeda,K.,Okumura,K.,Satake,M.andHabu,S,Runxproteins

areinvolvedjnregulationofCDI22,Ly49familyandIFNgexpressionduringNKcell

differentiation.Int.Immunol.20:71-79,2008.

5.Tanabe,K.,Kon,S.andSatake,M.SMAP1(stromalmembrane-associatedproteinl).Atlas

Genet.Cytogenet.Oncol.Haematol.March2008.URL:http://AtlasGeneticsOncology,org/

Genes/SMAPIID42974ch6ql3.html

6・Tanabe,K,Kon,S.,Ichijo,N.,Funaki,T.,Watanabe,T.andSatake,M.ASMAPgenefamily

encodingARFGTPase-activatingproteinsanditsimplicationinmembranetra伍cking.Methods

inEnz.438:155-170,2008.

7.Kon,S.,Tanabe,K.,Watanabe,T.,Sabe,H.andSatake,MCIathrindependentendocytosisofE-

cadherinisregulatedbytheArf6GAPisoforrnSMAPI.Exp.CellRes.314:1415-1428,2008.

8.Ogawa,S.,Satake,M.andIkuta,K.PhysicalandfunctionalinteractionsbetweenSTAT5and

Runxtranscriptionalfactors.J.Biochem,143:695-709,2008.
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9.Kohu,K.,Kubo,M,,Ichikawa,H.,Ohno,S.,Habu,S.,Sato,T.andSatake,MPIeiotropicroles

ofRunxtranscriptionfactorsinthedifferentiationandfunctionofTlymphocytes.Current

Immunol.Rev.4:101-Il5,2008.

10.Kohu,K.,Yamabe,E.,Maztsuzawa,A,,Onda,D,,Suemizu,H.,Sasaki,E.,Tanioka,Y.,Yagita,H.,

Suzuki,D.,Kametani,Y.,Takai,T.,Toyoda,A.,Habu,S.andSatake,M.Comparisonof30

immunity-relatedgenesfromthecommonmaiTnosetwithorthologuesfromhumanandmouse.

TohokuJ,Exp.Med.215:167-180,2008.

1LHolland,LZ.Satake,M.,andHolland,P.W.H,Theamphioxusgenomeilluminates

vertebrateoriginsandcephalochordatebiology.GenomeRes.18:1100-1111,2008.

12.Kahn,R.A.,Bruf{〕rd,E.,Inoue,H,,Logsdon,Jr.J.M,Nie,Z.,Premont,R.T.,Randazzo,P.A.,

Satake,M.,Theibert,A.B,Zapp,ML.andCassel,D.Consensusnomenclaturefbrthehuman

ArfGAPdomain-containingproteins.J,CellBiol.182:1039-1044,2008.

13.Ito,R.,Maekawa,S.,Kawai,K.,Suemizu,H.,Suzuki,S、,Ishii,H.,Tanioka,Y.,Satake,M.,Yagita,

H,Habu,S.andIto,M.Novelrnonoclonalantibodiesr㏄ognizingdifferentsubsetsof

lymphocytesfromthecommonmarmoset((rallithriX/acchus).Immunol.Lettersl21:116-122,

2008,

14.Wei,L,Lan,L,,Hong,Z.,Yasui,A.,Ishioka,C.andChiba,N、RapidrecruitmentofBRCAIto

DNAdouble-strandbreaksisdependentonitsassociationwithKu80.Mol.Cel1.Biol.28:7380-

7393,2008.

3)和 文 論 文

1,千 葉 奈 津 子,石 岡 千 加 史:家 族 性 乳 癌 の 原 因 遺 伝 子 日本 臨 床2007年 増 刊 乳 癌 一基 礎 ・臨 床

の ア ッ プ デ ー ト65:601-605,2007.

2.加 藤 誠 之,安 田 勝 洋,大 堀 久 詔,高 橋 雅 信,高 橋 信,山 浦 玄 悟,大 塚 和 令,角 道 祐 一,千 葉 奈

津 子,下 平 秀 樹,酒 寄 真 人,加 藤 俊 介,鈴 木 貴 夫,村 川 康 子,蒲 生 真 紀 夫,柴 田 浩 行,吉 岡 孝 志,

石 岡 千 加 史:原 発 不 明 癌22例 の 検 討 癌 と化 学 療 法34:1227-1231,2007.

3,千 葉 奈 津 子,下 平 秀 樹,石 岡 千 加 史1生 殖 細 胞 変 異 の 遺 伝 子 診 断 一 家 族 性 乳 癌BRCA1,BRCA2

を 中 心 に 実 験 医 学25:2629-2634,2007.

4.千 葉 奈 津 子:個 別 化 医 療 の た め の 分 子 イ メ ー ジ ン グ 技 術 を 用 い た 癌 抑 制 遺 伝 子 の 機 能 解 析 東

北 大 学 グ ロ ー バ ルCOEプ ロ グ ラ ム 新 世 紀 世 界 の 成 長 焦 点 に 築 く ナ ノ 医 工 学 拠 点 ナ ノ 医 工

学 年 報2007:149-154.

5,千 葉 奈 津 子:個 別 化 医 療 の た め の 分 子 イ メ ー ジ ン グ 技 術 を 用 い た 癌 抑 制 遺 伝 子 の 機 能 解 析 東

北 大 学 グ ロ ー バ ルCOEプ ロ グ ラ ム 新 世 紀 世 界 の 成 長 焦 点 に 築 く ナ ノ 医 工 学 拠 点 ナ ノ 医 工

学 年 報2008:203-212.
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3.国際学会発表

1.ChibaN,YoshiokaT,TakahashiS,ShibataH,KatoS,ShimodairaH,OtsukaK,KakudoY,

TakahashiM,YasudaK,SakamotoY,andIshiokaCTwocasesofbreastcancerrespondingto

trastuzumabmonotherapy.AsiaPacificMedicalEducationInitiative,3「dAsiaPacificWorkshop,

Mol㏄ulartargetedTherapyofCancerApr.2007,ShanghaiChina

2.KazuyoshiKohu,ShinyaTanaka,HidetakaOhmori,MasatoKubo,MasanobuSatake:Rolesof

Runxl/Runx3inthediflbrentiationofperipheralCD4+Tcells第14回Runxmeeting;2007年

8月20-22日,Singapore

3.ChibaN,WeiL,LanL,HongZ,YasuiAandIshiokaC.Domain-dependentaccumulationof

BRCAIatthesitesofDNAdamage.AACR-NCI-EORTCInternationalconferenceMolecular

targetsandCancerTherapeuticsOct.22-26,2007SanFranciscoUS.A.

4.ShunsukeKon,KenjiTanabe,ToshioWatanabe ,HisatakaSabeandMasanobuSatake.Clathrin

dependentendocytosisofE-cadherinisregulatedbytheARF6GAPisof{)rrnSMAPLFASEB

SummerResearchConferences;ARFFamilyGTPase,IlCiocco,Italy,2007

5.ChibaN.RecruitmentofTumorSuppressor,BRCAltoDNAdoublestrandsinducedbylasesr

microirradiation.5thInternationalSymposiumof2007TohokuUniversityGlobalCOEProgram

GlebalNano-BiomedicalEngineeringEducationandResearchNetworkCentre,Nano-Biomedical

EngineeringintheEastAsian-PacificRimRegion.March.27-282008 ,MatsushimaJapan

6、WeiL,LanL,HongZ,YasuiA,SatakeM,IshiokaCandChibaN.Rapidaccumulationof

BRCAIatDNAdouble-strandbreaksisdependentonKu80.Ataxia-Telamgi㏄tasiaWorkshop

2008Apr.22-262008,0htsuJapan

7.ChibaNandWeiLTumorsuppressorBRCAIresponsetoDNAsingle-strandbreaksinduced

bylasermicro-irradiation.The7thInternatopnalSymposiumonNano-BiomedicalEngineering

(ISNBME-7)Oct,16-172008Tainan,Taiwan

8.LWei,L.Lan,Z.Hong,A.Yasui,C.Ishioka,andN.Chiba.Ku80-dependentaccumulationof

TumorSuppressorBRCAlatDNAdouble-strandbreaksinducedbylasermicro-irradiation .The

8thInternatopnalSymposiumonNano-BiomedicalEngineeringintheEastAsian-PacificRim

RegionD㏄.62008(Sunt㏄City,Syngapore)

4.国 内 学 会 発 表

L吉 岡 孝 志,柴 田 浩 行,加 藤 俊 介,千 葉 奈 津 子,下 平 秀 樹,大 塚 和 令,角 道 祐 一,高 橋 信,高 橋

雅 信,安 田 勝 洋,坂 本 康 寛,石 岡 千 加 史:過 去2年 間 の 当 科 に お け る 手 術 不 能 進 行 再 発 胃 癌 に 対

す る 癌 化 学 療 法 の 選 択 の 現 状.第40回 制 癌 剤 適 応 研 究 会2007年2月16日,横 浜 ・横 浜 ロ イ ヤ

ル パ ー ク ホ テ ル.

2.河 府 和 義,大 森 英 孝,内 納 隆 治,久 保 允 人,佐 竹 正 延:Runx3転 写 因 子 は末 梢CD4+T細 胞 の

Thl/2分 化 を 制 御 す る.第17回KTCC学 術 集 会2007年6月15-16日,京 都 .
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3,魏 雷 震,千 葉奈津子,蘭 利,佐 竹正延,安 井 明,石 岡千加史:家 族性乳癌原因遺伝子

BRCAIのN末 端 のDNA二 本 鎖切断へ の集積.第66回 日本癌学 会学術総会2007年10月5

日,横 浜.

4.KazuyoshiKohu,HidetakaOhmori,RyujiUtino,MasatoKubo,MasanobuSatake:RUNX3

REGULATESTHEDIFFERENTIATIONOFPERIPHERALCD4十TCELLS.第37回 日

本免疫学会総会 ・学術集会2007年ll月20-22日,東 京.

5.河 府 和義,大 森英孝,WongWenFen,久 保 允人,佐 竹正延:Runx3とGATA3の 相 互作用に

よるThl/Th2分 化制御機構.第18回KTCC学 術 集会2008年6月13-14日,京 都.

6,千 葉 奈津子,魏 雷震,蘭 利,佐 竹正延,安 井 明,石 岡千加史:家 族性 乳癌 原因遺伝子

BRCAlの 紫 外線損傷 への集積.第67回 日本癌学会学術総会2008年10月28日,名 古屋.
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分子発生研究分野

担当教授 福 田 寛(兼)

1.研 究分野紹 介

教 授(兼);福 田 寛

准教授(兼):井 川俊太郎

助 教:東 海林 亙

当分野では,個 体発生,組 織機能分化,癌 化,神 経系ネットワーク形成などのプロセスで,細 胞が自

らの運命をどのように決定 ・変換するかのメカニズムについて,遺 伝子発現制御,細 胞間相互作用を介

して行われる細胞増殖分化の制御等に注目して研究している.こ れ らの研究を通して,組 織形成・再生,

遺伝子治療等の医学的利用を図る.

現在の主な研究

1)井 川准教授グループ

DNA異 常をチェックする癌抑制遺伝子p53の 機能欠損は,細 胞に遺伝子異常の加速度的な蓄積をも

たらし,そ の突然変異は,最 も多種類の癌で,最 も多頻度に検出される.こ のp53の 類似遺伝子として,

縮重プライマーを用いたPCR法 でp5//p63(以 下p5/),p73を 単離した.こ れらは,癌 抑制遺伝子と

しての機能を有するとともに,細胞,組 織の分化発生の制御に深 く関与していることが判明してきた.当

グループは,1)p53フ ァミリー遺伝子の細胞分化に関する機能解明,2)癌 細胞の発生 という細胞の非

常事態に際しての癌抑制遺伝子としての機能解明,3)こ れらから得られる情報 とファミリー遺伝子の

特性等を利用した癌抑制,癌 治療への応用を目指す.具 体的には以下のことが明らかになった.

・TAp51(TAp63)は 正常(無 刺激)で は,TApsl特 異的ユビキチンリガーゼ(p51UbL)がTAp51

の40-lo7ア ミノ酸 と相互作用 し,Lys32を ユビキチン化することでプロテアソームによる分解を

促進 し,低 タンパク質量で推移する.二 重鎖切断などを引き起 こすDNA損 傷ス トレス下では,

IKKγ が核移行 し,TAp51Ublの ユビキチン化,TAp51の 分解抑制,標 的遺伝子の転写が促進され

る.し かしながら,TAp51Ublに よるTAp51Aの ユビキチン化・分解が,標 的遺伝子の転写に必要

であることも判明した.

・p53フ ァミリー遺伝子によるDNA二 重鎖切断に対する細胞応答制御機構を解明した.す なわち,

21
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アポ トーシス感受性細胞にDNA二 重鎖切断を引き起こす抗癌剤を低濃度で投与すると,p53の み

が3時 間後から持続的に活1生化される.p53単 独ではアポ トーシスを誘導しない遺伝子しか転写で

きないので,セ ネ ッセンスが誘導される.高 濃度では,DNA上 の二重鎖切断部位にIKKγ が集積

し,p51UBLの 不活化によるp51/73の 安定化 をもたらし,核 内にp53と 共にp51/73が 蓄積する.

p53はp51ま たはp73と 協調作用することで,は じめてアポ トーシス誘導遺伝子BAX,NOXA,

AIPIの 転写を促進できるので,ア ポ トーシスが誘導される.アポ トーシス抵抗性の繊維芽細胞等で

は,p51/73は 転写レベルで抑制されており,セ ネッセンスが誘導される.

・p53,p51,p73に 特徴的な転写調節領域,DNA結 合領域,複 合体形成領域をつなぎ合わせた合成

遣伝子(キ メラ遺伝子)の なかに,複 数の細胞株に対 して,exvivo,invivo遺 伝子治療モデル実

験で強い腫瘍増殖抑制効果を示すものを見いだした.

・A)表 皮基底細胞おける△Np51Bに よるNotchIの 抑制,B)上 層の細胞におけるIKKα 依存的な

△Np51Bの 分解によるNotchlの 活性化,の両機構による扁平上皮層構造の維持機構を見いだした.

△Np51BはAKT経 路の活性化でUV-B照 射依存性の角化細胞の過剰なアポトーシスを防ぎ,皮膚

幹細胞の過剰な消耗 を防御 していることをも示した.さ らに,未 分化のマウス骨格筋筋衛星細胞で

Np51発 現が見られ,分 化に伴う発現減少 と筋分化マスター因子であるMyoD依 存性のTAp51の

発現上昇が筋分化に必須であることが判明した.ま た,p53欠 損マウスから樹立された歯の各組織

に分化 しうる細胞株(emtg1-5)で も,低 分化型の株ほどNp51の 発現量が多かった.低 分化型の細

胞株(emtg-2)にTAp51Aを 強制発現すると,分 化マーカーであるアメロブラスチンの発現が充進

した.こ れらのことから,Np51発 現 と未分化状態(幹 細胞)の 維持は密接に関係していることが

推測される.

井川グループは2005年 度から学際科学国際高等研究センターを主たる活動の場 としている.当 初癌

抑制遺伝子 として発見 したp53フ ァミリー遺伝子が意外 にも幹細胞の維持 と分化制御 にも深 くかか

わっていることか ら前教授の帯刀名誉教授の研究テーマと大 きくかかわって くることとなった.と く

に,tsT抗 原マウスを用いて幹細胞の樹立等をも視野に入れている.

2)東 海林助教グループ

・神経 ・血管系のネットワーク形成に関わる分子機構の解明

臓器・組織に脳か らの指令を伝える神経系 と酸素や栄養を運ぶ血管系は目的は異なるものの,ど ちら

も体のすみずみまでネットワークを張 りめぐらせる器官である.私 たちはゼブラフィッシュ胚を用いた

研究から,細 胞外シグナル分子であるセマフォリン・ファミリーが,神 経軸索の伸長方向を定めること

によってネットワーク形成の制御を行 うこと,そ れ と同様のメカニズムで血管系の制御をも行 うことを

実在する生命現象としてはじめて報告した.さ らに神経系 と血管系の双方に異常を起こす新規のゼブラ

フィッシュ変異系統を見いだし,原因遺伝子の同定に成功 した.現 在,同 定した遺伝子の作用をマウス・
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ヒ トな ど の 培 養 細 胞 系 を 用 い て 解 析 中 で あ る.

・脊 髄 神 経 に 分 節 性 を付 与 す る体 節 か ら の シ グ ナ ル 分 子 の 解 明

発 生 期 に お い て 中 軸 の 外 胚 葉 か ら形 成 さ れ る 神 経 管 と,こ れ に 隣 接 し た 沿 軸 中 胚 葉 か ら な る 体 節 は そ

れ ぞ れ が 繰 り返 し の 分 節 構 造 を保 有 す る.近 年 の 研 究 に よ り体 節 はDelta-Notch,Hes,FGFな ど の 因

子 群 に よ っ て 自 律 的 に分 節 化 す る こ と が 明 らか に な っ て き た が,一 方 で 脊 髄 が もつ 分 節 構 造 の 形 成 過 程

に は い ま だ に 不 明 な 点 が 多 か っ た.私 た ち は,い っ た ん は ラ ン ダ ム に 配 置 さ れ た 運 動 神 経 細 胞 が 脊 髄 内

を 前 後 軸 に 沿 っ て 移 動 し,隣 接 す る体 節 に 対 応 し た 繰 り返 し の パ タ ー ン を と る プ ロ セ ス が 存 在 す る こ と

を ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ胚 を 用 い て 明 ら か に し た.ま た こ の 移 動 過 程 に お い て,神 経 細 胞 が 各 体 節 の 後 側 に

由 来 す る セ マ フ ォ リ ン ・シ グ ナ ル を認 識 す る こ と に よ っ て 適 切 な 位 置 を獲 得 す る こ と,さ ら に 適 切 な 位

置 に 移 動 し た 神 経 細 胞 が 脊 髄 か らの 軸 索 の 共 通 の 出 口 「ExitPoint」 を 規 定 す る こ と に よ っ て,脊 髄 と体

節 の 問 に 正 確 な 対 応 関 係 を生 み 出 す 現 象 を 見 い だ し た.

・コ レ ス テ ロ ー ル 代 謝 障 害 に よ る 発 生 異 常 の 分 子 機 構 の 解 明

近 年 流 行 の 「メ タ ボ 」 と い う言 葉 で 代 表 さ れ る よ う に,コ レ ス テ ロ ー ル 代 謝 が 正 常 に行 わ れ る こ とは

私 た ち の 健 康 の 維 持 に 必 須 で あ る.一 方 で 発 生 期 に お け る こ の代 謝 経 路 の 重 要 性 に つ い て は不 明 の 部 分

が 多 く,ノ ッ ク ア ウ トマ ウ ス が 発 生 の 早 期 に 死 亡 し て し ま う こ と も あ っ て あ ま り研 究 が 進 ん で い な い.

新 規 に 同 定 し た ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ変 異 体mujは 血 管 ・神 経 系 を は じ め とす る さ ま ざ ま な 器 官 発 生 に 異 常

が あ り,原 因 遺 伝 子 ク ロ ー ニ ン グ の 結 果,コ レ ス テ ロ ー ル 合 成 系 路 の 酵 素 遺 伝 子 に 原 因 と な る変 異 を 同

定 し た.こ の 代 謝 経 路 の 異 常 が 発 生 異 常 を 引 き起 こ す こ と を手 が か り に,私 た ち は 器 官 発 生 ・再 生 に お

け る あ た ら しい 分 子 メ カ ニ ズ ム の 発 見 を め ざ し て 研 究 を進 め て い る.

2.研 究 報 告

英 文 論 文

LOkuyama,R,Ogawa,E,Nagoshi,H.,Yabuki,M.,Kurihara,A.,Terui,T.,Aiba,S.,Obinata,M,

Tagami,H.,Ikawa,S.p53Homologue,p51/p63,MaintainstheImmaturityofKeratinocyteStem

CellsbyInhibitingNotchlActivity.Oneogene26:4478-4488(2007)

2.Kurihara,A.,Nagoshi,H.,Yabuki,M,Okuyama,R.,Obinata,M.,Ikawa,S.Ser46phosphoryla-

tionofp53isnotalwayssuMcienttoinduceapoptosis:multiplem㏄hariismsofregulationofp53-

dependentapoptosis.GenestoCθ 傭12:853-861(2007)

3.Li,L,ShOji,W.,Kaifu,T.,Takai,T.,Takano,H.,Nishimura,N.,Aoki,Y.,Takahashi,R.,Goto,

S.,ObinataM.IncreasedSusceptibilityofMER5(peroxiredoxinIII)KnockoutMicetoLPS-

inducedOxidativeStress,」BiochemBiophysResCommun355:715-721(2007)

4.Tanaka,且,Maeda,R.,Shoji,W.,Wada,H.,Masai,1.,Shiraki,T,,Kobayashi,K.,Nakayama,R.,

OkamotoH.Isolationofsevenmutationlociaffectingtheoutgrowthofthetrigenlinalandfacial
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motoraxensrevealsarolef()rPlexinA3inaxonalbranchinginzebrafish.、Oevelopmentl34:3259-

3269(2007)

5.Ogawa,E.,Okuyama,R.,Ikawa,S.,Nagoshi,H.,Egawa,T.,Kurihara,A.,Yabuki,M,Tagami,H.,

Obinata,M.,Aiba,S.psl/p63inhibitsultravioletB-inducedapoptosisviaAktactivation.

Oncogene27:848-856(2008)

6.Ogawa,E,Okuyama,R.,Egawa,T.,Nagoshi,H.,Obinata,M.,Tagami,H.,Ikawa,S.,Aiba,S.

p63/p51-inducedonsetofkeratinocytedi且brentiationviac-JunN-terminalkinasepathwayis

counteractedbykeratinocytegrowthfactor.ノBiolChem5;283(49)134241-34249(2008)

7.Yabuki,M.,Nagoshi,H,,Mano,N,Goto,J.,Kurihara,A.,Okuyama,R.,Obinata,M.,Ikawa,S.

IdentificationoftargetphosphorylationresiduesbyimprovedMALDI-TOF/MSanalysis.ノ

Biochemaccepted.

8、Sato-Maeda,M.,Obinata,M.Shoji,W.PositionFine-TuningofCaudalPrimaryMotorNeurons

inZebrafishSpinalCord.1)evelopmentI35:323-332(2008)

9.Shoji,W,,Sato-Maeda,M.Applicationofheatshockpromoterintransgeniczebrafish,1)ev

Growth.Diiffer50:401-406(2008)

10.Li,L,Sh切'i,W.,Oshima,H.,Obinata,M.,Fukumoto,M.,Kanno,NCrucialroleofperoxiredox-

inIIIinplacentalantioxidantdefenseofmice..FEBS」Lett,582:2431-2434(2008)

3.国 際 学 会 ・ 海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

一 般 演 題
,ポ ス タ ー 等

1.Sato-Maeda,M,Obinata,M.,Halloran,M.C.,andShoji,W.,Positionfine-adjustmentofzebrafish

primaエymotorneuronsbysemaphorins,S㏄ondStrategicConferenceofZebrafishInvestigators,

Asilomar,2007

2.Sato-Maeda,M.,andShoji,W.,Generationofiterativemotornervepatterninzebrafishspinalcord,

Axonguidance,Synaptogenesis&NeuralplasticityinColdSpringHarborLaboratory,2008

3.Sato-Maeda,M,andSh()J'i,W.,Generationofiterativemotornervepatterninzebrafishspinalcord
,

FrontiersinDevelopmenta重Biology,JointmeetingoftheFrenchandJapaneseSocietiesf()r

DevelopmentalBiology,2008

4.Sh('ji,W.,Neura工migrationandgrowthconeguidance;multiplerolesofSema3aonzebrafish

primarymotorneurons,SeminaratUniversityofUtah,DepartmentofNeurobiology&Anatomy,

2008

4.国 内学会 での発表

1)特 別講演,シ ンポジウム,ワ ークシ ョップ等

L東 海林亙1脊 髄に分節パターンをもたらす体節からのシグナル,第1回 日本発生生物学会秋季 シ
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ン ポジウム,2007年

2.東 海 林亙:ゼ ブラフィッシュに見 る脊髄運動神経細胞の規則 的な配列 とその形成機構,応 用数学

連携 フォーラム,第6回 ワークシ ョップ,2008年

3.前 田美香:ゼ ブラフィッシュ脊髄一次運動神経の細胞体 を,周 期的 に配 置する機構 についての研

究,平 成20年 度 日本動物学会OM賞,受 賞発表,福 岡,2008年

2)■ 般 演題 ポスター等

1.前 田(佐 藤)美 香,帯 刀益夫,東 海林亙:ゼ ブラフ ィッシュー次運動神経CaPに お ける細胞体位

置調整,第40回 日本発生生物学会,第59回 日本細胞生物学会合同大会,2007年

2.小 川 静香,井 川俊太郎:筋 芽細胞 の未分化維持 とp53類 似 遺伝子 △p51の 関係,第63回 日本体力

医学会大会,大 分,2008年

3.Sato-Maeda,M.,Obinata,M.,andShoji,W.Positionaladustmentofzebrafishprimarymotoneur-

onsbeforeaxenogenesis,第41回 日本発生生物学会,2008年

4.前 田(佐 藤)美 香,東 海林亙:ゼ ブラフィッシュー 次運動神経における細胞体 の位置調整,日 本

動物学会第79回 大会,福 岡,2008年

5.そ の 他

受賞歴

産学官連携研究員前田美香 平成20年 度 日本動物学会OM賞 受賞



加齢生体防御学研究分野

担当教授 小 笠 原 康 悦

1.研 究分野 紹介

教 授:小 笠原康悦

当研究分野は,平成20年7月 に新設された.当研究室では,加齢に伴 う免疫異常が原因 となっている,

がん,自 己免疫疾患,感 染症などについてNK細 胞やNKレ セプターの観点から,免 疫システムを研究

している.我 々は,免 疫難病を動物モデル,遺 伝子組み換え技術を用いて病態を明らかにし,新規診断・

治療法の開発を目指 している.

現在の主な研究

1)金 属アレルギー研究

金属アレルギー患者は潜在的に多 く金属は食物にも含まれており,生活をする上で金属に触れないよ

うにすることは極めて困難であることから,社 会問題化 している.我 々は,厚 生労働省研究班を組織 し,

皮膚科,歯 学,薬 学,工 学の研究者 とともに金属アレルギーの病態解明,新 規診断法の開発を目指して

研究をすすめている.本研究班の成果 として,金属アレルギー勤物モデルを確立した.この成果はNature

誌に記事 として取 り上げられ世界的にも評価が高い.

2)自 己免疫性糖尿病の病態解明

動物モデルを用いた解析で,自 己免疫性糖尿病の発症には,NKG2Dと よばれる分子が重要であり,抗

NKG2D抗 体の投与で糖尿病の発症を抑制できることを報告した.こ の発見をもとにして,現 在,ア メ

リカで臨床治験が始まっている.

3)腫 瘍免疫研究

がんは,放 射線や化学物質によるDNA損 傷や,ウ イルス感染,遺 伝子発現制御の異常など種々の要

因により引き起 こされる.免疫系はこれら発がん細胞を排除すべ く監視にあたっている.が ん細胞は,常

に免疫系から排除される選択圧を受けており,が ん細胞の遺伝的不安定性 とあいまって,悪 性度を高め

ていくというImmuno-editingと よばれる概念が提唱されている.我 々は,Immuno-editingを 証明する

ため,動 物モデル,遺 伝子組み換え技術を用いて研究を行っている.
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2.研 究 報 告

1)英 文 論 文

1.MoriT,'IshidaK,MukumotoS,YamadaY,ImokawaG,KabashimaK,BitoT,NakamuraM,

OgasawaraK,TokuraY、Comparisonofskinbarrierfunctionandsensorynerveelectriccurrent

pe1℃eptionthresholdbetweenIgE-highextrinsicandIgE-normalintrinsictypesofatopicdermati-

tis.BrJDermatolinpress

2.VilarinhoS,
.OgasawaraK,NishimuraS,LanierLL,BaronJL(2007)BlockadeofNKG2Don

NKTcellspreventshepatitisandtheacuteimmuneresponsetohepatitisBvirus.ProcNatlAcad

SciUSA104(46):18187-18192.

3.KawanoM,HanJ,KchoukME,IsodaH,(2009)Hairgrowthregulationbytheextractof

aromaticplantEricamultiflora.J「NatMed63:335-339

4.TaloreteTPN,LimamA,KawanoM,JenhaniABR,GhrabiA,IsodaH,(2008)Stressresponse

ofmammaliancellsincubatedwithlandfillleachate,EitvironToxicolChem27:1084-1092

5.KawanoM,MatsuyamaK,MiyamaeY,ShinmotoH,KchoukME,MorioT,ShigemoriH,Isoda

H.(2007)AntimelanohenesiseffectofTunisianherbThymelaeahirsutaextractonBl6murine

melanomacells.」ExpDermatoll6:977-984

6.LimamA,TaloreteTPN,AliMB,KawanoM,JenhaniABR,AbeY,GhrabiA,IsodaH.(2007)

AssesmentofestrogenicactivityinTunisianwaterandwastewaterbytheE-Screenassay.Environ

SciI4:43-52

7.EbiharaN,NakayamaM,TokuraT,UshioH,MurakamiA.Expressionandfunctionof

fibroblastgrowthfactor-inducible14hunlancornealmyofibroblasts.Exp、Eye、Resinpress

8.NakayamaM,AkibaH,TakedaK,KojimaY,HashiguchiM,AzumaM,YagitaH,OkumuraK.

(2009)Tim-3mediatesphagocytosisofapoptoticcellsandthecross-presentation.Bloodl13:

3821-3830

9.NakajimaA,KojimaY,NakayamaM,YagitaH,OkumuraK,NakanoI{.(2008)Downregula-

tionofc-FLIPpromotescaspase-dependentJNKactivationandreactiveoxygenspeciesaccumula-

tionintumorce11s.Oncogene27:76-84

10.NakayamaM,UnderhillDM,PetersenTW,LiB,K.itamuraT,TakaiT,AderemA,(2007)

Pairedimmunoglobulin-likereceptorsbindtobacteriaandshapeTLR-rnediatedcytokine

production、J「Immunotl78:4250-4259

2)和 文 論 文

1.小 笠 原 康 悦lNKactivatingreceptorinautoimmunediabetes.F「ontie「sinRheumatology&

ClinicalImmunologyinpress

2.小 笠 原 康1党:発 症 に か か わ る 免 疫 異 常.新 時 代 の 糖 尿 病 学(1)inpress
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3.小 笠 原康悦:自 然免疫 と適応免疫 を繋 ぐNK細 胞群.TheFrontiersinMedicalSciences2007

4.小 笠 原康悦:NK細 胞 の制御 シグナル と疾患.実 験医学251282-1285,2007

5.石 崎 和沙,小 笠原康悦:NK細 胞 活性化 レセプターNKG2Dの 生体 内 における機能 .実 験 医学25

1321-1325,2007

3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

一 般 演 題
,ポ ス タ ー 等

LMatsuyamaK,KawanoM,KchoukME,ShinmotoH,IsodaH(poster)"EfflectofTunisian

aromaticplantextractsonmelanogenesis"20thMeetingoftheEuropeanSocietyfol'AnimalCell

Technology,Germany,Jun,2007

4.国 内 学 会 で の 発 表

1)特 別講 演,シ ンポ ジウム,ワ ークシ ョップ等

LyOgasa}ygi:{usK(特 別 講演)「NK細 胞 による骨髄移植拒絶 の分子機構」第1回 血液免疫研究会 東

京,2007年ll月

2.g幽(特 別講演)「NK細 胞 の認識機構 と骨髄移植」第60回 山梨血液研究会 甲府,2007

年10月

3.⊆ 迦 」≦、"NKG2DinAutoimmunediabetes"ThefirstDiabetesLeading-edgeConference .

Shizuoka,Aug4-5,2007

4.中 山勝文(ワ ークシ ョップ)ペ ア型 レセプターを介 したマクロファージの細菌認識機構 第5回

Osteoimmunologyforum東 京,2008年2月

5.Nakayama,M,etaLPairedIg-likereceptorsbindtobacteriaandshapeTLR-mediatedcytokine

production.第16回 国 際マ クロフ ァー ジ細胞生物学国際 シンポジウム 静岡,2008年6月

2)一 般 演題,ポ ス ター等

L川 野光子,浦 野奈央子,田 中和沙,小 笠原康 悦(口 頭発表)「 金属ア レルギーマ ウスモデル を用

いた分子細胞生物学的病理解析」第38回 日本免疫学会学術大会 ・総会,京 都,2008年12月

2.田 中和沙,川 野光子,浦 野奈央子,小 笠原康悦(ポ スター発表)「 腫瘍 内浸潤マ クロファー ジに

おけるRAE-1の 発現解析」第38回 日本免疫学会学術大会 ・総会,京 都,2008年12月

3,浦 野 奈央子,川 野光子,田 中和沙,岩 崎之克,中 村雅典,小 笠原康悦(口 頭発表)「 金属 アレル

ギーモデルマウスにお ける耳介真皮 へのT細 胞 の浸潤」第50回 歯科基礎医学会 学術大会 ・総会,

東 京,2008年9月

4.宮 前 友策,松 山恭子,川 野光子,MohamedElyesKchouk,礒 田博子(ポ スター発表)「 チ ュニ

ジア産 ハーブ植物ThymelaeahirSZttaか ら単離 したメラニン合成阻害物質の構造」 日本農芸化学
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会2008年 度 年会,名 古屋,2008年3月

5,中 山勝文,他5名 「Tim-3は 死 細胞の貧食 およびクロスプレゼ ンテーシ ョンに関与す る」第38

回 日本免疫学会総会,京 都,2008年12月

6.中 山勝文,他6名 「ペア型 レセプター を介す る新たなマク ロファージの細菌認識機構」 第37

回 日本免疫学会総会,東 京,2007年ll月



遺伝子導入研究分野

担当教授 高 井 俊 行

1.研 究分 野紹介

教 授:高 井 俊行

准教授:中 村 晃

助 教:遠 藤 章太,海 部 知則(休 職中)

当研究分野は,平成5年4月 に設置され,平 成6年3月 に宮崎純一教授が赴任した.平 成8年9月,宮

崎教授の大阪大学への転任ののち,平 成9年10月 に高井が赴任し,現 在に至っている.当 研究室ではア

レルギー,炎 症,自 己免疫疾患,癌,移 植免疫病の病態の解析 と疾患モデルマウスの作成,そ してこれ

らの疾患を克服する新規な治療法の開発を目標に据えている.現 在,独 自に開発 した多様な遺伝子ター

ゲティングマウス,ト ランスジェニ ックマウスを用い,免 疫系調節性レセプター群の機能解析と疾患発

症機構を中心に研究を展開している.

現在の主な研究

1)Fc受 容体の生理機能と免疫疾患に関する研究

Fc受 容体(FcR)を 介するシグナルの伝達分子であるFcRγ サブユニット,お よび低親和性IgGレ セ

プターであるFcγRIIB,FcγRIIIそ れぞれの欠損マウスを作製し,解 析することにより,ア レルギーや

自己免疫疾患においてFcR群 が中心的な調節分子であることを明 らかにしつつある.と りわけ抑制性

FcγRで あるFcγRIIBの 欠損マウスでは種々の自己免疫疾患に対する感受性が高 くなってお り,リウマ

チ関節炎,グ ッドパスチャー症候群,全 身性エリテマトーデスに関して新規なモデルマウスとして確立

した.ま たこれまでT細 胞を介する寛容の破綻に起因すると考えられてきた自己免疫性糖尿病モデルに

おいて,活 性化型FcγR群 が一定の役割 を演じていることが明らかになった.こ のように免疫疾患にお

いて活性化型FcγRと 抑制性FcγRが 機能的バランスを維持することが免疫恒常性の維持に不可欠で

あることを解明しつつある.

2)新 規な免疫制御受容体の探索 とその機能解析に関する研究

FcRの 近縁分子群であるPairedIg-likereceptor(PIR)の 機能を生化学的手法および遺伝子ターゲティ

ングを用いて解析している.特 にPIR-B欠 損マウスではFcγRIIB欠 損とは違った機構でアレルギーお
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よ び 自 己 免 疫 病,移 植 免 疫 病 の 誘 発 に対 す る 感 受 性 が 高 くな っ て い る こ と を見 出 した.ま たPIR-Bが 自

己 マ ー カ ー 分 子 で あ るMHCク ラ ス1分 子 群 を認 識 す る レ セ プ タ ー で あ る こ と を 証 明 し,こ の 新 た な 自

己 認 識 シ ス テ ム の 重 要 性 を 多 様 な 免 疫 病 の 局 面 で 解 明 し て い く こ と を 目標 と し て い る.

3)免 疫 系 シ グ ナ ル ア ダ プ タ ー 分 子 群 に よ る 骨 形 成 の 制 御

免 疫 系 で 活 性 化 シ グ ナ ル 伝 達 を 担 う膜 ア ダ プ タ ー 分 子 で あ るFcRγ やDAPl2が 骨 に 発 現 し て お り,

骨 リモ デ リ ン グ に重 要 な 役 割 を演 じ て い る こ と を見 出 し た.骨 代 謝 異 常 に お け る免 疫 系 ア ダ プ タ ー 分

子,レ セ プ タ ー 分 子,さ ら に そ れ ら の リ ガ ン ドの 全 容 を 解 明 す る こ と を 目標 に ノ ッ ク ア ウ トマ ウ ス を主

た る材 料 と し て 解 析 中 で あ る.

2.研 究 報 告

1)著 書

1.NakamuraA,KuboT,TakaiT,Fcreceptortargetinginthetreatmentofallergy,autoimmune

diseasesandcancer.In:Mu王tichainImmuneRecognitionReceptorSignaling:Frem

SpatiotemporalOrganizationtoHumanDisease,(SigalovABed)pp220-233,Landesbioscience,

Austin,TX,2008

2)英 文 論 文

総 説

1,NakamuraA,TakaiT.InhibitoryMHCclassIreceptoronmyeloidcells.Curr.ImmunoZRev.

4:80-87,2008

原 著 論 文

1.HelmingL,TomaselloE,KyriakidesTR,MartinezFO,TakaiT,GordonS,VivierE.Essential

roleofDAP12signalinginmacrophageprogrammingintoafusion-competentstate.SctSignaL

20080ct28;1(43):rall.

2,HidaS,YamasakiS,SakamotoY,TakamotoM,ObataK,TakaiT,KarasuyamaH,SuganeK,

SaitoT,TakiS.Fcreceptorγ 一chain,aconstitutivecomponentoftheinterleukin-3receptor,is

requiredfbrinterleukin3-inducedinterleukin4productioninbasophils.Nat,immunoLlO:214-

222(2008),

3.EndoS,SakamotoY,NakamuraA,TakaiT.RegulationofcytotoXicTlymphocytetriggeringby

PIR-Bondendriticcells.ProaNatLAcad.Sci.USAlO5:14515-14520(2008).

4.MoriY,TsujiS,InuiM,SakamotoY,EndoS,ItoY,FujimuraS,KogaT,NakamuraA,

TakayanagiH,ItoiE,TakaiT.Inhibitoryimmunoglobulin-likereceptorsLILRBandPIR-B
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negativelyregulateosteoclastdevelopment,」.ImmunoLl81(7):4742-4751(2008)

5.ToriiI,OkaS,HotomiM,BenjaminWHJr,TakaiT,KearneyJF,BrilesDE,KubagawaH・PIR-

B-deficientrnicearesusceptibletoSalmonellainfection,」.1加 アnunoZI81(6):4229-4239(2008)

6.KasaiS,InuiM,NakamuraK,KakizakiY,EndoS,NakamuraA,ItoS,TakaiT.Anovel

regulatoryroleofgp49BondendriticcellsinTcellpriming-EuzJ.」iηmunol.38:2426-2437

(2008)

7.KofuK,YamabeE,MatsuzawaA,OndaD,SuemizuH,SasakiE,TaniokaY,YagitaH,Suzuki

D,KametaniY,TakaiT,ToyodaA,HabuS,SatakeMComparisonof30immunity-related

genesfi-omthecommonmarmosetwithorthologuesfromhumanandmouse,TohokuJ.Exp..Med.

215:167-180(2008)

8。MasudaA,YoshidaM,ShiomiH,IkezawaS,TakagawaT,TanakaH,ChinzeiR,IshidaT,Morita

Y,KutsumiH,InokuchiH,WangS,KobayashiK,MizunoS,NakamuraA,TakaiT,Blumberg

RS,AzumaT.FcγR㏄eptorRegulationofCitrobacter"odentiumInfection.∬nfect..lmmunity

76:1728-1737(2008)

9.ShinoharaM,KogaT,OkamotoK,SakaguchiS,AraiK,YasudaH,TakaiT,KodamaT,Morio

T,GehaRS,KitamuraD,KurosakiT,EllmeierW,TakayanagiH.TyrosinekinasesBtkandTec

regulateosteoclastdifferentiationbylinkjngRANKandI丁AMsignals.Celll32(5):794-806

(2008)

10.YamanishiY,KitauraJ,IzawaK,MatsuokaT,OkiT,LuY,ShibataF,YamazakiS,Kumagai

H,NakajimaH,Maeda-YamamotoM,TybulewiczVLJ,TakaiT,KitamuraT,Analysisofmouse

LMIR5/CLM7asanactivatingreceptor:differentialregulatjonofLMIR5/CLM7inouseversus

humancells.」Bloodlil:688-698(2008)

ll.GiurisatoE,CellaM,TakaiT,KurosakiT,FengY,LongmoreGD,ColonnaM,ShawAS.PI3-

kinaseactivationisrequiredtof(〕rmtheNKG2Dimmunoiogicalsynapse,、Mo孟CellBioL27:

8583-8599(2007)

12.K()jimaT,ObataK,MuikaiK,SatoS,TakaiT,MinegishiY,KarasuyamaH.ACD200receptor-

likeproteinCD200R3fUnctionsasanactivatingreceptorexpressedexclusivelyonbasophilsand

mastcelis.」.ImmunoL179:7093-7100(2007)

13,DivangahiM,YangT,KugathasanK,McCormickS,TakenakaS,GaschlerG,AshkarA,

StampfliM,GauldieJ,BramsonJ,TakaiT,BrownE,YokoyamaWM,AokiN,XingZ.Critic包l

NegativeRegulationoftypelTcellimmunityandimmunopathologybysignalingadaptorDAPl2

duringintracellularinfection.」,」lmmunoL179:4015-4026(2007)

14.InoueY,KaifuT,Sugahara-TobinaiA,NakarnuraA,MiyazakiJ-1,TakaiT.Activating

FcgammareceptorsparticipateinthedevelopmentofautoimmunediabetesinNODmice,」.

Immztnol.179(2):764-774(2007)

15.OchiS,ShinoharaM,SatoK,GoberH-J,KogaT,KodamaT,TakaiT,MiyasakaN,Takayanagi

H.Pathologicalroleofosteoclastcostimulationinarthritis-inducedboneloss.Proc,〈iatZAcad.

SciUSAlO4(27):11394-1重399(2007)
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16.HaraH,IshiharaC,TakeuchiA,XueL,MorrisSW
,lmanishiT,InuiM,TakaiT,ShibuyaA,

KosekiH,YoshidaH,PenningerJM,SaitoT.TheadaptorproteinCAR1)9isessentialfol'the

activationofmyeloidcellsthroughITAM-associatedandToll-liker㏄eptors.Nat.ImniunoL8:

619-629(2007)

17.MasudaA*,NakamuraA*(*equalcontributor),MaedaT,SakamotoY,Takai,T.Cisbinding

betweeninhibitoryreceptorsandMHCclassIcanregulatemastcellactivation .ZExp,Med.204:

907-920(2007)

18.IzawaK,KitauraJ,YamanishiY,MatsuokaT
,OkiT,ShibataF,KumagaiH,NakajimaH,

Maeda-YamamotoM,HauchinsJP,TybulewiczVL,TakaiT,KitamuraT ,Functionalanalysis

ofanactivatingreceptorLMIR4asacounterpartofaninhibitoryreceptorLMIR3.」.Biol,Chem .

282:正7997-18008(2007)

19.LiL,ShojiW,TakanoH,NishimuraN,AokiY,TakahashiR,GotoS,KaifuT
,TakaiT,Obinata

M.IncreasedsusceptibilityofMER5(peroxiredoxinIII)knockoutmicetoLPS-inducedoXidative

stress.Biochem.Biophys..Res.(rommun.355(3):715-721(2007)

20.NakayamaM,UnderhillDM,PetersenTW,LiB,KitamuraT,TakaiT,AderemA .PairedIg-

liker㏄eptorsbindtobacteriaandshapeTLR .-mediatedcytokineproduction.」.JmmunoZl78

(7):4250-4259(2007)

21.NakahashiC,Tahara-HanaokaS,TotsukaN
,OkoshiY,TakaiT,OhkochiN,HondaS-i,Shibuya

K,ShibuyaA.Dualassembliesofanactivatingimmunereceptor
,MAIR-II,withITAM-bearing

adaptorsDAPI2andFcR◎chainonperitonealmacrophages.」.ImmunoLl78(2):765-770

(2007)

22.SatoK,SuematsuA,NakashimaT,Takemoto-KimuraS,AokiK,MorjshitaY
,AsaharaH,Ohya

K,YamaguchiA,TakaiT,KodamaT,ChatilaTA,BitoH,TakayanagiH,Regulationof

osteoclastdifferentiationandfunctionbytheCaMK/CREBpathway .NaLMed.12(12):1410-

1416(2007)

23.KitamuraK*,TakedaK*,KoyaT*,MiyaharaN*(*equalcontributors)
,KodamaT,DakhamaA,

TakaiT,HiranoA,TanimotoM,HaradaM,GelfandEW .CriticalroleoftheFcreceptor◎-

chainonAPCsinthedevelopmentofallergen-inducedairwayhyperresponsivenessand

inflammation.」 〔immunoL178(1):480-488(2007)

3)和 文 論 文

L中 村 晃,高 井 俊 行.Fc受 容 体 と 自 己 免 疫.リ ウ マ チ 科 .41巻2号p214-221(2009).

2.遠 藤 章 太,高 井 俊 行.キ ラ ーT細 胞 の は た ら き を 調 節 す る 受 容 体 分 子 を 発 見
.MedicalBio.5巻

6号p12-13(2008).

3.高 井 俊 行,中 村 晃,遠 藤 章 太.PIRシ グ ナ ル と 免 疫 疾,患.実 験 医 学.26巻15号p2411-2417

(2008).

4.高 井 俊 行,乾 匡 範,森 優.免 疫 グ ロ ブ リ ン 様 受 容 体 と 骨 代 謝 .腎 と 骨 代 謝.21巻]号p43一



遺伝 子 導入 研 究分 野35

50(2008).

5.中 村 晃.抑 制 型 免 疫 グ ロ ブ リ ン様 受 容 体 の 機 能 解 析.東 北 医 学 雑 誌.120巻1号p42-44(2008),

6.森 優,高 井 俊 行.免 疫 グ ロ ブ リ ン様 受 容 体 と骨 免 疫 学.骨 ・関 節 ・靱 帯.20巻8号p741-746

(2007),

3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

1)シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

1.ToshiyukiTakai(指 名 講 演)lRegulationofautoimmunitybyPIR"B,aninhibito「y「 ㏄ePto「fo「

classIMHC.生 体 防 御 医 学 研 究 所 第17回 ホ ッ トス プ リ ン グ ハ ー バ ー 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム/第3回

研 究 所 ネ ッ トワ ー ク 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 合 同 シ ン ポ ジ ウ ム"TheJointSymposiumofthe3rdInter-

nationalSymposiumofInstitutesNetworkandHotspringHarborInternationalSyrnposium'℃ell-

fateDecision:FunctionandDysfunctioninHostDefense-Tumor,InfectionandImmunity

-Venue:BeppuKanlenoiHotel2008年2月2日

2.ToshiyukiTakai(シ ン ポ ジ ウ ム 指 定 講 演):ImmuneregulationbyPIR-B,anovelr㏄eptorfbr

MHCclassImolecules.OMceofLifeSciences/NationalUniversityofSingapore-Tohoku

University/CentreofExcellenceJointSymposium,Singapore,2007年9月5日

2)一 般 演 題 ポ ス タ ー 等

1.T.Kubo,A,Nakamura,T.Takai.DevelopmentofimmunecomplexglomerulonephritisinPirb-

deficientmicewithFasmutation.AmericanAcademyofAllergyAsthma&Immunology2008

AnnualMeeting,Philadelphia,PA,March14-18,2008

4.国 内 学 会 で の 発 表

1)特 別 講 演,シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

(ワ ー ク シ ョ ッ プ 指 名 発 表)

1.ToshiyukiTakai,MasanoriInui,ShionFujimura,ShotaEndo,AkiraNakamura(Departmentof

ExperimentalImmunology,InstjtuteofDevelopment,AgingandCancer,TohokuUniversity)

ActivationofosteoclastogenesisbyITAM-bearingimmunor㏄eptors日 本 分 子 生 物 学 会

BMB2008,神 戸,2008年12月11日

(招 待 講 演)

2.高 井 俊 行(招 待 講 演)IFc受 容 体 と 自 己 免 疫.第52回 日本 リ ウ マ チ 学 会 総 会 ・学 術 集 会 シ ン ポ ジ

ウ ム 「イ ム ノ ロ ジ ー か ら リ ウ マ トロ ジ ー へ の メ ッ セ ー ジ 」(座 長:竹 内 勤 埼 玉 医 大 教 授,山 本 一
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彦 東 大 教 授)2008年4月20～23日 札 幌 市

3.高 井 俊 行(シ ン ポ ジ ウ ム 座 長,指 定 講 演):「 ペ ア 型 制 御 レ セ プ タ ーPIRの ク ラ ス[MHC認 識 を

介 し た 免 疫 調 節 機 構:Immunoregulationbypairedimmunoglobulin-likereceptor(PIR)andits

MHCclassIr㏄ognition」 生 化 学 会,分 子 生 物 学 会 合 同 年 会 ワ ー ク シ ョ ッ プ(オ ー ガ ナ イ ザ ー:

的 崎 尚,高 井 俊 行)2007年12月ll日 横 浜

4.高 井 俊 行(招 待 講 演)1「 自 己 免 疫 疾 患 に お け るIVIGの 作 用 機 序 とFcレ セ プ タ ー:Fcreceptor

m㏄hanisms飴rtherapeuticef驚ctsofIVIGinautoimmunediseases」 第27回 日 本 川 崎 病 研 究 会 ラ

ン チ ョ ン セ ミ ナ ー2007年10月11日 東 京 品 川

5.高 井 俊 行(招 待 講 演):「 免 疫 グ ロ ブ リ ン 様 受 容 体 と骨 代 謝 」 高 峰 カ ン フ ァ レ ン ス 「Osteoim-

munolegy」(高 柳 広 座 長)2007年3月4日 パ シ フ ィ ッ ク ホ テ ル 東 京 東 京 品 川

2)■ 般 演 題 ポ ス タ ー 等

(口 頭 発 表 十 ポ ス タ ー 発 表)

1,TomohiroKubo,YukiUchida,AkiraNakamura,ToshiyukiTakai(DepartmentofExperimental

Immunology,InstituteofDevelopment,AgingandCancer,TohokuUniversity)PIR-B-mediated

negativeregulationofT]LRgreducesrheumatoidfactorproductionofB一 正cellsandprevents

autoimmunity第38回 日本 免 疫 学 会 学 術 集 会,京 都,2008年12月1日(口 頭 発 表+ポ ス タ ー 発

表)

2、KojoArit置,ShotaEndo,AkiraNakamura,KazuyoshiKohu,MasanobuSatake,ToshiyukiTakai

(DepartmentofEXperimentalImmunology,InstituteofDevelopment,AgingandCancer,Tohoku

University)ldentincationoftranscriptionalregulatorsfbrPirbgeneinBceils第38回 日本 免 疫

学 会 学 術 集 会,京 都,2008年12月1日(口 頭 発 表+ポ ス タ ー 発 表)

(ポ ス タ ー 発 表)

3.YukoWatanabe,AkiraNakamura,ToshiyukiTakai(DepartmentofExperimentalImmunology,

InstituteofDevelopment,AgingandCancer,TohokuUniversity)Kineticanalysisoftheassocia-

tionbetweenSHP-landinhibitoryreceptorsinBcells第38回 日本 免 疫 学 会 学 術 集 会,京 都,

2008年12月1日(ポ ス タ ー 発 表)

4,ShionFujimura,MasanoriInui,YukiKikuchi,NaokoAoki,ShotaEndo,TsutomuMaeda,Akiko

Sugahara-Tobinai,AkiraNakamura,AtsushiKumanogoh,MarcoColonna,andToshiyukiTakai

(DepartmentofExperimentalImmunology,InstituteofDevelopment,AgingandCancer,Tohoku

University)SignaladaptorDAPlOassociateswithMDL-landtriggersosteoclastogenesisin

cooperationwithDAP12第38回 日本 免 疫 学 会 学 術 集 会,京 都,2008年12月1日(ポ ス タ ー 発

表)

5.KojoArita,ShotaEndo,AkiraNakamura,KazuyoshiKohu,MasanobuSatake,ToshiyukiTakai

(DepartmentofExperimentalImmunology,InstituteofDevelopment,AgingandCancer,Tohoku

University)Analysisofthem㏄hanismfbrregulationofPirbgenetranscriptioninBcells日 本
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分 子 生 物 学 会BMB2008,神 戸,2008年12月ll日(ポ ス タ ー 発 表)

6.内 田 有 紀,窪 智 宏,中 村 晃,高 井 俊 行(DepartmentofExperimentalInlmunology,Institute

ofDevelopment,AgingandCancer,TohokuUniversity)PIR-Bに よ るB-1細 胞 のTLR9シ グ ナ

ル の 制 御 お よ び リ ウ マ チ 因 子 産 生 と 自 己 免 疫 疾 患 の 抑 制 機 構 の 解 析 日 本 分 子 生 物 学 会

BMB2008,神 戸,2008年12月11日(ポ ス タ ー 発 表)

7,松 下 は る香,小 林 栄 治,遠 藤 章 太,中 村 晃,高 井 俊 行(DepartmentofExperimentalImmunology,

InstituteofDevelopment,AgingandCancer,TohokuUniversity)PairedImmunoglobulin-like

Receptor(PIR)-Bの リガ ン ド結 合 部 位 の 解 析 日 本 分 子 生 物 学 会BMB2008,神 戸,2008年12月

li日(ポ ス タ ー 発 表)

8,ShionFujimura,MasanoriInui,YukiKikuchi,NaokoAoki,ShotaEndo,TsutomuMaeda,Akiko

Sugahara-Tobinai,AkiraNakamura,AtsushiKumanogoh,MarcoColonna,andToshiyukiTakai

(DepartmentofExperimentalImmunology,InstituteofDevelopment,AgingandCancer,Tohoku

Univers三ty)MDL-1-DAPIOcomplextriggersosteoclastogenesisinconcertwithDAP12日 本 分

子 生 物 学 会BMB2008,神 戸,2008年12月ll日(ポ ス タ ー 発 表)

9.渡 辺 優 子,中 村 晃,高 井 俊 行(東 北 大 学 加 齢 医 学 研 究 所 遺 伝 子 導 入 研 究 分 野)B細 胞 に お け る

抑 制 性 受 容 体 とSHP-1の 動 態 解 析 独 立 行 政 法 人 科 学 技 術 振 興 機 構(JST)戦 略 的 創 造 研 究 推

進 事 業(CREST)「 免 疫 難 病 ・感 染 症 等 の 先 端 医 療 技 術 」 第5回(最 終)公 開 シ ン ポ ジ ウ ム,

東 京,2008年12月15日(ポ ス タ ー 発 表)

5.そ の 他

受 賞 歴

中 村 晃:平 成20年1月 東 北 大 学 医 学 部 奨 学 賞 金 賞



臓器病態研究部門

病態臓器構築研究分野

担当教授 福 本 学

1.研 究分野 紹介

教 授:福 本 学

助 教:桑 原 義和

助 教:志 村 勉

当研究分野は,従 来,病 理学的研究 と診断業務 との両者について行ってきた.し かし,研 究所附属病

院の医学部附属病院 との統合をもって,当 研究所附属病院に関わる病理診断業務は医学部附属病院病理

部へ移管された.研 究面では,ヒ ト腫瘍を中心 として,形 をみることから,形 の変化を起 こす背景 とな

る物質や遺伝子の変化をとらえ,そ れを診断あるいは治療の分子標的として実際の医療に役立てること

を目指している.疾 患がヒトの身体ではどのような変化を起こしているか,何 が原因で疾患が発症する

かを念頭に置きなが ら,主 として以下の研究課題に取 り組んでいる.

現在の主な研究

1)放 射線発癌機構

原爆やチェルノブイリ原発事故などで,放 射線被ば くによって発癌頻度が上昇することは疫学的には

知 られている.一 方,ラ ジウム温泉は身体に良いという考えや,人 類の発生以前から宇宙放射線が存在

していること,世 界には自然の放射線量の高い地域に,何 世代にもわたって健康被害なしに長 く住んで

いる人々もいるという事実もある.こ のように微量放射線の長期被ばくの人体への明確な影響は知 られ

ていない.そ のため,戦 時中使用された血管造影剤で α放射線源である トロトラス ト被注入患者を中心

として,ヒ トにおける長期微量放射線被ばくに特徴的な遺伝子変化 を研究している.ま た,ト ロ トラス

ト被注入患者の病理解剖に伴 う試 ・資料を集積整理 してアーカイブを構築 し,放 射線発がん研究者の便

宜を図っている.な お,ア ーカイブはインターネット上に公開されてお り,URLはhttp://www.idac.

tohoku.acjp/db/thorotrast/で ある.

2)抗 癌剤や放射線に対する耐性機構の解明

癌細胞の薬剤耐性や放射線耐性は癌治療における大きな問題点の一つである.長 期にわたって放射線

照射を続けて放射線耐性細胞株を樹立した.放 射線耐性 との関連で傷害DNAの 修復能,DNAメ チル

39
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化 の 変 化,薬 剤 と の 交 叉 耐 性,あ る い は発 現 変 化 す る 分 子 に つ い て の 研 究 を進 め て い る.ま た,長 期 被

ば くの 生 物 応 答 が 短 期 被 ば く の 応 答 の 積 み 重 ね か 否 か に つ い て も検 討 し て い る.

3)マ イ ク ロ ビ ー ム に よ る放 射 線 治 療

強 い 指 向 性 を も っ た 高 エ ネ ル ギ ー 電 磁 波 で あ る放 射 光 を 幅25μmで200μm間 隔 の ス ダ レ状 マ イ ク

ロ ビ ー ム と して 取 り出 す と,高 線 量 の 一 回 照 射 で,正 常 組 織 へ の 傷 害 の 少 な い ,効 率 的 な 悪 性 腫 瘍 の 治

療 が 可 能 で あ る とい う報 告 が あ る.大 型 サ イ ク ロ ト ロ ン で あ るSPring-8を 利 用 し て ラ ッ ト移 植 脳 腫 瘍

に 実 験 的 に マ イ ク ロ ビ ー ム を 照 射 し て,効 果 を 解 析 し て い る .

4)宇 宙 病 理 学

将 来,ヒ トは 宇 宙 へ 飛 び 出 し,そ こ で 生 活 す る よ う に な る.宇 宙 飛 行 した ラ ッ トを 用 い て 肝 機 能 の 変

化 を 検 討 す る と と も に,重 力 と放 射 線 の 影 響 を地 上 実 験 に よ っ て 検 証 し て い る.

2.研 究 報 告

英 文 論 文

LRoudkenarMH,KuwaharaY,BabaT,ReushandehAM,EbishimaS,FukumotoM:Oxidative

stressinducesLipocalin2geneexpression,addressingitsexpressionundertheharmfulconditiens .

JRadiatRes48(1):39-44,2007.

2.WangL,KuwaharaY,LiL,BabaT,ShinR-W ,OhkuboY,OnoK,FukumotoM:Analysisof

commondeletion(CD)andanoveldeletionofmitochondrialDNAinducedbyionizingradiation ,

IntJ「RadiatBiol83(7):433-42,2007.

3,ShlmuraT,MartinMM,TorresMJ,GuC,PluthJM,DiBernardiMA ,McDonaldJS,AladjemMI:

DNA-PKisinvolvedinrepairingatransientsurgeofDNAbreaks王nducedbydecelerationofDNA

replication,,ノ 「Mol、Biol767=665-80,2007.

4・MiaoZH,PlayerA,ShankavaramU,WangYH,ZimonjicDB,LorenziPL ,LiaoZY,LiuH,

ShimuraT,ZhangHL,MengLH,ZhangYW,KawasakiES,PopescuNC,AladjemMI,Goldstein

DJ,WeinsteinJN,PommierY:FunctionsofhumantopoisomeraseI:Genome-wideandphar-

macologicanalyses.CancerRes67(18):8752-61,2007.

5.RamalingamS,HonkanenP,YoungL ,ShimuraT,AustinJ,SteegPS,NishizukaS:Quantitative

assessmentofthep53-Mdm2免edbackloopusingproteinlysatemicroarrays ,CancerRes67:

6247-52,2007.

6.AdigaSK,ToyoshirnaM,ShiraishiK,ShimuraT ,TakedaJ,TagaM,NagaiH,KumarP,Niwa

O:p21previdesstagespecificDNAdamagecontroltopreimplantationembryos .Oncogenel3:

6141-49,2007.

7.AdigaSK,ToyoshimaM,ShimuraT,TakedaJ,UematsuN ,NiwaO:Delayedandstagespecific

phosphory正ationofH2AXduringpreimplantationdevelopmentofgamma-irradiatedmouse

embryos.、Reproduetionl33:415-22,2007.
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8.OhtakeY,MarukoA,OhishiN,FukumotoM,OhkuboYlEffectofagingonEGF-induced

proliferativeresponseinprimarycu1tuvedperiportalandperivenoushepatocytes,」.Hepatol48

(2)=246-54,2008.

9UmemuraA,ItohY,ItohK,YamaguchiK,NakajimaT,HigashitsujiH,OnoueH,FukumotoM,

Okanoue,FujitaJ:Associationofgankyrinproteinexpressionwithearlyclinicalstagesand

IGFBP-5expressioninhumanhepatocellularcarcinoma.」Hepatol47(2):493-502,2008,

10.RoudkenarMH,LiL,BabaT,KuwaharaY.NakagawaH,WangL,KasaokaS,OhkuboY,Ono

K,FukumotoM:Geneexpressionprofilesinmouselivercellsa丘erexposuretodifferenttypesof

radiation.ノRadiαtRes49(D
.:29-40,2008.

ll.RoudkenarM}1,BouzariS,KuwaharaY,RoushandehAM,BabaT,0100miM,FukumotoM:

InductionofapoptosisonK562celllineanddoublestrandbreaksoncoloncancercellline

expressinghigha伍nityreceptorforgranulocytemacrophage-colonystimulatingfactor(GM-CSF).

Iran.Biomed,ノ12(1):1-6,2008,

12.TakeyamaJ,SasanoH,FukumotoM:Giantchordomaoccupyingthewholeabdominalcavity.

PathologJ'40(3):313-4,2008.

13.LiL,ShojiW,OhshimaH,ObinataM,FukumotoM,KannoN:Crucialroleofperoxii'edoxinIU

inplacentalantioxidantdefenseofInice.」FEBSLett582(16);2431-4,2008.

14.IshibashiM,1NakayamaK,YeasminS,KatagiriA,IidaK,NakayamaN,FukumotoM,Miyazaki

K:ABTB/POZgene,NAC-1,atumorrecurrence-associatedgene,asapotentialtargetf()rTaxol

resistanceinovariancancer.ClinCancerResl4(10):3149-55,2008、

15.NakayalnaN,NakayamaK,YeasminS,正shibashiM,KatagiriA,IidaK,FukumotoM,Miyazaki

K:KRASorBRAFmutationstatusisausefulpredictorofsensitivitytoMEKinhibitionin

ovariancancer.」Br/Cancer99(12):2020-8,2008.

16.HuanZ,NakayamaK,NakayamaN,IshibashiM,YeasminS,KatagiriA,PurwanaIN,IidaK,

MaruyamaR,FukumotoM,MiyazakiK:Geneticclassificationofovariancarcinomabasedon

microsatelliteanalysislrelationshiptoclinicopathologicalfeaturesandpatientsurvivaLOncol

Relフ19(3):775-81,2008.

17.MiyashitaH,MoriS,FukumotoY,SatoA,FukumotoM,KawamuraH:Lossofheterozygosity

ofthePTH/PTHrPtypelrecptorinoralsquamouscellcarcinoma,Mol.MedReportll821-5,

2008.

18.BabaT,NishimuraM,KuwaharaY,UedaN,NaitohS,KumeM,YamamotoY,FujitaJ,Funae

Y,FukumotoM:AnalysisofgeneandproteinexpressionofcytochromeP450andstress-associated

moleculesinratliverafterspaceflight..Pathol、 肋'58(9):589-95,2008.

19.RoudkenarMH,HalabianR,GhasemipourZ,ReushandehAM,RouhbakhshM,NekogoftarM,

KuwaharaY,FukumotoM,ShokrgozarMA二 『Neutrophilgelatinase-associatedlipocalinactsasa

protectivefactoragainstH(2)0(2)toxicity.ArchMedRes39(6)1560-6,2008,

20.ShimuraT,TorresMJ,MartinM,RaoAV,PommierY,KatsuraM,MiyagawaK,AladjemMI:

Bloom'ssyndromehelicaseandMus81arerequiredtoinducetransientdouble-strandDNAbreaks
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illresponsetoDNAreplicationstress.ノMolBiol375:ll52-64,2008.

21.NishizukaS,RamalingamS,SpurrierB,WashburnFL,KrishnaR,HonkanenP,YoungL,

ShimuraT,SteegPs,AustinJ:QuantitativeproteinnetworkmonitoringinresponsetoDNA

damage.」.Pl`oteome.Res7:803-8,2008,

3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

1.ManabuFukumoto:Clinicallyrelevantradioresistantcelle冊cientlyrepairDNAdouble-strand

breaksinducedbyX-rays.47thISTCJapanWorkshop,Nagasaki,2008.12

4.国 内学 会 での発 表

1)特 別講演,シ ンポジウム,ワ ークショップ等

1,栗 原 愛,近 藤 威,菓 子野元郎,小 野公二,篠 原邦夫,桑 原義和,福 本 学:ラ ット正常脳へ

のマイクロビーム照射における病理組織学的解析.第66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2007.10

2,福 本 学:分 子病理学から見た卵巣境界悪性腫瘍.JSAWI2008,淡 路,2008.9

3.福 本 学:ヒ ト放射線内部被ばくによる肝発がんの分子機構1ト ロトラス ト症か ら.第40回 日

本臨床分子形態学会,福 岡,2008.10

4.桑 原義和,中 川浩伸,志 村 勉 森 美由紀,栗 原 愛,馬 場泰輔,福 本 学:ラ バマイシン投

与による放射線耐性細胞への増感効果.第67回 日本癌学会学術総会,名 古屋,2008,10

5.堀 江佐知子,渡 邊夕紀子,陳 鋭,冨 田典子,大 澤ふき,小 野栄夫,福 本 学,藤 澤 優,松

村保広,森 士朗,小 玉哲也:膀 胱がん治療のための新 しい薬剤到達法の開発.第67回 日本癌

学会学術総会,名 古屋,2008.10

6,冨 田典子,堀 江佐知子,大 澤ふ き,陳 鋭,渡 邊夕紀子,森 川秀広,大 木宏介,福 本 学,森

士朗,小 玉哲也=高 周波超音波を利用した新しい リンパ節内微小転移診断システムの開発.第

67回 日本癌学会学術総会,名 古屋,2008,10

7.志 村 勉,桑 原義和,福 本 学,ア ラジャム ミリット:複 製フォーク進行阻害により誘導され

るDNA2重 鎖切断の生成機構 とその修復.日 本放射線影響学会第51回 大会,北 九州,2008.ll

2)一 般演題 ・ポスター等

1.福 本 学:放 射線被ばく特異的ミトコンドリアDNA欠 失の解析.平 成18年 度京都大学原子炉

実験所専門研究会,大 阪,2007.2

2.森 武三郎,町 並陸生,福 本 学,長 嶋洋治,青 木一郎1我 が国のトロトラスト血管内注入者の

晩発障害に関する全生涯研究.第96回 日本病理学会総会,大 阪,2007.3

3.馬 場泰輔,山 本陽一朗,福 本 学:宇 宙飛行がラット肝のCytochromP450遺 伝子とス トレス関
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連 遺伝 子の発現 にお よぼす影響.第96回 日本病理学会総会,大 阪,2007,3.

4,山 本 陽一朗,森 武三郎,立 野紘雄,福 本 学:内 部放射線障害のモデル としての トロ トラス ト

症肝 内胆管癌 と血管肉腫 における非癌部 の組織学 的背景の差 異.第96回 日本病理 学会 総会,大

阪,2007,3

5.成 山展照,大 東琢治,梅 谷啓二,篠 原邦夫,丸 橋 晃,田 中浩基,菓 子野元郎,栗 原 愛,近 藤

威,福 本 学:X線 マ イクロビーム照射における ミクロスケール線量分布測定.2007年 秋 の大

会,日 本原子力学会,福 岡,2007.9

6.栗 原 愛,近 藤 威,菓 子野元郎,小 野公二,篠 原邦夫,桑 原義和,福 本 学:ラ ッ ト正常脳へ

のマイクロビーム照射 にお ける病瑠組織学的解析.第66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2007.10

7.山 崎 京子,山 崎 愛,戸 崎充男,福 本 学,日 合 弘:臓 器 内 トロ トラス トの組織内分布 の個体

間較差 および臓器間較差.第66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2007.10

8.馬 場 泰輔,桑 原義和,栗 原 愛,福 本 学:放 射線誘発肝腫瘍 における染色体8q21.2-q21.3の

LOH解 析.第66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2∞ZIO

9,桑 原 義和,馬 場泰輔,栗 原 愛,福 本 学:Characterizationofradioresistantcellsestablishedby

long-termX-rayexposure.第66回 日本癌学会学術総会,横 浜,2007、10

10.桑 原義和,馬 場泰輔,井 上和也,栗 原 愛,福 本 学:放 射線耐 性細胞で はX線 で誘発 され る

DNAの2本 鎖切断 は正確 に修復 され る.放 射線影響学会第50回 大会,幕 張,2007,ll

ll.栗 原 愛,王 ル,井 上和也,桑 原義和,山 本雄造,福 本 学:ミ トコン ドリアDNAのD-loop

領域 に放射線被 ば くに特異的な変異 は存在す るか?放 射線 影響学会第50回 大会,幕 張,2007.11

12,井 上和也,高 橋 由明,村 田和弘,桑 原義和,志 村 勉,福 本 学:放 射線耐性 及び長期放射線被

ば く細胞 におけるゲ ノム ワイ ドな メチ ル化領域 の探索.放 射 線影響 学会第50回 大会,幕 張,

2007.11

13.馬 場 泰輔,桑 原義和,井 上和也,栗 原 愛,鈴 木 実,小 野公二,福 本 学:分 離培養 した ラッ

ト肝構成細胞 の γ線に対す る遺伝子発現変化.放 射線影響 学会第50回 大会,幕 張,2007.ll

l4.栗 原 愛,近 藤 威,梅 谷啓二,横 山展照,菓 子野元郎,丸 橋 晃,田 中浩基,大 東塚治,小 野

公二,篠 原邦夫,福 本 学:正 常 ラッ トへのマイクロビーム照射 にお ける組織学的解析.第21回

日本放射光学会年会 ・放射光科学合同シンポジウム,滋 賀県草津,2008.l

l5.近 藤 威,栗 原 愛,福 本 学,成 山展照,梅 谷啓二,大 東琢 治,篠 原邦夫,菓 子野元郎:マ イ

クロX線 ビームによる脳腫瘍 の治療:腫 瘍細胞 への効果.第21回 日本放射光学会年会 ・放射光

科学合同 シンポジウム,滋 賀県草津,2∞8.1

16.成 山展照,大 東琢治,梅 谷啓 二,篠 原邦夫,丸 橋 晃,田 中浩基,菓 子野元郎,栗 原 愛,近 藤

威,福 本 学:高 エネルギーマイ クロビーム放射光 に対 す る線量測定.第21回 日本放射 光学会

年会 ・放射光科学合同 シンポジウム,滋 賀県草津,2008,1

17.梅 谷 啓二,成 山展照,大 東琢治,近 藤 威,栗 原 愛,福 本 学,菓 子野元郎,小 野公二,丸 橋

晃,田 中浩基,篠 原邦夫1白 色マイクロビーム放射線治療での動物実験装置の開発.第21回 日本

放 射光学会年会 ・放射 光科学合 同シンポジウム,滋 賀県草津,2008.l

l8.近 藤 威,栗 原 愛,福 本 学,成 山展照,大 東琢治,梅 谷啓二,篠 原邦夫,菓 子野元郎,丸 橋

晃,田 中浩基,小 野公二:マ イクロ ビーム照射後の脳腫瘍縮小 と脳浮腫.平 成19年 度 メデ ィカル
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バイオ ・トラ イア ノレユース,兵 庫県佐用郡佐用町,2008 .l

l9.山 本 陽一朗,森 武三郎,立 野絋雄,福 本 学=放 射線 内部被 ば くによる発 がんは長期持続的被

ば くなのになぜ潜伏期が長いのか.第97回 日本病理学会総会,金 沢,2008.5

20,栗 原 愛,山 本陽一朗,福 本 学:ミ トコン ドリアDNAのD-loop領 域 に放射線被 ば くに特異

的な変 異は存在す るか?第97回 日本病理学会総会,金 沢,2008.5

ユ1..T.JIl空 樹,山 本陽一一朗,簡 野直子,森 谷卓也,福 本 学:高 齢者 にお ける肺類一ヒ皮血管内皮腫 の

2例.第97回 口本病理学会総会,金 沢,2008.5

22.陳 鋭,千 葉美麗,渡 邊夕紀子,堀 江佐知子,冨 田典子,林 治秀,福 本 学,森 士朗,小 玉

哲也:歯 周組織への遺伝子導入 を目指 した新 しい非 ウイルス法の開発.日 本実験力学会2008,札

幌,2008,6

23.福 本 学,桑 原義和:ヒ ト放射線内部被 ば くによる肝発が んの分子機構:ト ロ トラス ト症 か ら

第40回 日本臨床分子形態学会,福 岡,2008.10

24.陳 鋭,冨 田典子,馬 場泰輔,大 澤ふき,渡 邊夕紀子,堀 江佐知子,森 士朗,福 本 学,小 玉

哲也:ナ ノバブル を用いた肝転移診 断に関す る三次元高周波超音波 イ メージ ング.第67回 日本

癌学会学術総会,名 古屋,2008.10

25.馬 場 泰輔,中 川浩伸,桑 原義和,栗 原 愛,福 本 学:ト ロ トラス ト誘発肝腫瘍 における高頻度

LOH部 位 の解析.第67回 日本癌学会学術総会,名 古屋,2008.10

26.栗 原 愛,桑 原義和,志 村 勉,山 本雄造,福 本 学;ミ トコン ドリアDNAのD-loop領 域 に

放射線被ば くに特異的な変異 は存在 す るか?第67回 日本癌 学会学術総会,名 古屋,2008.10

27.山 本 陽一朗,桑 原義和,福 本 学;放 射線内部被 ば くによる発がんは長期持続的被 ば くなのに何

故潜伏期が長 いのか.第67回 日本癌学会学術総会,名 古屋,2008.10

28.菓 子 野元郎,近 藤 威,栗 原 愛,福 本 学,篠 原邦夫,鈴 木 実,増 永 慎一郎,渡 邉正己,小

野公二;微 小平板 ビームに照射 されたグ リオーマ細胞 におけるバイス タンダー効果.第67回 日

本癌学会学術総会,名 古屋,2008.10

29.中 川 浩伸,桑 原義和,宮 下 仁,森 士朗,志 村 勉,森 美由紀,馬 場泰輔,福 本 学'口 腔

扁平上皮癌細胞株(SAS)か らの放射線耐 性細胞株の樹立 とその特性.第67回 日本癌学会学術 総

会,名 古屋,2008.10

30.渡 邊 夕紀子,堀 江佐知子,冨 田典子,陳 鋭,大 澤ふ き,船 木善仁,菊 地洋平,山 崎浩道,石 井
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グ.第67回 日本癌学会学術総会,名 古屋,2008.10

31.志 村 勉,角 田 智,中 川浩伸,桑 原義和,福 本 学:X線 長期被 ば くの生物影響:サ イク リ

ンDIの 過剰発現に よるGl/Sチ ェ ックポイン ト機構 の損失.日 本放射線影響 学会第51回 大会,

北 九州,2008」1

32.桑 原義和,森 美由紀,中 川浩伸,志 村 勉,福 本 学:ラ バマイ シン投与 による放射線耐 性細

胞のX線 に対 す る増感効果.日 本放射線影響学会第51回 大会,北 九州,2008.11
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病態計測制御研究分野

担当教授 山 家 智 之

1.研 究分野 紹介

教 授1山 家 智之

准教授 二白石 泰之

助 教:金 野 敏

当研究分野は,電 子医学,医 工学の観点か ら,加 齢医学研究を行 う研究室である.旧 抗酸菌病研究所

においては,結 核などにフォーカスをおいた研究を行 うという特殊性から,呼 吸音や心音の研究は,か

な り早くか ら行われてきた.「 心音・呼吸音の電気的描写」研究など,大 正時代からの医工学研究は,日

本でも最 も古い伝統 を誇っている.

昭和40年 には,世 界でも初めての超音波心臓断層法の発明がこの研究所で行われた.メ ドラインで,

ultrasoundとtomographyで 検索してみれば,世界で初めての超音波心臓画像診断は,ま ちがいなくこの

研究所で行われたことが,世 界のどこからでも,いっでも確認できる.こ の発明に代表されるように,抗

酸菌病研究所は戦後の医学界においてME研 究のメッカとなっていた.かかる背景を元に昭和53年,内

科学部門のME研 究室を主宰 してきた田中元直助手が教授に昇任することによって電子医学部門が発

足した.田 中教授は世界初の超音波診断装置の開発 と言う成果を元にドップラ法の開発,超 音波顕微鏡

の発明等,診 断的ME機 器の開発臨床研究を精力的に進めるとともに,更 に治療におけるMEの 展開を

求め医学部胸部外科学教室か ら仁田新一助手を助教授 として招聰,医 工学研究における診断 と治療の両

輪が整った.昭 和60年 には胸部外科学教室との協力で日本最初の補助人工心臓臨床応用の成功例を得

るとともに,日 本で開発された空気圧駆動型補助人工心臓臨床治験の中心となって事務局を担当し,世

界でも最初 となった製造認可を得ることに成功した.こ うして抗酸菌病研究所における医工学研究も軌

道に乗 り,加 齢医学研究所への改組に伴って 「病態計測制御分野」へ名称を変更した.

平成8年 には田中教授の東北厚生年金病院院長への栄転を経て,仁 田新一助教授が教授に昇任した.

仁田教授は平成10年 から13年 まで東北大学副学長を併任 し,そ の間,教 室の研究は山家智之助教授が

指導した.平 成16年1月,山 家智之助教授が教授に昇任した.

平成19年4月 には,本邦初の「医工学」の名称を冠した大学院独立専攻である医工学研究科が発足し,

山家智之教授が人工臓器医工学研究講座の教授を兼務するとともに,西 條芳文准教授が計測 ・診断医工

47
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学講座医用イメージング研究分野教授に昇任 した.平 成20年4月 には,先進医工学研究機構から羅雲准

教授を招聴 した.平成21年1月 には羅准教授は上海交通大学教授に昇任し,白石泰之助教が准教授に昇

任,現 在に至っている.

臨床研究 も附大学病院心臓血管外科の外来や病棟等で診療に従事 しつつ超音波検査並びに心臓カ

テーテル検査等を担当することにより更に活発に繰 り広げており,術 中エコーなどを担当し,手 術成績

向上に貢献 している.

循環器病学におけるカテーテル検査や冠動脈形成術は当教室が特に重点的に教育 してきた所ではあ

るが,東 北厚生年金病院,仙 台社会保険病院,宮 城社会保険病院,県 立循環器呼吸器病センター,県 立

ガンセンター,公 立深谷病院,公 立黒川病院,仙 南病院などへ医師を派遣 し,教 室のOBの 先生方と協

力 しながら臨床の現場で活発に臨床研究を展開 し,教 育をお願いするとともに,地 域医療にも大きく貢

献 している.関 連病院群を集めて学術集会も開催すると同時に,人 事の交流 も盛んであり,機 会を設け

ては集合し,症 例 を検討し,臨 床成績の向上に尽力するとともに,症 例を集めて臨床研究 も推進してい

る,

医工学研究における研究成果をべ一スに,文 部科学省の世界的研究教育拠点である,21世 紀COEプ

ログラム 「バイオナノテクノロジー基盤未来医工学」に引 き続 き,平 成19年 度 にはグローバルCOE

(GCOE)プ ログラム「新世紀世界の成長焦点に築 くナノ医]二学拠点(GlobalNano-BiomedicalEngineer-

ingEducationandResearchNetworkCentre)の 事業推進者に,山 家教授が選定され,推 進研究分野に

参加 している.GCOE研 究員 として国立医薬品食品衛生研究所からJungDuk-Young博 士を招聰 した.

また厚生労働科学研究費補助金萌芽的先端医療技術推進研究事業ナノメディシン研究分野 に「生体内超

音波のナノイメージング法の開発に関する研究」が選定され,EsmeraldodosSantosFilho博 士を東北

大学大学院工学研究科より招聰 した.そ のほか,「人工心筋」「人工食道」「人工括約筋」の開発研究を

実施 し,東 北大学に各種の人工内臓開発プロジェクトを立ち上げ,競 争的資金を得て精力的に教育研究

を進めている.平 成20年5月 にはチェコ・マサ リク大学医学部 と加齢医学研究所 との学術協定の締結に

尽力 し,研 究者や学生の交流を促進するとともに,加 齢医工学の国際的臨床比較研究を推進 し医工学共

同研究の発展にも貢献している.

東北大学発の医工学研究を盛 り上げる機運は熟 しつつあ り,現在遂行中のGCOEプ ログラムと併せ,

平成19年 の大学院医工学研究科の設立のほか,ス マー ト・エイジング国際共同研究センター設立構想な

ども提案されてお り,こ の方向性 はます ます発展が期待される.本 分野でも,臨 床応用が開始された遠

心型補助人工心臓EvaheartTMの 慢'性動物実験を臨床試験 と並行して実施 し,平 成19年 に完全埋込型遠

心型補助人工心臓の長期慢性動物実験の生存世界記録を達成 した.新 しいスタッフも加え,産 官学共同

研究も拡充し,我 が国を代表する医工学研究施設 としてますます充実した研究体制を整えっつある.
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現在の主な研究

電子医学部門の時代から医工学関連の研究が多いことはもちろんであるが,加 齢医学研究所の統合前

から,山 家智之教授,西 條芳文准教授が医学部附属病院 と兼担 となり,諸 先輩が活躍する関連病院も交

え,臨 床研究 も充実しっっある.

1)人 工臓器の開発研究 と臨床

全置換型人工心臓の開発

完全埋め込み型振動流補助人工心臓の開発

超小型軸流ポンプの開発

遠心型埋め込み補助人工心臓の研究

無拍動人工心臓制御 システムの開発

自律神経活動による人工心臓制御

ナノテク人工心筋の開発

埋込型てんかん制御装置

皮膚焼却治療装置の開発

入工括約筋の開発

人工食道の開発

脳冷却てんかん治療装置の開発

2)加 齢疾患の病態の解明

生体のゆらぎの解析による加齢評価

カオス理論を応用した加齢現象の制御

人工臓器を用いた加齢モデルの確立

加齢に伴う自律神経機能の変動の解析

超音波心臓診断学による加齢の評価

3)超 音波学

超音波顕微鏡による動脈硬化組織,血 管内皮細胞の音響特性計測

血管内超音波法による冠動脈内応力分布,冠 動脈の弾性計測

微弱超音波照射による血管内皮細胞でのNO産 生の制御

超音波ナイフによる細胞内カルシウムウェーブの発生

超音波コントラスト剤の基礎特性の計測

4)再 生医療

末梢血管再生療法の開発
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心 筋 血 流 再 生 療 法 の 開 発

消 化 管 再 生 用 新 素 材 開 発

気 管 ・気 管 支 再 生 用 素 材 開 発

新 し い 生 体 親 和 性 超 弾 性 合 金 ス キ ャ フ ォ ー ル ドに よ る再 生 医 療

5)臨 床 的 研 究

臨 床 用 空 気 圧 駆 動 型 補 助 人 工 心 臓 の 臨 床 治 験

ホ ル タ ー 心 電 図 カ オ ス 解 析 に よ る突 然 死 の 予 測

フ ラ ク タ ル 次 元 解 析 に よ る 自律 神 経 機 能 評 価

マ ル チ メ デ ィア 技 術 を 応 用 し た バ ー チ ャ ルPTCA

イ ン タ ー ネ ッ トの 応 用 に よ る 医 学 教 育 支 援 シ ス テ ム

虚 血 性 心 疾 患 の 核 医 学 的 診 断

心 エ コ ー デ ー タ を元 に し た 流 線 表 示 方 法 に よ る心 臓 内 血 流 の 可 視 化

3次 元 超 音 波 法 に よ る 大 動 脈 弁 逆 流 の 成 因 の 検 討

経 食 道 心 エ コ ー 法 に よ る 心 移 植 患 者,肺 移 植 患 者 の 心 ・肺 血 流 の 計 測

加 齢 現 象 と動 脈 硬 化 症 に 関 す る 日露 国 際 共 同 研 究

心 臓 移 植 と動 脈 硬 化 に 関 す る 日 中 国 際 共 同 研 究

血 圧 反 射 機 構 の 新 し い 診 断 評 価 シ ス テ ム 開 発 研 究
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Quantitativeevaluationf(〕ranastomotictechniqueofcoronaryarterybypassgraftingbyusingin-

vitromockcirculatorysystem.Co4プ ーProcIEEE.EngMedBiolSoc.2007;2007:2705-8.

16.ShiraishiY,YambeT,SaijoY,TanakaA,BabaA,YoshizawaM,SugaiTK
,UematsuM,Park

YK,UmezuM,HommaD.Sensorlesscontrolfbrasophisticatedartincialmyocaridualcontrolby

usingshapememoryalloyfibre.Conf、PlroごZEEE、EngMedBわ/5Ioc2008;2008:711-4.

17.TanakaA,SugitaN,YoshizawaM,AbeM,YambeT.Interpolationofthesubjectivescoreof

visually-inducedmotionsicknessbyusingphysiologicalparameters.C碗 ブ 」ProcIEEE.EngMed

BiolSoc.2008;2008:4595-6.

18.AbeM,YoshizawaM,SugitaN,TanakaA,ChibaS,YambeT,NittaS.Amethodfbrevaluating

efiTectsofvisually-illducedmotionsicknessusingICAforphotoplethysmograpby.ConfProe
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1EEEEngMedBiolSoc.2008;2008:4591-4.

19,SugitaN,YoshizawaM,AbeM,TanakaA,ChibaS,YambeT,NittaS.Comparisonof

maximumcross-correlationcoeMcientbetweenbloodpressureandheartratewithtraditionalindex

associatedwithbarorefiexsensitivity,(]onf.PJ'ocIEEEEngMedBio/Soc,2∞8;2008:2574-7.

20.SugaiTK,TanakaA,YoshizawaM,ShiraishiY,BabaA,YambeT,NittaS.Preliminarystudy

ontheestimationofEmaxusingsingle-beatmethodsduringassistancewithrotarybloodpumps.

Conf.Proc.IEEE・Eng.MedBiolSoc.2008;2008:973-6・

21.YambeT,SatoF,MatsukiH,ShiraishiY,MiyataG,SatomiS.Swallowstentwithhyperthermia

function,Conf.ProcIEEEEngMedBiolSoc.2008;2008:731-4・

22.FunamotoK,HayaseT,SaijoY,YambeT.Numericalexperimentforultrasonic-measurement-

integratedsimulationofthree-dimensionalunsteadybloodflow.AnnBiemedEng.2008Aug;36

(8):1383-97.

23.ShiraishiY,SaijoY,YambeT,MasudaS,TabayashiK.Engineeringsupportinsurgicalstrategy

fbrventriculoplasty.」rFMBE」Proceedings.2008;22:2564-7・

24、ShiraishiY,YambeT,SatoY,UmezuM,HommaD.Firsttrialofthechronicanimalexamina-

tionoftheartificialmyocardialfunction.IFMBE.Proceedings.2009;23:2268-7L

25.YambeT,Quantitativeevaluationofthebai'orelfexsensitivityofanartery.ScritαMedica.2008;

81(4):249-60.

26.SakataR,ShiraishiY,YambeT,SaljoY,UmezuM,HommaD.Prelirninarystudyoninteractive

controlf()rtheartificialmyocardiumbyshapememoryalloyfibre.IFMB.EProceedings.2009;

23:1409-12.

3)和 文 論 文

1.山 家 智 之,自 石 泰 之,圓 山 重 直.脳 神 経 機 能 制 御 ア ク チ ュ エ ー タ.電 気 学 会 産 業 技 術 応 用 部 門 講

演 会 論 文 集,pp33-36,2007

2.山 家 智 之.ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー の 人 工 内 臓 開 発 へ の 応 用.ProceedClinEletronMicroscopy,27,1-

3,2008

3.山 家 智 之.産 業 化 を 目 指 す 新 し い 人 工 内 臓 人 工 心 臓,食 道,括 約 筋.第1回 東 北 大 学 バ イ オ

フ ォ ー ラ ム 論 文 集,20-21,2008

4.山 家 智 之,阿 部 裕 輔,松 木 英 敏,浅 野 英 司,圓 山 重 直.て ん か ん 発 作 の コ ン トロ ー ル に よ りQOL

の 向 上 を 目指 した 新 し い 人 工 内 臓.In医 科 学 応 用 研 究 財 団研 究 報 告.山 田 和 生ed,ラ イ フ メ デ ィ

コ ム.135-137,2008

5.西 條 芳 文.パ ラ メ ト リ ッ クIVUSの 臨 床 応 用.JapJCaidiovαscCαthetThe1・ap,Vol.7,No,2:

131-139,2007

6.山 家 智 之.多 次 元 の 血 圧 反 射 機i能 感 受 性 低 量 診 断.心 臓 リハ ビ リテ ー シ ョ ン,14(1):108-ll4,

2009

7.山 家 智 之.新 た な る ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー と は?ナ ノ テ ク 人 工 心 筋 開 発 循 環 器 専 門 医,16(1):75一
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81,2008

8.山 家 智之,白 石泰之,井 街 宏,馬 場 敦,山 嵜健 二.日 本製臨床用遠心型埋め込 み式補助人工

心臓 の世界最長動物実験.東 北医誌,120(1):77-79,2008

4)総 説

1.山 家 智之,超 食道ステ ン ト,日 本医事新報4341:68-71,2007

2.山 家 智之,白 石泰之,西 條芳文,関 根一光,圓 山重直,中 里信和,熱 伝導局所冷却素子 と術 中脳

波マ ッピングを用 いた脳外科手術局所機能診 断,財 団法人 中谷電子計 測技術振興財 団年報21:

58-62,2007

3.山 家 智之,研 究所連携関連病院連携 による新 しい血圧反射機能診断装置,ヒ ューマ ンサイエ ンス

アン ドテ クノロジー,矢 野雅文編,pp167-184,2007

4.西 條 芳文,医 用超音波ナ ノ ・イメージングN周 波数500MHzの 医学用超音波音速顕微鏡の開

発 一,超 音波TECHNOVol.19,No,1:4-9,2007

5.西 條 芳文,超 音波顕微鏡 によ り動脈硬化病変 を見 る,VascularMedicineVol.3,No.3:45-52 ,2007

6.白 石 泰之,血 液循環系の模 擬循環 システム,油 空圧技術8:12-16 ,2008

5)プ ロシーデ イング

英文

1.SaijoY,HagiwaraY,KobayashiK,OkadaN,TanakaA,HozumiN,TomihataK、B-modeand

Gmodeimagingofregenerated3DskinmodelwithlOOMHzultrasound .Proc2007」 田EE

InternationalUltrasonicsSysmposium:244-247,2007.

2.HozumiN,NakaoA,tTerauchiS,NagaoM,YoshidaS ,KobayashiK,YamamotoS,SaijoY.

Precisecalibrationf()rbiologicalacousticimpedancemicroscope.、Proc20071EEEInternational

Ulti'αsonicsSysmposium:801-804,2007.

和 文

1.山 家 智之,西 條芳文,白 石泰之,丸 山満也,金 野 敏,仁 田新一,山 口 済,中 島博行 ,片 平美

明,柴 田宗一,渡 辺 誠,三 引義明,大 沢 上,佐 藤 尚,秋 野能久,本 多正 久.脈 波の立 ち上

が りポイ ン ト測定 の正確性 に関 する臨床研究.エ レク トロニ クスの臨床76:23-34,2007.

2.西 條 芳文,穂 積直裕,小 林和人,SantosFilhoEsmeraldo .生 体 内超音波 ナノ ・イメージング法

による線維芽細胞 の可視化.超 音波医学Vol,34,supp1:S310,2007 .

3.小 林 和人,石 黒稔道,穂 積直裕,西 條芳文,大 槻茂雄 .指 向特性 を利 用 した超音波顕微鏡 の画像

補正方法の検討.超 音波医学Vol.34,suppl:S313,2007.

4,小 林和人,穂 積直裕,西 條芳文,吉 田祥子,大 槻茂雄.超 音波顕微鏡 に よる生体組織 の音響イ ン

ピーダ ンス観察.超 音波医学Vol.34,suppl:S324 ,2007.
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3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

海 外 で の 招 待 講 演

1,SaijoY:RecentProgressofBiomedicalAcousticMicroscopyandMultipleParametriciVUS

ImagingatTohokuUniversity,Invitedl㏄tureatParis-SendaiSymposiumonUltrasonicTissue

CharacterizationandSmallAnimalImaging,Paris,France,Apr6,2007.

2,SaijoY:Towardinvivoacousticmicroscopyinmedicineandbiology.lnvitedlectureat

FraunhoferInstituteofBiomedicalEngineering,Saarbrcu㏄ken,Germany,Aprl3,2007.

3,ShiraishiY,YambeT,HommaD:Restructuringofmyocardiumusingshapememoryalloyfibres,

ProcIVWorldCongressonBiomimetics,ArtificialMusclesandNano-Bio,Spain,May,2007.

国 際 学 会 で の 発 表

LSaijoY,TanakaA,SaikiY,TabayashiK,YambeT.Two-dimensionalbloodflowvectorinleft

atriumobtaincdbypatternmatching,InternationalCongressonUltrasonics2007.Vienna,

Austria,AprIO,2007.

2.IwamotoT,SaijoY,TanakaA,SantosFilhoED,LiS,YoshizawaM.Coronaryplaque

classificationwithintravascularultrasoundradio-frequencysignalanalysisusingself-organizing

map.InternationalCongressonUltrasonics2007.Vienna,Austr三a,AprIO,2007.

3.HattoriK,SanoH,SaijoY,ItoiE,Tissuesoundspeedofanteriorcruciateligamentinestrogen-

controlledrabbits-ameasurementusingthescanningacousticmicroscope.InternationalCongress

onUltrasonics2007.Vienna,Austria,AprlO,2007.

4,SasakiH,SaijoY.Ultrasonictissuecharacterizationofthrombusincoronaryatherosclerosis・

InternationalCongressonUltrasonics2007.Vienna,Austria,Apr12,2007.

5.SaijoY,KobayashiK,HozumiN,SantosFilhoED,YambeT.Ultrasonicnano-imagingof

livingcells.InternationalCongressonUltrasonics2007.Vienna,Austria,Aprl2,2007.

6.SaijoY,TanakaA,SantosFilhoED,IwamotoT,LiS,YambeT.Visualizationofvulnerable

plaquebymultipleparametricIVUS.InternatienalCongressonUltrasonics2007.Vienna,

Austria,Apr12,2007,

7.SaijoY,HozumiN,KobayashiK,OkadaN,HagiwaraY,SasakiH,SantosFilhoED,YambeT.

Ultrasonicnano一imagingsystemf{〕rmedicineandbiology.29thInternationalSymposiumon

AcousticalImaging.Shonan,Japan,Aprl8,2007.

8.HagiwaraY,ChimotoE,AndoA,SaijoY,ItoiE.Elasticchangesofcapsuleinaratknee

contracturemodelassessedbyscanningacousticmicroscopy.29thInternationalSymposiumon

AcousticalImaging.Shonan,Japan,Apr18,2007.

9,HozumiN,Terauch{S,『NagaoM,YoshidaS,KobayashiK,YamamotoS,SaijoY.Development

ofacousticimpedancemicroscopeanditsbiologicalandmedicalapPlications・29thlnternational
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SymposiumonAcousticalImaging.Shonan,Japan,Aprl8,2007.

工0.SaijoY,HozumiN,KobayashiK,OkadaN,IshiguroT,HagiwaraY,DosSantosFilhoE
,Yarnbe

T.UltrasoundSpeedandImpedanceMicroscopyf()rinvivoImaging .29thIEEEEMBSAnnual

InternationalConference,Lyon,France,Aug23,2007,

ll,SaijoY,HagiwaraY,KobayashiK
,OkadaN,TanakaA,HozumiN,TomihataK.B-modeand

C-modeimagingofregenerated3DskinmodelwithIOOMHzultrasound .20071EEEInterna-

tionalUltrasonicsSymposium
,NewYork,USA,Oct29,2007,

12.HozumiN,NakaeA,TerauchiS,NagaoM,YoshidaS
,KobayashiK,YamamotoS,SaijoY.

Precisecalibrationf()rbiologicalacousticimpedancemicroscope .20071EEEInternational

UltrasonicsSysmposium,NewYork
,USA,Oct30,2007.

13・ShiraishiY,YambeT,SaijoY,SatoF,TanakaA,YoshizawaM
,OgawaD,WadaY,ItohS,

SakataR,MasumotoN,LiuH,BabaA,KonnoS,NittaS,ImachiK
,TabayashiK,SasadaH,

HommaD:MorphologicalapproachforthefUnctionalimprovementofanartincialmyocardial

assistdeviceusingshapememoryalloyfibres,The29thAnnualInternationalConferenceofthe

IEEEEngineeringinMedicineandBiologySociety
,Aug2007,Lyon,

14.ParkYK,MitaY,OkiE,KanemitsuN,ShiraishiY
,IshiiY,AzumaT,OchjM,UmezuM:

Quantitativeevaluationfbranastomotictechniqueofcoronaryarterybypassgraftingbyusingin-

vitl:omockcirculatorysystem,The29thAnnualInternationalConferenceoftheIEEEEngineering

inMedicineandBiologySociety,Aug2007,Lyon,

15.lmachiK,BabaA,ShiraishiY,YambeT,LiuH,SekineK,Saitol
,IsoyamaT,KounoA,Ono

T,DobsakP,AbeY:Antithrombogenicityofundulationpumpventricularassistdeviceimplanted

intogoatsfbrmorethan3monthswithoutanticoagulant,XXXIVAnnualESAOCongress
,Sep

2007,Krems.

16.BabaA,ShiraishiY,SaijoY,SekineK,LiuH ,SaitoI,DobsakP,AbeY,YambeT,Toyo-oka

T,VaskuJ,ImachiK:Developmentofexperimentalheartfailuremodelinthegoatsinducedby

rapidventricularpacingwithleftventricularassistdevices
,XXXIVAnnualESAOCongress,Sep

2007,Krems.

17・ShiraishiY,YambeT,SaijoY,MatsueK
,LiuH,NittaS,BabaA,ImachiK,WadaY,SakataR,

TanakaT,UematsuM,ParkY,UmezuM,TanakaA
,YoshizawaM,SatoF,FujimotoT,Sasada

H,TabayashiK,HommaD:Functionalimprovementofanewly-developedmyocardialassist

deviceusingshapememoryalloyfibres,XXXlVAnnualESAOCongress,Sep2007
,Krems.

18.YambeT,ShiraishiY,SekineK,MiyataG,SatomiS:Newaitificialorgan-Hyperthermia

drinkingstellt,XXXIVAnnualESAOCongress,Sep2007,Krems,

19・WadaY・ShiraishiY,WatabeT,SakataR
,UematsuM,ParkY,TallakaT,SaijoY,YambeT,

HommaD,UmezuM:Structuralengineeringdesignfbrasophisticatedartificialmyocardiumusing

shapememoryalloyfiber,The45thAnnualMeetingoftheJapaneseSocietyfbrArtificialOrgans

andthe2ndMeet三ngoftheInternationalFederationforArtificia10rgans
,Oct2007,0saka.

20.ImachiK,AbeY,YambeT,MatsukiT
,MitamuraY,OkamotoE,UmezuM,SaitoI,lsoyamaT,
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ShiraishiY,BabaA,MiuraH,InoueY,IwasakiK,YoshizawaM,NemotoI:Fiveyearsresultof

multi-institutionalcooperativepr〔)jecttodevelopatotallyimplantableventricularassistsystem
,The

45thAnnualMeetingoftheJapaneseSocietyfbrArti且cialOrgansandthe2ndMeetingofthe

InternationalFederationfbrArtificialOrgans,Oct2007,0saka.

21.ShiraishiY,SaijoY,YambeT,BabaA,WadaY,SakataR,WatabeT,YoshizawaM,TanakaA
,

SugaiT,UmezuM,NittaS,HommaD:Pre}iminarystudyontherestructuringofmyocardium

usingshapememoryalloyfibres,The45thAnnualMeetingoftheJapaneseSocietyforArtificial

Organsandthe2ndMeetingoftheInternationalFederation丘)rAitificialOrgans,Oct2007,0saka.

22.SugaiTK.,TanakaA,YoshizawaM,OgawaD,ShiraishiY,YarnbeT
,NittaS:Estimationof

maximumventricularelastanceunderassistancewitharotarybloodpump,The45thAnnual

MeetingoftheJapaneseSocietyforArtificialOrgansandthe2ndMeetingoftheInternational

FederationfbrArtificialOrgans,Oct2007,0saka.

23.BabaA,ShiraishiY,SaijoY,LiuH,SekineK,MatsueK,SaitoI,DobsakP,AbeY,YambeT,

Toyo-okaT,VaskuJ,ImachiK:Developmentofanexperimentalheartfailuremodelinthegoats

inducedbyrapidventricularpacingwithleftventricularassistdevices,The45thAnnualMeetingof

theJapaneseSocietyf()rArtificialOrgansandthe2ndMeetingoftheInternationalFederationfbr

ArtincialOrgans,Oct2007,0saka.

24.ShiraishiY,WadaY,SakataR,WatabeT,SaijoY,YambeT,LiuH,BabaA,YoshizawaM,

TanakaA,SugaiT,KakubariY,SatoF,UmezuM,NittaS,FujimotoT,HommaD:Preliminary

studyonanoptimalregulationoftheartificialmyocardiumbasedonthe飾rouscontrolmethodol-

ogyofshapememoryalloy,The45thAnnualMeetingoftheJapaneseSocietyfbrArtificialOrgans

andthe2ndMeetingoftheInternationalFederationf(〕rArtificialOrgans,Oct2007,0saka.

25.LiuH,LuoY,SaijoY,ShiraishiY,ZhangXM,YambeT:Bio-effectsoftheartificialanal

sphincterinchronicanimalexperiments,The45thAnnualMeetingoftheJapaneseSocietyf()r

ArtificialOrgansandthe2ndMeetingoftheInternationalFederationf()rArtificialOrgans
,Oct2007,

Osaka,

26,SekineK,YambeT,SaijoY,ShiraishiY,MatsukiH,SatoF,KakubarlY,MaedaT,Nakazawa

F,AsaokaK:lmplantableartificialperistalticactuatorf()rthedigestivesystemcancer,The45th

AnnualMeetingoftheJapaneseSocietyfbrArti丘cialOrgansandthe2ndMeetingoftheInterna-

tionalFederationfbrArtincialOrgans,Oct2007,0saka.

27.LiuH,LuoY,SaijoY,Shira三shiY,ZhangXM,YambeT:Autonomicnerveactivityinthe

colonicsmoothmuscleimplantedwithanartificialanalsphincter,The45thAnnualMeetingofthe

JapaneseSocietyfbrArtificialOrgansandthe2ndMeetingoftheIntemationalFederationfol'

Arti且cialOrgans,Oct2007,0saka,

28,LiuH,ShiraishiY,SaijoY,SongHJ,BabaA,YambeT
,AbeY,Imachi.K:Analysisofbarorelfex

sensitivityinagoatmodelwiththeundulationpumpventricularassistdevice,The45thAnnual

MeetingoftheJapaneseSocietyf()rAnificia10rgansandthe2ndMeetingoftheInternational

FederationfbrArtificia10rgans,Oct2007,0saka.
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29.LiuH,ShiraishiY,SaijoY,SongHJ,BabaA,YambeT,AbeY,ImachiK:Pulsewavetransit

timeofgoatwithundulationpumpventricularassistdevice,The45thAnnualMeetingofthe

JapaneseSocietyfbrArtificialOrgansandthe2nd.MeetingoftheInternationalFederationf()r

ArtificialOrgans,Oct2007,0saka.

30.BabaA,ShiraishiY,LiuH,wangQ,SekineK,SaijoY,YambeT,imachiK,KitanoT,Yamazaki

K,YamazakiS:EvaluationofEVAHEARTAnjmplantableleftventricularassistdeviceina

long-te㎜in-vivoexperimentwithagoatinTohokuUniversity,The45thAnnualMeetingofthe

JapaneseSocietyf()rArtificialOrgansandthe2ndMeetingoftheInternationalFederationf()r

ArtificialOrgans,Oct2007,0saka,

3LSongHJ,ShiraishiY,SaijoY,LiuH,YoonYS,YambeT,AbeY,BabaA,ImachiK:

MeasurementoftheaorticstiffnessbypulsetransittimeduringUPVADassistance,The45thAnnual

MeetingoftheJapaneseSocietyforArtificia工Organsandthe2ndMeetingoftheIntemational

Federationfol'ArtificialOrgans,Oct2007,0saka。

32,SugaiTK,TanakaA,YoshizawaM,ShiraishiY,YambeT,BabaA:EvaluationofEmax

estimationbasedonmotorcurrentandrotationalspeed,Thel5thCongressoflnternationalSociety

f()rRotaryBloodPumps,Nov2007,Sydney.

33.ParkYK,MitaY,OkiE,KanemitsuN,ShiraishiY,lshiiY,AzumaT,OchiM,UmezuM:A

col王aborationbetweenbiomedicalengineersandcardiovascularsurgeonshasdevelopedanext

generationsurgicalself-trainingsystem,Thel9thlnternationalConferenceofSocietyforMedical

InnovationandT㏄hnology,Nov2007,Sendai.

34.LiuH,LuoY,ShiraishiY,SaljoY,ZhangX,YambeT:Long-termbiocompatibilityofthe

artificialanalsphincterinallimalmodels,The3rdTohoku-NUSJointSyrnposiumonNano-

BiomedicalEngineeringintheEastAsian-PacincRimRegion,Dec2007,Singapoi'e.

35.ShiraishiY,YambeT,SaijoY,ShibataM,YamaguchiT,MatsueK,LiuH,BabaA,ImachiK,

SasadaH,WadaY,SakataR,WatabeT,LinH,UmezuM,TayabashiK,HommaDlMechanical

integrativedesignfbrsophisticatedartificialmyocardialcontraction,The3rdTohoku-NUSJoint

SymposiumonNano-BiomedicalEngineeringintheEastAsian-PacificRimRegion,D㏄2007,

singapore,

36.ShiraishiY,YambeT,SaijoY,TanakaA,BabaA,YoshizawaM,SugaiTK,UematsuM,Park

YK,U.mezuM,HommaD:Sensorlesscontrolforasophisticatedartificialmyocaridualcontrolby

usingshapememoryalloyfibre,The30thAnnualInternationalConferenceoftheIEEEEngineering

inMedicineandBiologySociety,Aug2008,Vancouver.

37.SugaiTK,YoshizawaM,YambeT,TanakaA,BabaA,ShiraishiY:Preliminarystudyonthe

estimationofEmaxusingsingle-beatmethodsduringassistancewithRBPs,The30thAnnual

InternationalConferenceoftheIEEEEngineeringinMedicineandBiologySociety,Aug2008,

Vancouver.

38、LuoY,AmaeS,YambeT,ZhangY,ShiraishiY,LiuH,TakagiT,NittaS:Long-term

implantationofsubcutaneouslyimplantablearti丘cialsphincters,XXXVAnnualESAOCongress,
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Sep2008,Geneva.

39.ShiraishiY,YambeT,SakataR,SugaiT,UematsuM,ParkY,SaijoY
,BabaA,YoshizawaM,

ImachiK,FujimotoT,UmezuM,HommaD:Functionalexaminationofanartificialmyocardium

withshapememoryalloyfibreinchronicanimalexperiment
,XXXVAnnualESAOCongress,Sep

2008,Geneva.

40.YambeT,ImachiK,ShiraishiY,MiyataG,SatomiS:Artificialesephagusproject,XXXV

AnnualESAOCongress,Sep2∞8,Geneva.

4LShiraishiY,YambeT,TabayashiK.Engineeringsupportillsurgicalstrategyfbrventriculoplasty .

4thEuropeanConfofthelntFederationfbrMedicalandBiologicalEngineering,Nov2008,

Belgium

42.ShiraishiY,YambeT,UmezuM,HommaD.Firsttrialofthechronicanimalexaminationofthe

artificialmyocardialfUnction.13thInternationalConferenceonBiomedicalEngineering .D㏄

2008,Singapore,

43.ShiraishiY,YambeT,UmezuM,HommaD,Prelimlinarystudyoninteractivecontrolf()rthe

artificialmyocardiumbyshapememoryalloyfibre.13thInternationalConferenceonBiomedical

Engineering,Dec2008,Singapore.

44.ParkY,ShiraishiY,UmezuM,HomlnaD,Asurgicaltrainingsimulationfol'quantitative

assessmentoftheanastomitictechniqueofcoronaryalterybypassgrafting.13thInternational

ConferenceonBiomedicalEngineering,Dec2008,Singapore,

4.国 内 学 会 で の発 表

国内での招待講演

工.白 石泰之:形 状記憶合金 を応 用 した人工心筋 開発の現状,第14回 心臓外科研究懇話会,2008年

9月,池 の平.

国 内学会 での発表

丑.藤 田雅史,高 山沙織,塩 入裕樹,小 山二郎,堀 口 聡,井 上寛一,田 中 明,西 條芳文 .IVUS

AttenuatienImagingに よる冠動脈深部 の音響特性解析 .第18回 日本心 エ コー図学会学術集会.

軽 井沢,2007年4月13日.

2.西 條 芳文,穂 積直裕,小 林和人,EsmeraldodosSantosFilho .生 体 内超音波 ナノ ・イメージン

グ法 の開発.第46回 日本生体医工学会大会.仙 台,2007年4月26日 .

3.西 條 芳文,穂 積直裕,小 林和人,SantosFiIhoEsmeraldo .生 体 内超音 波ナノ ・イメージング法

による線維芽細胞の可視化.日 本超音波医学会第80回 学術集会 .鹿 児島,2007年5月19日.

4.西 條 芳文,田 中 明,田 林胱一'・'一・・,山家智之.オ プテ ィカル フロー法 による心血管内血流の可視化.

第55回 日本心臓病学会.千 葉,2007年9月tl日.
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5.西 條芳文,岩 本貴宏,小 林和人,岡 田長也,萩 原嘉廣,田 中 明,穂 積直裕.皮 膚組織の3次 元

超音波顕微鏡像.第35回 日本超音波医学会東北地方会.仙 台,2008年3月23日.

6、 笠原孝一郎,田 中 明,吉 澤誠,阿 部健一,小 川大祐,白 石泰之,関 根一光,山 家智之,仁 田新

一:補 助人工心臓制御法 と左心室仕事量の循環系シミュレータを用いた検討
,第46回 日本生体

医工学会大会,2007年4月,仙 台.

7.末 永 健,漏 忠剛,中 村孝夫,白 石泰之,山 家智之,西 條芳文,関 根一光,宮 崎隆子,山 岸正

明,岡 本吉弘,田 中 隆,梅 津光生:機 械式小児循環シミュレーションに基づく肺動脈弁設計開

発の試み,第46回 日本生体医工学会大会,2007年4月,仙 台.

8.馬 場 敦,豊 岡照彦,井 街 宏,白 石泰之,西 條芳文,山 家智之:心 室のrapidpacingに よる心

不全モデルの作成,第46回 日本生体医工学会大会,2007年4月,仙 台.

9.田 中 明,杉 田典大,吉 澤 誠,白 石泰之,山 家智之,仁 田新一:投 薬時における血圧一心拍数

問の最大相互相関関数 ρmaxの 変化,第46回 日本生体医工学会大会,2007年4月,仙 台.

10.白 石泰之,山 家智之,関 根一光,西 條芳文,金 野 敏,仁 田新一,和 田由美子,坂 田 亮,梅 津

光生,小 川大祐,佐 藤文博,角 張泰之,田 中 明,吉 澤 誠,本 聞 大:人 工心筋収縮構造制御

による補助効率最適化に関する基礎検討,第46回 日本生体医工学会大会,2007年4月,仙 台.

1L劉 紅箭,羅 雲,西 條芳文,白 石泰之,関 根一光,山 家智之:人 工肛門括約筋の体内移植に

おける血液生化学による検討,第46回 日本生体医工学会大会,2007年4月,仙 台.

12.関 根一光,山 家智之,西 條芳文,白 石泰之,松 木英敏,佐 藤文博,角 張泰之,前 田 剛,中 澤文

雄:形 状記憶合金を応用 した消化管蠕動運動補助装置,第46回 日本生体医工学会大会,2007年

4月,仙 台.

13.角 張泰之,佐 藤文博,松 木英敏,関 根一光,白 石泰之,山 家智之,佐 藤忠邦:蠕 動運動機能をも

つ人工食道のための胃部留置型経皮的電力伝送装置の開発,第46回 日本生体医工学会大会,2007

年4月,仙 台.

14.山 本佳奈子,吉 澤 誠,田 中 明,木 下広幸,山 家智之,白 石泰之,稲 垣正司,杉 町 勝:加 速

度センサを用いた心室細動 ・心室頻拍の検出,第46回 日本生体医工学会大会,2007年4月,仙

台.

15.山 家智之,白 石泰之,田 林胱一,吉 澤 誠:定 常流型補助人工心臓 と心機能に関する実験的研究,

第55回 日本心臓病学会学術集会,2007年9月,東 京.

16.渡 部智樹,白 石泰之,和 田由美子,坂 田 亮,西 條芳文,山 家智之,本 間 大,柴 田宗一,梅 津

光生 二心筋収縮補助装置用の変位増幅機構の開発,第23回 ライフサポー ト学会大会,2007年10

月,つ くば.

王7.坂 田 亮,白 石泰之,和 田由美子,渡 部智樹,植 松美幸,朴 栄光,田 中 隆,関 根一光 ,西 條

芳文,山 家智之,田 中 明,吉 澤 誠,増 本憲泰,藤 本哲男,本 間 大,梅 津光生:形 状記1意合

金線維の可制御性を応用した心筋収縮の工学的モデリング,日 本機械学会第i8回 バイオフロン

ティア講演会,2007年10月,福 岡.

18,白 石泰之,山 家智之,西 條芳文,梅 津光生,馬 場 敦,井 街 宏,吉 澤 誠,田 中 明,仁 田新

一:心 室収縮補助のための新しい機械式人工心筋の開発
,第60回 日本胸部外科学会学術集会,

2007年10月,仙 台.
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19.笠 原 孝一郎,田 中 明,吉 澤 誠,阿 部健一,白 石泰之,山 家智之,仁 田新一:定 常流型補助人

工心臓 の制御方式の相違が 自己心 に与 える影響,第45回 日本人工臓器学会大会,2007年10月 ,

大 阪.

20.沖 恵 理子,朴 栄光,金 光直彦,白 石泰之,東 隆,大 坪真也,岩 崎清隆,梅 津光生:冠 動

脈バ イパス手術 における血管吻合手技の定量化 に向 けた基礎検 討,第16回 日本 コンピュータ外

科学会大会,2007年ll月,広 島.

2L白 石 泰之,西 條芳文,山 家智之,柴 田宗一,和 田由美子,坂 田 亮,渡 部 智樹,梅 津光生 ,藤 本

哲男,馬 場 敦,田 林胱一,本 間 大:人 工心筋補助 のた めの生体心臓 メカニクスの基礎検討,

日本機械 学会第20回 バ イオエ ンジニア リング講演会,2008年1月,東 京.

22.菅 家 裕輔,早 瀬敏幸,山 家 智之,柴 田宗一,白 石泰 之lMRI計 測 に基づ く左心房内血流場 の数値

シ ミュレーシ ョン,日 本機械学会第20回 バイオエンジニア リング講演会,2008年1月,東 京 .

23.白 石 泰之,西 條芳文,山 家智之,宋 永 健,柴 田宗一,山 口 済,馬 場 敦,井 街 宏 ,和 田由

美子,坂 田 亮,渡 部智樹,土 岐二郎,TelmaSugaiKeiko,吉 澤 誠,田 中 明,藤 本哲男,

梅 津光生,本 間 大,佐 々田比 呂志,仁 田新一,田 林胱一:機 械式人工心筋の構造 と機能の設計,

第36回 人工 心臓 と補助循環懇話会,2008年3月,越 後湯沢.

24.劉 紅 箭,白 石泰之,西 條 芳文,宋 虎振,馬 場 敦,山 家智之,阿 部裕輔,井 街 宏:Analysis

ofbaroreflexsensitivitywithleftventricularassistdevice,第36回 人 工心臓 と補助循環懇話会 ,2008

年3月,越 後湯沢.

25,西 田正浩,山 根隆志,丸 山 修,小 阪 亮,木 暮尚登,桑 名克之,筒 井達夫,馬 場 敦,白 石泰

之,山 家智之,井 街 宏:MERAモ ノ ピボ ット遠心 ポンプの流れ解析 と血液適合性,第36回 人

工心臓 と補助循環懇話会,2008年3月,越 後湯沢.

26.佐 藤 優太,白 石泰之,坂 田 亮,林 輝,田 中 隆,梅 津光生,金 野 敏 ,西 條芳文,Telma

SugaiKeiko,吉 澤 誠,山 家智之,馬 場 敦,増 本憲泰,藤 本哲男,本 間 大:慢 性動物実験

のための人工心筋 システムの改良,日 本機械学会福祉工学 シンポジウム2008,2008年9月,宇 部 .

27.秋 山真己,藤 本哲男,竹 花良人,益 田博之,梅 津光生,白 石泰之:血 圧測定 を目的 とした新規的

な小型圧力セ ンサー の開発,日 本機械学会福 祉工学 シンポジウム2008,2008年9月,宇 部.

28.山 家 智之,白 石泰之 ほか.新 しい人工 内臓一人工心筋,人 工食 道,人 工括約筋 .第46回 日本人

工臓器学会大会,2008年11月,東 京

29.久 米 嶺,梅 津光生,白 石泰之ほか.IABP駆 動装置 を用いたSVPUMP補 助 人工心臓 システム

の拍出性能評価.第46回 日本人 工臓器学会大会,2008年lI月,東 京

30.丸 山 修,山 家智之,白 石泰之 ほか .MERAモ ノ ピボッ ト遠心血液 ポンプの血液適合1生評価.第

46回 日本人工臓器学会大会,2008年11月,東 京

31,坂 田 亮,白 石泰之 ほか.人 工心筋の選択的 な収縮 支援 メカニズム と駆動制御系 の開発 .第46回

日本人工臓器学会大会,2008年Il月,東 京

32白 石 泰之ほか.形 状記憶合金線維 を応用 した人工心筋 の慢性動物 実験 にお ける血行力学的効果.

第46回 日本人工臓器学会大会,2008年ll月,東 京

33.佐 藤 智明,白 石泰之 ほか.補 助人工心臓 の駆動装置 の違いに よる圧力特性 の検討 .第46回 日本人

工臓器学会大会,2008年11月,東 京
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34.馬 場 敦,白 石泰之ほか.補 助人工心臓の駆動装置の装置別特 「生についての検討.第46回 日本

人工臓器学会大会,2008年ll月,東 京

35.劉 紅箭,山 家智之,白 石泰之ほか.形 状記憶合金人工心筋駆動下の自律神経活動と圧反射感受

性解析の試み.第46回 日本人工臓器学会大会,2008年ll月,東 京

36.金 野 敏,山 家智之,白 石泰之ほか.脈 波情報を用いた植込型バイオメタル人工心筋の評価.第

46回 日本人工臓器学会大会,2008年11月,東 京

37.羅 雲,山 家智之,白 石泰之ほか.ア ロマ刺激効果の自律神経解析による評価.第46回 日本

人工臓器学会大会,2008年ll月,東 京

38,関 根一光,山 家智之,白 石泰之ほか.形 状記憶合金ファイバーを用いた消化管蠕動運動補助アク

チュエータの耐久性評価.第46回 日本人工臓器学会大会,2008年11月,東 京

39.白 石泰之,山 家智之,梅 津光生,本 間 大.形 状記隠合金線維を用いた完全埋め込み型人工心筋

の形状設計.第21回 日本機械学会バイオエンジニアリング講演会,2009年1月,札 幌

40.白 石泰之,劉 紅箭,山 家智之,梅 津光生,本 間 大.形 状記憶合金型人工心筋アシス トによる

循環応答解析 の試み.第37回 人工心臓 と補助循環懇話会,2009年2月,新 潟.

41.劉 紅箭,白 石泰之,山 家智之.人 工心筋駆動による圧反射感受性解析の試み.第37回 人工心

臓 と補助循環懇話会,2009年2月,新 潟.

5.学 会 主催等

1,第8回 宮城循環器シンポジウム 代表世話人 山家智之2007年7月7日

2.第16回 東北心臓疾患研究会 代表世話人 山家智之2007年5月12日

3,第5回 東北脈波情報研究会 代表世話人 山家智之2007年7月21日

4,第17回 東北心臓疾患研究会 代表世話人 山家智之2007年10月12日

5.第18回 東北心臓疾患研究会 代表世話人 山家智之2008年4月4日

6,第9回 宮城循環器シンポジウム 代表世話人 山家智之2008年7月12日

7.第19回 東北心臓疾患研究会 代表世話人 山家智之2008年10月24日

6.特 許 申請

1.特 許公開2008-104497超 音波微細血管可視化方法及び装置

2.特 許公開2008-093348偽 鍼,偽 磁気絆創膏,及 び,こ れらを用いた二重盲検試験方法

3.特 許公開2008-086568血 圧反射機能測定装置

4.特 許公開2007-289588バ イパスグラフト評価のための超音波血流診断装置.

5.特 許公開2007135965体 内留置多機能ステントおよびその製造方法

6.特 許公開2007082898経 皮エネルギー伝送装置



病態計測制御研究分野

(医用イメージング研究分野(医 工学研究科))

担当教授 西 條 芳 文

1.研 究分 野紹介

教 授:西 條 芳文(加 齢研教授兼務)

当研究分野は,平 成20年4月,わ が国に大学院 として初めて設置された医工学研究科における計測・

診断医工学講座の1つ として発足 した.そ の根底には昭和30年 代に当時の抗酸菌病研究所と電気通信

研究所の共同研究で行われた呼吸音 ・心音のスペクトル解析 と,そ れがさらに発展した超音波心臓断層

法の開発 という,加 齢医学研究所における医工連携の精神が引き継がれている.

現在の研究内容 として,超 音波やCTあ るいはMRIな どのデータを元にした心血管系の三次元イ

メージング,身 体の中の血液の流れの解析による新 しい観点の心機能評価方法の開発などを行ってい

る.ま た,既 存の医用診断技術で得 られたデータの解析をするだけではなく,世 界的にもオ リジナリ

ティーの高い医学 ・生物学用超音波顕微鏡の開発により,ナ ノレベルの解像度で様々な組織や生きた細

胞のイメージングを実現 している.さ らに,加 齢医学に深 く関わる研究 として,高 周波数超音波による

皮膚の高精度計測法についても研究を開始している.当 研究分野の特徴は,診 断機器の開発にとどまら

ず,開 発した装置を医学 ・生物学に応用して,病 態の生物学 ・化学的解析だけではなく,物 理的 ・機械

的な観点からの新たな診断体系を切 り開いていることである.

現在のメンバーの出身学部は医学部医学科,医 学部保健学科,工 学部,高 専専攻科などと多彩であり,

医学系研究科医科学専攻の協力講座 にもなっているため,医 学系研究科所属の大学院生 も所属 してい

る.ま た,工 学部・工学研究科や情報科学研究科の中にも大 きく足を踏み入れ,光 音響法の開発などの

新たな医工連携研究を開始 している.

大学の使命である社会的貢献 としては,文 部科学省の知的クラスター創成事業において小型超音波診

断装置を開発 し,動 脈硬化の健診や災害時のエコノミー症候群診断など市民の生活に直結する健康増進

活動を積極的に行っている.

現在の主な研究

1)超 音波顕微鏡による組織 ・細胞の高精度診断

63
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2)医 用 三 次 元 イ メ ー ジ ン グ

3)心 血 管 系 の 血 流 解 析

4)皮 膚 の 高 精 度 診 断

5)光 音 響 イ メ ー ジ ン グ の 開 発

6)小 型 超 音 波 装 置 の 開 発 と健 診 ・災 害 医 療 へ の 応 用

7)超 音 波 診 断 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築

2.研 究 報 告

1)著 書

1.IwamotoT,SaijoY,TanakaA,SantosFilhoE,LiS,YoshizwaM.Radiofi-equencysignal

analysisfbrtissuecharacterizationofcoronaryartery二Invivointravascularultrasoundstudy.

IwakiAkiyamaed.AcousticalImagingVo129,Springer,147-i52,2008.

2.SaijoY,HozumiN,KobayashiK,OkadaN,HagiwaraY,SasakiH,SantosFilhoE,YambeT.

Ultrasonicnano-imagingsystemfol-medicineandbiology,IwakiAkiyamaed,Acoustical伽 αg-

ingVol29,Springer,181-186,2008.

3.HagiwaraY,ChimotoE,AndoA,SaijoY,Itoi且Elasticchangesofcapsuleinaratknee

contracturemodelassessedbyscanningacousticmicroscopy.IwakiAkiyamaed.Acoustical

ImagingVol29,Springer,187-192,2∞8.

2)英 文 論 文

LSantosFilhoE,SaijoY,TanakaA,YambeT,YoshizawaM.Fractaldimensionof40MHz

intravascularultrasoundradiofrequencysignals.UltrαsonicsVol.48,No.1:35-39,2008.

2.SantosFilhoE,SaijoY,TanakaA,YoshizawaMDetectionandquantificationofcalcifications

inintravascularultrasoundimagesbyautomaticthresholding.Ultrasound.MedBioLVol.34,No.

1:160-165,2008.

3.ShiraishiY,YambeT,SaijoY,SatoF,TanakaA,YoshizawaM,SugaiTK,SakataR,LuoY,Park

Y,UematsuM,UmezuM,FujimotoT,MasumotoN,LiuH,BabaA,KonnoS,NittaS,Imachi

K,TabayashiK,SasadaH,HommaD,Sensorlesscontrolforasophisticatedartificialmyocardial

contractionbyusingshapememoryalloyfibre.ConfProcILEEEEngMedBiolSoc,2008二711-

714,2008,

4.SaijoY,KobayashiK,OkadaN,HozumiN,HagiwaraY,TanakaA,IwamotoT.Highfピequency

ultrasoundirnagingofsurfaceandsubsurfacestructuresoffingerprints.ConfProcIEEEEng

MedBiolSoc.2008:2173-2176,2008.
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5.IwamotoT,SaijoY,HozumiN,KobayashiK,OkadaN,TanakaA,YoshizawaMHigh

frequencyultrasoundcharacterizationofartificialskin.Conf・ProcIEEEEngMedBiolSoc・

2008:2185-2188,2008.

6.FunamotoK,HayaseT,SaijoY,YambeT.Numericalexperimentfb1'ultrasonic-measurement-

integratedsimulationofthree-dimensionalunsteadybloodHow、AnnBiemedEng.Vol.36,No.

8:1383-1397,2008.

7.MinetaM,SanoH,IchinoseR,SaijoY,ItoiE.Elasticityofthesupraspinatustendon-muscleunit

ispreservedafteracutetendontearingintherabbit.TohokuJ.EXpMed.VoL216,No.1:17-24,

2008.

8,HagiwaraY,AndoA,ChimotoE,SaijoY,Ohmori-MatsudaK,ItoiE.Changesofarticular

CartjlageafterimmobiliZationinaratkneeCOntraCtUremodel.JrOrthopReS.VOL27,No.2:236-

242,2009.

9.FunamotoK,HayaseT,SaijoY,YambeT.NumericalExperimentofTransientandSteady

CharacteristicsofUltrasonic-Measurement-lntegratedSimulationinThree-DimensionalBlood

FlowAnalysis,Ann.Bion7edEng.VoL37,No、1:34-49,2009.

10.HagiwaraY,SaijoY,AndoA,ChimotoE,SudaH,OnodaY,ItoiE.Ultrasonicintensity

microscopyf(〕rimagingoflivingcells.UltrasonicsVoL49,No.3:386-388,2009,

ll.KijimaH,MinagawaH,SaijoY,SanoH,TomiokaT,YamamotoN,ShimadaY,OkadaK,Itoi

E.DegeneratedCOraCOaCrOmialligamentinShOUIderSWithrOta.tOrCUfftearSShOWShigherelaStiC

modulus:measurementwithscanningacousticmicroscopy,JOrthopSciVoL14,No.1:62-67,

2009.

3)和 文 論 文

1,西 條 芳 文.医 学 用 超 音 波 顕 微 鏡 の 現 状.日 本 音 響 学 会 誌Vol.64,No.7:418-422,2008.

3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

1)シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

1.SaijoY:Recentprogressofacousticmicroscopyf()rmedicineandbiology.155thMeetingofthe

AcousticalSocietyofAmericaintegratedwithsthForumAcusticumoftheEAA,2ndASA-EAA

JointConference,Paris,France,Jull,2008.

2.SaijoY:Visualizationofsurfaceand3DmorphologyofskinbyiOOMHzultrasound.6th

InternationalConferenceonUltrasonicBiomedicalMicroscanning,Malibu,CA,USA,Sep24,2008.

3.SaijoY.BiomedicalapPlicationsofacousticmicroscopy・Tutorialcourseatthe20081EEE

InternationalUltrasonicsSymposium,Beijing,China,Novl,2008.
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2)一 般 演 題 ポ ス タ ー 等

1.SaijoY,HagiwaraY,KobayashiK,OkadaN,HozumiN,TanakaA,IwamotoT.Three-

dimensionalultrasoundimagingofregeneratedskinwithhighfrequencyultrasound,5thIEEE

InternationalSymposiumonBiomedicalImaging.Paris,France,Mayl5,2008.

2.SaijoY,IwamotoT,KobayashiK,YamaguchiS,TsunodaH,NakayamaH,KatoNラNemotoY.

Ultra-mobile㏄honetworkinhealthcaresystern.21stIEEEInternationalSymposiumon

Computer-BasedMedicalSystems.Jyv且skyl琶,Finland,Jun18,2008.

3.SaijoY,KobayashiK,OkadaN,HozumiN,HagiwaraY,TanakaA,IwamotoT.Highfrequency

ultrasoundimagingofsurfaceandsubsurfacestructuresoffingerprints.30thAnnualInternational

ConferenceoftheIEEEEngineeringinMedicineandBiologySociety.Vancouver,Canada,Aug

25,2008,

4.IwamotoT,SaijoY,HozumiN,KobayashiK,OkadaN,TanakaA,YoshizawaM.High

frequencyultrasoundcharacterizationofartificialskin,30thAnnualInternationalConfbrenceof

theIEEEEngineeringinMedicineandBiologySociety.Vancouver,Canada,Aug25,2008.

5.SaijoY,HagiwaraY,KobayashiK,OkadaN,TanakaA,HozumiN,TanakaM.Biomedical

ApplicationofAcousticMicroscopy-Diagnosis,AssessingEchogenecityandBiomechanics.2008

1EEEInternationalUltrasonicsSymposium,Beijing,China,Nov4,2008。

6.SaijoY,KobayashiK,HozumiN,TanakaA,SakaiS.Visualizationofmicrovesselsinskinby

three-dimensionalultrasoundmicroscope.30thInternationalSymposiumonAcousticalImaging.

Monterey,USA,Mar2,2009,

7.HagiwaraY,SaijoY,AndoA,KobayashiK,TanakaA,HozumiN,HatoriK,ItoiE.High

frequencyultrasoundimagingofcallilage-bonecomplex.30thInternationalSymposiurnon

AcousticaHmaglng.Monterey,USA,Mar2,2009.

8.HatoriK,HagiwaraY,SaijoY,AndoA,InaY,AIldoK,ShiraishiN,DoiN,SuzukiY,Sasaki

K.Thechangesofelasticpropertiesofperiodontalligamentandmandibularcondylarcartilage

duringdevelopment.3(ithInternationalSymposiumonAcousticalImaging,Monterey,USへMar

3,2009.

4.国 内学会 での発 表

1)特 別講演,シ ンポジウム,ワ ークショップ等

L西 條芳文.脈 波伝播速度(PWV)で 測る血管の変化.第47回 日本生体医工学会大会(シ ンポジ

ウム).神 戸,2008年5月10日.

2.西 條芳文.高 周波数超音波イメージング.日 本超音波医学会第81回 学術集会.神 戸,2008年5月

23日.

3.西 條芳文.医 学用超音波顕微鏡の現状.日 本音響学会2008年 秋季研究発表会.福 岡,2008年9月
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10日.

4.西 條 芳文.超 音波 を用いた血管の組織診 断.第22回 日本心血管内視鏡学会.大 阪,2008年10月

ll日.

2)一 般 演題,ポ スター等

1.SaijoY,TanakaA,Visualizationofslowfiowinleftatriumbyopticalflowmethod・ 第19回

日本心エ コー図学会学術集会.神 戸,2008年4月11日.

2.SaijoY,IwamotoT,YoshizawaM,PlayStationPortabl6「MasEchoMovieClient.第 玉9回 日

本心エ コー図学会学術集会.神 戸,2008年4月11日.

3.中 島博行,菅 原重生,片 平美明,田 中元直,亀 山剛義,大 槻茂雄,西 條芳文.等 容収縮期 の渦流

形成 に対 す る心房収縮の関与一Echodynamographyに よ る検討一.第19回 日本心 エ コー図学会

学術集会.神 戸,2008年4月12日.

4.西 條 芳文,萩 原嘉廣,岩 本貴宏,小 林和人,岡 田長也,田 中 明,穂 積直裕,富 畑賢治.皮 膚組

織 の3次 元超音波顕微鏡像.第47回 日本生体 医工学会大会.神 戸,2008年5月10日.

5.中 島博行,菅 原重生,片 平美明,田 中元直,亀 山剛義,大 槻茂雄,西 條芳文.流 軸線上速度分布

に よる定量 的局所心筋機 能評価法 の検 討一Echo-dynamographyに よ る流軸線分布 図法 の応 用

一
.日 本超音波医学会第81回 学術集会.神 戸,2008年5月25日.

6.西 條 芳文,小 林和人,中 島博行,田 中 明,岩 本貴宏.血 管新生 における細動脈イメージング方

法の開発.第56回 日本心臓病学会.東 京,2008年9月9日.

7.SaijoY,TanakaA.UltrasonicTissueDef()rmationlmagingtoEvaluateMyocardial

Dyssynchrony.日 本 循環器学会第73回 学術集会.大 阪,2009年3月20日.

8.SaijoY,KobayashiK,TanakaA.VisualizationofMicro-vesselbyThree-dimensionalUltra-

soundMicroscope.日 本 循環器 学会第73回 学術集会.大 阪,2009年3月20日.



呼吸器再建研究分野

担当教授 近 藤 丘

1.研 究分野紹 介

教 授1近 藤 丘

准教授=岡 田 克典

助 教:星 川 康

当研究分野は昭和25年 に抗酸菌病研究所外科学部門として肺結核の外科療法の研究を目的 として発

足した.そ の後,時 代の変遷 とともに呼吸器疾患全般,特 に肺癌を含む肺悪性腫瘍,化 膿性肺疾患,進

行性びまん性肺疾患,気 腫性肺疾患,縦 隔腫瘍などを対象 として,呼 吸器疾患全般に拡大して基礎 と応

用の研究を展開している.現 在,病 理学,生 理学,免 疫学,分 子生物学など幾本 もの柱を基盤に,21世

紀にふさわしい呼吸器外科学の発展を目指している.大 学病院においては,呼 吸器外科 として年間手術

件数平成19年264例,平 成20年244例 という診療実積をあげている。教育面では医学部学生に対する

呼吸器外科の講義 と臨床ベ ッドサイ ド教育を,研 究面では内視鏡を駆使 した新しい呼吸器疾患の診断と

手術手技の開発,細 胞生物学に根ざした呼吸器病態生理学を中心に実績を積み重ねている.

現在の主な研究

1)肺 移植

肺移植の臨床:平 成12年3月 に本邦第1例 目の脳死肺移植手術成功から,現在 まで脳死肺移植20例

と生体部分肺移植7例 の実績があり,移植先進国である欧米の成績をも凌駕する良好な成績を収めてい

る.手 術手法,術 中術後管理,免 疫抑制療法,感 染管理 を改善し,肺 移植術後管理プロトコールの改訂

を随時行っている.脳 死肺移植は平成18年 に,生 体肺葉移植は平成20年 に健康保険の適応が認可され

ている.

肺保存の研究:肺 保存の良否は移植成績を左右する最も重要な因子の一つである.抗酸菌病研究所時

代か ら世界に先駆けて肺保存液の研究に着手 し,リ ン酸緩衝液を基本 とする肺保存液(EP4solution)

を独自に開発 して動物実験では96時 間という驚異的な長時間の肺保存を達成 した.肺 移植の臨床では

EP4solution(EP-TUsolutionと して製品化,細 胞科学研究所より市販)を 使用してお り,こ れまで6

時闇程度 とされてきた安全域 を大幅に超 える12時 聞までの臓器保存でも肺移植を成功させている.

69
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EP4solutionの 優秀性 は,肺 胞上皮細胞のイオン トランスポー ト機能やサーファクタント合成能の保持

に反映されていることが基礎研究で裏付けられており,本 邦の多 くの肺移植施設で もEP-TUsolution

が使用されるようになっている.心 停止 ドナーの基礎的研究に基づき,ド ナー拡大に向けて臨床応用を

準備 している.

拒絶反応対策1肺 移植後に発生する急性および慢性拒絶反応の診断 と予防・治療は,今 日なお肺移植

医療における最も重要な事項である.拒 絶反応診断法としては,末 梢血 リンパ球細胞内サイ トカイン染

色による拒絶反応モニタリングの可能性にっいて基礎研究を行っている.ま た,免 疫抑制性サイ トカイ

ンIL-10の 経気道的遺伝子導入による急性拒絶反応抑制 とそのメカニズムに関する実験的研究を行っ

ている.

2)呼 吸器疾患の診断 と手術手技の開発

低侵襲手術・胸腔鏡手術:本 邦では,肺 癌手術にも内視鏡手術が普及して来たが,低 侵襲 と同時に根

治性を保持 していることが重要である.当 分野では平成5年 から胸腔鏡手術 を導入 し,平 成8年 に胸腔

鏡下肺葉切除術(小 開胸併用),平 成13年 に前縦隔良性腫瘍摘出術,平 成14年 に重症筋無力症に対する

拡大胸腺摘出術,平 成15年 小型胸腺腫 と段階的に適応範囲を拡大 してきた.現 在では開胸手術を含めて

大多数の手術に胸腔鏡を併用 して,手 術創の縮小 と低侵襲化を図っている.手 術成績も1期 肺癌に対す

る成績は,5年 生存率:臨 床病期1期94.7a/・,病理病期1期92.7%と 良好である.重 症筋無力症は若い女

性に多い疾患であるため,早 期回復が得 られると同時に美容的にも胸骨正中切開を回避できる胸腔鏡手

術の利点は大 きく,術 後3年 までの中期成績では良好な結果が得 られている.ハ イリスクである慢性呼

吸不全患者の難治[生気胸に対 して,局 所麻酔下気痩閉鎖術,PCPS補 助下手術などを低侵襲手術 として

導入して良好な成績を得ている.胸 腔鏡手術は低侵襲手術である反面,モ ニター画面に頼って手術 を行

うため,手 術手技の習得が従来の外科手術 に比べて困難である.研 究室内に手術練習機器を整え,モ ニ

ターを見て手術手技の練習を行うドライラボ,動 物を用いて練習を行うアニマルラボを関連施設を含め

て定期的に開催 して,手 技の標準化 とレベル向上を図っている.

肺癌に対する縮小手術:早 期肺癌の一部はリンパ節転移の頻度が きわめて低いため,従 来の肺葉切

除+リ ンパ節郭清より切除範囲を小さくしても根治が期待できる可能性がある.早期肺癌の生物学的悪

性度を分子生物学的に検討 し,機能温存手術 として一定の基準を設けて区域切除を積極的に施行 してい

る.最 近普及し始めたCT検 診で発見されるGround-glassopacity(GGO)タ イプの末梢型小型腺癌に

ついては,縮 小手術の妥当性を検証するために,画 像・迅速病理診断に基づいた多施設共同研究 を準備

中である.

気管支内視鏡:細 胞の自家蛍光を検出して気管支の微小な早期癌はもとより前癌病変 も検出で きる

LIFE-Lungsystemな どを導入 している.超 音波気管支鏡とデジタル画像解析による気管支壁内の癌の

深達度評価を確立し,気 管支周囲リンパ節の細胞診を超音波気管支鏡を用いて行 っている.ビ デオ気管
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支 フ ァイバースコープ,硬 性気管支鏡下 のNd-YAGレ ー ザーおよび高周波 による腫瘍切除,種 々の気

道 内ステン トを用 いた狭窄気道 の拡張治療,気 道 内異物 除去 の治療 にも成果 をあげている.

3)呼 吸 器病態生理学

肺組織の喪失はその後 のQOLを 大 き く左右するため,患 者毎,手 術術 式毎 に詳細 な肺機能予測 を行

い,合 併症発生や予後 との関連 か ら肺切除術 の適応 について提言 している.

肺 高血圧1肺 移植 の適応 となっている原発性肺高血圧(PPH)の 病 態は未 だ明 らかではな く,治 療の

選択肢 は少ない.肺 血管 内皮細胞の増殖 にかかわ る種々の遺伝子 プロファイルの検証 を進 めてお り,動

物実験 を通 じてPPARγ か らの細胞内情報伝達が重要な役割 を担 っていることを突 き止めた.細 胞 外マ

トリックスであるオステオポンチ ン(OPN)が,肺 高血圧 ・肺血管再構築 の増悪因子 である こと,さ ら

に肺 高血圧治療のmainstayで あ るプロスタサイク リンへ の反応性 を左右す る因子 である ことを明 らか

としている.こ れ らの知見 は肺高血圧症 に対す る治療法 としてOPN阻 害 薬物療法 の可能 性を示す もの

であ り,OPNの 肺 移植後拒絶反応への関与 の解明 と共 に,更 に検 討 してい く予定である.

急 性呼吸不全:最 近5年 間の肺癌手術 に手術死亡 はないが,高 齢者,他 疾 患合併,2次 肺癌な ど,ハ

イ リスク症例が増加 している.こ のため術後合併症,特 に肺炎発症 の機序解明 ・予防 に取 り組 み,高 齢

肺癌 患者 に術後上気道 防御反射低下が見 られ,反 射異常 を示す患者に術後肺 炎が発症す ることを明 らか

に した 口腔 内および中咽頭細菌叢,上 気道防御反射の周術期 にお ける変化 と肺 炎起 炎菌の関連性 につ

いて検討 し,術 前専門的 口腔ケア と周術期 口腔 ケアによる発症予防効果 を検証 す る予定で ある.急 性呼

吸不全(ARDS)の 病 態 を解明す るために多方面 で研究 を展開 してい る.

肺 癌細胞 の増殖機i構:肺 癌の遺伝子解析 を行 い,p53やKras,survivin遺 伝 子 の変異の意義 を検討 し

ている.ま た,肺 癌細胞 の増殖機構 のなかでい性 ステロイ ドが重要な役割 を担 っている ことを突 き止 め,

新 しい分子標 的治療の可能性 を探 ってい る.さ らに肺癌組織 における新生血管 の生物学的特性 を解明 し

て,血 管新生抑制 の観点か ら新 たな肺癌治療戦略 の確立 を目指 してい る.

2.研 究 報 告

1)著 書

1.ShintaniM,YagiH,FujiwaraM,AkimotoK ,ImamuraS,UeharaR,HoshikawaY,Nakayama

T,NakazawaM,TakaoA,NakanishiT,MatsuokaR:MolecularanalysisofTGF一 βsuperfamily

genesinpatientswithidiopathicpulmonaryarterialhypertension.FutureAspectsofMedicaI

SciencesandEducation.TakakuraK,Nada1-Ginarded,InternationalResearchandEducationaI

lnstituteforIntegratedMedicalSciences,ppllH13,2007
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2)原 著 論 文

英 文

1,0ishiH,OkadaY,KikuchiT,SadoT,OyaizuT,}loshikawaY,SuzukiS,MatsumuraY,Kondo

T二Lipid-mediatedtransbronchialhumaninterleukin-10genetransferdecreasesacuteinflammation

associatedwithallograftrejectioninaratmodeloflungtransplantation,TransplantProc39:

283-285(2007).

2.SuzukiS,SugawaraT,TabataT,OishiH,NiikawaH,KondoT:Sivelestatreducesreperfusion

injuryoflungsharvestedfromendotoxin-primedratsbyinhibitionofneutrophil-mediated

inflammation.TheJournalof}leartandLungTransplantation6:370-375(2007).

3.YamanakaS,GuZhaodi,SatoM,FujisakiR,InomataK,SakuradaA,InoueA,NukiwaT,Kondo

T,HoriiA:siRNATargetingagainstEGFR,apromisingcandidatefbranoveltherapeutic

applicationtolungadenocarcinoma.Pathobiology75:2-8(2008).

4,BandoT,DateH,MinamiM,KondoT,ShiraishiT,MiyoshiS,SekineY,NagayasuT=First

registryreport:lungtransplantationinJapan.GeneralThorac丘candCardiovascularSurgery56:

17-21(2008).

5.NiikawaH,SuzukiT,MikiY,SuzukiS,NagasakiS,AkahiraJ,HonmaS,EvansD,HayashiS,

KondoT,SasanoH:Intratumoralestrogensandestrogenr㏄eptorsinhumannon-smallcelllung

carcinoma.ChnCancerResl4:4417-4426(2008).

6.GuZ,MitsuiH,InomataK,HondaM,EndoC,SakuradaA,SatoM,OkadaY,KondoT:The

methylationstatusofFBXW7β 一fol'Mcorrelateswithhistologicalsubtypeinhumanthymoma.

BiochemicalandBiophysicalResearchCommunicationslO:10i6-1019(2008).

和 文

1.星 川 康,小 林 照 忠,近 藤 丘:一 般 外 科 手 術 前 の リス ク 判 定 と周 術 期 対 策.外 科69:281-288

(2007).

2,近 藤 丘:心 ・肺 移 植 後 の 合 併 症 に よ せ て.胸 部 外 科60:1957(2007),

3.岡 田 克 典,松 村 輔 二,星 川 康,大 石 久,野 田 雅 史,佐 渡 哲,石 田 格,星 史 彦,遠 藤 千

顕,宮 本 彰,保 坂 智 子,新 川 弘 道,海 津 慶 子,近 藤 丘:感 染 症 の 問 題 か ら み た ドナ ー 肺 評 価

一 ど こ ま で 移 植 可 能 か
.胸 部 外 科60:976-981(2007).

4.岡 田 克 典,近 藤 丘:安 全 管 理.気 管 支 学29:255-257(2007).

5,野 田 雅 史,佐 渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤 千 顕,岡 田 克 典,松 村 輔 二,近 藤 丘:外 科 治

療 を施 行 し た 超 高 齢 者(80才 以 上)難 治 性競 発 性気 胸 の 検 討.日 本 呼 吸 器 外 科 学 会 雑 誌22:13-

18(2008).

6.岡 田 克 典,近 藤 丘:肺 移 植 の 現 状 と展 望.呼 吸27:547-554(2008).

7.松 村 輔 二,近 藤 丘:高 齢 者 に対 す る 外 科 治 療.ModernPhysician28(6)(2008)

8.岡 田 克 典,近 藤 丘:外 科 治 療 一 標 準 的 手 術 と縮 小 手 術 ・低 侵 襲 手 術 の 適 応 と 治 療 成 績.Medical

Practice25:115-120(2008)
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9.大 石 久,鈴 木 聡,岡 田 克 典,松 村 輔 二,近 藤 丘:胸 腔 鏡 下 肺 生 検 に よ る び ま ん 性 肺 疾 患 の

診 断ProgressinMedicine28:171-176(2008).

10.岡 田 克 典,近 藤 丘:肺 癌 外 科 治 療 の 現 状 と課 題.日 本 臨 床66:388-392(2008).

ll、 星 川 康,近 藤 丘1低 肺 機 能 肺 癌 患 者 に お け る 肺 切 除 周 術 期 管 理 .胸 部 外 科61:674-678

(2008),

12,大 石 久,松 村 輔 二,石 田 格,佐 渡 哲,星 川 康,近 藤 丘,館 正 博:胸 骨 全 摘 お よ び胸

壁 再 建 を施 行 した 胸 骨 原 発 未 熟 神 経 胚 葉 性 腫 瘍.胸 部 外 科61:836-840(2008),

13.野 田 雅 史,佐 渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤 千 顕,岡 田 克 典,松 村 輔 二,近 藤 丘:高 齢 者

難i治 性 気 胸 の 術 後 合 併 症 リ ス ク評 価.日 本 呼 吸 器 外 科 学 会 雑 誌22:856-859(2008).

14.岡 田 克 典,近 藤 丘:肺 移 植 ・心 肺 移 植.日 本 臨 床66(lD:2179-2184(2008).

15.星 川 康,松 田 安 史,佐 久 間 聖 仁,近 藤 丘:新 規 候 補 増 悪 遺 伝 子 一オ ス テ オ ポ ン チ ン.日 本 臨

床66(1D:2097-2101(2008).

16.松 村 輔 二,岡 田 克 典,星 川 康,遠 藤 千 顕,佐 渡 哲,桜 田 晃,野 田 雅 史,菅 原 崇 史,松 田 安

史,近 藤 丘:2000年 以 降 の 肺 癌 に 対 す る気 管 支 形 成 を伴 う肺 切 除 術 の 現 況.胸 部 外 科61:963-

967(2008),

17.岡 田 克 典,近 藤 丘:肺 移 植 に お け る保 存 法.移 植43:342-345(2008).

18,松 村 輔 二:拡 大 胸 腺 摘 出 術 に お け る ア プ ロ ー チ の 工 夫.胸 部 外 科60:1060-1060(2007),

3.国 際 学 会 ・海 外 で の 発 表

一 般 演 題

1.OhishiH,OkadaY,SadoT,HoshikawaY,NodaM,MatsumuraY,KondoT:Lipid-mediated

humanIL-10genetransfertotheairwayofratlungallograftfbrpreventionofallograftr〔 」㏄tion.

42"dCongressoftheEuropeanSocietyf()rSurgicalResearch,May24,2007.Rotterdam(Holland),

・2 .EndoC,HoshiF,SakuradaANodaM,MiyamotoA,IshidaI,KendoT:Immunocytochemical

evaluationoflargecellneuroendocerinecarcinomaofthelungf(〕rmoreaccuratepreoperative

dianosis.internationalassociationf()rthestudyoflungcancer.September3,2007.Seo正(Korea).

3.HoshiF,EndoC,SakuradaA,OkadaY,HoshikawaY,SadoT,NodaM,IshidaI,KondoT:The

expressionofanti-apoptoticpreotein,innon-smallcelllungcancer.Internationalassociatjonfo1'

thestudyoflungcancer.September4,2007,Seol(Korea).

4.MatsudaY,OkakaY,SadoT,NodaM,Ohishi}1,KondoT=Pneumothoraxafterlungtransplanta-

tionf()rlymphangiomyomatos三s.The4thLungTransplantationfc)rlymphagiomyomatosis.

Novemberl3,2008.Fukuoka(Japan),

5,NiwaH,TakahashiM,KondoT,OkadaY,SatoS,SuzukiE,SenbaHFujinoS,MiyazakiT,

K.obayashiK:BronchoscopyinJapan-ASurveybytheJapanSocietyforRespiratoryEndoscopy

in2006.15thWorldCongressf()rBroncololgy.March30,2008.Tokyo(Japan).
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4.国 内学会 ・研 究会 での発 表

1)特 別講演,教 育講演

1.近 藤 丘:肺 がんの治療.が ん医療水準均てん研修会.2007年2月10日(大 崎市)特 別講演.

2,近 藤 丘:脳 死肺移植 その実践 と課題.第4回 長崎呼吸器外科研究会.2007年4月27日(長

崎市)特 別講演.

3.松 村輔二:当 科における悪性中皮腫に対する胸膜外肺全摘除術の経験.東 北悪性胸膜中皮腫学術

講演会.2007年4月14日(仙 台市)特 別講演.

4近 藤 丘:肺 移植医療における問題点 とその成績向上にむけてのとりくみ.第47回 日本呼吸器

外科学会学術講演会.2007年5月ll日(東 京)特 別講演.

5,近 藤 丘:肺 線維症患者における肺移植の緊急'「生 第47回 日本呼吸器学会学術講演会.2007年

5月ll日(東 京)特 別講演.

6.遠 藤千顕:肺 癌のガイドライン.第154回 東北外科集談会.2007年9月15日(青 森)教 育講演。

7.松 村輔二:肺 癌の外科療法～低侵襲手術 と機能温存手術.第84回SENDAICHESTCONFER-

NCE.2007年9月21日(仙 台)特 別講演.

8,近 藤 丘:最 新の医療事1青.第96回 メンタルケアスペシャリス ト養成講座.2007年10月29日

(仙台)教 育講演.

9.松 村輔二:肺 癌に対する肺切除に伴う気管支形成 ・肺動脈形成術のKnack&PitfalIs.第60回 日

本胸部外科学会定期学術集会.2007年10月20日(仙 台)特 別講演.

10.近 藤 丘:肺 移植医療で学んだもの.徳 島呼吸器疾患談話会.2007年12月13日(徳 島)特 別講

演.

IL近 藤 丘:肺 癌検診の現状 と諸問題.第22回 埼玉県肺癌検診セミナー.2008年2月2日(埼 玉)

特別講演.

12,近 藤 丘1肺 癌検診の動向と外科治療の現状.第ll回 さいたま肺癌カンファレンス.2008年5

月9日(埼 玉)特 別講演.

13.近 藤 丘:本 邦における肺移植の現状 とその成績.第62回 手術手技研究会.2008年5月10日

(東京)特 別講演,

14.近 藤 丘:肺 癌集検の現状 と諸問題.第13回 北九州がんセミナー.2008年6月6日(北 九州)

特別講演.

15,近 藤 丘:肺 癌の集検 と外科治療の現況.胸 部外科サマーフォーラム.2008年8月16日(徳 島)

特別講演.

16.星 川 康:が ん治療ガイ ドラインの基礎 読み方,書 き方,使 い方.第6回 オンコロジーセミ

ナー.2008年9月20日(東 京)特 別講演.

17.近 藤 丘:日 本の肺移植の現状 と展望一特にLAMに っいて.第7回LAM勉 強会.2008年10

月lI日(東 京)特 別講演.

18.近 藤 丘:わ が国における肺移植一その現状 と課題一.第16回 山形周術期病態研究会.2008年

11月8日(山 形市)特 別講演.
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シンポジウム,ワ ークショップ,ビ デオセッション等

1.岡 田克典,松 村輔二,星 川 康,大 石 久,遠 藤千顕,佐 渡 哲,野 田雅史,石 田 格,宮 本 彰 ,

新川弘道,保 坂智子,星 史彦,近 藤 丘:ド ナー肺の感染症マージナル ドナーとしてどこまで

使用可能か.第23回 日本肺および心肺移植研究会.2007年1月26日(宇 都宮)シ ンポジウム.

2.松 村輔二,石 田 格,佐 渡 哲,大 石 久,星 川 康,宮 本 彰,野 田雅史,遠 藤千顕,岡 田克

典,近藤 丘:胸 腺腫合併重症筋無力症に対するクリップレス胸腔鏡下拡大胸腺摘出術.第24回

日本呼吸器外科学会総会.2007年5月17日(横 浜).

3.遠 藤千顕,野 田雅史,岡 田克典,宮 本 彰,大 石 久,石 田 格,佐 渡 哲,星 川 康,松 村輔

二,近藤 丘:リ ガシュアを用いた完全胸腔鏡下右縦隔リンパ郭清.第24回 日本呼吸器外科学会

総会.2007年5月17日(横 浜)ビ デオセッション.

4.野 田雅史,大 石 久,宮 本 彰,石 田 格,佐 渡 哲,星 川 康,遠 藤千顕,岡 田克典,松 村輔

二,近 藤 丘:超 高齢者難治性気胸に対する意識下気胸根治術 第24回 日本呼吸器外科学会総

会.2007年5月17日(横 浜)ビ デオセッション.

5.岡 田克典,野 田雅史,遠 藤千顕,宮 本 彰,松 村輔二,近 藤 丘:胸 骨拳上用機器(ラ パリフ ト)

と血管シーリングシステム(リ ガシュア)を 用いた縦隔巨大良性嚢腫摘除 第24回 日本呼吸器

外科学会総会.2007年5月18日(横 浜)ビ デオセッション.

6.大 石 久:ラ ット移植肺における経気道的lL-10遺 伝子導入による拒絶反応抑制効果の検討.第

4回 東北大学バイオサイエンスシンポジウム.2007年6月4日(仙 台)シ ンポジウム.

7.星 川 康:高 齢者肺癌に対する外科治療.第47回 日本呼吸器学会学術講演会 .2007年5月ll日

(東京)シ ンポジウム.

8.松 村輔二,石 田 格,佐 渡 哲,星 川 康,野 田雅史,鈴 木隆哉,岡 田克典,近 藤 丘:重 症筋

無力症 に対するクリップレス胸腔鏡下拡大胸腺摘出術.第60回 に本胸部外科学会定期学術集会.

2007年10月20日(仙 台)ビ デオセッション.

9.野 田雅史,佐 渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤千顕,岡 田克典,松 村輔二,近 藤 丘:難 治性

続発気胸の外科治療戦略一諸因子解析による術後合併症予測.第60回 日本胸部外科学会定期学

術集会.2007年io月20日(仙 台)シ ンポジウム.

10.近 藤 丘:肺 癌に対する完全胸腔鏡下手術一外科教育の観点から.第20回 日本内視鏡外科学会 .

2007年ll月19日(仙 台)シ ンポジウム.

IL松 村輔二,岡 田克典,佐 渡 哲,星 川 康,遠 藤千顕,桜 田 晃,野 田雅史,菅 原崇史:日 本に

おける脳死移植10年 の総括.第43回 日本移植学会総会.2007年ll月IO日(仙 台)シ ンポジウ

ム.

12.近 京子,中 嶋隆太郎,桜 田 晃,遠 藤千顕,管 聞敬治,佐 藤雅美,斎 藤泰紀,佐 藤雅美:喀 疾

細胞診により発見された初期浸潤扁平上皮癌.第46回 日本臨床細胞学会秋季大会.2007年12月

1日(仙 台)ワ ークショップ.

13.岡 田克典,佐 渡 哲,野 田雅史,菅 原崇史,松 田安史,上 野正博,遠 藤千顕,星 川 康,桜 田 晃,

新川弘道,星 史彦,鈴 木隆哉,海 津慶子,松 村輔二,近 藤 丘:2007年 に経験した原発[生肺高

血圧症2症 例に対する生体肺移植のタイミング.第24回 日本肺および心肺移植研究会.2008年

1月26日(福 岡)シ ンポジウム.
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14,千 田雅之,箕 輪宗生,江 場俊介,須 田秀一,近 藤 丘:進 行中枢肺癌に対する分岐部形成を含む

拡大スリーブ切除例の検討.第lO8回 日本外科学会定期学術集会.2008年5月 工6日(長 崎)シ

ンポジウム.

15.菅 原崇史,岡 田克典,佐 渡 哲,野 田雅史,星 川 康,遠 藤千顕,桜 田 晃,松 田安史,新 井川

弘道,星 史彦,上 野正博,海 津慶子,松 村輔二,近 藤 丘:CT検 診による摘出ドナー肺評価

の有用性について.第108回 日本外科学会定期学術集会.2008年5月16日(長 崎)サ ージカル

フォーラム.

16.松 村輔二,岡 田克典,星 川 康,遠 藤千顕,佐 渡 哲,野 田雅史,星 史彦,近 藤 丘,大 石 久=

胸骨原発肉腫に対する全層胸壁切除再建術.第108回 日本外科学会定期学術集会.2008年5月16

日(長 崎)サ ージカルフォーラム.

17.岡 田克典,大 石 久,上 野正博,佐 渡 哲,星 川 康,遠 藤千顕,桜 田 晃,野 田雅史,菅 原崇

史,松 田安史,保 坂智子,新 井川弘道,星 史彦,海 津慶子,松 村輔二:肺 移植後急性拒絶反応

の診断 と治療 臨床上の問題点 とラット肺移植モデルを用いた基礎的な研究.第108回 日本外科

学会定期学術講演会.2008年5月16日(長 崎)要 望ビデオ.

18.遠 藤千顕:気 管支鏡検査の基本手技一前投薬 ・麻酔など.第31回 日本呼吸・器内視鏡学会総会.

2008年6月13日(大 阪)シ ンポジウム.

19,桜 田 晃,遠 藤千顕,近 藤 丘:生 体情報 と内視鏡画像を同時記録できるシステムの使用経験

第31回 日本呼吸器内視鏡学会総会.2008年6月13日(大 阪)ワ ークショップ.

20.桜 田 晃,野 田雅史,岡 田克典,星 川 康,新 井川弘道,松 村輔二,近 藤 丘:気 管分岐部 と気

管一左主気管吻合および気管右壁一右上幹吻合を行った腺様嚢胞肺癌の一例.第31回 日本呼吸

器内視鏡学会総会.2008年6月13日(大 阪)要 望ビデオ.

21.遠 藤千顕,近 藤 丘:肺 癌外科療法のガイドライン.第48回 日本呼吸器学会学術集会.2008年

6月17日(神 戸)シ ンポジウム.

22,大 石慶子,斎 藤尚子,岡 田克典,佐 渡 哲,野 田雅史,近 藤 丘:肺 移植待機患者に対するレシ

ピエント移植コーディネーターの役割.第44回 日本移植学会総会.2008年9月21日(大 阪)シ

ンポジウム.

23.近 藤 丘:呼 吸器外科専門医か らみた肺癌診療体制.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月14

日(北 九州市)シ ンポジウム.

一般演題

1.宮 本 彰,栗 山進一,坪 野吉孝,辻 一郎,近 藤 丘:日 本における肺癌検診の有効性に関する

コホー ト研究.第127回 加齢医学研究所集談会.2007年1月26日(仙 台).

2.大 石 久,岡 田克典,佐 渡 哲,野 田雅史,星 川 康,松 村輔二,近 藤 丘,海 津慶子1肺 移植

レシピエン トの末梢血Tリ ンパ球サイトカイン染色による拒絶反応モニタリングの可能性.第

23回 日本肺および心肺移植研究会.2007年1月27日(宇 都宮).

3.松 村輔二,星 川 康,佐 渡 哲,石 田 格,大 石 久,宮 本 彰,野 田雅史,遠 藤千顕:当 科に

おける最近の悪性中皮腫に対する胸膜外肺全摘除術の経験.第84回 日本呼吸器学会東北地方会.

2007年2月24日(八 戸).
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4.松 村輔二,星 川 康,遠 藤千顕,佐 渡 哲,石 田 格,大 石 久 ,鈴木隆哉,上 野正博,桜 田 晃,

野田雅史,岡 田克典,近 藤 丘:呼 吸器外科領域におけるパイポーラ型血管閉鎖装置の有用性 .

第18回 内視鏡外科 フォーラム東北.2007年5月26日(秋 田).

5,星 史彦,遠 藤千顕,近 藤 丘:非 小細胞肺癌におけるアポ トーシス関連遺伝子survivinの 発現

頻度の検討.第24回 日本呼吸器外科学会総会.2007年5月18日(横 浜).

6石 田 格,星 史彦,大 石 久,宮 本 彰,野 田雅史,佐 渡 哲,星 川 康,遠 藤千顕:当 科に

おける膿胸外科治療の現況.第24回 日本呼吸器外科学会総会.2007年5月18日(横 浜).

7,岡 田克典,近 藤 丘:肺 移植の実際一東北大学での脳死移植症例の紹介.第47回 日本呼吸器学会

学術講演会.2007年5月ll日(東 京).

8.海 津慶子:米 国の新 しいポイント制に関して.第47回 日本呼吸器学会学術講演会.2007年5月

Il日(東 京).

9.松 村輔二,星 川 康,佐 渡 哲,石[]]格,大 石 久,近 藤 丘:超 高齢者肺癌に対 してextended

lobectomyを 施行 した1例 .第153回 東北外科集談会.2007年6月16日(仙 台).

lO.大 石 久,松 村輔二,石 田 格,佐 渡 哲,星 川 康,近 藤 丘:放 射線化学療法後に胸骨切除

および再建 を施行した胸骨腫瘍の1例.第153回 東北外科集談会.2007年6月16日(仙 台).

11.松 村輔二1高 側方切開+肋 骨弓下切開による胸膜外肺全摘除術 .第2回 東北呼吸器外科手術手技

研究会.2007年7月7日(仙 台).

12.上 野正博,近 藤 丘,澤 田貴裕,大 浦裕之,半 田政志:著 明な気腫庄変化を伴う肺腫瘤影に対す

るアプローチ.第46回 日本肺癌学会東北支部会・第33回 日本呼吸器内視鏡学会東北支部会.2007

年8月4日(盛 岡).

13.谷 内真司,山 懸俊介,田 中里江,長 岡深雪,赤 井智子,三 浦元彦,木 村伯子,岡 田克典:瘤 性胸

膜炎 として紹介され胸腔鏡にて胸膜中皮腫と診断された一例.第85回 日本呼吸器学会東北地方

会.2007年9月1日(青 森).

14.新 井川弘道,藤i野直也,小 林誠一,谷 内 勝,鈴 木 聡:COPD合 併肺癌における術前チオ トロ

ピウム吸入の有用性.第85回 日本呼吸器学会東北地方会 .2007年9月1日(青 森).

15.星 川 康:気 胸診察の考え方 ・進め方.第218回 仙台呼吸器疾患研究会.2007年3月13日(仙

台).

16,松 村輔二,佐 渡 哲,石 田 格,星 川 康,野 田雅史,桜 田 晃,岡 田克典,近 藤 丘:悪 性中

皮腫に対する胸膜外全摘術 と術後照射の成績.第48回 日本肺癌学会総会 .2007年ll月8日(名

古屋).

17.星 史彦,田畑俊治,近藤 丘:切 除後8年 目に多発性再発 をきたした定型カルチノイ ドの一例.

第48回 日本肺癌学会総会.2007年ll月8日(名 古屋).

18、 星 史彦,遠 藤千顕,桜 田 晃,松 村輔二,岡 田克典,星 川 康,佐 渡 哲 ,野 田雅史,石 田 格,

大石 久,近 藤 丘:非 小細胞肺癌 におけるアポ トーシス関連遺伝子survivinの 発現頻度の検

討.第48回 日本肺癌学会総会.2007年ll月8日(名 古屋).

19・松村輔二,岡 田克典,星 川 康,遠 藤千顕,佐 渡 哲,桜 田 晃,野 田雅史,菅 原崇史,星 史

彦,上 野正博,近 藤 丘:肺 動脈形成を伴う管状肺葉切除を安全に行うための工夫.第99回 臨

床呼吸生理研究会学術集会.2007年11月10日(東 京).
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20.本 多昌子,遠 藤千顕,桜 田 晃,斎 藤泰紀,佐 藤雅美,近 京子,佐 々木麻弥,中 村繁子,中 嶋

隆太郎,近 藤 丘:腫 瘍捺印標本に対する免疫細胞化学的検討 肺大細胞神経内分泌癌の鑑別の

ために.第46回 日本臨床細胞学会秋季大会.2007年ll月30日(仙 台).

21.佐 渡 哲,岡 田克典,松 村輔二,野 田雅史,遠 藤千顕,星 川 康,桜 田 晃,新 井川弘道,星 史

彦,鈴 木隆哉,保 坂智子,海 津慶子,近 藤 丘:当 科における脳死肺移植希望者登録患者の状況.

第24回 日本肺および心肺移植研究会.2008年1月26日(福 岡).

22.海 津慶子,佐 渡 哲,野 田雅史,岡 田克典,松 田安史,松 村輔二,近 藤 丘1レ シピエントコー

デイネーターの実態 と今後の展望.第24回 日本肺および心肺移植研究会.2008年1月26日(福

岡).

23.桜 田 晃:す りガラス状陰影を呈する小型肺腺癌に対する縮小手術.第3回 東北癌放射線治療カ

ンファレンス.2008年3月7日(仙 台).

24.星 川 康,野 田雅史,石 田 格,小 柳津毅,佐 渡 哲,岡 田克典,松 村輔二,近 藤 丘:緊 急階

層術およびボリコソナールとミカファンギンの併用投与により救命 し得た重症アスペルギルス

膿気胸の1例.第86回 日本呼吸器学会東北地方会.2008年3月1日(仙 台).

25.野 田雅史,松 村輔二,佐 渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤千顕,岡 田克典,近 藤 丘:超 高齢

者難治性気胸に対する意識下気胸根治手術.第19回 内視鏡外科フォーラム東北.2008年4月19

日(弘 前).

26.松 村輔二,佐 渡 哲,星 川 康,遠 藤千顕,桜 田 晃,野 田雅史,星 史彦,保 坂智子,松 田安

史,鈴 木隆哉,岡 田克典,近 藤 丘:高 齢者重症筋無力症患者に対する胸腔鏡下拡大胸腺摘出術.

第19回 内視鏡外科フォーラム東北.2008年4月19日(弘 前).

27.新 井川弘道,鈴 木 貴,三 木康宏,鈴 木 聡,近 藤 丘,笹 野公伸:非 小細胞肺癌における組織

内Estradiol濃 度とEstrogenr㏄eptor発 現の関係.第108回 日本外科学会定期学術集会.2008年

5月16日(長 崎).

28.星 史彦,遠 藤千顕,桜 田 晃,松 村輔二,岡 田克典,星 川 康,佐 渡 哲,野 田雅史,菅 原崇

史,上 野正博,近 藤 丘:非 小細胞肺癌 におけるアポ トーシス関連遺伝子survivinの 発現頻度の

検討。第108回 日本外科学会総会.2008年5月16日(長 崎).

29.千 田雅之,箕 輪宗生,江 場俊介,須 田秀一,近 藤 丘:局 所進行肺癌に対する分岐部再建 を含め

た拡大スリーブ切除の検討.第25回 日本呼吸器外科学会総会.2008年5月29日(宇 都宮) .

30.野 田雅史,佐 渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤千顕,岡 田克典,松 村輔二,近 藤 丘:難 治性

気胸の外科治療 リスク評価一POSSUMscoreと 多変量解析による検討.第25回 日本呼吸器外科学

会総会.2008年5月29日(宇 都宮).

31.保 坂智子,鈴 木 聡,野 田雅史,佐 渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤千顕,岡 田克典,松 村輔

二,佐 藤靖史,近 藤 丘:内 皮由来血管新生抑制因子Vasohibil1と ヒ ト肺癌症例における臨床病

理学的検討.第25回 日本呼吸器外科学会総会.2008年5月29日(宇 都宮).

32,佐 渡 哲,岡 田克典,松 村輔二,野 田雅史,松 田安史,菅 原崇史,上 野正博,鈴 木隆哉,海 津慶

子,近 藤 丘:片 肺移植術による呼吸機能改善についての検討.第25回 日本呼吸器外科学会総

会.2008年5月29日(宇 都宮).

33.松 村輔二,佐 渡 哲,遠 藤千顕,星 川 康,桜 田 晃,野 田雅史,松 田安史,菅 原崇史,岡 田克
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典,近 藤 丘:各 種胸腺疾患に適 した手術アプローチ選択の検討.第25回 日本呼吸器外科学会総

会.2008年5月29日(宇 都宮).

34.野 津田泰嗣,星 川 康,桜 田 晃,新 井川弘道,野 田雅史,岡 田克典,近 藤 丘:GS-CSF産 生

肺癌の1切 除例.第155回 東北外科集談会.2008年6月14日(仙 台).

35,佐 藤敦彦,川 本俊輔,斎 木佳克,赤 坂純逸,鎌 田 誠,本 吉直孝,増 田信也,河 津 聡,桜 田 晃,

宮田 剛,後 藤 均,田 林洗一:食 道気管支痩を併発した胸部下行大動脈破裂の一例.第155回

東北外科集談会.2008年6月14日(仙 台).

36.松 田安史,遠 藤千顕,桜 田 晃,佐 渡 哲,鈴 木隆哉,星 史彦,野 田雅史,星 川 康,岡 田克

典,松 村輔二,近 藤 丘:右 上葉管状切除後吻合部狭窄に対してsilmetstentを 挿入し軽決した一

例.第31回 日本呼吸器内視鏡学会総会.2008年6月B日(大 阪).

37.星 川 康,海 老名雅仁,近 藤 丘:肺 切除後特発性肺線維症急性増悪への肺胞毛細血管増殖とリ

ンパ管破裂の関与.第48回 日本呼吸器学会学術講演会.2007年6月17日(神 戸).

38.佐 渡 哲,岡 田克典,星 川 康,松 村輔二,野 田雅史,遠 藤千顕,桜 田 晃,松 田安史,近 藤 丘,

海津慶子:原 発i生肺高血圧症に対する肺移植後の肺循環管理.第2回IntegratedPulmonaryCir-

culationResearchll.2008年6月28日(東 京).

39.渡 辺有為:肺 アスペルギルス症手術症例の検討.肺 真菌症セ ミナー.2008年7月18日(仙 台).

40,渡 辺有為,半 田政志,大 浦裕之,野 津田泰嗣,上 野正博,鈴 木隆哉,星 史彦,松 田安史,保 坂

智子,野 田雅史,佐 渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤千顕,岡 田克典,松 村輔二,近 藤 丘:

若手呼吸器外科医が習得すべき気管支手術手技 とは一来るべき気管支形成に備えるために.第3

回東北呼吸器外科手術手技研究会.2008年7月5日(盛 岡).

41,渡 辺有為,岡 田克典,遠 藤千顕,星 川 康,桜 田 晃,佐 渡 哲,野 田雅史,井 上国彦,阿 部二

郎,星 史彦,上 野正博,鈴 木隆哉,近 藤 丘:肺 アスペルギルス症手術症例の検討一特に周術

期におけるVoriconasole投 与の有効性について.2008年7月15日(仙 台).

42.野 津田泰嗣,遠 藤千顕,桜 田 晃,星 川 康,佐 渡 哲,野 田雅史,保 坂智子,松 田安史,星 史

彦,上 野正博,鈴 木隆哉,渡 辺有為,岡 田克典,松 村輔二,近 藤 丘:当 科における肺癌術後外

来補助療法の経験.第47回 日本肺癌学会東北支部会・第34回 日本呼吸器内視鏡学会東北支部会.

2008年8月2日(秋 田).

43,星 史彦,桜 田 晃,遠 藤千顕,岡 田克典,星 川 康,佐 渡 哲,野 田雅史,松 田安史,上 野正

博,鈴 木隆哉,野 津田泰嗣,渡 辺有為,近 藤 丘:コ ベックス走査式気管支超音波内視鏡下縦隔

リンパ節穿刺吸引細胞診における迅速細胞診の有用'['th,第47回日本肺癌学会東北支部会 ・第34

回日本呼吸器内視鏡学会東北支部会.2008年8月2日(秋 田).

44.渡 辺有為,遠 藤千顕,星 川 康,野 田雅史,井 上国彦,上 野正博,鈴 木隆哉,星 史彦,阿 部二

郎,佐 渡 哲,桜 田 晃,岡 田克典,近 藤 丘:気 痩閉鎖 に難渋したLemierre症 候群の1例.第

156回 東北外科集談会.2008年9月27日(秋 田).

45.渡 辺有為,岡 田克典,野 田雅史,上 野正博,鈴 木隆哉,星 史彦,阿 部二郎,井 上国彦,佐 渡 哲,

桜田 晃,星 川 康,遠 藤千顕,近 藤 丘:前 縦隔に発生 したpleumorphicliposarcomaの1例.

第156回 東北外科集談会.2008年9月27日(秋 田).

46.野 田雅史,佐 渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤千顕,岡 田克典,松 村輔二,近 藤 丘:肺 移植
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に関するPOSSUMscoreを 用 いた予測死亡率の算出.第44回 日本移植学会総会.2008年9月21

日(大 阪).

47.佐 渡 哲,岡 田克典,松 村輔二,野 田雅史,松 田安史,星 川 康,遠 藤千顕,桜 田 晃,海 津慶

子,近 藤 丘1片 肺移植手術時 のPCPS(経 皮 心肺補助法)の 導入 の適応 とその影響 についての

検討.第44回 日本移植 学会総会.2008年9月21日(大 阪).

48,松 田安史,岡 田克,典,佐 渡 哲,菅 原崇史,海 津慶子,野 田雅史,星 川 康,桜 田 晃,遠 藤千

顕,松 村輔 二,近 藤 丘:当 施設 にお けるCMV王ncompatibleで あ った肺移植2例 の検討.第44

回 日本移植学会総会.2008年9月21日(大 阪).

49.佐 渡 哲:PHの 肺 移植.第2回 全国PH大 会.2008年 工0月19日(東 京).

50,遠 藤 千顕,桜 田 晃,野 津 田泰嗣,渡 辺有為,星 史彦,松 田安史,保 坂智子,野 田雅史,佐 渡

哲,星 川 康,岡 田克典,松 村輔二,近 藤 丘:当 科における外来術後放射線化学療法の経験 と

今後.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月13日(北 九州市).

51.星 史彦,遠 藤千顕,桜 田 晃,松 村輔二,岡 田克典,星 川 康,佐 渡 哲,野 田雅史,松 田安

史,保 坂智子,上 野正博,野 津田泰嗣,渡 辺有為,近 藤 丘:Apoptosis関 連 遺伝子Survivinの

suplicedvariatsがvaiabilityに 与 える影響 の検討.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月13日

(北九州市).

52.保 坂 智子,鈴 木 聡,野 田雅史,佐 渡 哲,桜 田 晃,星 川 康,遠 藤千顕,岡 田克典,松 村輔

二,佐 藤靖史,近 藤 丘:内 皮由来血管新生抑制遺伝子Vasohibinの 肺 癌 における臨床病 理学 的

検討,マ ウスにおける外 因性Vasohibinの 検 討.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月13日.

53.上 野 正博,星 川 康,岡 田克典,渡 辺有為,野 津 田泰嗣,鈴 木隆哉,星 史彦,松 田安史,保 坂

智子,野 田雅史,佐 渡 哲,桜 田 晃,遠 藤千顕,松 村輔二,近 藤 丘:IA期 原 発 醐 市癌に対

する積極的お よび消極的縮小手術例 の検 討.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月13日(北

九州市).

54桜 田 晃,野 津 田泰嗣,野 田雅史,岡 田克典,星 川 康,遠 藤千顕,佐 渡 哲,松 田安史,保 坂

智子,星 史彦,松 村輔二,近 藤 丘:腺 様 嚢胞切除例 の検討.第49回 日本肺癌学会総会.2008

年11月13日(北 九州市).

55.近 藤 丘:集 団検診委員会か らの報告.第49回 日本肺癌学会総会.2008年ll月14日(北 九州

市).

56.野 津 田泰嗣,桜 田 晃,遠 藤千顕,松 村輔二,岡 田克典,星 川 康,佐 渡 哲,野 田雅史,星 史

彦,近 藤 丘:新 肺癌病期分類 の妥 当性 について.第49回 日本肺癌学会総会.2008年11月13日

(北九州市).

57.渡 辺 有為,半 田政志,大 浦裕 之,遠 藤千顕,星 川 康,田 畑俊治,佐 々島朋美,和 野雅治,鎌 田

真 弓,佐 熊 勉,一 迫 玲,近 藤 丘:肺 原発悪 性 リンパ腫手術例 の検討.第49回 日本肺癌学

会総会.2008年ll月13日(北 九州市).

5.学 会.研 究 会 主 催 等

1.近 藤 丘:第23回 東北肺癌研究談話会 代表世話人2007年1月13日(仙 台市 ・艮陵会館)
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2.近 藤 丘:第23回 日本肺 お よび心肺移植研 究会 世話人2007年1月27日(宇 都宮市 ・栃木

県総合文化セ ンター)

3.近 藤 丘:第14回 宮城肺癌治療研究会 代表世話入2007年1月31日(仙 台市 ・艮陵会館)

4.近 藤 丘:臓 器移植 医療 部講演会 代 表世話人2007年2月14日(仙 台市 ・東北大学病 院講

堂)

5.近 藤 丘1第26回 日本胸腺研究会 世話人2007年2月17日(徳 島市 ・徳島大学青藍会館)

6.近 藤 丘1第4回SendaiLungCancerForum世 話 人2007年3月2日(仙 台市 ・ホテルメ ト

ロポ リタン)

7,近 藤 丘;第153回 東 北外科集談会 世話人2007年6月16日(仙 台市 ・ハーネル仙台)

8.近 藤 丘:第1回integratedPulmonaryCirculationResearch-II世 話 人2007年6月30日

(東京都 ・大手町サ ンケイプラザ)

9,近 藤 丘:第2回 東北呼吸器外科手術手技研 究会 世話 人2007年7月7日(仙 台市 ・艮陵会

館)

10,近 藤 丘:第46回 日本肺癌学会東北支部会 ・第33回 日本呼 吸器 内視鏡学会2007年8月2日

(青森市 ・青森文化会館)

ll.近 藤 丘:第154回 東 北外科集談会 世話人2007年9月15日(青 森市 ・青森文化会館)

12.近 藤 丘1第10回 東北移植研究会 世話人2007年9月22日(仙 台市 ・艮陵会館)

13.近 藤i丘:第99回ACCP日 本 部会定期教育講演会 世話入2007年10月6日(東 京都 ・都市

セ ンターホテル)

14.近 藤 丘:東 北難治性呼吸器病 態勉強会 世話人2007年10月27日(仙 台市 ・勝山館)

15.近 藤 丘:LungTransplantationConference代 表 世話人2007年11月22日(東 京都 ・ホテル

オークラ)

16,近 藤 丘1第1回Bioinformatics&BiostaticsSeminar世 話 人2007年10月29日(仙 台市 ・

加齢医学研究所)

17.近 藤 丘:第10回 移 植 医電子工学 シンポジウム 世話人2007年ll月23日(仙 台市 ・仙台国際

セ ンター)

18.近 藤 丘:第22回 東北経腸栄養研究会 世話人2007年12月8日(仙 台 ・ハ ーネル仙台)

19.近 藤 丘=第24回 東 北肺癌研究談話会 代表世話人2008年1月12日(仙 台市 ・勝山館)

20.近 藤 丘:第24回 日本肺 および心肺移植研究会 世話人2008年1月26日(福 岡 ・紫蘭会館)

21.近 藤 丘:第15回 宮城肺癌治療研 究会 代表世話人2008年2月1日(仙 台市 ・ホテルメ トロ

ポ リタン)

22.近 藤 丘1臓 器移植 医療部講演会 代表世話人2008年2月13日(仙 台市 ・東北大学病 院 ・講

堂)

23.近 藤 丘:第27回 日本胸腺研究会 世話人2008年2月25日(さ いた ま市 ・ラフレさいた ま)

24.近 藤 丘1第5回SendaiLungCancerForum世 話 人2008年3月1日(仙 台市 ・ホテルメ ト

ロポ リタン)

25.近 藤 丘1第155回 東 北外科集談会 世話人2008年6月14日(仙 台市 ・ハーネル仙台)

26.近 藤 丘 二第2回integratedPulmonaryCirculationResearch-II世 話 人2008年6月28日
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(東京都 ・大手町サンケイプ ラザ)

27.近 藤 丘:臓 器移植医療部講i演会 代表世話人2008年7月11日(仙 台市 ・東北大学病院 ・講

堂)

28.近 藤 丘:第3回 東北呼吸器外科手術手技研究会 代表世話人2008年7月5日(仙 台市 ・艮

陵会 館).

29.近 藤 丘:第47回 日本肺癌学会東北支部会 支部長2008年8月2日(秋 田市 ・秋 田県総合保

健 セ ンター)

30.近 藤 丘:東 北 びまん性肺疾患研究会 世話人2008年9月13日(仙 台市 ・仙台市医師会館)

31.近 藤 丘:第156回 東 北外科集談会 世話人2008年9月27日(秋 田市 ・秋 田大学医学部)

32.近 藤 丘:東 北肺癌集学的治療勉強会 代表世話人2008年10月10日(仙 台市 ・艮陵会館)

33.近 藤 丘:LungTransplantationConference代 表世 話人2008年10月i4日(福 岡市 ・ホテル

オー クラ)

34,近 藤 丘:第100回ACCP日 本 部会定期教育講演会 世話人2008年10月18日(京 都市 ・京

都大学芝蘭会館)

35.近 藤 丘:第2回Bioinformatics&BiostaticsSeminar世 話 人2008年10月20日(仙 台市 ・

加齢医学研究所).

36.近 藤 丘:肺 がん市民公開講座 世話人2008年10月25日(仙 台市 ・青年文化セ ンター).

37.近 藤 丘:第12回 東 北移植研究会 世話人2008年Il月22日(仙 台市 ・艮陵会館)

38.近 藤 丘1第1回 呼吸器内科外科合同カ ンフ ァレンス 世話人2008年12月1日(仙 台市 ・艮

陵会館)

39.近 藤 丘 東北静脈経腸栄養研究会 世話人2008年12月6日(仙 台市 ・フォレス ト仙台)

6.そ の 他

受賞

1,大 石 久:2006年 度 東北大学総長賞2007年3月27日

2.遠 藤i千顕:黒 川利雄がん研究基金2008年6月24日



臨床医工学(客 員)研 究分野

担当教授 仁 田 新 一

1.研 究分野 紹介

教授(客 員):仁 田 新一

当研究分野は,臨 床医工学(フ クダ電子)寄 附研究部門の研究を引き継 ぐかたちで,知 的クラスター

創成事業(第II期)の 推進を主な目的 として平成20年4月 より客員研究分野 として再スター トするこ

ととなった.

当研究分野の前身である臨床医工学(フ クダ電子)寄 附研究部門は,東 北大学で第ll番 目,医 学系で

は初 となる企業による寄附講座 として,ICT(InformationandCommunicationT㏄hnology;'1青 報通信

技術)を 活用した遠隔医療や非侵襲的生体モニタリング,さ らには統合医療の科学的評価を主たる研究

ターゲットとして平成15年4月 に設置された.特 に,ICTを 活用した次世代型遠隔医療 として 「IT外

来構想」を掲げ,こ れ らを構成する生体センサやネットワークなどの基盤技術の調査および研究 を推進

してきた.IT外 来構想では,医 療過疎地域,災 害現場や救急現場あるいは家庭など,医 師や看護師のい

ない場所における医療サービスの提供を目的としており,小 型の医療機器ユニット(IT外 来ユニット)

を用いて心電図や超音波画像などの生体情報を専門の医療従事者 までセキュリティを保ちなが ら伝送

し,必 要な指示を受けることによって患者の検査・診断,治 療を総合的にサポー トする.こ のIT外 来ユ

ニットはIT外 来構想を実現するための遠隔医療ツールであり,ICTを ベースとして病診連携や予防医

学,さ らには家庭 にまで適用範囲を拡大することにより,時 流に則した新 しい市場への展開をも想定し

ている.

平成19年 度より開始された文部科学省知的クラスター創成事業(第II期):広 域仙台地域先進予防

型健康社会仙台クラスターでは,東 北大学全体の知的財産を活用しなが ら上記のIT外 来構想 をさらに

高度に発展させ,こ れか らの超高齢化社会で必要 とされる先進的な予防・健康維持に関するサービスお

よび機器の研究開発・実証実験 をおこない,こ れに伴う産業の形成を促進することを目的 としている.当

客員研究分野 は,こ の知的クラスター創成事業(第II期)プ ロジェクトにおける研究の統括・取 りまと

めの役割を担いなが ら,市 民の健康維持 ・生活の質の向上,お よび地域産業の活性化を目指すものであ

る.

83
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2.研 究 報 告

1)総 説 ほ か

L吉 澤 誠,関 隆 志,杉 田 典 大,阿 部 誠,田 中 明,金 野 敏,山 家 智 之,仁 田 新 一,川 田 浩:

統 合 医 療 の 医 工 学 的 評 価 と今 後 の 展 開 鍼 が 循 環 系 に及 ぼ す 影 響 の 制 御 工 学 的 解 釈,日 本 統 合 医

療 学 会 誌1巻1号:28-32(2008.07)

2.仁 田 新 一,金 野 敏,山 家 智 之,関 隆 志,杉 田 典 大,吉 澤 誠:科 学 技 術 振 興 調 整 費 プ ロ ジ ェ

ク ト を 中 心 と した 統 合 医 療 ・代 替 医 療 の 科 学 的 評 価 研 究 の 現 状,日 本 統 合 医 療 学 会 誌1巻1号:

ig-22(2008.07)

3.金 野 敏,川 田 浩,仁 田 新 一,杉 田 典 大,吉 澤 誠:相 補 ・代 替 医 療 の 基 礎 知 識 相 補 ・代 替

医 療 の 研 究 医 工 学 か ら,治 療(OO22-5207)89巻3月 増 刊:700-707(2007.03)

5.丸 山 満 也,金 野 敏,仁 田 新 一,高 島 充,白 石 泰 之,山 家 智 之,関 隆 志,荒 井 啓 行,太 田 信,

劉 嘉,白 井 敦,早 瀬 敏 幸:鍼 灸 所 見 の 臨 床 的 意 義 と客 観 化 六 部 定 位 の 脈 診 に つ い て 脈

波 情 報 の 客 観 化 と脈 診,全 日 本 鍼 灸 学 会 雑 誌(0285-9955)57巻2号:ll6-118(2007.05)

2)論 文

LAmethodf()revaluatingeffectsofvisually-inducedmotionsicknessusingICAfbrphotoplethysmo-

graphy:AbeM,YoshizawaM,SugitaN,TanakaA,ChibaS,YambeT,NittaS,ConfProcIEEE

EngMedBiolSoc.2008;2008:4591-4.

2.Comparisonofmaximumcross-correlationcoeHicientbetweenbloodpressureandheartratewith

traditionalindexassociatedwithbaroreflexsensitivity:SugitaN,YoshizawaM ,AbeM,TanakaA,

ChibaS,YambeT,NittaS,ConfProcIEEEEngMedBiolSoc.2008;2008:2574-7 ,

3.PreliminarystudyontheestimationofEmaxusingsingle-beatmethodsduringassistancewith

rotarybloodpumps:SugaiTK,TanakaA,YoshizawaM,ShiraishiY ,BabaA,YambeT,Nitta

S,ConfProcIEEEEngMedBiolSoc.2008;2008:973-6.

4.Sensorlesscontrolf()rasophisticatedaitificialmyocardialcontractionbyusingshapememoryalloy

fibre:ShiraishiY,YambeT,SaijoY,SatoF,TanakaA,YoshizawaM,SugaiTK ,SakataR,Luo

Y,ParkY,UematsuM,UmezuM ,FujimotoT,MasumotoN,LiuH,BabaA,KonnoS,NittaS,

ImachiK,TabayashiK,SasadaH,HommaD,ConfProcIEEEEngMedBiolSoc .2008;2008:

711-4.

5.Estimationofeffectsofvisually-inducedmotionsicknessusingindependentcomponentanalysis:

AbeM,YoshizawaM,SugitaN,TanakaA,ChibaS,YambeT,NittaS ,ConfProcIEEEEngMed

BiolSoc.2007;2007:5501-4,

6.Morphologicalapproachforthefunctionalimprovementofanartificialmyocardialassistdevice

usingshapememoryalloyfibres:ShiraishiY,YambeT,SaijoY,SatoF ,TanakaA,Yoshizawa

M,OgawaD,WadaY,ItohS,SakataR,ParkY,UematsuM,UmezuM,FujimotoT ,Masumoto
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N,LiuH,BabaA,KonnoS,NittaS,ImachiK,TabayashiK,SasadaH,HommaD,ConfProc

lEEEEngMedBiolSoc,2007;2007:3974-7.

7.Evaluationofcardiacfunctionbasedonventricularpressure-volumerelationshipsduringassistance

witharotarybloodpump:OgawaD,TanakaA,AbeK,OlegarioP,KasaharaK,ShiraishiY,

SekineK,YambeT,NittaS,YoshizawaM,ConfProcIEEEEngMedBiolSoc.2006;1:5378-

81.

8.Acuteandchronicconsequencesofnon-pulsatilebloodflowpatterninlong-termtotalartificial

heartexperiment:VaskfiJ,WotkeJ,DobsakP,BabaA,RejtharA,KuchtickovaS,lmachiK,Abe

Y,SaitoI,IsoyamaT,NittaS,YambeT,Pathophysiology.20070ct;14(2):87-95.Epub2007

Aug8.

9.Autonomicnervousfunctionarldlocalizationofcerebralactivityduringlavenderaromaticimmer-

sion:Duanx,TashiroM,wuD,YambeT,wangQ,sasakiT,KumagaiK,LuoY,Nittas,ltoh

M,T㏄hnolHealthCare.2007;15(2):69-78,

10.パ ー キ ン ソ ン病 患 者 に対 す る音 楽 療 法 の 効 果 ケ ア リ ン グ の 視 点 か ら の 心 の 健 康 の 定 性 的 評 価,

猪 股 千 代 子,佐 治 順 子,高 橋 方 子,川 村 武,仁 田 新 一:日 本 統 合 医 療 学 会 誌1巻1号Page96-

103(2008.07)

11.多 変 数 制 御 装 置 と し て の循 環 中 枢 心 拍 数 調 節 と血 管 抵 抗 調 節 の 役 割 分 担,吉 澤 誠,杉 田 典 大,

阿 部 誠,田 中 明,山 家 智 之,仁 田 新 一:臨 床 脳 波(0485-1447)50巻6号Page347-353(2008、

06)

12,工 学 的 ア プ ロ ー チ に よ る 統 合 医 療 の 評 価 自 律 神 経 系 指 標 ρmaxの 適 用 例,吉 澤 誠,関 隆 志,

杉 田 典 大,阿 部 誠,田 中 明,金 野 敏,川 田 浩,山 家 智 之,仁 田 新 一:日 本 統 合 医 療 学 会

誌4巻1-2Page60-64(2008.02)

13.脈 波 の 立 ち 上 が り ポ イ ン ト測 定 の 正 確 性 に 関 す る 臨 床 研 究,山 家 智 之,西 條 芳 文,白 石 泰 之,川

田 浩,金 野 敏,仁 田 新 一,山 口 済,中 島 博 行,片 平 美 明,柴 田 宗 一,渡 辺 誠,三 引 義 明,

大 沢 上,佐 藤 尚,秋 野 能 久,本 多 正 久:エ レ ク トロ ニ ク ス の 臨 床(0913-3887)76号Page23-

34(2007.07)

よ 国 内 学 会 で の 発 表

1)特 別 講 演

1.仁 田 新 一:ITの 医 療 ・福 祉 へ の 展 開,第46回 日本 生 体 医 工 学 会 大 会,宮 城,2007.4.25

2.仁 田 新 一:新 し い 医 学 を 目 指 し て 西 洋 医 学 と そ れ 以 外 の 医 学 の 融 合 一,第54回 火 力 原 子 力 発

電 技 術 協 会 通 常 総 会,東 京,2008.5,12.

2)シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ,パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ン な ど

1.仁 田 新 一:こ れ か ら の 統 合 医 療 像,日 本 ホ リ ス テ ィ ッ ク 医 学 協 会,20周 年 記 念 ホ リス テ ィ ッ ク 医



86臓 器病態研究部門

学 シンポ ジウム,東 京,2007.11.10

2.仁 田新一=統 合医療の将来,第ll回 日本代替 ・相補 ・伝統 医療連合会議,第7回 日本統合 医療学

会合同大会2007,宮 城,2007.12⊥

3.仁 田 新一:統 合医療 における科学的エ ビデンスの意義,第1回 日本統合医療学会,福 岡,2008」2 .

6.
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腫瘍循環研究分野

担当教授 佐 藤 靖 史

止 研究分 野紹介

教 授:佐 藤 靖史

准教授:堀 勝義

助 教:宮 下 浩輝

当研究分野の構成人員は,佐 藤靖史教授,堀 勝義准教授,宮 下浩輝助教,ボ ス ドクの鈴木康弘博士,小

林美穂博士,お よび大学院生6名,特 別研究学生1名 であり,佐 藤靖史教授のもとで血管新生の分子制

御に関する研究,堀 勝義准教授のもとで腫瘍血流制御による癌治療の基礎的研究が進められている.

主な研究内容

1)血 管新生の分子制御に関する研究

本研究は,血 管内皮細胞のバイオロジーに関する基盤的研究 と,そ の知見 を基にした トランスレー

ショナル研究の推進を目的としている.我々は,血.管新生の中心的な促進因子VEGFの 刺激に反応して

血管内皮細胞で誘導される遺伝子群の中から,血管内皮細胞 自らに作用して血管新生を制御する新規分

子Vasohibin-1と,そ のホモログのVasohibin-2を 単離 ・同定している.こ れまでの研究から,Vaso-

hibin-1は,血 管新生を終息させるばか りか,種 々のストレスに対する血管内皮細胞の抵抗性を増すこ

と,こ れに対してVasohibin-2は,骨 髄由来単核球細胞に発現 し,Vasohibin-1に よる血管新生抑制に対

して拮抗的に作用することを明 らかにしている.本 邦の死因の約60%は,が んと心・脳の血管病が占め

ている.本 研究では,こ のVasohibinフ ァミリー分子のユニークな機能に関 して,特 異的受容体やシグ

ナル伝達などの分子メカニズムを明 らかにすると共に,癌 などの病的血管新生 と血管病の基盤を成す内

皮障害の双方を制御する,新 たなス トラテジーの確立を目指す.

2)腫 瘍血流制御による癌治療の基礎的研究

固形腫瘍の病態生理,特 に腫瘍微小循環動態は癌の治療に密接に関連している.近 年,コ ンブレタス

タチンA-4(Africanbushwillowか ら抽出された生薬)誘 導体が選択的かつ不可逆的な腫瘍血流遮断作

用を有 し,癌 への栄養供給を断つことにより広範囲の腫瘍壊死を誘導することを示した.同 時に,そ の

微小循環メカニズムと壊死誘導のプロセスを解明 した.現 在,こ の基礎的所見に立脚 した癌治療,お よ

87
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びDDSへ の 応 用 研 究 を 進 め て い る.

2.研 究 報 告

1)著 書

1.Sato,Y.Endogenousinhibitorsofangiogenesis."Angiogenesis.InBasicScienceandClinical

Applications"(TransworldResearchNetwork)ppl-14,2007,

2.安 部 ま ゆ み,佐 藤 靖 史:血 管 の 発 生(vasculogenesis)と 新 生(angiogenesis).血 管 の 再 生 一 血 管

再 生 医 学 の 夜 明 け:近 づ く実 用 化 一(森 下 竜 一 編 著):20-31,真 興 交 易,2008.

2)英 文 論 文

1.Sato,Y.,andSonoda,H.Thevasohibinfamily:anegativeregulatorysystemofangiogenesis

geneticallyprogrammedinendothelialcells.Arterioscler,Thromb.Vasc.Biol.27:37-41,2007.

2.Saito,A.,Sugawara,A.,Uruno,A.,Kudo,M,Kagechika,H.,Sate,Y.,Owada,Y.,Kondo,H.,Sato,

M.,Kurabayashi,M.,Imaizumi,M.,Tsuchiya,S.,andIto,S.All-transretinoicacidinducesin

vitroangiogenesisviaretinoica.cidreceptor:Possibleinvolvementofparacrineef旧 ㏄tsofen-

dogenousvascularendothelialgrowthfactorsignaling.Endocrinologyl48:1412-1423,2007.

3.Suzuki,T.,Abe,M.,Miyashita,H.,Kobayashi,T,,andSato,Y.Puromycininsensitiveleucyl-

sp㏄i且caminopeptidase(PILSAP)affectsRhoAactivationinendothelialcells,J,Cell.PhysioL

211:708-715,2007.

4.Sato,Y.VEGFRIfbrlymphangiogenesis:analtema毛ivesignalingpathway?Arterioscler,

Thromb,Vasc.Biol.28:604-605,2008,

5.Yoshinaga,K.,Moriya,T.,Nagase,S.,Takano,T.,Niikura,H.,Ito,K.,Yaegashi,N,andSate,Y.

Vasohibin,anovelendothelium-derivedangiogenesisinhibitor:itsexpressiononendometrial

carcinornainrelationtotumorvascularity.CancerSci,99:914-919,2008,

6.Wakusawa,R.,Abe,T.,Sato,H.,Yoshida,M.,Kunitaka,H.,Sato,Y.,andNishidaK.Expression

ofvasohibin,anantiangiogenicfactor,inhumanchoroidalneovascularmembranes.Am.J.

Ophthalmo1.146;235-243,2008.

7.Hori,K.,Furumoto,S.,andKubota,K.Tumorbloodflowinterruptionafterradiotherapy

stronglyinhibitstumorregrowth.CancerSci.99:1485-1491,2008,

8.Tamaki,K.,Moriya,T.,Sato,Y,,Ishida,T.,Maruo,Y.,Yoshinaga,K.,Ohuchi,N.,andSasano,H .

Vasohibin一 工inhumanbreastcarcinoma:apotentialnegat三vefeedbackregulatorofangiogenesis.

CancerSci,100:88-94,2009.

9.Lefter,LP.,Dima,S.,Sunamura,M,Furukawa,T.,Sato,Y.,Abe,M.,Chivu,M.,Popescu,1.,and

Horii,A.TranscriptionalsilencingofETS-IeMcientlysuppressesangiogenesisofpancreatic

cancer.CancerGeneTher.16:137-148,2009.
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10.Sato,H.,Abe,T.,Wakusawa ,R.,Asai,N.,Kunikata,H.,Ohta,H.,Sonoda,H,Sato,Y.,and

Nishida,KVitreouslevelsofvasohibin-landvascularendothelialgrowthfactorinpatientswitll

proliferativediabeticretinopathy.Diabetologia52;359-361,2009.

ll.Nishida,Y.,Shibata,K.,Yamasaki,M,Sato ,Y.,andAbe,M.Apossibleroleofvimentinonthecell

surfacefbrtheactivationoflatenttransf()rminggrowthfactor-b.FEBSLett .583:308-312,2009.

12.Naito,且,Kidoya,H.Sato,Y.,andTakakura ,N.Inductionandexpressionofanti-angiogenic

vasohibinsinthehematopoieticstem/progenitorcellpopulation .J.Biochem.2009(Epubahead

ofprint).

13.Kimura,H.,Miyashita,H.,Suzuki,Y.,Kobayashi ,M.,Watanabe,K,Sonoda,H,,Ohta,H.,

Fujiwara,T.,Shimosegawa,T.,andSato,Y.Distinctivelocalizationandopposedrolesof

vasohibin-landvasohibin-2intheregulationofangiogenesis ,Blood2009(Epubaheadofprint).

14.Hosaka,T.,Kimura,H.,Heishi,T..Suzuki,Y .,Miyashita,H.,Ohta,H.,Sonoda,H.,Moriya,T.,

Suzuki,S.,Kondo,T.,andSato,Y.Vasohjbin-1expressedinendotheliumoftumorvessels

regulatesangiogenesis.Am.J,Pathol、2009(Epubaheadofprint) ,

15.Hori,K.,Nishihara,M.,andYokoyama,M.Vitalmicroscopicanalysisofpolymericmicelle

extravasationfromtuMol'vessels:macromoleculardeliveryaccordingtotumorvasculargrowth

stage.J,Pharm.Sci.2009(Epubaheadofprint) .

3)和 文 論 文

1.佐 藤 靖 史:血 管 内 皮 に 備 わ っ て い る 血 管 新 生 制 御 の 分 子 基 盤 .日 薬 理 誌,129:163-166,2007,

2.佐 藤 靖 史:臨 床 に 応 用 さ れ る血 管 新 生 .血 管 医 学,8(2):7-9,2∞7,

3.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 抑 制 因 子 と疾 患.炎 症 と免 疫,15(4):62-66 ,2007.

4,佐 藤 靖 史:血 管 の 形 成 .医 学 の あ ゆ み,221(13):1119-1122,2007.

5.佐 藤 靖 史:血 管 内 皮 が 発 現 す る 血 管 新 生 制 御 因 子 と し て のvasohibin .医 学 の あ ゆ み,223(13):

1085-1089,2007.

5.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 抑 制 に つ い て .ク リ ニ シ ア ン,54(560):70-72,2007,

6.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 調 節 と疾 患 .日 本 体 質 医 学 会 雑 誌 別 冊,70(1):34-38,2008.

7.矢 野 篤 男,四 方 田 敦,鍛 冶 光 司,佐 藤 靖 史,白 井 泰 雪,大 見 忠 弘:950kHz超 音 波 照 射 法 に よ る

大 腸 菌 殺 菌 に 及 ぼ す 影 響 因 子 の 検 討.用 水 と廃 水,50(5):67-74,2008.

8.鈴 木 康 弘,佐 藤 靖 史:Vasohibinに よ る 血 管 新 生 の ネ ガ テ ィ ブ フ ィ ー ドバ ッ ク 調 節 .実 験 医 学 増

干U,26(15):158-163,2008.

9.佐 藤 靖 史1抗 血 管 新 生 療 法 と分 子 標 的 .細 胞,40(12):2-3,2008.
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3.国 際 学 会 ・ 海 外 で の 発 表

1)シ ン ポ ジ ウ ム

LSatoY:SignificanceofEndothelium-derivedAngiogenesisInhibitorsinTumors.7thJoint

ConferenceoftheAmericanAssociationforCancerResearchandtheJapaneseCancerAssociation.

Hawaii,USA,January,2007.

2.SatoY:Theroleofvasohibinfamilyintheregulationofangiogenesis.SeventhESHEuroconfer-

enceonAngiogenesis,Albufeira,Portugal,May,2007.

3,SatoY:Theroleofvasohibinfamilyintheregulationofangiogenesis.GordonResearch

ConferenceAngiogenesis&Microcriculation.Newport,USA,August,2007.

4.SatoY:Thevasohibjnfamily:novelregulatorsofangiogenesisandlymphangiogenesis.OLS/

NUS-Tohoku/COEJointSymposium.Singapore/Bintan,September,2007.

5.SatoY:Roleofvasohibinfamilyintheregulationofangiogenesis.TheJointMeetingofVascular

.Bi

ologyOrganizationsinAsiaPacificRegion.Tainan,Taiwan,October,2007.

6.SatoY:TheRoleofVasohibinintheRegulationofAngiogenesis.15thInternationalVascular

BiologyMeeting.Sydney,Australia,June,2008.

7.SatoY:TheRoleofVasohibinintheRegulationofTumorAngiogenesis.9thInternational

ConferenceAngiogenesis:BasicScienceandClinicalApplications,Patras,Greece,June,2008.

2)一 般 演 題

1.FurumotoS,HoriK,HondaY,YoshiokaT,YamauraG,IshikawaY,KubotaK,FukudaH,

KudoY,IwataR:Assessmentoftumorhypoxiainducedbyvasculartargetingtherapy.54thSNM

AnnualMeeting.WashingtonDC,USA,June,2007.

2.HeishjT,TamaiT,SuzukiH,HosakaT,KimuraH,KobayashiM,SuzukiY,MiyashitaH,

TakahashiTandSatoY:Vasohibininhibitslymphangiogenesisinmousecorneaandxenograft

cancermodel.OLS/NUS-Tohoku/COEJointSymposium.Singaporc/Bintan,September,2007.

3.HeishiT,MiyashitaH,TakahashiT,OikeYandSatoY:VasohibinSuppressesLymphNode

MetastasisviatheInhibitionofLymphangiogenesisinMice.15thInternationalVascularBiology

Meeting.Sydney,Australia,June,2008.

4.国 内 学 会 で の発 表

1)特 別講演

1.堀 勝 義:DDSに お ける腫瘍血流制御 の意義.第23回 日本DDS学 会.熊 本,2007,6.

2.佐 藤 靖史:血 管新 生調節 と疾患.第57回 日本体質医学会総会.大 分,2007,9.
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3.佐 藤 靖 史;血 管 新 生 制 御 学 の 分 子 基 盤 ～FromBenchtoBeside～ .第1回 消 化 器 が ん 先 進 治 療 研

究 会 学 術 セ ミ ナ ー.東 京,2008,4.

4.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 制 御 の 分 子 基 盤FromBenchtoBedsid亀 第7回 婦 人 科 が ん 分 子 標 的 研 究 会 .

名 古 屋,2008,7.

5.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 制 御 の 分 子 基 盤.RecentAdvanceinTumorAngiogenesis.浜 松,2008,12.

2)シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど

L佐 藤 靖 史:腫 瘍 血 管 新 生 の 制 御.第40回 制 癌 剤 適 応 研 究 会.横 浜,2007,2.

2,佐 藤 靖 史:血 管 新 生 制 御 に お け るvasohibinfamilyの 役 割.第39回 日本 動 脈 硬 化 学 会 総 会 ・学 術

集 会.大 阪,2007,7,

3.佐 藤 靖 史:血 管 新 生 制 御 に お け るvasohibinfamilyの 役 割.第28回 日本 炎 症 ・再 生 医 学 会 .東 京,

2007,8.

4.宮 下 浩 輝,佐 藤 靖 史:転 写 因 子VEZFの 標 的 遺 伝 子 で あ る メ タ ロ チ オ ネ イ ン は 血 管 新 生 制 御 に

関 与 す る.メ タ ロ チ オ ネ イ ン お よ び メ タ ル バ イ オ サ イ エ ン ス 研 究 会2007.徳 島,2007,9.

5.佐 藤 靖 史:Theroleofvasohibinintheregulationofangiogenesis.第66回 日本 癌 学 会 学 術 総 会 .

横 浜,2007,10.

6.佐 藤 靖 史:リ ン パ 管 新 生 の 内 因 性 抑 制 因 子 に 関 す る 研 究.第15回 日 本 血 管 生 物 医 学 会 学 術 大 会.

福 岡,2007,II,

7.佐 藤 靖 史:Theroleofvasohibinintheregulationofangiogenesisintumors.TheU.S,-Japan

CooperativeCancerResearchProgram,京 都,2008,3.

8.佐 藤 靖 史:内 因 性 血 管 新 生 抑 制 因 子 と癌.第67回 日本 癌 学 会 学 術 総 会.名 古 屋,2008,10.

3)■ 般 演 題

L矢 野 篤 男,佐 藤 晶 子,四 方 田 敦,南 場 浩 二,鍛 冶 光 司,佐 藤 靖 史:超 音 波 照 射 法 に お け る大 腸 菌

の 殺 菌 メ カ ニ ズ ム の 検 討.第4t回 日本 水 環 境 学 会 年 会.大 阪,2007,3.

2.堀 勝 義,古 本 祥 三:Augmentationofradiationtherapyefilcacyusingtumorbloodfiowintercep-

tion:anexperimentalstudy.第66回 日本 癌 学 会 学 術 総 会.横 浜,2007,10.

3.瓶 子 隆 弘,保 坂 智 子,木 村 洋,宮 下 浩 輝,高 橋 隆,佐 藤 靖 史lVasohibininhibitslymphan-

giogenesisinmousecorneaandxenograftcancermodel.第66回 日本 癌 学 会 学 術 総 会,横 浜,2007,

10.

4.KomiY,SogabeY,IshibashiN,NishiwakiR,MoriwakiH,SatoY,ShimokadoKandKojima

S:Studyonthemechanismofsuppressionofbloodvesselformationbyacyclicretinoid.第66回

日本 癌 学 会 学 術 総 会e横 浜,2007,1α

5.木 村 洋,宮 下 浩 輝,佐 藤 靖 史:Vasohibinfamilyの 血 管 新 生 制 御 に お け る 意 義.第15回 日本 血

管 生 物 医 学 会 学 術 大 会.福 岡,2007,11.

6.瓶 子 隆 弘,宮 下 浩 輝,高 橋 隆,尾 池 雄 一,佐 藤 靖 史:Vasohibinsuppresseslymphnodemetastasis
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viatheinhibitionoflymphangiogenesisinmice.TheU.S,-JapanCooperativeCancerResearch

Program.京 都,2008,3.

7.宮 下 浩 輝,佐 藤 靖 史:血 管 内 皮 細 胞 に お け るVasohibin-1の 標 的 遺 伝 子 の 解 析 .第81回 日 本 組 織

培 養 学 会 大 会.っ くぼ,2008,5.

8,堀 勝 義,西 原 正 通,横 山 昌 幸1高 分 子 ミ セ ル の 腫 瘍 変lk領 域 へ の 集 積 .第24回 日本DDS学 会.

東 京,2008,6.

9.鈴 木 康 弘,小 林 美 穂,宮 下 浩 輝,太 田 英 樹,園 田 光,佐 藤 靖 史:Vasohibin結 合 性 低 分 子 量 蛋

白SVBPの 単 離 と そ の 分 泌 に お け る役 割.第67回 日本 癌 学 会 学 術 総 会.名 古 屋,2008,IO.
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bindingprotein(SVBP)anditsimpormantreleinthesecretionofVasohibin .第16回 日本 血 管
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癌化学療法研究分野

担当教授 石 岡 千 加 史

1.研 究分野 紹介

教 授:石 岡千加史

准教授:加 藤 俊介

助 教:下 平 秀樹

高齢化社会を迎えわが国では現在3人 に1人 が悪性腫瘍で死亡する.最 新のがん統計によると,わ が

国の推定年間がん罹患数は約64万1千 人(平成15年),年 間がん死亡数は約33万6千 人に達している.

当研究分野では,死 亡率,罹 患率の減少の大目標に向かって発がんリスク予測,術 後再発・予後予測や

再発転移癌に対するがん薬物療法の効果予測に必要な新 しいがんの分子診断方法の開発,発 癌予防薬

シーズ開発研究などの研究テーマ(下 記)に 取 り組んでいる.さ らに,診 療科である腫瘍内科では臨床

研究グループによる医師主導の自主的臨床試験や企業治験によるがん薬物療法の開発,地 域のがん薬物

療法の標準化,が ん薬物療法専門医等の育成などがん医療の向上のための活動に力を入れている.

1)分 子診断に基づ く抗がん剤投与法の最適化に関する研究

近年,が んの生物学的特性を遺伝子,ゲ ノムまたはトランスクリプ トームレベルで解析することが可

能になり,薬 剤感受性(ま たは耐性)に 関する分子診断が可能にな りつつある.我 々は,マ イクロアレ

イを基礎および臨床研究に導入 し,ヒ ト腫瘍培養細胞株 を用いた抗がん剤感受性遺伝子や発現プロ

フィールの同定や,腫 瘍組織を用いた化学療法有効または無効群の発現プロフィールの解析に応用 し,

最適な抗がん剤投与法の開発を目指している.ま た,抗EGFR抗 体薬を代表とする分子標的薬は標的分

子やその下流のシグナル伝達系の遺伝子解析 を臨床試験 として行い抗がん剤感受性に関わる遺伝子群

の変異の特徴を解析 している.

2)分 子診断による発がん リスク,原 発不明がん,予 後診断に関する研究

発がんリスクの評価研究 として,こ れまで常染色体優性遺伝形式の家族性大腸腺腫症,遺 伝性非腺腫

症性大腸癌および家族1生乳がんについて分子診断システムの開発や,遺 伝カウンセリング体制の整備に

取 り組んできた.現 在は,大 腸がん,乳 がんに関して発がんリスク評価を行うためより簡便な分子診断

法の開発や原発不明がんの分子マーカーによる治療選択法の共同研究を行っている.
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3)が ん治療のための分子標的治療法開発に関する研究

がん細胞に特異的な細胞増殖抑制やアポ トーシス誘導を可能にする新たな分子経路を標的にする治

療法開発を目指す.ま た,が ん遣伝子産物の機能阻害や,が ん抑制遺伝子産物の機能補填による分子標

的治療法の開発を目指す.こ のため,よ り効率的なアッセイ系を開発することを目的にp53,BRCA1,

PTEN,DNAmismatchrepairgenesな どの機能スクリーニング系の開発に取 り組んでいる.ま た,こ

のようなスクリーニング系を用いて変異タンパ ク質の機能回復薬剤の探索や合成致死 を起 こす標的分

子探索に取 り組んでいる.

4)消 化器悪性腫瘍に関する癌化学療法の臨床試験研究

我々の研究分野では,約40年 間にわたり消化器悪 性腫瘍(と くに食道がん,胃 がん,大 腸がん)の臨

床試験に携わ り,新 規抗がん剤の安全性や多剤併用療法の有効性を明らかにしてきた.現 在,病 院腫瘍

内科 を中心に,東 北地方規模や全国規模の多施設共同研究で新 しい癌化学療法の臨床研究に取 り組んで

いる.

2,研 究報告

1)著 書

和文

L石 岡千加史;外 来で抗がん剤治療 四釜裕子 編 健康2007春,野 瀬秀樹,pp ,38-39,2007年

2.吉 岡孝志:第10章 一2化 学療法の効果判定 クリニカルPET編 集委員会 編 臨床医のための

クリニカルPET一 病期 ・病態診断のためのガイドブック,先 端医療研究所,pp.240-245,2007年

3.石 岡千加史1よ りよい治療のために専門医が担 う役割 西條長宏 編 実例から学ぶ 安全で有

効な外来がん化学療法の実践,先 端医学社,pp.42-46,2007年

4.柴 田浩行:3.ボ ドフィロ トキシン類 西條長宏,清 水俊雄,宮 崎昌樹,岡 本 勇,藤 阪保仁 ,岩

本康男,岡 元るみ子,安 井久晃,三 嶋裕子,柴 田和彦,横 山雅大,元 永伸也,田 原 信,中 村洋

一
,塚 田裕子,瀧 川奈義夫,木 浦勝行,柴 田浩行,有 岡 仁,平 島智徳,張 高明,石 岡千加史,

松永卓也,青 江啓介,駄 賀晴子 編 抗悪性腫瘍薬マニュアル,中 外医学社,pp.270-274,2∞7

年

5.柴 田浩行14.カ ンプ トテシン 西條長宏,清 水俊雄,宮 崎昌樹,岡 本 勇,藤 阪保仁,岩 本康

男,岡 元るみ子,安 井久晃,三 嶋裕子,柴 田和彦,横 山雅大,元 永伸也,田 原 信,中 村洋一,

塚田裕子,瀧 川奈義夫,木 浦勝行,柴 田浩行,有 岡 仁,平 島智徳,張 高明,石 岡千加史,松

永卓也,青 江啓介,駄 賀晴子 編 抗悪i生腫瘍薬マニュアル,中 外医学社,pp.275-280,2007年

6.石 岡千加史:A,プ ロテインキナーゼ阻害薬 西條長宏,清 水俊雄,宮 崎昌樹,岡 本 勇,藤 阪

保仁,岩 本康男,岡 元るみ子,安 井久晃,三 嶋裕子,柴 田和彦,横 山雅大,元 永伸也,田 原 信,

中村洋一,塚 田裕子,瀧 川奈義夫,木 浦勝行,柴 田浩行,有 岡 仁,平 島智徳,張 高明,石 岡
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千加史,松 永卓也,青 江啓介,駄 賀晴子 編 抗悪性腫瘍薬マニュアル,中 外医学社,pp .386-416,

2007年

7.石 岡千加史:B.CDK阻 害薬 西條長宏,清 水俊雄,宮 崎昌樹,岡 本 勇,藤 阪保仁,岩 本康男,

岡元るみ子,安 井久晃,三 嶋裕子,柴 田和彦,横 山雅大,元 永伸也,田 原 信,中 村洋一,塚 田

裕子,瀧 川奈義夫,木 浦勝行,柴 田浩行,有 岡 仁,平 島智徳,張 高明,石 岡千加史,松 永卓

也,青 江啓介,駄 賀晴子 編 抗悪性腫瘍薬マニュアル,中 外医学社,pp,417-422,2007年

8.石 岡千加史:第4章 内なる敵,が ん細胞の成 り立ち 帯刀益夫,安 井 明,小 林孝安 ,工 藤忠

明,田 村眞理,石 岡千加史,松 居靖久,福 本 学,貫 和俊博,佐 竹正延,高 井俊行,佐 藤靖史,

山本徳男,仲 村春和,福 田 寛,岡 田克典,近 藤 丘,西 條康夫,小 椋利彦,山 家智之,川 島隆

太,仁 田新一,金 野 敏 編 加齢医学 エイジング・ファイン,東 北大学出版,pp .37-52,2007

年

9、 石岡千加史:第5章 テーラーメイ ド医療の未来 がんの個性と個別化 帯刀益夫,安 井 明,

小林孝安,工 藤忠明,田 村眞理,石 岡千加史,松 居靖久,福 本 学,貫 和俊博,佐 竹正延,高 井

俊行,佐 藤靖史,山 本徳男,仲 村春和,福 田 寛,岡 田克典,近 藤 丘,西 條康夫,小 椋利彦,

山家智之,川 島隆太,仁 田新一,金 野 敏 編 加齢医学 エイジング・ファイン,東 北大学出

版,PP.244-257,2007年

IO.石 岡千加史,後 信,宇 野 一,島 田安博,竹 内正弘,吉 岡孝志,和 田則仁1臨 床試験実施ガ

イ ドライン 第III相 試験を中心として 臨床試験委員会 編 金原出版,2008年

lL石 岡千加史,伊 奈侃子,上 原厚子:ナ ーシングケアQ&A25号 徹底ガイ ド がん化学療法 と

ケアQ&A石 岡千加史,伊 奈侃子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイ ド

がん化学療法とケアQ&A,総 合医学社,PP.2008年

12.柴 田浩行:Q4-A4抗 がん剤は,が ん細胞にどのように作用するのですか?石 岡千加史,伊 奈

仇子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイ ド がん化学療法とケアQ&A,総 合

医学社,pp,8-9,2008年

13・柴田浩行:Q5-A5が ん治療に使われる抗がん剤の種類 とメカニズムについて教えてください

石岡千加史,伊 奈侃子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイド がん化学療法 と

ケアQ&A,総 合医学社,PP.10-ll,2008年

14・ 加藤俊介:Q9-A9現 在,日 本で行われている抗がん剤 ,分 子標的治療薬の臨床試験では,ど の

ような薬剤がありますか?石 岡千加史,伊 奈侃子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号

徹底ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,総 合医学社,PP,19-21,2008年

15・ 石岡千加史:Qlo-Aloテ ーラーメイ ド医療について教えてください 石岡千加史,伊 奈侃子,

上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイド がん化学療法 とケアQ&A,総 合医学

社,PP.22-23,2008年

16・下平秀樹:Ql3-Al3化 学療法の有害事象の種類や注意点には,ど のようなものがありますか?

石岡千加史,伊 奈侃子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイ ド がん化学療法 と

ケアQ&A,総 合医学社,PP,28-29,2008年

17・下平秀樹:QI4-Al4副 作用はどのようにして評価 しているのですか?石 岡千加史,伊 奈侃

子・上原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹底ガイ ド がん化学療法とケアQ&A,総 合医
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学社,PP.30-31,2008年

18.高 橋 雅信:Q15-A15化 学 療法 を行 ううえで必要 な検査項 目には,ど のよ うな ものが あ ります

か?石 岡千加史,伊 奈侃子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹 底ガイ ド がん化学

療法 とケアQ&A,総 合 医学社,PP.32-33,2008年

19.高 橋 雅信:Q16-A16多 剤 併用療法の原則や期待で きる効果 には,ど の ようなこ とが あ ります

か?石 岡千加 史,伊 奈傍子,上 原厚子 編 ナー シングケアQ&A25号 徹 底ガイ ド がん化学

療法 とケアQ&A,総 合 医学社,PP.34-35,2008年

20.高 橋 信:Q17-Al7化 学 療法が延期や 中止,減 量投与す る ときの指標 は何ですか?石 岡千加

史,伊 奈侃子,上 原厚子 編 ナー シングケアQ&A25号 徹底 ガイ ド が ん化学療法 とケアQ&

A,総 合 医学社,pp,36-38,2008年

21.高 橋 信:Ql8-Al8投 与 時間に よって抗 がん剤の効 果は変化 しますか?石 岡千加 史,伊 奈胱

子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹 底 ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,総 合 医

学社,pp.39-40,2008年

22、 高橋雅信lQ23-A23胃 が んにお ける化学療法の実際 について教 えて くだ さい 石 岡千加 史,伊

奈侃子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹 底ガイ ド がん化学療 法 とケアQ&A,総

合 医学社,pp.52-53,2008年

23.高 橋 信:Q24-A24食 道 がんにお ける化学療法の実際 について教 えて ください 石 岡千加史,

伊 奈侃子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹 底ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,

総 合 医学社,pp.54-55,2008年

24.角 道 祐一:Q30-A30ア レル ギー反応 ・ア ナフィラキシーショック ・インフユージョン リアク

シ ョンの定義 と,起 こりやすい抗が ん剤や時期,対 処法 について教 えて ください 石岡千加史 ,

伊 奈侃子,上 原厚子 編 ナー シングケアQ&A25号 徹 底 ガイ ド が ん化学療法 とケ アQ&A,

総 合 医学社,pp.71-73,2008年

25・ 加 藤俊介=Q52-A52オ キ サ リプラチ ンによる末梢神経 障害 にお けるcaとMg投 与 の効 果 に

ついて教 えて くだ さい 石 岡千加史,伊 奈胱子,上 原厚子 編 ナー シングケアQ&A25号 徹 底

ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,総 合 医学社,PP.116-ll7,2008年

26・ 高橋雅信:Q54-A54味 覚 障害が起 こるメカニズムについて教 えて くだ さい 石 岡千加史,伊 奈

胱子,上 原厚子 編 ナーシ ングケアQ&A25号 徹 底ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,PP.

120-121,2008年

27・ 石 岡千加史:Q84-A84が ん薬物療 法専門医の役割 について教 えて くだ さい 石 岡千加史,伊 奈

侃子,上 原厚子 編 ナーシングケアQ&A25号 徹 底ガイ ド がん化学療法 とケアQ&A,総 合

医学社,pp.184-185,2008年

2)総 説

和文

L石 岡千加 史:大 学 にお ける腫瘍 内科のあ り方 .腫 瘍 内科(CLINICALONCOLOGY)1:19-

24(2007)



癌化 学 療法 研究 分 野97

2.柴 田 浩 行,大 堀 久 詔:分 子 遺 伝 学 か ら見 た 大 腸 癌 薬 物 療 法 の 将 来 展 望 大 腸 癌 発 癌 メ カ ニ ズ ム と

分 子 標 的 制 御 に よ る 化 学 発 癌 予 防 法 の 可 能 性 一.東 北 ・大 腸 癌 研 究 会(学 術 集 会 第30回 記 念 誌)

14-26(2007)

3.大 塚 和 令,石 岡 千 加 史:TP53変 異 と分 子 疫 学.癌 と化 学 療 法34:683-689(2007)

4,柴 田 浩 行:OncogenicEmegrency.腫 瘍 内 科(CLINICALONCOLOGY)1:266-272(2007)

5,千 葉 奈 津 子,石 岡 千 加 史:乳 癌 基 礎 ・臨 床 研 究 の ア ッ プ デ ー トー 家 族 性 乳 癌 の 原 因 遺 伝 子.日

本 臨 床65=601-605(200フ)

6.石 岡 千 加 史:分 子 標 的 薬 剤 の 臨 床 そ の 他 の 分 子 標 的 薬.第45回 日 本 癌 治 療 学 会 総 会Educa-

tionalBook42:ll77-ll89(2007)

7.坂 本 康 寛,石 岡 千 加 史:乳 癌 の 分 子 標 的 治 療 分 子 標 的 治 療 の 臨 床 応 用4.臨 床 婦 人 科 産 科61:

1270-1275(2007)

8.千 葉 奈 津 子,下 平 秀 樹,石 岡 千 加 史:生 殖 細 胞 変 異 の 遺 伝 子 診 断 一 家 族 性 乳 癌BRCAl,BRCA2

を 中 心 に.分 子 レ ベ ル か ら迫 る 癌 診 断 研 究 臨 床 応 用 へ の 挑 戦 実 験 医 学(増 刊)25:39-44

(2629-2634)(2007)

9.石 岡 千 加 史,西 條 康 夫,佐 々 木 康 綱,白 尾 國 昭,柳 原 一 広,矢 野 聖 二,吉 岡 孝 志:大 学 腫 瘍 内 科

の あ り方.癌 と化 学 療 法35:1044-1052(2008)

10,石 岡 千 加 史:乳 癌 と分 子 マ ー カ ー.癌 と化 学 療 法35:1261-1268(2008)

11.角 道 祐 一,石 岡 千 加 史:日 常 診 療 の 中 で ど こ まで 悪 性 疾 患 の 診 断 に せ ま れ る か?medicina45:

1398-1401(2008)

12.石 岡 千 加 史:分 子 標 的 薬 の 概 要 と最 近 の トレ ン ド.第9回 よ こ は ま 乳 癌 シ ン ポ ジ ウ ム3(2008)

13.柴 田 浩 行:電 解 質 異 常 と そ の 対 応(高Ca血 症 と 低Na血 症).癌 と 化 学 療 法35:2330-2333

(2008)

3)原 著 論 文

英 文

1.Otsuka,K.,Kato,S.,Kakudo,Y.,Mashiko,S.,Shibata,H.,Ishioka,C.Thescreeningofthe

s㏄ond-sitesuppressormutationsofthecommonp53mutants.IntJCancerl21:559-66(2007)

2.Petitjean,A.,Mathe,E.,Kato,S.,Ishioka,C.,Tavtigian,S.V.,Hainaut,P.,Olivier,M.Impactof

mutantp53functionalpropertiesonTP53mutationpatternsandtumorphenotype:lessonsfrom

r㏄entdevelopmentsintheIARCTP53database.HumMutat28;622-9(2007)

3.Takahashi,M.,Shimodaira,H.,Andreutti-Zaugg,C.,Iggo,R.,Kolodner,R.D.,Ishioka,C

FunctionalanalysisofhumanMLHIvariantsusingyeastandinvitromismatchrepairassays.

CancerRes67:4595-604(2007)

4.Shibata,H.,Takano,H.,Ito,M.,Shioya,H.,Hirota,M,Matsurnoto,H.,Kakudo,Y.,lshioka,C.,

Akiyama,T.,Kanegae,Y.,Saito,1.,Noda,T.AIpha-cateninisessentialinintestinaladenoma

formation.ProcNatlAcadSciUSAlO4:18199-204(2007)

5.Wei,L,,Lan,L.,Hong,Z,,Yasui,A.,Ishioka,C.,Chiba,N.RapidRecruitmentofBRCAIto
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DNADouble-StrandBreaksIsDepelldentonltsAssociationwithKu80.MolCellBiol28:

7380-93(2008)

6.Ishida,T.,Kiba,T.,Takeda,M.,Matsuyama,K.,Teramukai,S.,Ishiwata,R.,Masuda,N.,

Takatsuka,Y.,Noguchi,S.,Ishioka,C,Fukushima,M,Ohuchi,N.PhaseIIstudyofcap㏄itabine

andtrastuzumabcombinationchemotherapyinpatientswithHER20verexpressingmetastaticbreast

cancersresistanttobothanthracyclinesandtaxanes,CancerChemotherPharmacol(2008)

7.Takahashi,S,,Moriya,T,,Ishida,T.,Shibata,H.,Sasano,H.,Ohuchi,N.,Ishioka,C.Pred三ction

ofbreastcancerprognosisbygeneexpressionprofileofTP53status.CancerSci99:324-32(2008)

8.Berglind,H.,Pawitan,Y.,Kato,S.Ishioka,C.,Soussi,T.Analysisofp53mutationstatusin

humarlcancercelllines:aparad三gmfbrcelllinecross-contamination.CancerBiolTher7:699-

708(2008)

9,Marinovic-Terzic,1.,Yoshioka-Yamashita,A.,Shimodaira,H.,Avdievich,E.,Hunton,1.C,

Kolodner,R.D.,Edelmann,W.,Wang,J.Y.ApoptoticfunctionofhumanPMS2compromisedby

thenonsynonymoussingle-nucleotidepolymorphicvariantR2CO.ProcNatlAcadSciUSA105:

13993-8(2008)

和 文

1.下 平 秀 樹,高 橋 雅 信,安 田 勝 洋,柴 田 浩 行,森 谷 卓 也,森 谷 宣 皓,金 子 聰,古 川 洋 一,中 村 祐

輔,石 岡 千 加 史:典 型 的 な 家 族 集 積 を認 め たHNPCCの 一 家 系.家 族 性 腫 瘍7:59(2007年)

2.千 葉 奈 津 子:家 族 性 乳 癌 原 因 遺 伝 子BRCA1の 機 能 解 析.家 族 性 腫 瘍7:61(2007年)

3.酒 寄 真 人,石 岡 千 加 史:MYH遺 伝 子 に 稀 なSNPを 固 定 し た 大 腸 腺 腫 症 の1例.家 族 性 腫 瘍7:

60(2007年)

4.下 平 秀 樹,高 橋 雅 信,石 岡 千 加 史:遺 伝 性 非 ポ リ ポ ー シ ス 大 腸 癌(HNPCC)の 原 因 と な る 機 能

欠 陥 欠 損 検 出.家 族 性 腫 瘍7:8-10(2007年)

5.石 岡 千 加 史,竹 之 下 誠 一:わ が 国 のHNPCC研 究 一 基 礎 と臨 床 一.家 族 性 腫 瘍7二1(2007年)

6.石 岡 千 加 史:抗 癌 剤 の 薬 剤 耐 性 と感 受 性.日 本 医 事 新 報4320:126-128(2007年)

7.加 藤 俊 介,吉 岡 孝 志,石 岡 千 加 史:外 来 化 学 療 法 セ ン タ ー の シ ス テ ム 構 築 東 北 大 学 病 院 化 学 療

法 セ ン タ ー の 例 一.臨 床 外 科62:603-611(2007年)

8.下 平 秀 樹,石 岡 千 加 史:DIFDIFの メ カ ニ ズ ム.コ ン セ ン サ ス 癌 治 療6:108-109(2007年)

9,吉 岡 孝 志:進 行 ・再 発 大 腸 癌 に 対 す る 化 学 療 法.東 北 ・大 腸 癌 研 究 会(学 術 集 会 第30回 記 念 誌)

114-121(2007年)

10.石 岡 千 加 史,山 田 章 吾,柴 田 浩 行,久 道 周 彦,安 田 千 賀,石 澤 賢 一,五 十 嵐 厚 子,高 橋 哉 子,伊

奈 侃 子:東 北 大 学 病 院 化 学 療 法 セ ン タ ー が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 指 定 を取 得 し た 特 定 機 能 病

院 の 役 割.東 北 大 学 病 院 化 学 療 法 セ ン タ ーi-7(2007年)

11.加 藤 誠 之,安 田 勝 洋,西 野 善 一,大 堀 久 詔,高 橋 雅 信,高 橋 信,山 浦 玄 悟,大 塚 和 令,角 道 祐

一一
,千 葉 奈 津 子,下 平 秀 樹,酒 寄 真 人,加 藤 俊 介,鈴 木 貴 夫,村 川 康 子,蒲 生 真 紀 夫,柴 田 浩 行,

吉 岡 孝 志,石 岡 千 加 史:原 発 不 明 癌22例 の検 討.癌 と化 学 療 法34:1227-1231(2007年)

12.石 岡 千 加 史,二 井 谷 友 公,関 谷 勇 喜,片 谷 憲 子,柴 田 浩 行:が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 レ ポ ー ト.
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0ncologyEpochl:12-17(2007年)

13,加 藤 俊 介,福 井 忠 久,吉 岡 孝 志,石 岡 千 加 史:東 北 大 学 病 院 化 学 療 法 セ ン タ ー の 取 組 み 教 育 機

関 お よ び が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 と し て の 活 動.医 学 の あ ゆ み222:Hl7-ll21(2007年)

14.大 堀 久 詔,高 橋 信,石 岡 千 加 史;転 移 性 脳 腫 瘍 に対 す る 化 学 療 法 の 役 割.脳 神 経 外 科 ジ ャ ー ナ

ル16:840-848(2007年)

15,阿 部 由 直,石 岡 千 加 史:特 集PET癌 イ メ ー ジ ン グ の 現 在 と今 後 の 展 開 は じ め に.臨 床 放 射 線

53:499-500(2008年)

16,加 藤i俊 介:ベ バ シ ズ マ ブ の 進 行 ・再 発 結 腸 癌 を対 象 と し た 安 全 性 確 認 試 験.MedicalTribune(付

録)41:6(2008年)

17,加 藤 俊 介:Bevacizumabの 進 行 ・再 発 結 腸,直 腸 癌 を 対 象 と し た 安 全 性 確 認 試 験.第6回 日本 臨

床 腫 瘍 学 会 学 術 集 会 報 告 集(中 外 製 薬)4-5(2008年)

18.石 岡 千 加 史=シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 ・参 加 記 大 学 腫 瘍 内 科 の 在 り方 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム.癌 と化

学 療 法35:1039-1043(2008年)

19.石 岡 千 加 史,高 後 裕:第105回 日本 内 科 学 会 講 演 会 シ ン ポ ジ ウ ム1が ん 診 療 最 前 線 司 会 者 の

こ と ば 第105回 日本 内 科 学 会 雑 誌97:ll4(2008年)

20,柴 田 浩 行:CirculatingTumorCel1(CTC)を 指 標 と した 進 行 癌 の 抗 が ん 剤 感 受 性 試 験 の 開 発.

(東 北 大 学 病 院)病 院 だ よ り193:5(2008年)

4)博 士 論 文

L渡 部 剛:p53の 新 規 標 的 遺 伝 子 αβ一crystallinの 単 離 とそ の 機 能 解 析.2007年

2,魏 雷 震:家 族 性 乳 癌 原 因 遺 伝 子BRCAlのDNA二 本 鎖 切 断 へ の 速 い 集 積 はKu80と の 相 互

作 用 に依 存 す る(Rapidr㏄ruitmentofBRCAltoDNAdouble-strandbreaksisdependentonits

associationwithKu80).2008年

3.安 田勝 洋:p53細 胞 内 局 在 が 細 胞 周 期 と ア ポ トー シ ス 誘 導 能 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す る研 究.2008年

3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 お よ び セ ミ ナ ー

1)シ ンポ ジ ウ ム ・ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

1.Chiba,N.,Yoshioka,T.,Takahashi,S.,Shibata,H.,Kato,S,,Shimodaira,H.,Otsuka,K.,Kakudo,

Y.,Takahashi,M,Yasuda,K.,Sakamoto,Y.,Ishioka,C.:Twocasesofbreastcancerresponding

totrastuzumabmonotherapy.AsiaPacificMedicalEducationInitiative,3rdAsiaPacjficWork-

shop,Mol㏄ulartargetedTherapyofCancer,MarchlO,2007.(ShanghaiChina.)

2.Watanabe,G.,Kato,S.,Nakata,H.,Ishida,T.,Ohuchi,N,Ishioka,C.:α βcrystallinisanovel

p53-targetgeneandrequiredf(〕rp53-dependentapoposis.The98thAmericanAssociationf()r

CancerResearchAnnualMeeting.,Aprill6,2007.(LosAngelesUSA.Millisymposium)

3.Shimodaira,H.,Takahashi,M.,Ishioka,C,:Functionalevaluationofvaliationsinhereditarycolon
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cancerpredisposegenes.The66thAnnualMeetingoftheJapaneseCancerAssociation
,October5,

2007.(Yokohama・Pacifico-Yokohama.InternationalSesseions)

4.Ishioka,C.:大 腸 癌 薬 物 療 法 の 進 歩,日 本 の 標 準 と 国 際 標 準 の 違 い と 将 来 .中 日 胃 腸 腫 瘍 総 合 治

療 学 術 シ ン ポ ジ ウ ム,November6,2008.(北 京 ・ 中 日 友 好 病 院 臨 床 研 究 所 講 学 庁.招 聰 講 演)

5.Kato,S,:進 行 食 道 癌 の 治 療 戦 略,外 来 化 学 療 法 の 管 理,東 北 臨 床 腫 瘍 研 究 会 に お け る 臨 床 試 験.

中 日 胃 腸 腫 瘍 総 合 治 療 学 術 シ ン ポ ジ ウ ム,November6,2008,(北 京 ・中 日 友 好 病 院 臨 床 研 究 所 講

学 庁.招 聰 講 演)

2)一 般 演 題 ・ポ ス タ ー

1.Shimodaira,H.,Takahashi,M.Ishioka,C:FunctionalAssayOfMYHGeneVar三ations ,The

2ndBiennialScientificM㏄tingoflnternationalSocietyforGastrointestinalHereditaryTumours,

March29,2007.(Yokohama.PosterPresentation)

2.Takahashi,M.,Shimodaira,H.,Ishioka,C.:FunctionalAnalysisOf101hMLHIMissense

MutationsUsingYeastAndInVitroAssays.The2ndBiennialScientlficMeetingofInternational

SocietyfbrGastrointestinalHereditaryTumours,March29,2007.(Yokohama.Posterpresenta-

tion)

3.Shibata,H.,Sato,A.,Ohori,H.,Kakudo,Y.,Iwabuchi,Y .,Ishioka,C.:ChemopreventiveEffective

ofNewCurcuminAnalogsagainstColor㏄talCarcinogenesis.The66thAnnualMeetingofthe

JapaneseCancerAssociation,October3,2007.(Yokohama・Pacifico-Yokohama.Posters)

4.Watanabe,G.,Kato,S.,Ishida,T.,Ohuchi,N,Ishioka,C.:a6-crystallin
,anovelp53-targetgene

product,interactswithp53andisrequiredf()rp53-dependentapoptosis.The66thAnnualMeeting

oftheJapaneseCancerAssociation,October3,2007.(Yokohama・Pacifico-Yokohama.Poster)

5.Wei,L.,Chiba,N.,Lan,L,Satake,M,Yasui,A.,Ishioka,C.:Theaminoterminusandthecarboxy

terminusofBRCAlusedistinctmechanismtoaccumulateatDNAdouble-standardbreaks.The

66thAnnualM㏄tingoftheJapaneseCancerAssociation
,October5,2007,(Yokohama・Pacifico-

Yokohama.poster)

6.Chiba,N.,Wei,L.,Lan,L,Hong,Z.,Satake,M,,Yasui,A.,Ishioka,C.:Domain-dependent

accumulationofBRCAlatthesitesofDNAdamage .AACR-NCI-EORTCInternational

con正brenceMol㏄ularta呈 亀getsandCancerTherapeutics,October23,2007.(SanFrancisco・U .S.A,

poster)

7.Shibata,H.,Sato,A.,Yamakoshi,H.,Ohori,H,Kudo,C,,Kakudo,Y.,Iwabuchi,Y.,Ishioka
,C.:

Chemopreventionofcolor㏄talcarc三nogenesiswitllnewlysynthesizedcurcuminanalogues.Amer-

icanAssociationfol'CancerResearchCentennialConferenceonTranslationalCancerMedicine

TechnologiestoTreatment,November5,2007,(SuntecSingapore.PosterSession)

8.Hutzen,B.,Cen,L,Friedman,L.,Sobo,M.,Ball,S.,Li,P.-K,Li,C.,Fuchs,J.,Bhasin,D.,Pandit,

B.,Shibata,H.,Iwabuchi,Y.,Lin,」.:Newcurcuminanalogueswithenhancedgrowthsuppressive

activityincancercells.2008AACR(AmericanAssociationf()rCancerResearch)AnnuaI
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Meeting,AprilB,2008.(SanDiegoConventionCenter・USA.Poster(CancerPrevention2))

9.Wei,L,Lan,L,Hong,Z.,Yasui,A,,Satake,M.,Ishioka,C.,Chiba,N.:Rapidaccumulationof

BRCAlatDNAdouble-strandbreaksisdependentonKu80.Ataxia-TelamgiectasiaWorkshop

2008,April22-26,2008,(Ohtsu.)

10.Yoshioka,T.,Kato,S.,Gamoh,M.,Suzuki,T.,Shibata,H.,Shimodaira,H.,Otsuka,K.,Kakudo,

Y.,Takahashi,S.,Ishioka,C.:PhaseI/IIstudyofsequentialcombinationwithirinot㏄anandS-

linpatientswithmetastaticcolor㏄talcancer.2008ASCOAnnualMeeting,June2,2008.

(ChikagoIllinoisUSA.GeneralPosterSession)

tl.Mashiko,S.,Takahashi,S.,Moriya,T.,Ishida,T,,Sasano,H.,Nomizu,T.,Kakugawa,Y.,

Nomiyama,R.,Fukui,T.,Ohuchi,N.,Ishioka,C=Anewmethodforclassifyingbreastcancersby

geneexpressionprofileofTP53statusinmu王tiplexRT-PCR、S㏄ondJCA-AACRSp㏄ia土Joint

ConferenceTheLatestAdvancesinBreastCancerResearch,Julyl5,2008.(AwajiYumebutai

InternationalConferenceCenterTheWestinHotelAwajiIsland,Hyogo.Poster)

12.Wei,L,Lan,L,,Hong,Z.,Yasui,A.,Ishioka,C.,Chiba,N.:Ku80-dependentaccumulationof

TumorSupPressorBRCAIatDNAdouble-strandbreaksinducedbylasermicro-irradiation.Thc

8thInternatopnalSymposiumonNano-BiomedicalEngineering,D㏄ember6,2008.(SuntecCity・

Syngapore,symposium)

4.国 内 学 会 お よ び 各 種 セ ミ ナ ー で の 講 演 等

1)特 別 講 演 ・シ ンポ ジ ウ ム ・ワ ー ク シ ョ ッ プ,教 育 セ ミ ナ ー 等

1.石 岡 千 加 史:が ん の 病 態 ・生 理 学.平 成18年 度 専 門 分 野(が ん)に お け る 質 の 高 い 看 護 師 育 成 研

修(講 師)(仙 台 ・東 北 大 学 病 院 医 学 部 臨 床 講 義 棟 臨 床 第2ゼ ミ ナL-一一一ル 室)2007年1月10日.

石刑 多会 講 師

2,吉 岡 孝 志:化 学 療 法.平 成18年 度 専 門 分 野(が ん)に お け る 質 の 高 い 看 護 師 育 成 研 修(講 師)(仙

台 ・東 北 大 学 病 院 医 学 部 臨 床 講 義 棟 臨 床 第2ゼ ミナ ー ル 室)2007年1月ll日.講 …師

3.石 岡 千 加 史:胃 が ん の 薬 物 療 法.日 本 病 院 薬 剤 師 会 が ん 専 門 薬 剤 師 研 修(大 阪 ・大 阪YMCA国

際 文 化 セ ン タ ー)2007年1月13日.講 師

4.吉 岡 孝 志:大 腸 癌 の 薬 物 療 法 の 最 近 一 分 子 標 的 治 療 の 役 割 一.第302回 八 戸 地 区 薬 剤 師 会 薬 学 例

会(青 森 ・八 戸 パ ー ク ホ テ ル)2007年1月18日.特 別 講 演

5.角 道 祐 一:p53依 存 性 転 写 活 性 化 能 お よ び ア ポ トー シ ス 誘 導 能 の 相 関 性 に 関 す る解 析 一Lackof

Correlationbetweenp53-DependentTranscriptionalActivityandtheAbilitytoInduceApoptosis

among179Mutantp53s-.第127回 加 齢 医 学 研 究 所 集 談 会(仙 台 ・加 齢 医 学 研 究 所)2007年1

月26日.記 念 講 演

6,石 岡 千 加 史:が ん 薬 物 療 法 の 管 理 と標 準 化.第2回Oncologistの た め の 学 術 講 演 会(札 幌 ・ホ テ

ル オ ー ク ラ 札 幌)2007年1月26日.特 別 講 演

7.石 岡 千 加 史:化 学 療 法 マ ネ ー ジ メ ン ト とチ ー ム 医 療.(み や ぎ 県 南 中 核 病 院)特 別 講 演 会(宮 城 ・
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みやぎ県南中核病院)2007年2月19日.講 師

8.石 岡千加史:化 学療法とチーム医療.(山 形県立中央病院)化 学療法に関する講演会(山 形 ・山

形県立中央病院)2007年3月1日.講 師

9.石 岡千加史1化 学療法を取 り巻 く最近の動向.第145回 宮城県立がんセンターセミナー(宮 城・

宮城県立がんセンター 大会議室)2007年3月20日.セ ミナー講演

10.石 岡千加史:教 授として,多 数の専門医育成,輩 出をしている立場から.第5回 日本臨床腫瘍学

総会(札 幌・札幌コンベ ンションセンター)2007年3月24日.パ ネルディスカッション(演 者)

Il.石 岡千加史:化 学療法の管理と標準化.第4回 京滋外来化学療法懇話会(京 都・芝蘭会館)2007

年3月30日.特 別講演

12,石 岡千加史:が ん化学療法の管理と連携.第 工回群馬外来がん化学療法研究会(群 馬 ・マーキュ

リーホテル)2007年6月8日.研 修会講師(特 別講演)

13.柴 田浩行,大 堀久詔,角 道祐一,佐 藤温子,岩 渕好治,石 岡千加史1食 品に由来する化合物の新

規類縁体を用いた化学発癌予防.第13回 日本家族性腫瘍学会学術集会(高 知・高知市文化プラザ

「カルポー ト」)2007年6月15日.シ ンポジウム

14.柴 田浩行:マ ウス遺伝子工学的手法を用いた家族性大腸腺腫症 と大腸癌発癌メカニズムに関す

る研究.第13回 日本家族性腫瘍学会学術集会(高 知・高知市文化プラザ 「かるぽ一と」)2007年

6月16日.シ ンポジウム

15.加 藤俊介:大 腸癌の化学療法変遷.社 内講演(仙 台・仙台YFビ ル)2007年9月3日.社 内研修

会講師

16.石 岡千加史:が んの病態・生理学.平 成19年 度専門分野(が ん)に おける質の高い看護師育成研

修(東 北大学病院 医学部臨床講義棟 臨床第2セ ミナール室)2007年10月12日.研 修会講師

17.石 岡千加史:消 化器癌診療ガイドラインの現況 と諸問題(消 化器病学会 ・消化器内視鏡学会 ・肝

臓学会合同).第49回 日本消化器病学会大会(JDDW2007神 戸)(神 戸・ボー トピアホテル)2007

年10月18日.シ ンポジウム3特 別発言

18.石 岡千加史1分 子標的薬剤の臨床 その他の分子標的薬一.第45回 日本癌治療学会(京 都・国立

京都国際会館)2007年10月25日.教 育シンポジウム講師

19.石 岡千加史:消 化器癌に対する化学療法.第30回 白河地区消化器病研究会(福 島 ・ホテルサン

ルー ト白河)2007年ll月29日.講i演

20.石 岡千加史:が んプロと専門医.冬 のがん薬物セ ミナー(山 形・こまくさ荘)2008年1月19日 .

セ ミナー講師

21,大 塚和令:大 腸癌.冬 のがん薬物療法セミナー(山 形・こまくさ荘)2008年1月19日 .セ ミナー

講師

22.角 道祐一:抗 がん剤 とアナフィラキシー.冬 のがん薬物療法セミナー(山 形・こまくさ荘)2008

年1月19日.セ ミナー講師

23.柴 田浩行:腫 瘍生物学.冬 のがん薬物療法セ ミナー(山 形 ・こまくさ荘)2008年1月19日.セ

ミナー講師

24.加 藤俊介:抗 がん剤総論2(分 子標的薬) .冬 のがん薬物療法セミナー(山 形・こまくさ荘)2008

年1月20日.セ ミナー講師
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25.石 岡千加史:分 子標的薬剤の臨床 .第13回 神奈川癌転移外科研究会(横 浜・キャメロットジャパ

ン)2008年1月26日.特 別講演

26.石 岡千加史:東 北がんプロフェッショナル養成プランが目指すもの.北東北がん治療カンファレ

ンス・がんプロフェッショナル養成プランFDワ ークショップ(秋 田・秋田ビュープラザホテル)

2008年2月3日.特 別講演講i師

27.石 岡千加史:最 新の分子標的治療薬.第39回 加齢医学研究所シンポジウム東北がんプロフェッ

ショナル養成プラン(東 北大学大学院医学系研究科)合 同シンポジウム(仙 台・勝山館)2008年

2月8日.講 演演者

28.柴 田浩行:パ ネルディスカッション・大学腫瘍内科の役割 .第39回 加齢医学研究所シンポジウム

東北がんプロフェッショナル養成プラン(東 北大学大学院医学系研究科)合 同シンポジウム(仙

台 ・勝山館)2008年2月8日.パ ネリス ト

29.西 條康夫,矢 野聖二,吉 岡孝志,佐 々木康綱,白 尾國昭,高 後 裕,貫 和敏博,上 野直人,福 田

寛,添 田大司,柴 田浩行,石 岡千加史:討 論会 大学腫瘍内科系講座の連携について考える会.

第39回 加齢医学研究所シンポジウム東北がんプロフェッショナル養成プラン(東 北大学大学院

医学系研究科)合 同シンポジウム(仙 台 ・佐勘)2008年2月8日.討 論会参加

30.石 岡千加史 二東北がんプロフェッショナル養成プラン.平 成19年 度大学教育改革プログラム合

同フォーラム(基 調講演 ・パネルディスカッション・分科会)(横 浜 ・パシフィコ横浜)2008年

2月9日.平 成19年 度 「がんプロフェッショナル養成プラン」選定取組の概要及び選定理由の説

明

3L石 岡千加史:外 来化学療法室の運用について 医師の立場から.福 島県がん診療連携協議会珊 多

教育部会主催講演会(福 島 ・福島ビューホテル)2008年2月24日.講 演会

32.石 岡千加史:大 腸癌治療の実践 と課題.第8回 秋田TS-1研 究会(秋 田・秋田県JAビ ル)2008年

3月1日.特 別講演

33.柴 田浩行;東 北大学病院外来化学療法センターの管理運営について 医師の立場から.北東北が

んプロフェッショナル養成プラン/腫瘍センター合同セミナー(弘 前・弘前大学医学部臨床大講義

室)2008年3月14日.講 演講師

34.石 岡千加史1東 北がんネットの進捗状況.医 療従事者研修 第2回 五大がんカンファレンス

肝臓がん(仙 台 ・仙台ホテル)2008年3月14日.口 演

35.加 藤俊介,吉 岡孝志,加 藤 健,白 尾國昭,松 本 寛,土 井俊彦,大 津 敦,永 沼信之,畠 清

彦,田 村孝雄,仁 科智裕,長 島文夫,馬 場英司,小 松嘉人,植 竹宏之,Bevacizumab安 全陸確認

試験共同研究グループlBevacizumab(BV)の 進行 ・再発結腸 ・直腸癌を対象 とした安全性確認

試験.第6回 日本臨床腫瘍学会(福 岡・福岡国際会議場(第1会 場))2008年3月21日.プ レナ

リーセッション

36.吉 岡孝志,辻 靖,馬 場英司,加 藤俊介:臨 床腫瘍学演習3「 消化器がん」 症例2膵 がん

ディスカッサント.第6回 日本臨床腫瘍学会(福 岡 ・福岡国際会議場(第2会 場))2008年3月

21日.デ ィスカッサント

37.石 岡千加史:分 子標的療法総論について.が ん薬物療法最先端医療講演会(札 幌・札幌プリンス

ホテル,国 際館パ ミール)2008年3月30日 .講 演講師
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38.石 岡 千加史:癌 化学療法 とチーム医療.第136回 新 庄 ・最上臨床懇話会(新 庄 ・ニューグラ ンド

ホテル)2008年5月15日.特 別講演演者

39.石 岡 千加史:分 子標 的治療薬 進歩 と現状 .徳 州会オ ンコロジー講習会(東 京 ・未来医療研究セ

ンター(会 議室))2008年6月7日 .講 習会講師

40.石 岡千加史:大 学 におけるがん医療 の再構築 .CancerBoard講 演 会(栃 木 ・自治医科大学地域医

療 【青報研修 センター(中 講…堂))2008年6月18日.特 別講演演者

4L加 藤俊介:安 全 ・確 実・安楽 なが ん化学療法 のた めに看護 師がで きること,薬 剤師がで きること.

大 腸が ん外来化学療法 にお ける看護師,薬 剤師の実践(仙 台・斎藤報恩会館)2008年6月28日.

講 演

42.加 藤 俊介:変 わ りゆ く大腸 がんの標準治療 .大 腸 がん外来化学療法 にお ける看護師,薬 剤師の実

践(仙 台 ・斎藤報恩会館)2008年6月28日.講 演

43.石 岡千加史:が ん薬物療 法の標準化 とチーム医療 .院 内勉強会(石 巻赤十字病院)(宮 城 ・石巻

赤十字病 院)2008年7月14日.研 修会講師

44、 石岡千加史:が ん薬物療 法の トレン ドと分子診断の役割.第13回AnnualConference(福 岡 ・中

外製薬(株)福 岡支店 会議室)2008年8月2日.特 別講演

45.石 岡 千加史:抗 癌剤の薬理作用 と薬物有害反応.第1回 日本癌治療学会データマネージ ャ教育集

会(東 京 ・都市 センターホテル)2008年8月10日.教 育集会講師

46.下 平 秀樹,高 橋 雅信,添 田大司,石 岡千加史:MutYH遺 伝 子変異の機能評価 .第19回 日本消化

器癌発生学会総会(大 分 ・別府亀の井ホテル)2008年8月28日.ミ ニ シンポジウム

47.加 藤 俊介:大 腸癌 の化学療法 について.ブ リス トル マイヤーズ社 内講演会(仙 台・YFビ ル)2008

年9月4日.社 内講演会講師

48.加 藤 俊介:大 腸癌化学療法 最近の話題.山 形大腸癌化学療法懇話会(山 形 ・ホテル メ トロポ リ

タ ン山形)2008年10月10日.講 演(演 題2)

49.石 岡 千加史:分 子標的薬の概要 と最近の トレンド.第9回 よ こはま乳癌 シンポジウム(横 浜 ・パ

シフィコ横浜)2008年10月ll日 .講 演

50.石 岡 千加史1パ ネルデ ィスカ ッシ ョン・が んプ ロフェ ッショナル養成 プランの展望一化学療法の

立場か ら.日 本放射線腫瘍学会第21回 学術大会(札 幌 ・札幌パ ークホテル)2008年10月18日 .

パ ネ リス ト

51.角 道祐一:が んの病態・生理学.平 成20年 度 専門分野(が ん)に お ける質 の高い看護師育成研修

(仙台 ・東北大 学医学部5号 館)2008年10月23日.研1多 会講師

52.安 田勝洋,加 藤俊 介,坂 本康寛,渡 部 剛,増 子 さっ き,佐 藤i温子,角 道祐一,石 岡千加史:p53

の 細 胞 内局在 が細 胞 周期 とア ポ トーシス誘 導能 に及 ぼ す影響 に関す る研 究Inductionof

apoptosisbycytoplasmicallylocalizedwild-typep53andS121Fsuperp53mutant .第67回 日本

癌学会学術総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年 星0月28日.ワ ークシ ョップ

53.佐 藤 温子,山 越博幸,工 藤千枝子,大 堀 久詔,角 道祐一 ,石 岡千加史,岩 渕好治,柴 田浩行:新

規 クル ク ミン誘導体 によるCOX2発 現 抑制 と抗腫瘍効果 に関す る検討Morepotentreregula-

tionofCOX-2expressionwithnewcurcminanalogue.第67回 日本癌学会学術総会(名 古屋 ・名

古屋国際会議場)2008年10月29日.ワ ークシ ョップ
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54.石 岡 千加史,下 平秀樹,高 橋 雅信,加 藤俊介:遺 伝子変異データベース における機能診 断デー タ

の有 用性Utilityoffunctionalinformationofgeneticvariantsinlocus-specificmutationdetabases,

第67回 日本癌学会学術総会(名 古屋 ・名古屋 国際会議場)2008年IO月29日.シ ンポジウム

55.石 岡千加史1東 北がんプロフェッショナル養成 プラン と大学,学 科,職 種 および地域医療連携 .第

46回 日本癌治療 学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年10月31日 .シ ンポジウム12が

んプロフェッショナル養成 プランについて 演者

56.石 岡千加史1乳 癌予後予測マーカー開発 にお ける課題 .第46回 日本癌治療学会総会(名 古屋 ・名

古屋 国際会議場)2008年10月3i日.シ ンポジウム4バ イオマーカー研究:臨 床 か ら基礎への要

望,基 礎 か ら臨床 への要望 演者

57,石 岡千加史:臨 床試験実施 ガイ ドラインー第3相 試験 を中心 として 今 回の改訂 の主 眼.第

46回 日本癌 治療学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年10月31日 .シ ンポジウム14臨

床試験実施 ガイ ドライ ンー第3相 試験 を中心 として一 演者

58.根 本 建二,阿 部由直,池 田健一郎,石 岡千加史,池 田 卓,西 條 茂,齋 藤 聡,平 山 克,廣

川 誠,星 宣次,望 月 泉,山 崎 繁:東 北が んネ ッ トワークの試み.第46回 日本癌治療学

会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年11月1日.パ ネルデ ィスカッション

59.石 岡 千加史:大 腸癌の薬物療法 の進歩.第491回 八 戸 胃腸研究会(八 戸 ・八戸 グラン ドホテル)

2008年ll月 工4日.勉 強会講師

60.石 岡 千加史:化 学療法のマネジメン トと標準化.第3回 北 陸外来化学療法懇話会(金 沢 ・ANAク

ラ ウンプラザ金沢)2008年ll月28日.特 別講演

61.石 岡 千加史:「 東北が んプロ」 の未来 と薬物療法専 門医 .第2回 冬のが ん薬物療 法セ ミナー(仙

台 ・泉 が岳温泉や まぽ うし)2008年12月6日.セ ミナー講師

62.加 藤 俊介:が ん治療 の実際(腫 瘍内科での化学療法の総括,紹 介) .第2回 冬のがん薬物療法セ

ミナー(仙 台 ・泉が岳温泉やまぼうし)2008年12月6日 .セ ミナー講 師

63.高 橋 雅信:が んに対 する薬物療 法(総 論).第2回 冬 のが ん薬物療法 セ ミナー(仙 台 ・泉が岳温

泉や まぽ うし)2∞8年12月7日.セ ミナー講師

64.柴 田浩行:腫 瘍内科 の研究総括,紹 介.第2回 冬のがん薬物療法セ ミナー(仙 台 ・泉が岳温泉や

まぼ うし)2008年12月7日.セ ミナー講師

65.高 橋 信:診 断法の開発.第2回 冬のがん薬物療法セ ミナー(仙 台 ・泉が岳温泉や まぼうし)2008

年12月7日.セ ミナー講 師

66下 平秀樹:遺 伝性腫瘍の基礎知識 遺伝 カウンセ リング(遺 伝相談)研 修会(仙 台・青葉 区役所)

2008年12月8日.研 修会講師

2)一 般演題 ・ポス ター

L魏 雷震,千 葉奈津子,蘭 利,安 井 明,石 岡千加史:リ アルタイム分析 による家族性乳癌

原因遺伝子BRCAlのDNA損 傷 への集積.第127回 東 北大学加齢 医学研 究所集談会(仙 台 ・加

齢医学研究所)2007年1月26日.一 般 口演

2.増 子 さつ き,酒 寄真人,高 橋 雅信,下 平秀樹,石 岡千加史:家 族性大腸腺腫症お よび多発 性大腸
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ポリープ患者におけるSCア ッセイを用いたAPC遺 伝子診断.第10回 東北家族性腫瘍研究会学

術集会(仙 台 ・仙台国際センター)2007年1月27日.一 般演題

3.高 橋雅信,加 藤俊介,坂 本康寛,安 田勝洋,高 橋 信,角 道祐一,大 塚和令,下 平秀樹,千 葉奈

津子,加 藤俊介,柴 田浩行,吉 岡孝志,石 岡千加史:当 科における膵癌に対するS-1療 法の治療

成績 第41回 東北膵臓研究会プログラム(仙 台 ・江陽グランドホテル)2007年2月9日.一 般

演題

4.吉 岡孝志,柴 田浩行,加 藤俊介,千 葉奈津子,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,高 橋 信,高 橋

雅信,安 田勝洋,坂 本康寛,石 岡千加史:過 去2年 間の当科における手術不能進行再発胃癌に対

する癌化学療法の選択の現状.第40回 制癌剤適応研究会(横 浜・横浜ロイヤルパークホテル)2007

年2月16日.一 般演題

5.柴 田浩行:地 域におけるがん診療の連携体制の確立を目指 して～東北大学がんセンターがん薬

物療法3日 間研修について～.第2回 大腸癌治療ガイ ドライン講座(仙 台 ・仙台国際センター)

2007年2月23日.Session3情 報提供(講 師)

6.吉 岡孝志:当 院における手術不能進行再発胃癌に対する外来化学療法の現況.第79回 日本胃癌

学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2007年3月1日.一 般演題

7,大 塚和令,吉 岡孝志,柴 田浩行,加 藤俊介,千 葉奈津子,下 平秀樹,角 道祐一,高 橋 信,高 橋

雅信,安 田勝洋,坂 本康寛,石 岡千加史:当 科における進行 ・再発大腸癌に対するFOLFOX療

法の検討.第5回 日本臨床腫瘍学会総会(札 幌・札幌コンベンションセンター)2007年3月24日.

ポスター

8.高 橋雅信,大 堀久詔,坂 本康寛,安 田勝洋,高 橋 信,角 道祐一,大 塚和令,下 平秀樹,千 葉奈

津子,加 藤俊介,柴 田浩行,吉 岡孝志,石 岡千加史:当 科における進行 ・再発大腸癌に対する

mFOLFIRI療 法の治療成績.第5回 日本臨床腫瘍学会総会(札 幌・札幌コンベンションセンター)

2007年3月24日.ポ スター

9.坂 本康寛,加 藤俊介,吉 岡孝志,柴 田浩行,下 平秀樹,千 葉奈津子,大 塚和令,角 道祐一,高 橋

信,高 橋雅信,安 田勝洋,石 岡千加史:切 除不能再発胆道癌 ・胆管細胞癌に対 しGerncitabineを

使用した12例 の検討.第5回 日本臨床腫瘍学会総会(札 幌・札幌コンベ ンションセンター)2007

年3月24日.ポ スター

10.柴 田浩行,大 堀久詔,角 道祐一,石 岡千加史:新 規クルクミン類縁体による大腸がん化学発がん

予防効果について.第ll回 がん分子標的治療研究会総会(大 阪・大阪国際交流センター)2007年

7月6日.ポ スターセッション

ll、高橋 信,柴 田浩行,増 子さつき,石 田孝宣,森 谷卓也,石 岡千加史:TP53ス テータスを予測

する遺伝子発現プロファイルを用いた乳癌予後予測法の検討.第16回 日本がん転移学会総会(富

山 ・富山国際会議場)2007年7月9日.ポ スター

12,大 堀久詔,柴 田浩行,角 道祐一,石 岡千加史:新 規curcumin類 縁体による大腸がん発癌予防効

果.2007年 度がん若手ワークショップ(長 野・アー トランドホテル蓼科)2007年8月30日.ボ

スター

13.高 橋昌宏,加 藤俊介,吉 岡孝志,柴 田浩行,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,福 井忠久,高 橋 信,

大堀久詔,安 田勝洋,坂本康寛,添 田大司,工藤千枝子,石 岡千加史:当 科におけるbevacizumab+
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FOLFOX4療 法施行症例の検討.第34回 東北 ・大腸癌研究会イブニングセ ミナー(青 森 ・青森

国際ホテル)2007年9月14日.口 演

14.加 藤俊介1当 科におけるベバシズマブ(ア バスチン)の 使用成績.第3回 大腸癌治療ガイドライ

ン講座(仙 台 ・国際センター)2007年9月14日 .口 演

15.大 塚和令,吉 岡孝志,柴 田浩行,加 藤俊介,下 平秀樹,角 道祐一,高 橋 信,大 堀久詔,安 田勝

洋,石 岡千加史:当 科での進行再発胃癌に対する化学療法の現況.第45回 日本癌治療学会総会

(京都 ・プリンスホテル)2007年10月25日.ポ スター

16.加 藤俊介,吉 岡孝志,蒲 生真紀夫,柴 田浩行,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,高 橋 信,鈴 木

貴夫,石 岡千加史:転 移性大腸癌に対するエスワン・塩酸イリノテカン時間差併用療法第2相 試

験 第45回 日本癌治療学会(京 都 ・京都プリンスホテル)2007年10月25日.ポ スター

17.添 田大司,柴 田浩行,加 藤俊介,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,福 井忠久,高 橋 信,大 堀久

詔,安 田勝洋,坂 本康寛,高 橋昌宏,工 藤千枝子,石 岡千加史:切 除不能再発胆道癌・胆管細胞

癌に対しGemcitabineを 使用した14例 の検討.第20回 東北膵・胆道癌研究会(仙 台・艮陵会館)

2007年10月27日.口 演

18.加 藤俊介:当 科における進行再発大腸癌に対するBevacizumab+FOLFOX4の 治療成績 第7回

東北がん分子標的治療研究会(仙 台・ホテルメ トロポ リタン仙台)2007年H月16日.一 般演題

口演

19.高 橋雅信,下 平秀樹,石 岡千加史:遺 伝性非ポリポーシス性大腸癌家系におけるMLHlミ スセン

ス変異体の機能解析.第129回 東北大学加齢医学研究所集談会(仙 台・東北大学加齢医学研究所)

2008年1月25日.一 般口演

20.高 橋雅信,古 川洋一,下 平秀樹,酒 寄真人,森 谷卓也,森 谷宜皓,古 田輝彦,金 子 聰,中 村祐

輔,石 岡千加史:MLHIintron9のsplicedonorsiteに 変異を認めたHNPCCの 一家系.第ll回

東北家族性腫瘍研究会(仙 台 ・仙台国際センター)2008年1月26日.一 般演題

21.門 馬智之,野 水 整,石 岡千加史,竹 之下誠一,阿 部力哉:東 北地方における家族性大腸腺腫症

の遺伝子診断.第ll回 東北家族性腫瘍研究会(仙 台・仙台国際センター)2008年1月26日.研

究会報告

22.東 北大学,山 形大学,福 島県立医科大学:東 北がんプロフェッショナル養成プラン.平 成19年 度

大学教育改革プログラム合同フォーラム(ポ スターセッション)(横 浜・パシフィコ横浜)2008年

2月9日.ポ スターセッション(高 橋雅信,坂 本康寛)

23.石 岡千加史,内 海昭美,久道周彦:チ ームで行う外来化学療法(ラ ウンドテーブルディスカッショ

ン討論テーマ).福 島県がん診療連携協議会 研1多教育部会主催講演会(福 島 ・福島ビューホテ

ル)2008年2月24日.ラ ウンドテーブルディスカッション討論参加

24,高 橋哉子,石 田孝宣,新 田サキ子,上 原厚子,武 田真恵,石 岡千加史:大 学病院化学療法センター

におけるチーム医療の現状.第5回 日本乳癌学会東北地方会(仙 台・仙台国際センター)2008年

3月1日.一 般演題

25,高 橋昌宏,加 藤俊介,柴 田浩行,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,福 井忠久,高 橋 信,高 橋雅

信,添 田大司,工 藤千枝子,石 岡千加史:当 科におけるBevacizumab+FOLFOX4療 法施行症例

の検討.第41回 制癌剤適応研究会(東 京・都市センターホテル)2008年3月7日 。一般演題(要
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望演題)

26,高 橋 信,増 子 さつ き,柴 田浩行,石 田孝宣,大 内憲明,森 谷卓也,笹 野公伸,石 岡千加史:遺

伝子発現解析 を用いた乳が ん予後診断法の開発.第41回 制 癌剤適応研究会(東 京・都市セ ンター

ホテル)2008年3月7日.一 般演題(要 望演題)

27.工 藤 千枝子,大 塚和令,柴 田浩行,加 藤俊介,下 平秀樹,角 道祐一,高 橋 信,高 橋雅信,安 田

勝洋,坂 本康寛,高 橋 昌宏,添 田大司,福 井忠久,石 岡千加史:CVD療 法 を施行 し病勢進行 を

抑制す ることが できた悪性褐色細胞腫の2例.第6回 日本 臨床腫瘍学会(福 岡・福岡国際会議場

(ポスター会場))2008年3月20日.ポ スター

28.高 橋 昌宏,加 藤俊介,吉 岡孝志,柴 田浩行,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,福 井忠久,高 橋 信,

高 橋雅信,安 田勝洋,坂 本康寛,添 田大司,工 藤千枝子,石 岡千加史:当 科 におけるBevacizumab+

FOLFOX4療 法 施行の症例 の検討.第6回 日本臨床腫瘍学会(福 岡・福 岡国際会議場(ポ スター

会場))2008年3月21日.ポ スター

29.添 田大司,柴 田浩行,加 藤俊介,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,福 井忠久,高 橋 信,高 橋雅

信,安 田勝洋,坂 本康寛,高 橋 昌宏,工 藤千枝子,石 岡千加史:切 除不能再発胆道癌・胆管細胞

癌 に対 しGemcitabineを 使 用 した15例 の検討.第6回 日本臨床腫瘍学会(福 岡・福岡国際会議場

(ポ スター会場))2008年3月21日.ポ スター

30.大 堀 久詔,高 橋雅信,小 笠原信敬,加 藤誠之:5FU系 単 独療法か ら多剤併用療法 へ とシフ トア ッ

プ した進行 ・再発大腸癌症例 の検討.第6回 日本臨床腫瘍学会(福 岡・福 岡国際会議場(ポ スター

会場))2008年3月21日.ポ ス ター

31.加 藤 俊介:第4回 大腸癌治療 ガイ ドライ ン.第4回 大腸癌治療 ガイ ドライ ン(仙 台 ・仙台国際セ

ンタL-'r)2008年4月ll日.Sesslon3(情 報 提供)ア ドバイザー

32.増 子 さつ き,高 橋 信,石 田孝宣,大 内憲明,森 谷卓也,笹 野公伸,野 水 整,角 川陽一郎,石

岡千加史=マ ルチプレ ックスRT-PCR法 を用いた新 しい乳癌予後予測診断法の開発.第5回 東

北大学バ イオサイエンスシンポジウム(仙 台 ・仙台国際セ ンター)2008年5月19日.ポ スター

33.工 藤 千枝子,山 越博幸,佐 藤温子,大 堀久詔,角 道祐一,石 岡千加 史,岩 渕好治,柴 田浩行:新

規 クルク ミン類 縁体 における抗腫瘍効果 について.第12回 が ん分子標的治療研究会総会(東 京・

学術総合 センター)2008年6月27日.ボ スタL-一一

34.柴 田浩行:東 北大学(各 プラン・大学専門医 コース説明会).東 北 ・北東北が んプ ロフェ ッショナ

ル養成 プラン(東 京 ・東北大学東京分室(サ ピアタワー))2008年7月4日.コ ース説明

35.石 岡千加史:東 北がんプロの概 要(各 プラン・大学専門医 コース説明会).東 北 ・北東北が んプロ

フェッシ ョナル養成 プラン(東 京 ・東北大学東京分室(サ ピアタワー))2008年7月4日.プ ラ

ン概 要説明

36.増 子 さつ き,高 橋 信,森 谷卓也,石 田孝宣,笹 野公伸,大 内憲明,石 岡千加史:Anewmethod

fbrclassifyingbreastcancersbygeneexpressionprofileofTP53statusinmultiplexRT-PCR.第

9回 文部科学省特定領域研 究 「がん」5領 域 若手研究者 ワー クシ ョップ(長 野 ・アー トラン ド

ホテル蓼科)2008年9月4日.OralSession

37.今 井 源,加 藤俊介,柴 田浩行,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,大 堀久詔,高 橋 信,高 橋雅

信,坂 本康寛,高 橋昌宏,添 田大司,工 藤千枝子,西 條 憲,井 上正広,河 合貞幸,小 峰啓吾,
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石 岡千加史:当 科 にお けるFOLFOX・FOLFIRI療 法施行 大腸 癌症例 に対す るS-1単 剤 投与治

療成績.第35回 東 北 ・大腸癌研究会 プログラム(秋 田 ・秋 田赤十字病院)2008年9月26口.一

般演題

38.増 子 さつ き,高 橋 信,石 田孝宣,大 内憲 明,森 谷卓也,笹 野公伸,野 水 整,角 川 陽一郎,石

岡千加史:MultiplexRT-PCR法 を用いた乳癌予後予測遺伝子診 断の開発.第16回 乳 癌学会学

術総会(大 阪 ・大 阪国際会議場)2008年9月27日.一 般演題(口 演)

39.下 平 秀樹,添 田大司,高 橋雅信,石 岡千加史:MutY欠 損 大腸菌 を用 いた ヒ トMYH遺 伝 子変異

の機能評価Functionale>aluationofMYHvariationsusingMutYde且cientE.coli.第67回 日

本癌学会 学術総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年10月28日.ポ スター

40.千 葉 奈津 子,魏 雷震,蘭 利,佐 竹正延,安 井 明,石 岡千加史:家 族性乳癌原因遺伝子

BRCA1の 紫 外線損傷 への集積BRCAlaccumulationofatthesiteoflocalUVirradiation.第

67回 日本癌学会学術総会(名 古屋 ・名古屋 国際会議場)2008年10月28日.ポ スター

41.増 子 さつ き,高 橋 信,三 浦 康,唐 澤秀明,佐 々木 巌,石 岡千加史:マ ルチプレックスRT-

PCR法 を用いた新規大腸 癌分子診断法の開発NewmethodusingMultiplexRt-PCRisusefulto

determineexpressionprofileofgenesetofcolorecta/cancer.第67回 日本癌学会学術総会(名 古

屋 ・名古屋 国際会議場)2008年10月29日.ポ スター

42.柴 田 浩行,山 越博幸,佐 藤温子,大 堀久詔,角 道祐一,工 藤千枝子,石 岡千加史,岩 渕好治:新

規 クルク ミン類縁体化合物 の担癌マ ウスにお ける抗腫瘍活1生Anti-tumoractivityofnewIy

synthesizedcurcuminanaloguesinvivo.第67回 日本癌学会学術総会(名 古屋 ・名古屋国際会議

場)2008年10月29日.ポ スター

43.工 藤 千枝子,山 越博幸,佐 藤温子,大 堀久詔,角 道祐一,石 岡千加史,岩 渕好治,柴 田浩行;新

規 クルク ミンアナ ログにおける構造機能相関の解析Analysesofstructure-functionrelationship

ofnewcurcuminanalogues.第67回 日本癌学会学術総会(名 古屋 ・名古屋 国際会議場)2008年

工0月29日.ポ スター

44.高 橋 信,大 塚和令,大 堀久詔,高 橋 雅信,坂 本康寛,高 橋 昌宏,添 田大司,工 藤千枝子,今 井

源,河 合貞幸,小 峰啓吾,井 上正広,西 條 憲,角 道祐一,下 平秀樹,加 藤俊介,森 隆弘,柴

田浩行,石 岡千加史:進 行再発大腸癌化学療法の進歩一 自施設症例 の後 ろ向 き研究.第46回 日本

癌治療学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年ll月1日.一 般 口演

45.加 藤 俊介,安 藤秀 明,宇 野 一,寺 島雅典,斎 藤 聡,福 島紀雅,吉 岡孝志,柴 田浩行,石 岡千

加史:切 除不 能結腸,直 腸 癌 に対す るFOLFIRI+bevacizumab併 用 療法 とIRIS+bevacizumab

併 用療法 の安全性確認試験.第46回 日本癌治療学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年

ll月1日.優 秀演題(口 演)

46.加 藤 俊介,安 藤秀 明,宇 野 一,寺 島雅典,斎 藤 聡,福 島紀雅,吉 岡孝志,柴 田浩行,石 岡千

加史:切 除不 能結腸,直 腸 癌 に対す るFOLFIRI+bevacizumab併 用 療法 とIRIS+bevacizumab

併 用療法 の安全性確認試験.第46回 日本癌治療学会総会(名 古屋 ・名古屋国際会議場)2008年

ll月1日.ポ スター(優 秀演題)

47.高 橋 昌宏,加 藤俊介,柴 田浩行,森 隆弘,下 平秀樹,大 塚和令,角 道祐一,高 橋 信,大 堀久

詔,高 橋雅信,坂 本康寛,添 田大司,工 藤千枝子,井 上正広,今 井 源,河 合貞幸,4峰 啓吾,
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西條 憲,石 岡千加史:Bevacizumab投 与 後 に発症 した消化管 穿孔5症 例 の検討.第46回 日本癌

治療学会総会(名 古屋 ・名古屋 国際会議場)2008年ll月1日.示 説

48.加 藤 俊介:東 北大学病院腫瘍 内科 にお ける進行再発大腸 がんの治療成績.ア バスチンカンファレ

ンス(秋 田 ・秋田 ビューホテル)2008年ll月25日.一 般講演

49.添 田大司:大 腸癌 における抗癌剤感受性予測 のための分子 マーカーの開発.第2回 リ トリー ト大

学院生研究会発表会(仙 台 ・川内キ ャンパス(萩 ホール))2008年12月6日.ポ スター

50,工 藤 千枝子,山 越博幸,佐 藤温子,大 堀久詔,角 道祐一,石 岡千加 史,岩 渕好治,柴 田浩行:新

規 クルク ミン類 縁体 における抗腫瘍効果.第2回 リ トリー ト大 学院生研究会発表会(仙 台 ・川内

キ ャンパ ス(萩 ホール))2008年12月6日.ポ スター(優 秀ポスター賞 ・優秀質問賞)

51.大 塚 和令:ス ーテ ン トの使用経験(症 例報告).ス ーテン ト発売記念講演会(仙 台 ・仙台エ クセ

ルホテル東急)2008年12月6日.症 例報 告

5.学 会 主 催 な ど

L第5回 東北臨床腫瘍 セ ミナー(仙 台 ・太 白区文化セ ンター 楽 楽楽ホール)2007年5月19日.

石 岡千加史(代 表世話人),吉 岡孝志(当 番世話入)

2.加 齢 研 セ ミナー(東 北医学会特別講演会)(仙 台 ・東北大学加齢医学研究所)2007年10月9日.

演題1:Geneexpressionprofilingofhumancolontopsandbasalcrypts-identificationofBMP

antagonistsasintestinalstemcellnichefactors講 師:Dr.Leung,SuetYi

演 題2:MicrosatellitelnstabilityinHereditaryandSporadicColorectalCancerGeneticand

EpigeneticMechanisms講 師:Dr.Yuen,SiuTsan

3.第6回 東北臨床腫i瘍セ ミナー(山 形 ・山形 テルサ)2007年11月10日.石 岡千加史(代 表理事)

4,冬 のがん薬物療法 セ ミナー(山 形 ・こま くさ荘)2008年1月19日 一20日.

5.第39回 加 齢医学研究所 シンポ ジウム東北がんプロフェッショナル養成 プラン(東 北大学大学院

医学系研 究科)合 同シ ンポジウム(仙 台 ・勝 山館,佐 勘)2008年2月8日.

6.第1回 が んセ ミナー(仙 台 ・東北大学病 院(第1会 議室))2008年4月17日.柴 田浩行(セ ミナー

開催担当)

7,第7回 東北臨床腫瘍 セ ミナー(仙 台・仙 台市i青報産業 プラザ(AER))2008年4月19日.石 岡千

加史(代 表理事)

8.第8回 東北臨床腫瘍 セ ミナー(福 島 ・コラッセふ くしま)2008年ll月8日.石 岡千加史(代 表

理事)

9.河 北 メディカルセ ミナー 「正 し く知 ろ う!大 腸がん治療 の現在 」(仙 台・東北大 学百周年記念会

館川内萩 ホール)2008年ll月16日.パ ネ リス ト 河北新報 ・NPO法 人 東北臨床腫瘍研究会(代

表理事 石岡千加史)共 催

10.第9回 東北大学病院がんセ ミナー(仙 台 ・東北大学病院(第1会 議室))2008年12月17日.柴

田浩行(セ ミナー開催担当)
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6.そ の 他

1)特 許 出願

特願2GO7-523956国 際 出願番号PCT/JP2006/312806

「ビズ(ア リールメチ リデ ン)ア セ トン化合物,抗 癌剤,発 癌予防剤,Ki-Ras,ErbB2,c-Myc及

びCyclinDlの 発 現抑制剤,β 一カテニン分解剤並びにp53の 発 現増強剤(柴 田先生)

2)受 賞

1.角 道 祐一:p53依 存1生転写活 性化 能およびアポ トーシス誘 導能 の相聞1生に関する解析一Lackof

Correlationbetweenp53-DependentTranscriptionalActivityandtheAbilityto〔nduceApoptosis

amongl79Mutantp53s.第127回 加 齢医学研究所集談会(仙 台 ・加齢 医学研究所)2007年1

月26日.記 念講演 第14回 加齢医学研究所奨励 賞受賞

2.魏 雷震,千 葉奈津子,蘭 利,安 井 明,石 岡千加史:リ アル タイム分析 による家族性乳癌

原因遺伝子BRCA1のDNA損 傷 への集積.第127回 東 北大学加齢医学研 究所集談会(仙 台 ・加

齢医学研究所)2007年1月26日.一 般 口演 第127回 東北大学加齢医学研究所集談会 コンテス

ト優勝

3.加 藤俊介,安 藤秀 明,宇 野 一,寺 島雅典,斎 藤 聡,福 島紀雅,吉 岡孝志,柴 田浩行,石 岡千

加史:切 除不能結腸,直 腸癌 に対 す るFOLFIRI+bevacizumab併 用 療法 とIRIS+bevacizumab

併 用 療法の安全 性確認試験.第46回 日本癌治療学会総会(名 古屋 ・名 古屋 国際会議場)2∞8年

11月1日.優 秀演題

4,工 藤千枝子,山 越博幸,佐 藤温子,大 堀久詔,角 道祐 一,石 岡千加史,岩 渕好 治,柴 田浩行:新

規 クル ク ミン類縁体 における抗腫瘍効果.第2回 リトリー ト大学院生研 究会 発表会2008年12

月6日.優 秀 ポスター賞 ・優秀質問賞

5.添 田大司:大 腸癌 にお ける抗癌剤感受性予測 のた めの分子マーカーの開発大 学院GP平 成20

年 度 ブースター助成採択
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分子神経研究分野

担当教授 仲 村 春 和

L研 究分野 紹介

教 授:仲 村 春和(兼)

准教授:舟 橋 淳一

助 教:渡 邉 裕二(兼)

本研究分野は昭和19年8月 に 「抗酸菌病の薬理学的研究分野」として設立され,昭 和38年4月 に薬

理学研究部門という名称 に変更 された.平 成5年4月1日 加齢医学研究所への改組に伴い現在の分子神

経研究分野 として新 しく生まれ変わった.さ らに,平成13年4月1日 大学院生命科学研究科の発足に伴

い,教 授と助手は本務が生命科学研究科に移り,助 教授が加齢医学研究所に属するというキメラの研究

室 となっている.

初代の遠藤英夫教授は昭和19年 から47年 までの在任期間中に抗結核剤及び抗腫瘍剤の開発研究を

行った.2代 目及川淳教授は昭和49年 から平成5年3月 まで担当され,培 養メラニン細胞を用いて,メ

ラニン合成の調節機構の研究を行った.分 子神経研究分野に改組 されて,平 成6年3月 に仲村が着任 し

た.ま た長年PositrenEmissionTomography(PET)の ための単寿命の陽電子放出核種標識生理活i生有

機化合物の合成研究に当たってきた多田雅夫先生は平成7年12月 に教授に昇任し,平 成8年12月 に退

官 した.

現在の主な研究

中枢神経系は複雑な形態 と正確な神経回路を持つものである.本 研究分野ではニワトリ胚を用い,中

枢神経系の形態形成 と回路形成を実験発生学的手法 と分子生物学的手法をあわせて研究している.中 枢

神経系は始め一本のチューブとして形成されるが,そ の中で前脳,中 脳,後 脳 という領域が形成 され,次

のその領域内でサブ領域に別れ,最 終的に一個一個のニューロンはそのアイデンティティを獲得 して,

正確な神経回路を形成する.

当研究分野では主に中脳視蓋と小脳の領域形成及び視蓋の極性形成のメカニズムの研究を行った,中

脳後脳境界部は視蓋,小 脳のオーガナイザーとして働 き,そのオーガナイザー分子はFgf8で あることが

示されていたが,Fgt8に よりRas-ERKシ グナル トランスダクション経路が活性化されると小脳が分化

113
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し,そ れ が 遮 断 さ れ る と視 蓋 が 分 化 す る こ と を 示 し た.一 方 でRas-ERKシ グ ナ ル 経 路 に は 幾 つ か の 負

の 制 御 因 子 が 存 在 す る が,そ の う ち の 一 つSprouty2の 機 能 解 析 の 結 果 よ り,中 脳 後 脳 境 界 形 成 過 程 で

Ras-ERKシ グ ナ ル は 厳 密 な 制 御 を 受 け る 必 要 が あ る こ と を 示 し た.そ の シ グ ナ ル が 強 す ぎ る と 中 脳 後

脳 境 界 は 前 に よ り,弱 い と後 に よ る.

中 脳 背 側 で 特 異 的 に 発 現 し て い る 分 子 の ス ク リー ニ ン グ に よ り イ ム ノ グ ロ ブ リ ン ス ー パ ー フ ァ ミ

リー に 属 す る 新 規 膜 分 子 を 単 離 し,Protogeninと 命 名 し,初 期 発 生 で の 発 現 パ タ ー ン に つ い て 発 表 し た.

この 分 子 はNotchシ グ ナ ル 系 に 関 係 し て い る ら し い こ と,さ ら に,沿 軸 中 胚 葉 の 形 成 に お い て 細 胞 間 相

互 作 用 に 関 わ っ て い る ら し い こ とが 明 ら か と な り,解 析 を 続 け て い る.

これ らの 研 究 に は,舟 橋 准 教 授 を 中 心 に 開 発 さ れ た エ レ ク トロ ポ レ ー シ ョ ンが 大 き く貢 献 し て い る.

これ はDNAを 細 胞,組 織 に 導 入 す る こ と に よ る遺 伝 子 強 制 発 現 さ せ る 方 法 で あ る が,最 近 さ ら な る 改

善 が 行 わ れ,応 用 範 囲 が 広 ま っ た.即 ち,ト ラ ン ス ポ ゾ ン を 利 用 し て ゲ ノ ム に 組 み 込 ませ る こ と に よ り,

長 期 の 強 制 発 現 が,可 能 に な り,そ れ に テ ト ラ サ イ ク リ ン に よ る 発 現 誘 導,あ る い は 発 現 停 止 が 可 能 と

な っ た.こ の シ ス テ ム を利 用 し て,視 神 経 線 維 の ト レ ー ス が 改 良 さ れ た.ま た,エ レ ク トロ ポ レ ー シ ョ

ン の 方 法 を ま と め た 本 がSpringerJapanよ り発 行 さ れ た .

舟 橋 准 教 授 の グ ル ー プ は 内 耳 発 生 の 研 究 を行 っ て い る.特 に 半 規 管 の 形 成 メ カ ニ ズ ム に 焦 点 を あ て,

ゼ ブ ラ フ ィ シ ュ の ミ ュ ー タ ン トス ク リー ニ ン グ で 得 ら れ た 内 耳 形 成 異 常 を 示 す ミ ュ ー タ ン トの 解 析,ニ

ワ トリ で の 実 験 発 生 学 的 手 法 で 研 究 を進 め て い る.

2.研 究 報 告

1)著 書

1.Nakamura,H.(editor)ElectroporationandSonoporationinDevelopmentalBiology.2009Feb

SpringerJapan,Tokyo.

Chapterl`Shorthistoryofelectroporationforthestudyofdevelopmentalbiology'Harukazu

Nakamura,pp3-7.

Chapter2`lnovoe1㏄troporationasausefultooltopursuemol㏄ularmechanismsofneural

developmentinchickembryos'NoritakaOdani,XubinHou,HarukazuNakamura,pp9-16,

ChapterlO`Retinalfibertracingbyinovoelectroporatiorl'HidekiyoHarada,HarukazuNa-

kamura,pp97-104.

Chapterl2℃lonalandwidespreadgenetransferbyproviralelectroporationfbranalysisofbrain

laminarf()rmation'SayakaSugiyama,HarukazuNakamura,pplI7-127,

2.ニ ュ ー ロ ン の 生 理 学 御 子 柴 克 彦 監 訳,京 都 大 学 出 版 会,2009,2月(翻 訳)

(PhysiologieduNerone,Tritsch,D.,Chesney-MarchaisD.,FeltzA.編,EditionsDoin,1998)
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2)英 文 総 説

1.Nakamura,H,,Sato,T.,Suzuki-Hirano,A.(2008)Isthmusorganizerf()rmesencephalonand

metencephalon、Dev.GrowthDiffer.,50,Sl13-Sl18

2.Odani,N,Nakamura,H.(2008)ElectroporationasaneMcientmethodofgenetransfer.Dev.

GrowthDiffer.,50(6)443-448

3)和 文 総 説

1.仲 村 春 和(2007)細 胞 問 相 互 作 用 を 担 う シ グ ナ ル 系 化 学62(9),23-27

2.仲 村 春 和,杉 山 清 佳,佐 藤 達 也,鈴 木 一平 野 明 日 香(2008)峡 部 オ ー ガ ナ イ ザ ー と 小 脳 分 化 制 御 ・

視 蓋 極 性 形 成 お よ び 網 膜 視 蓋 投 射 形 成 蛋 白 質 核 酸 酵 素53(4),373-378

4)原 著

1.Odani,N,Pfaff,S.L,『Nakamura,H.,Funahashi,J.(2007)Cloninganddevelopmentalexpression

ofachickG-protein-coupiedreceptorSCGPR1.GeneExpPattern,7(4),375-380.

2.Omata,Y.,Nojima,Y.,Nakayama,S.,Okamoto,H.,Nakamura,H.,Funahashi,J、(2007)Role

ofBonemorphogeneticprotein4inzebrafishsemicircularcanaldevelopment.DevGrowthDif陀r,

49,711-719.

3.Aoki,M.,Kiyonari,H.,Nakamura,H.,Okamoto,H.(2008)R-spondin2expressionintheapical

㏄todermalridgeisessentialfbroutgrowthandpatterninginmouseIimbdevelopment.Dev

GrowthDiffer,50,85-95.

4.Harada,H.,Takahashi,Y.,Kawakami,K.,Ogura,T.,Nakamura,H.(2008)Tracingretinalfiber

trajectorywithamethodoftransposon-mediatedgenomicintegrationinchickembryo.Dev

GrowthDiffer,50,697-702.

5,Kobayashi,Y.,Nakamura,H,,Funahashi,J.(2008)Epithelial-mesenchymaltransitionasa

possiblemechanismofsemicircularcanalmorphogenesisinchickinnerear.TohokuJExpMed.,

215,207-217.

3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 お よ び セ ミ ナ ー

1)シ ンポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

工,MinoruOmi,HidekiyoHarada,HarukazuNakamura:"Novelpathsofretinotectalprojectionin

chickernbryos."TohokuUniversity-FudanUniversityNeuroscienceworkshopfbryoungscien-

tists,FudanUniversity,15-180ctober.2008Shanghai,China(!6Dec.)(Oral)

2.HouX.,KatahiraT.,KimuraJ.,NakamuraH、:"AnalysisofCoactosin,anactinbindingprotein,
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inneuralcrestcellmigration."TohokuUniversity-FudanUniversityNeuroscienceworkshopfbr

youngscientists,FudanUniversity,15-180ctober.2008Shanghai,China(16D㏄.)(Oral)

2)一 般 講 演

1.Harada,H,Matsuda,Y,Tanaka,」,Suzuki-Hirano,A,andNakamura
,H.lEstablishmentof

anteroposterioraxisofthechickoptictectumbyFgf-Ras/ERKsignaling .Internationalchick

meeting.11-14April.2007.Barcelona.

2.Hou,X,Katahira,T,Kimura,J.andNakamura,乱:Analysisofcoactosin
,anactinbinding

protein,inneuralcrestcellm轡ation.Internationalchickmeeting.ll-14April.2007.Barcelona,

3.Suzuki-Hiruno,A,Sato,T.andNakamura,H、:SequentialRegulationsofERKsignalingactivity

andcerebellardevelopment.Internationalchickmeeting,li-14ApriL2007 .Barcelona.

4.SuzukiA.,SatoT,&NakamuraH ,:RegulationoftheFgf8-Ras-ERKsignalingpathwayfor

cerebe1lardevelopment.ThelstInternationalConferenceofTohokuNeuroscienceGCOE
,"from

GENEStoDEVELOPMENTandBEHAVIOR",MiyagiZaoRoyalHoted
,23-24Jan2008,Japan

5.Harada,H,Tanaka,J,Matsuda,Y,Suzukl-Hirano
,A,Nakamura,H.:FGFsignalingandEn2for

t㏄talpolarityf()rmation.ThelstInternationalConferenceefTohokuNeuroscienceGCOE
,"from

GENEStoDEVELOPMENTandBEHAVIOR",MiyagiZaoRoYalHoted,23-24Jan2008 .Japan

6.HouX,KatahiraT,KimuraJ,NakamuraH:AnalysisofCoactosin
,anactinbindingprotein,

inneuralcrestcellmigration.ThelstInternationalConferenceofTohokuNeuroscienceGCOE
,

"fromGENESt
oDEVELOPMENTandBEHAVIOR",MiyagiZaoRoyalHoted,23-24Jan2008 .

Japan

7.Ito,K,Toyoda,R,Nakamura,H,Watanabe,Y:Protogenin(PRTG)isinvolvedingastrulation

cellmovement.The工stInternationalConferenceofTohokuNeuroscjenceGCOE
,"fromGENES

toDEVELOPMENTandBEHAVIOR",MiyagiZaoRoyalHoted
,23-24Jan2008.Japan

8.Tanaka,J.,Harada,}1.,Nakamura,且:AnalysisofEphrinA2/A5expressionintheoptict㏄tum
.

ThelstInternationalConferenceofTohokuNeurosc三enceGCOE
,"fromGENEStoDEVELOP-

MENTandBEHAVIOR.",MiyagiZaoRoyalHoted,23-24Jan2008.Japan

9.AsukaSuzuki-Hirano,TatsuyaSato,HarukazuNakamura:RegulationofERKphosphorylation

f(〕rtheMHBfbrmationandcerebellardevelopment.GordonResearchConference2008Fibroblast

GrowthFactorsinDevelopment&Disease,March2-72GO8,IlCioccoHotelandResortLucca

(Barga),Italy(Poster)

10.Harada,H,Tanaka,J,Matsuda,Y,Suzuki-Hirano,A,Nakamura
,H.:"Fgfsignalingint㏄tal

polarityf(〕rmation",GordonResearchConference2008FibroblastGrowthFactorsinDevelopment

&Disease,March2-72008』CioccoHotelandResortLucca(Barga)
,Italy(Pester)

lI・YujiWatanabe,HarukazuNakamura:"Semaphorinsignalingintectallaminarformation ."2008

meetingonAxonGuidance,Synaptogenesis&NeuralPlasticity
,SeptemberlO-14,2008.Cold

SpringHarbor,NewYork,USA(1)oster)
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12.K.Ito,R.Toyoda,H.Nakamura,Y.Watanabe:"AroleforProtogenin(PRTG)duringgastrula-

tion"JapaneseSocietyofDevelopmentalBiologists『FrontiersinDevelopmentalBiology』,Septem-

ber13-172008,Presqu'iledeGiens,France(Poster)

13.X.Hou,T.Katahira,H.Nakamura:Analysisofcoactosin,anactinbindingprotein,inneuralcrest

cellmigration.The38thannualmeetingoftheSocietyf(}rNeuroscience,15-19November2008in

Washington,DC.,USA(Poster)

4.国 内 学 会 で の 発 表

1)特 別 講 演,シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

1.HidekiyoHarada,YoshimasaMatsuda,JunTanaka,AsukaSuzuki-Hirano,KoichiKawakami,

YoshikoTakahashi,HarukazuNakamura:「RelationshipbetweenEnandFgfアRas/ERKsigna-

linginthechickoptict㏄umpolarityR)rnlation」 第40回 日本 発 生 生 物 学 会 ・第59回 日本 細 胞 生

物 学 会 合 同 大 会2007年5月28-30日(5/28ワ ー ク シ ョ ッ プ(口 頭)),福 岡

2.舟 橋 淳 一,川 上 浩 一,仲 村 春 和:「 遺 伝 子 ト ラ ッ プ 系 統 を 用 い た ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ 三 半 規 管 形 態 形

成 の 解 析 」BMB2007第30回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第80回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会2007年

12月ll-15日(12/14ワ ー ク シ ョ ッ プ ロ 頭),横 浜

2)一 般 演 題

1.JunTanaka,HidekiyoHarada,HarukazuNakamura:「AnalysisofFgfsignalingf()rEphrinA2/

A5expressioninthechickoptict㏄tum」 第40回 日本 発 生 生 物 学 会 ・第59回 日本 細 胞 生 物 学 会 合

同 大 会2007年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),福 岡

2.YujiWatanabe,ReikoToyoda,KodaiIto,HarukazuNakamura:「Protogenin(PRTG),anovel

igsuperfamilymol㏄uleassociateswithNotchsignalinginearlyneuraldifFerentiation」 第40回 日

本 発 生 生 物 学 会 ・第59回 日本 細 胞 生 物 学 会 合 同 大 会2007年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),

福 岡

3、KodaiIto,ReikoToyoda,HarukazuNakamura,YujiWatanabe:「Protogenin(PRTG)is

involvedincellmovementfromepiblasttopresomiticmesoderm」 第40回 日本 発 生 生 物 学 会 ・第

59回 日 本 細 胞 生 物 学 会 合 同 大 会2007年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),福 岡

4.XubinHou,TatsuyaKatahira,HarukazuNakamura,JunKimural「Expressionandfunctional

analysisofCoactosininneuralcrestcellmigration」 第40回 日本 発 生 生 物 学 会 ・第59回 日本 細 胞

生 物 学 会 合 同 大 会2007年5月28-30日(5/29ポ ス タ ー),福 岡

5.Jun-ichiFunahashi,KoichiKawakami,HarukazuNakamura:「Analysisofzebrafishsemicircular

canalmorphogenesisbygenetrapline」 第40回 日本 発 生 生 物 学 会 ・第59回 日本 細 胞 生 物 学 会 合

同 大 会2007年5月28-30日(5/29ポ ス タ ー),福 岡

6,伊 東 宏 大,豊 田 礼 子,仲 村 春 和,渡 邉 裕 二:「Protogeninは 原 腸 陥 入 に お け る 細 胞 の 移 動 に 関 わ る 」
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第2回 神 経 発 生 討 論 会2008年3月13-14日(3/13ポ ス タ ー 発 表),岡 崎

7.田 中 順:「 ニ ワ ト リ胚 中 脳 視 蓋 の 前 後 極 性 形 成 に お け るFgfシ グ ナ ル トラ ン ス ダ ク シ ョ ン の

解 析 」 第2回 神 経 発 生 討 論 会2008年3月12-13日 口 頭 発 表,岡 崎

8.HidekiyoHarada,TatstuyaSato,HarukazuNakamura:Pea3/Etstranscriptionfactorsf()rcerebel-

1ardifferentiatien,第41回 日本 発 生 生 物 学 会2008年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),徳 島

9.HidekiyoHarada,TatstuyaSato,HarukazuNakamura:Pea3/Etstranscriptionfactorsfbrcerebel-

lardifferentiation,第41回 日本 発 生 生 物 学 会2008年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),徳 島

10.Kodailto,ReikoToyoda,HarukazuNakamura,YujiWatanabe:Protogenin(PRTG)regulates

gastrulationcelllnovementmediatedbycellad止lesion.第41回 日 本 発 生 生 物 学 会2008年5月

28-30日(5/28ポ ス タ ー),徳 島

ILJunTanaka,HidekiyoHarada,HarukazuNakamura:Fgf8f()rephrinA2/A5expressioninthe

chickoptictectum,第41回 日本 発 生 生 物 学 会2008年5月28-30日(5/28ポ ス タ ー),徳 島

12.舟 橋 淳 一,岡 本 仁,川 上 浩 一,仲 村 春 和:内 耳 でGFPを 発 現 す る ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ 系 統 を 用

い た 変 異 系 統 の 形 態 形 成 異 常 の 解 析,BMB2008第31回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第81回 日本 生 化

学 会 大 会 合 同 大 会2008年i2月9-12日(12/10ポ ス タ ー),神 戸

13.鈴 木 歩,原 田 英 斉,仲 村 春 和:中 脳 後 脳 形 成 に お け るFgfシ グ ナ ル の 作 用 機 構 の 解 析,

BMB2008第31回 日 本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第81回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会2008年12月9-

12日(12/10ポ ス タ ー),神 戸



機能画像医学研究分野

担当教授 福 田 寛

1.研 究分 野紹介

教 授1福 田 寛

助 教:井 上健太郎

助 教:後 藤 了以(病 院)

助 教:岡 田 賢(病 院)

当研究分野(旧 放射線医学研究部門)で は,形 態情報が得られる磁気断層装置(MRI)やCT,機 能

情報が得 られるポジトロンCT(PET)やSPECTな どの生体画像装置 を用いて,形 態と機能の面から病

態に迫ることを基本的な研究姿勢 としている.さ らに,画 像を形成する生物学的本質を基礎的に検討す

ることも重要視 している.こ の方針のもとにヒト脳の仕組みの解明および癌診断法の開発などの画像医

学的研究を行っているが,具 体的研究テーマは,1)ヒ ト脳の加齢に関する研究,2)ア ルツハイマー病

など加齢に伴 う脳疾患の早期画像診断法の開発,3)PETに よる癌診断研究などである.

現在の主な研究

1)ヒ ト脳の加齢に関する研究

昭和55年 にX線CTを 用いて脳萎縮を自動的 ・定量的に計測した論文を発表 したことが,当 教室に

おけるヒト脳加齢研究のスター トである.そ の後の画像装置の高性能化,方 法論の発展にともなって研

究は大きく進展している.平成10年 から開始した日本人標準脳プロジェクトにより健常入2,000例 の脳

MRIを 収集 し,被験者の背景データとともに大規模画像データベースが完成した.こ のデータベースは

国内唯一,国 外でも有数のものである.現 在,約2,500例 までデータ数を拡充 している.そ の解析か ら

加齢に伴う脳萎縮は灰白質が主体であること,高 血圧,飲 酒,肥 満などは脳萎縮を促進することなどを

明らかにした.ま た,同 一人の脳MRIを7年 間隔で2回 撮像 した縦断研究により,50歳 までの女性の

脳萎縮は男性に比べて緩やかであることを明らかにした.現 在,脳 局所灰白質量を指標 とする脳ネット

ワーク解析の研究が進行中である.さ らに,脳 皮質厚さ(corticalthickness)を指標 とする研究を行 うた

めの解析環境の整備を行っている.

ll9



120加 齢脳 ・神経研究部門

2)加 齢に伴う脳疾患の早期画像診断法の開発

脳の形態情報および機能情報を用いてアルツハイマー病などの脳加齢疾患の早期診断法の開発 を

行っている.具 体的には脳MRIを 用いる脳容積定量,画 像統計解析(voxelbasedmorphometry,defbrma-

tionbasedmorphometry)お よび脳血流SPECT画 像を用いた脳加齢疾患の特徴抽出などである.ま た,

加齢老年医学研究分野が主体 となっているアルツハイマー病の病因と考えられている脳内 βアミロイ

ド蓄積のPETイ メージング法の開発研究,臨 床研究に参加 している.

3)PETに よる癌診断研究

PETに よる癌診断研究は当教室が世界のパイオニアであり,昭 和57年 頃か ら先駆的な研究業績 を積

み重ねている(サイクロ トロンRIセ ンターで実施) .こ れらの成果の集大成として昭和60年,仙 台にお

いてPETに よる癌診断の国際シンポジウム(PET-85)が 松澤大樹前教授の主催で世界で初 めて開催さ

れた.さ らに,平成6年 には第2回 のPETに よる癌診断に関する国際シンポジウムが福田の主催で行わ

れた.

これ らの成果は,学 会賞受賞,国 際会議への招請,国 際誌への多数の論文掲載の形で結実しており国

際的にも評価 されている.こ れらの成果を背景 として福田を中心 とする日本核医学会の努力により,

2002年 にはPETに よる癌診断が保険診療 として採用された.翌年には東北大学病院にもPETが 導入さ

れ,現 在は,当 教室が中心 となってPET二 台体制でPET検 査 を行っている.ま た,PETに よる癌診断

法の新たな展開を目指して,癌 診断用の新規標識化合物の開発を行っている.

4)東 北大学病院における診療

当教室では臨床研究分野 として東北大学病院において放射性薬剤 を用いた一般核医学診断および

PET診 断を担当している(加 齢核医学科) .ま た,外 来においては脳の微小梗塞や虚血性変化,萎 縮な

ど脳加齢の画像診断と,こ れらを加速する危険因子の診断,コ ントロールを行う脳加齢画像外来を展開

している.

2.研 究 報告

1)著 書

1,福 田 寛,岡 村信行:分 子イメージング総論.BRAINandNERVE59(3):203-207,2GO7.

2.福 田 寛:序 説 生体イメージング法におけるPETの 位置づけ.非侵襲・可視化技術ハンドブッ

クーナノ・バイオ・医療から情報システムまで(小 川誠二,上 野照剛 編) .pp499-501,(株)NTS,

2007、

3.福 田 寛,窪 田和雄:2.PETに よる癌診断の基礎 と将来.非 侵襲・可視化技術ハ ンドブックーナ

ノ・バイオ・医療から情報システムまで(小 川誠二,上 野照剛 編) .pp584-592,(株)NTS,2007.
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4.福 田 寛,井 上 健 太 郎:8,PET/CT.胸 部 外 科60(8):752-758,2007,

5.福 田 寛,井 上 健 太 郎:PETに よ る が ん 診 断 の 現 状 と今 後 の 進 展 一 特 集PET診 断 が ん 早 期 発

見 の 決 め 手 一.原 子 力eye53(9):9-13,2007,

6,福 田 寛:脳 科 学 の 進 歩.ふ れ あ い1-2,2007.

7.福 田 寛:PETに よ る 癌 診 断 の 基 礎 と臨 床 的 有 用 性.青 森 県 核 医 学 研 究 会 誌23:29-37,2007.

8.岡 田 賢,井 上 健 太 郎,福 田 寛:胸 部.PET-CT画 像 診 断 マ ニ ュ ア ル(村 上 康 二 編).ppllO-

126,(株)中 外 医 学 社,2008.

9.福 田 寛:第2章5.腫 瘍 の 分 子 イ メ ー ジ ン グ.遺 伝 子 医 学MOOK9ま す ま す 広 が る 分 子 イ

メ ー ジ ン グ 技 術(佐 治 英 郎,田 畑 泰 彦 編).pp260-264,(株)メ デ ィ カ ル ド ウ,2008.

10.福 田 寛:核 医 学 の 新 し い 風 と そ の 行 方.新 医 療35(3):36-39,2008,

ll.福 田 寛:ポ ジ ト ロ ン 断 層(PET)に よ る が ん の 生 物 特 性 イ メ ー ジ ン グ.癌 と化 学 療 法35(8):

1281-1285,2008,

12.工 藤 幸 司,古 本 祥 三,岡 村 信 行:第5章 第3節3ア ミ ロ イ ドイ メ ー ジ ン グ に よ る ア ル ツ ハ イ マ ー

病 の 診 断 非 侵 襲 ・可 視 化 技 術 ハ ン ド ブ ッ ク ー ナ ノ ・バ イ オ ・医 療 か ら情 報 シ ス テ ム ま で 一(小 川

誠 二,上 野 照 剛 監 修).pp562-566,エ ヌ ・テ ィ ー ・エ ス,2007.

13.古 本 祥 三,岡 村 信 行,工 藤 幸 司:ア ミ ロ イ ドイ メ ー ジ ン グ に よ る ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の 早 期 診 断.臨

床 医 の た め の ク リニ カ ルPET(ク リニ カ ルPET編 集 委 員 会 編).pp205-210,先 端 医 療 技 術 研 究

所,2007.

14-17:Futuremedicalengineeringbasedonbionanot㏄hnologyProceedingofthefinalsymposiumof

theTohokuUniversity21stcenturycenterobexcellenceprogram.

14.FukudaH,KinomuraS,TakiY,GotoR,InoueK,OkadaK,UchidaS,SatoK,KawashimaR:

Anatomicalandfunctionalmappingofthehumanbrain:Japanesebra{nimagedatabaseproject.

EsashiM,IshiiK,OhuchiN(eds)pp635-647,ImperialCollegePress,London,2007.

15.JeongM,TashiroM,SinghL,YamaguchiK,MiyakeM,WatanukiS,FukudaH,TakahashiY,

ItohM:Humanbrainmetabolicchangesinducedbyactualcar-driving.EsashiM,lshiiK,

OhuchiN(eds)pp743-748,ImperialCollegePress,London,2007.

16.SuzukiM,YamaguchiK,HondaG,IwataR,FurumotS,JeongM,TashiroM,FukudaH,Itoh

M:0-[1sF]Fluoromethyl-L-tyrosinef(}rdifferentiationbetweentumorandinflammation.

EsashiM,IshiiK,OhuchiN(eds)pp829-835,ImperialCollegePress,London,2007,

17.UchidaS,WatanabeJ,SugiuraM,MiuraN,IwataK,KinomuraS,SatoK,HorieK,SatoS,

FukudaH,KawashimaR:Thechangeofbrainactivationwithincreaseofstimuluspresentation

rateduringthepacedvisuallyserialadditiontest.EsashiM,lshiiK,OhuchiN(eds)pp837-846,

ImperialCollegePress,London,2007,

2)英 文 論 文

1.KanetaT,TakiY,IwataR,HakamatsukaT,YasudaH,NakayamaK,IshikawaY,WatanukiS,

FurumotoS,FunakiY,NakataE,JinguK,TsujitaniM,ItoM,FukudaH,TakahashiS,Yamada



122加 齢 脳 ・神 経 研 究 部 門

S:Initialevaluationofdynamichumanimagingusing18F-FRPl70asanewPETtracerfbr

imaginghypoxia.AnnNuclMed21(2):10HO7,2007,

2.KanaiY,HasegawaS,KimuraY,OkuN,ItoH,FukudaH,HatazawaJ;ノ 〉-isopropyl-4-[1231]

iodoamphetamine(i231-IMP)products=adifferenceinradiochemicalpui-itY,unmetabolizedfrac-

tion,andoctanolextractionfractioninamterialbloodandregionalbrainuptakeinrats.AnnNucl

Med21:387-391,2007.

3,lnoueK,YamaguchiT,OzawaH,OkadaK,TakiY,GotoR,KinomuraS,KanetaT,FukudaH:

DiagnosingactiveinflammationintheSAPHOsyndromeusingl8FDG-PET/CTinsusp㏄ted

metastaticvertebralbonetumors.AnnNuclMed21:477-480,2007.

4.MinamimotoR,SendaM,UnoK,JinnouchiS,IinumaT,ltoK,OkuyamaC,OguchiK,

KawamotoM,SuzukiY,TsukamotoE,TerauchiT,NakashimaR,NishinoM,NishizawaS,

FukudaH,YoshidaT,InoueT:Perf()rmanceprofileofFDG-PETandPET/CTforcancer

screeningonthebasisofaJapanesenationwidesurvey.AnnNuclMed21:481-498,2007,

5.KanetaT,WadaM,TakanamiK,IshiiT,MatsumotoS,OkadaK,FukudaH,YamadaS,

TakahashiS:Evaluationofportosystemicshuntcausedbypatentductusvenosusthroughsequen-

tialwhole-bodyscanningusingper-sigmoidcolonl231-IMPscintigraphy,AnnNuclMed21

(10):597-601,2007,

6.TakanamiK,KanetaT,NiikuraH,KinomuraS,YamadaS,FukudaH,TakahashiS:Intense

FDGuptakeintheovarywithpainlesstorsion.ClinNuclMed32(10):805-806,2007,

7.JinguK,NemotoK,KanetaT,OikawaM,OgawaY,ArigaH,TakedaK,SakayauchiT,Fujimoto

K,NarazakiK,TakaiY,Nal(ataE,FukudaH,TakahashiS,YamadaS:Temporalchangeinbrain

natriureticPeptideafterradiotherapyforthoracicesophagealcancer.lntJRadiatOncolBiolPhys

69(5):1417-1423,2007。

8.KanetaT,TakanamiK,WakayamaY,SatoA,HiganoS,FukudaH,YamadaS,TakahashiS:

High-densitymaterialsdonotalwaysinduceartifactsonPET/CT:whatisresponsiblefbrthe

difference?NuclMedCommun28(6):495-499,2007.

9.Fu'rumotoS,OkamuraN,IwataR,YanaiK,AraiH,KudoY:Recentadvancesinthedevelop-

mentofamyloidimagingagents.CurrentTopicsinMedicinalChemistry7:1773-1789,2007.

tO.OkamuraN,FurumotoS,FunakiY,SuemotoT,KatoM,IshikawaY,ItoS,AkatsuH,Yamamoto

T,SawadaT,AraiH,KudoY,YanaiK:Bindingandsafetyprofileofnovelbenzoxazelederivative

fbrinvivoimagingofamyloiddepositsinAlzheimer'sdisease.GeriatricsandGerontology

International7:393-400,2007.

ILKudoY,OkamuraN,FurumotoS,TashiroM,FurukawaK,MaruyamaM,ItohM,IwataR,Yanai

K,AraiH:2-(2-[2-Dimethylaminothiazol-5-yl]Ethenyl)-6-(2-[Fluoro]Ethoxy)Benzoxazole:

AnovelPETagentf(〕rinvivodet㏄tionofdenseamyloidplaquesinAlzheimer'sdiseasepatients .

JNuclMed48:553-561,2007.

12,InoueK,OkadaK,TakiY,GotoR,KinomuraS,KanetaT,FukudaH:IncreaseofserumCA19-

91evelwithoutanevidentlesiononconventionalimagingisinsuMcientf(〕rjustificationof'8FDG一
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PETexamination.Hepato-Gastroenterology55(8D:46-49,2008.

13.TakiY,KinomuraS,SatoK,InoueK,GotoR,OkadaK,UchidaS,KawashimaR,FukudaH:

Relationshipbetweenbodymassindexandgraymattervolumein1,428healthyindividuals.Obesity

l6:ll9-124,2008.

14,TashiroM,FukudaH,ItohM,MatsuzawaT,YanaiK:Mol㏄ularimagingatTohokuUniversity:

Fromcancertoneuror㏄eptors.CurrentMedicalImagingReviews8-13,2008.

15,TakanamjK,KanetaT,TamadaT,YamadaT,HiganoS,YamadaS,FukudaH,TakahashiS:

QfeverwithlymphadellopathyonF-18FDGPET,clinNuclMed33(6):436-437,2008.

16.TakanamiK,KanetaT,YamadaT,KinomuraS,YamadaS,FukudaH,TakahashiS:FDGPET

f()resophagealcancercomplicatedbysarcoidosismimickingmediastinalandhilarlymphnode

metastases:twocasereports.ClinNuclMed33(4):258-261,2008.

17。InoueK,ItoH,UchidaS,TakiY,KinomuraS,TsujiI,SatoS,HorieK,KawashimaR,ItoM,

FukudaH:Decreaseinglucosemetabolisminfrontalcortexassociatedwithdeteriorationof

microstructureofcorpuscallesummeasuredbydif「usiontensorimaginginhealthyelderly.Human

BrainMapping29(4):375-384,2008,

18.HoriK,FurumotoS,KubotaK:Tumorbloodflowinterruptionafteradiotherapystronglyinhibits

tumorregrowth.CancerSci99:1485-1491,2008.

19.OkamuraN,FurumotoS,AraiH,IwataR,YanaiK,KudoY:lmagingamyloidpathologyinthe

LivingBrain.CurrentMedicalImagingReviews4:56-62,2008.

3)和 文 論 文

L南 本 亮 吾,千 田 道 雄,宇 野 公 一一,陣 之 内 正 史,飯 沼 武,伊 藤 健 吾,奥 山 智 緒,小 口 和 浩,川 本

雅 美,鈴 木 豊,塚 本 江 利 子,寺 内 隆 司,中 島 留 美,西 尾 正 美,西 澤 貞 彦,福 田 寛,吉 田 毅,

井 上 登 美 夫:FDG-PETが ん検 診 の 実 態 と成 績 一 全 国 調 査 に 基 づ く検 討 一.核 医 学44(2)二105-

124,2007,

2.岡 村 信 行,古 本 祥 三,工 藤 幸 司,谷 内 一 彦:脳 の 分 子 イ メ ー ジ ン グ ア ル ツ ハ イ マ ー 病.日 本 臨

床65:320-326,2007.

3.福 田 寛:私 が 歩 ん で き た 学 際 的 医 工 学 研 究 の 道PET,BNCT.医 学 物 理28:3-6,2008.

4.福 田 寛:加 速 器 と原 子 炉 を用 い た 最 先 端 医 療.日 本 放 射 線 安 全 管 理 学 会 誌7(1):5-7,2008,

5.古 本 祥 三,工 藤 幸 司:ア ミ ロ イ ド斑 の 可 視 化 に よ る ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の 早 期 診 断.IsotopeNews

655:2-6,2008.

6,古 本 祥 三:マ ウ ス の 脳 内 ア ミ ロ イ ド斑 の ポ ジ トロ ン断 層 撮 影 に 成 功.フ ァ ル マ シ ア44:993-994,

2008,

7.岡 村 信 行,古 本 祥 三,工 藤 幸 司:ア ミ ロ イ ドイ メ ー ジ ン グ.分 子 精 神 医 学8(2):04-106,2008.
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3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 及 び セ ミ ナ ー 等

1)シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

LFukudaH:Structuralchangesofthehumanbrainwithaging-anaiysisofbrainMRIofhealthy

JapaneseSubjects・Sp㏄iallectureattheGraduateBiomed{ca正Engineeringseminar
,National

TaiwanUniversity,Octoberl4,2008,Taipei,Taiwan.

2)一 般 演 題,ポ ス タ ー 等

1-3:54thSNMAnnualM㏄ting,WashingtonDC,USA
,June2007.

LFurumotoS,HoriK,HondaY,YoshiokaT,YamnauraG,IshikawaK
,KubotaK,FukudaH,

KudoY,lwataR:AssessementofhypoXiainducedbyvasculartargetingtherapy .JNuclMed48,

Supple2:76P,May2007,

2.InoueK,OkadaK,TakiY,GotoR
,KinomuraS,KanetaT,FukudaH:ColTelationoflungFDG

uptakeandCTdependentdensityregiollswithandwithoutinterstitiallungdiseaseson18FDG-

PET/CT.JNuclMed48,Supple2:123P,May2007.

3,KanetaT,TakaiY,IwataR,YasudaH
,NakayamaK,IshikawaY,FurumotoS,TsujitaniM,Ito

H,FukudaH,YamadaS:Influencesofnitrogylcelintreatmentontumoruptakeofhypoxiamarker
,

[F-18]FRPl70.JNuclMed48,Supple2:333P,May2007.

4FukudaH,TakiY,KinomuraS,SatoK:NormalbrainaginganditsriskfactorsAnalysisof

brainMRIofhealthyJapanesesubjectS.The3「dTohoku-NUSJointSymposiumonNano-

biomedicaengineeringintheEASTAsian-PacificRimRegion、10-llD㏄ember
,2007,Singapore.

5.TakiY,KinomuraS,SatoK,GotoR,KawashimaR,FukudaH:Relationshipbetweenbodymass

indexandgraymatter>o王umesinhealthyjndividuals:Cross-sectionalandlongitudinalanalyses
.

14thAnnualMeetingoftheOrganizationforHumanBrainMapping
,Melboume,Australia,June

2008.

6-7:The4thCubanCongressandIstIbero-AmericanWorkshoponClinical]Neurophysiology
,Varadero,

Cuba,March2008,

6.TakiY,KinomuraS,SatoK,GotoR,InoueK,OkadaK
,KawashimaR,FukudaH:Malebrain

shrinksfasterthanfemalebrain-AlongjtudinalbrainMRimageanalysis .

7.SatoK,TakiY,KinornuraS,GotoR,KawashimaR
,FukudaH:BrainMRIdatabasesofhealthy

subjectswithawideagerange.

8.FukudaH,TakiY,KinomuraS,SatoK
,GotoR:Normalbrainaginganditsriskfactors

AnalysisofbrainMRIofhealthyJapanesesubjects .5thInternationalSymposiumofGlobal

Nano-BiomedicaEngineeringEducationandResearchNetworkCentre .27-28March,2008,

Matsushima,Japan.

9-10=55thSNMAnnualMeeting,newOrleans
,USA,June2008.

9、MinamimotoR,SendaM,UnoK,JinnouchiS
,FukudaH,InoueT:Perf()rmanceprofileofFDG-

PET・ndPET/CTf・ ・cancerscreeni・g・nth・b・ ・i・・f・J・p・n・ ・en・ti・nwid・ ・u・v・yin2005and

2006.
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10,0kamuraN,FurumotoS,TashiroM,KatoM,FunakiY,FurukawaK,AraiH,IwataR,Yanai

K,KudoY:InvivoimagingofbrainamyloiddepositsusingBF-227anditsderivative.

11,InoueK,OkadaK,GotoR,TakiY,KinomuraS,KanetaT,FukudaH:Associationofl8FDG

uptakebybonemarrowandspleenwithhematologicalparametersinpatientswitharldwithout

malignancyAnnualCongressoftheEurANuclMed2008,Munich,Germany,Octoberl2-15,2008.

EurJNuclMedMolImaging2∞8;35(suppl.2):S260.

12.InoueK,MeguroK,YamaguchiS,IshiiH,AkanumaK,MeguroM,KasuyaM,FukudaH:

Impairedmemoryandex㏄utivefunctioncorrelatedwithhippocampalandfrontalbloodflowin

mildcognitiveimpairment:TheOsaki-TajiriProject(5).InternationalConferenceonAlz-

heimer'sDisease,Chicago,U.SA.,July26-31,2008.Alzheimer's&Dementia2008;4(suppl,2):

ST372,

13.FukudaH:StructuralChangesoftheHumanBrainwithAging-AnalysisofBrainMRIof

HealthyJapaneseSubjects,SpecialL㏄tureattheGraduateBiomedicalEngineeringSeminar,

NationalTaiwanUniversity,Octoberl4,2008,Taipei,Taiwan,

14.WuK,KinomuraS,TakiY,SatoK,GotoR,InoueK,OkadaK,KawashimaR,FukudaH:

HumanbrainagingstudiedwithJapanesebrainMRIdatabaseAnatomicalNetworksAnalysis

usingregionalgraymattervolume.7thInternationalSymposiumonNano-BiomedicalEngineer-

ing,16-170ctober,2008,NationalChengKungUniversity,Tainan,Taiwan,

15.IshiokaT,HirayamaK,HosokaiY,TakedaA,NishioY,SuzukiK,SawadaY,AbeN,Itoyama

Y,TakahashiS,FukudaH,MoriE:DisorderedKanizsa丘guresperceptionandcortical

hypometabolisminpatientswithParkinson'sdisease,NEUROSCIENCE2008(2008.ll.15-19,

WashingtonD.C.)

16.FukudaH,TakiY,SatoK,KinomuraS,GoteauR,KawashimaR:Norrnalbrainagingantits

riskfactors-Analysisofbrainmagnetlcresonaceimage(MRI)databaseofhealthyJapanesesubj㏄ts.

13thInternationalSumposiumonBiomedicalEngineering(ICBME2008),5-6December,2008,

singapore.

17.WuK,TakiY,SatoK,KinomuraS,GotoR,InoueK,OkadaK,KawashimaR,FukudaH:

AnatomicalNetworksintheHumanBrainRevealedbyRegionalGrayMatterVolumewith

JapaneseBrainMRユDatabase,NUS-TohokuGraduateStudentConferenceinBioengineering,

December9-10,2008,NationalSingaporeUniversity,Singapore.

18.FurumotoS,OkamuraN,KatoM,IshikawaY,MaruyarnaM,IwataR,YanaiK,HiguchiM.,

SuharaT,KudoY:Afluorine-181abeled2-(2-(Thiazol-5-yl)vinyl)benzoxazolederivativeforin

vivoimagingofamyloiddeposits.WorldMolecularImagingCongress2008,Nice(France),

September10-13,2008.

19.OkamuraN,FurumotoS,FurukawaK,TashiroM,KatoM,M.oriM,IwataR,YanaiK,AraiH,

KudoY=PETimagingofbrainAmyloiddepositsusingBF-227anditsderivative.lnternational

ConferenceonAlzheimer'sDisease2008,Chicago(USA),July26-31,2008.

20-21:Brain'07&BrainPET℃7,0saka(Japan),May20-24,2007.
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20.OkamuraN,KudoY,FurumotoS,TashiroM,FurukawaK,FunakiY,KatoM,ItoS,Ishikawa

Y,MaruyamaM,AraiH,FukudaH,IwataR,ItohM,YanaiK:Invivodetectionofamyloid

depositsinalzheimer'sdiseasepatientsusing[ユiC]BF-227PET.

2LTashiroM,KumagaiK,OkamuraN,FurumotoS,FurukawaK,FunakiY,MaruyamaM,Kimura

Y,ItoM,KudoY,AraiH,YanaiK:Quantitativeanalysisuofamyloiddepositioninhumanbrain

usingpetandanewimagingprobe[11C]BF-227,

4.国 内 学 会 で の 発 表

1)特 別講演,シ ンポジウム,ワ ー クシ ョップ等

1,福 田 寛:脳 と心の探訪 脳 の老化 は防げるか一画像 で見 る脳の老化.2007,2,10.仙 台 市科学

館(主 催:仙 台市科学館,東 北大学加齢 医学研究所,仙 台市教育委員会)

2.福 田 寛:市 民のためのサイエンス講座 中高年 か らの健康維持 を科学 す る.メ タボ と脳 とス

マー トエ イジング 画像 で見 る脳 の老化.2007,9,5.仙 台 市 メデ ィアテー ク(主 催:東 北大学,

読 売新聞社)

3.福 田 寛:PETに よ る癌診 断法開発の歴史 現状の発展 と将来 の展望.第47回 日本核医学会学

術総会,仙 台,2007,il.

4.古 本 祥三:画 像バイオマーカー時代 の到来 とPET薬 剤 開発 の行 方.第47回 日本核医学会総会,

仙 台,2007,ll,

5,福 田 寛:画 像で見 る脳 のかたち と機能.予 防医学事業推進会議.2007,11,9,(財)宮 城県予防

医学協会

6.福 田 寛:画 像で見 る脳 の老化.平 成19年 度仙 台市障害者健康指導教室,仙 台,2007,ll,29.

7.福 田 寛:加 速器 と原子炉 を用 いた最先端医療.第6回 日本放射線安全管理学会,2007,12,6.

8.福 田 寛1私 が歩 んで きた学 際的医工学研究 の道PET,BNCT.第95回 日本医学物理学会.

2008,4,4.

9.福 田 寛:が んの診断 と早期発見 にっいての講演会.平 成20年 度 仙台市障害者健康 指導教室,仙

台,2008,11,28.

10.瀧 靖 之:脳 の発達,加 齢 に伴 う形態変化 と修飾因子.第8回 東京臨床脳 画像解析研 究会,東 京,

2008,ll,

lL福 田 寛:PETに よるが ん診断.平 成20年 度 仙台市障害者健 康指 導教室,仙 台,2008,12,19.

2)一 般 演題,ポ スター等

1-2:第80回 日本薬理学会年会,名 古屋,2007,3.

L伊 藤 啓,岡 村信行,加 藤元久,古 本祥三,赤 津裕康,山 本孝之,荒 井啓行,工 藤幸司,谷 内一・

彦:ア ル ツハ イマー病脳 内のア ミロイ ドを検 出す る18F標 識 新規PETプ ローブ.

2.藤 川 陽介,岡 村信行,古 本祥三,星 井嘉信,石 原得博,山 田正仁,工 藤幸司,谷 内一彦:ア ミロ
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イ ドベ ータの リガ ン ドであるBF-227に よ る新 たなア ミロイ ドーシス探索法.

3.瀧 靖 之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 に伴 う脳灰 白質体積の

経 時変化一健常被験者 の脳MR1解 析 による8年 間 の縦断研究 第一報.第66回 日本 医学放射

線 学会総会,横 浜,2007,4.

4.後 藤 了以,井 上健 太郎,木 之村 重男,佐 藤和則,瀧 靖 之,岡 田 賢,中 川 学,福 田 寛:ECD

SPECTに よ る脳血流加齢変化の解析.第61回 日本核 医学会北 日本地方会,福 島,2007,6.

5,瀧 靖 之,木 之村重男,福 田 寛:加 齢及び血圧 による脳灰 白質体積の経時変化 健常被験者の

脳MR1解 析 による8年 間の縦断研 究.第16回 日本脳 ドック学会総会,盛 岡,2007,6.

6.森 雅 憲,岡 村信行,古 本祥 三,工 藤幸司,谷 内一彦1近 赤外線蛍光イメージングによる脳 内ア

ミロイ ドの非侵襲的検 出.第58回 日本薬理学会北部会,札 幌,2007,9.

7.OkamuraN,KudoY,FurumotoS,FurukawaK,TashiroM,KatoM,ItoS,FunakiY,YanaiK,

AraiH:NoninvasivedetectionofamyloiddepositsinthepatientswithAlzheimer'sdiseaseusing

[11C]BF-227PET.第26回 日本認知症学会,大 阪,2007,10.

8.瀧 靖 之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,井 上健太郎,岡 田 賢,川 島隆太,福 田 寛:Body

MassIndexと 全脳 及び局所灰 白質量 との相関1,428人 の脳MR画 像 を用 いたvoxel-basedmor-

phometryに よ る解析一.第43回 日本医学放射線学会秋 季臨床大会,名 古屋,2007,10.

9,金 田朋 洋,高 井良尋,袴 塚 崇,古 本祥三,石 川洋一,丸 岡 伸,岩 田 錬,工 藤幸 司,伊 藤正

敏,福 田 寛 高橋昭喜,山 田章吾:新 規低酸素マーか 一18F-FRP170を 用 いたdynamictumor

imaging.第46回 日本核医学会総会,鹿 児島,2007,ll.

10-14:第47回 日本核 医学会総会,仙 台,2007,lL

lO.井 上健 太郎,岡 田 賢,瀧 靖之,後 藤了以,木 之村重男,金 田朋洋,福 田 寛:18FDG-CTで

の肺野dependentregionのCT値 とSUVと の 関連.

11.古 本 祥三,渋 問祐太朗,金 田朋洋,石 川洋一,工 藤幸司,岩 田 錬:マ トリックスメタロプ ロテ

アーゼー2の イメージ ングを目指 したPET用 標 識薬剤 の開発.

12,古 本 祥三,本 田芳雄,堀 勝義,石 川洋一,工 藤幸司,岩 田 錬1血 管標的薬剤 による腫瘍低酸

素誘発効果の評価.

13,岡 村 信行,谷 内一彦,古 本祥三,工 藤幸司:[11C]BF-227PETを 用 いた脳 ア ミロイ ド斑 の画像化.

14,田 代 学,岡 村信行,熊 谷和明,古 本祥三,船 木善仁,木 村雄一,石 渡喜一,岩 田 錬,工 藤幸

司,荒 井啓行,谷 内一彦:[11C]BF-227PETを 用 いた脳 内ア ミロイ ド蓄積 に関する定量的検 討.

15-19:第81回 日本薬理学会年会,横 浜,2008,3.

15.岡 村 信行,工 藤幸司,古 本祥三,田 代 学,加 藤元久,船 木善仁,森 雅憲,堂 浦克美,荒 井啓

行,谷 内一彦:BF-227を 用 いた神経i変1生疾 患の脳内ア ミロイ ドのPET計 測.

16.森 雅憲,岡 村信行,古 本祥三,工 藤幸 司,谷 内一彦:イ ンビボにおける脳内ア ミロイ ドの近赤

外線蛍光 イメー ジング.

17.瀧 靖 之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 による灰白質体積 の減

少は男性が女性 よりも早 い382人 の脳MRi解 析 による縦 断研究 。第67國 日本 医学放射線学

会総会,横 浜,2008,4,

18.瀧 靖 之,木 之村重男,福 田 寛:脳 虚血性変化 はその後 の脳灰 白質体積減少 を加速 させ る192
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人 を対 象にした8年 間の縦断研究.第17回 日本脳 ドック学会総会,郡 山,2008,6.

19.瀧 靖 之,木 之村 重男,佐 藤和則,後 藤了以,川 島隆太,福 田 寛:縁 上 回,島 等の灰 白質体 積

はその後 の全脳灰 白質体積減少 を予見 する.第44回 日本医学放射線学会秋季臨床大会,郡 山,

2008,10.

20-23:第48回 日本核医学会総会,千 葉,2008,10.

20.井 上 健太郎,岡 田 賢,後 藤了以,木 之村重男,瀧 靖之,金 田朋洋,福 田 寛 二FDG-PETで

の骨髄集積 と血球 数 ・炎症反応 との関連 における元疾患の良悪性の影響.

2L後 藤i了以,佐 藤和則,木 之村重男,井 上健太郎,瀧 靖 之,岡 田 賢,中 川 学,福 田 寛:ECD-

SPECTに よ る脳血流の局所 的加齢変化の解析.

22.古 本 祥三,岡 村信行,加 藤元久,石 川洋一,丸 山将浩,岩 田 錬,谷 内一彦,樋 口真人,須 原哲

也,工 藤幸司:フ ッ素18標 識 ア ミロイ ドイメー ジング剤の開発.

23.高 浪 健太郎,梅 沢 玲,平 出智道,三 田村篤,丸 岡 伸,山 田章吾,高 橋昭喜,福 田 寛:核 医

学談話会,症 例IPN-B,2008,IL

5.学 会 主 催 等

第47回 日本核 医学会学術総会 主催,2007,lL4～6,

6.そ の 他

受賞

1.瀧 靖之,木 之村重男,佐 藤和則,後 藤了以,井 上健太郎,岡 田 賢,川 島隆太,福 田 寛:Body

MassIndexと 全脳及 び局所灰 白質量 との相 関一1,428人 の脳MR画 像 を用いたvoxel-basedmor-

phometryに よ る解析一.第43回 日本医学放射線学会秋季臨床大会学会賞銅賞.2007,10.

2.瀧 靖 之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 による灰白質偉積 の減

少 は男性が女 性よりも早 い382人 の脳MRI解 析 による縦断研究一.第67回 日本医学放射線 学

会総会学会賞銅賞.2008,4.

3.瀧 靖 之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:縁 上回,島 等の灰 白質体積

はその後 の全脳灰 白質体積減少 を予見す る.第44回 日本医学放射線学会秋季臨床大会学術展 示

優秀賞(GoldMedal).2008,10,

4,瀧 靖 之,橋 爪 寛,佐 々祐子,竹 内 光,浅 野路子,浅 野孝平,川 島隆太:年 齢相応の脳発達

とは?第68回 日本医学放射線学会総会学会賞金賞.2009,4,

5.井 上 健太郎:Decreaseinglucosemetabolismin什ontalceltexassociatedwithdeteriorationof

micrestructureofcorpuscallosummeasuredbydiffusiontensorimaginginhealthyelderly .Human

BrainMapping,29(4):375-384,2008,USA.第5回 日本核 医学会研究奨励賞.2008,工 α



神経機能情報研究分野

担当教授 小 椋 利 彦

1.研 究分野紹 介

教 授:小 椋 利彦

准教授:今 居 譲(テ ニュア ・トラック教員)

助 教:鈴 木 孝幸

当研究分野は平成6年3月 に安井明教授の就任によりスター トした.平 成10年 には松崎文雄教授が

就任し,神 経幹細胞の非対称分裂に関する研究がなされた.平 成14年,松 崎教授が理化学研究所発生再

生科学総合研究センターに転任し,そ の後,平 成15年 小椋利彦が着任 して現在に至っている.当 研究室

では転写因子の機能解析 を分子生物学的に行い,そ の知見を発生生物学の分野に応用して成果を上げて

いる.肢 芽,心 臓,中 枢神経系をモデル として,そ の発生の根本的な原理を解明することを目的とし再

生医療の基盤 となる研究を推進 している.

現在の主な研究

当研究室の具体的なテーマ としては以下のようなものがある.

1)Tbx遺 伝子群の機能解析

Tbx遺 伝子はT-boxをDNA結 合 ドメインとしてもつ転写因子 をコー ドしている.こ れに属する遺

伝子は20を 超え,大 きなファミリーを形成している.こ の中でも,Tbx5は 肢芽,心 臓,網 膜の発生に

深 く関与 している.こ のような転写因子の機能 を,発 生学,分 子生物学的に解析 して,組 織形成,臓 器

形成の基本メカニズムを解明 しようとしている.と くに,Tbx5蛋 白のco-activatorの 単離の結果,心 筋

細胞が発生過程に受ける伸展,勇 断応力などの機械的刺激が,こ のco-act{vatorの細胞内局在を変化さ

せてTbx5の 転写活性化能を上げることを見いだした.こ の知見は,心 臓発生においては,物 理的な要

因で形態形成が進行 していることを意味してお り,新 規なシグナル伝達経路があることを示唆 してい

る.

2)機 械的刺激の受容系,反 応系

前述 したように,心 筋細胞は,心 拍による伸展,勇 断応力んに強く影響 されて形態形成が進む.機 械

的刺激は,心 筋細胞以外 にも問葉系幹細胞の分化,脂 肪細胞の分化,骨 形成など,多 様な組織で重要な
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働 き を し て い る.こ の 問 題 を 解 くた め,機 械 的 刺 激 に よ っ て 細 胞 内 局 在 を変 化 さ せ る 蛋 白 質 を 複 数 同 定

し た.こ の よ う な 蛋 白 は,機 械 的 刺 激 に よ っ て 細 胞 骨 格 か ら核 内 に移 動 し て 遺 伝 子 発 現 を 制 御 す る.加

え て,心 拍 依 存 的 に 発 現 す るmiRNAを 同 定 し,ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ を モ デ ル に 機 能 阻 害 実 験 を 行 な っ て

い る.こ の よ う な 解 析 か ら,細 胞,細 織,器 官 は,力(機 械 的 刺 激,物 理 的 刺 激)の 支 配 下 に あ り,こ

の 刺 激 が 胎 児 発 生,成 体 の 恒 常 性 の 維 持 に 大 き な 役 割 を 演 じ て い る こ とが 明 ら か と な りつ つ あ る.

2.研 究 報 告

1)総 説

英 文

Electroporationintothelimb:beyondmisexpression

TakayukiSuzuki&ToshihikoOgura

ElectropQrationandSonoporationinDevelopmentalBiology,Springer,p85-p97(2009)

和 文

細 胞 動 態 に伴 う メ カ ニ カ ル ス ト レ ス に よ る転 写 制 御 木 田 泰 之 小 椋 利 彦 実 験 医 学 第26巻,第

t4号(2008)

2)原 著 論 文

英 文

1.Tracingretinalfibertraj㏄torywithamethodoftransposon-mediatedgenomicintegrationinchick

embryoHidekiyoHarada,YoshikoTakahashi,KoichKawakami,ToshihikoOgura,Harukazu

NakamuraDevelopment,Growth&Differentiation50,697(2008)

2.CongenicmethodinthechicklimbbudsbyelectroporationTakayukiSuzuki,ToshihikoOgura

Development,Growth&Differentiation50,459(2008)

3.CsrpIregulatesdynamiccellmovementsofthemesendoderrnandcardiacmesodermthrough

interactionswithDjshevelledandDiversin.KotaY.Miyasaka,YasuyukjS.Kida,TakayukiSato,

MariMinamiandToshihikoOguraProc.Natl.Acad.Sci.USA104,11274-11279(2007)

4.DaamlregulatestheendocytosisofEphBduringtheconvergentextensionofthezebra且shnotochor-

d,YasuyukiS.Kida,TakayukiSato,KotaY.Miyasaka,AsamiSutoandToshihikoOgura

Proc.Natl.Acad.Sci,USAlO4,6708-6713(2007)
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よ 国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 お よ び セ ミナ ー

特別講演,シ ンポジウム,ワ ー クショップ

1.AbcamHeartdevelopmentmeeting(Boston)2008,10,10～ll

4.国 内 学 会 で の 発 表

1)特 別講演,シ ンポジウム,ワ ー クシ ョップ

1,Bridge-the-gap研 究 会 ワー クショップ(神 戸,CDB理 研)2008,9,2～3

2)一 般 演題

多数



神経機能情報研究分野(今 居研究室)

担当教授 小 椋 利 彦

1.研 究 分野紹介

准教授:今 居 譲(テ ニュア ・トラック教員)

当研究室は,文 部科学省が進める若手研究者の自立的研究環境整備促進プログラムの一環 として,平

成18年3月 より先進フロンティア棟(旧MRI-CT棟)内 に開かれた.分 子遺伝学 ・生化学 ・細胞生物

学 ・分子生物学的な手法を用いて,加 齢を危険因子 とする神経変性疾患の病理メカニズムの解明に向け

た基礎研究を行っている.加 齢依存的な神経変性を迅速に評価 し,か つ神経変性疾患関連遺伝子 と相互

作用をする遺伝子群 をゲノムワイドにスクリーニングするために,疾 患モデル動物 として主にショウ

ジョウバエを用いている.

現在の主な研究

1)晩 発性遺伝1性パーキンソン病原因遺伝子LRRK2の 変異によるドーパ ミン神経変性メカニズム

の解析

・遺伝学的スクリーニング

パーキンソン病原因遺伝子産物LRRK2は,GTPaseド メインとキナーゼ ドメインを含む複雑なドメ

イン構造をもつタンパク質である.こ のタンパク質にアミノ酸変異が入ることにより,晩 発性(50-65

歳)優1生 遺伝形式をとる中脳黒質 ドーパ ミン神経の変性 ・欠落が起 こる.し かしその病理メカニズムは

不明である.こ のメカニズムを明らかにするために,疾 患型のアミノ酸変異を導入したパーキンソン病

モデルショウジョウバエを作製した.こ れを用いてLRRK2と 遺伝的相互作用がある遺伝子群 をスク

リーニングし,LRRK2シ グナルの生理的 ・病理的役割を明らかにする.得 られた成果の疾患 との関係

の妥当性は患者由来のiPS細 胞を用いて評価する.

・生化学的スクリーニング

LRRK2結 合タンパク質およびその結合 タンパ ク質の網羅的同定 とモデル動物を用いた機能的スク

リーニングにより,分 子レベルでLRRK2シ グナル制御を明 らかにする.
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2)若 年 性 遺 伝 性 パ ー キ ン ソ ン病 原 因 遺 伝 子PINKI,Parkinの 変 異 に よ る ドー パ ミ ン神 経 変 性 メ カ

ニ ズ ム の 解 析

パ ー キ ン ソ ン病 原 因 遺 伝 子 産 物PINKlは ミ ト コ ン ド リ ア に局 在 す る キ ナ ー ゼ で あ り
,Parkinは ユ ビ

キ チ ン リガ ー ゼ で あ る.こ れ ら の 機 能 喪 失 に よ り若 年 性(30-40歳)の 中 脳 黒 質 ドー パ ミ ン神 経 変 性 が

起 こ る.PI〈IKI,parkinは シ ョ ウ ジ ョ ウバ エ に お い て 遺 伝 的 相 互 作 用 が あ り,エ ピ ス タ シ ス 解 析 に よ り

PINK1がparkinの 上 流 に 位 置 す る こ とが 示 唆 さ れ て い る.PINKI結 合 分 子 の 網 羅 的 同 定 と モ デ ル 動 物

に よ る機 能 的 ス ク リ ー ニ ン グ に よ り,PINKI-Parkinシ グ ナ ル 伝 達 の 生 理 的 ・病 理 的 役 割 お よ びPINKI

がParkinの 機 能 を 制 御 す る分 子 メ カ ニ ズ ム を 明 ら か に す る.

以 上 の 研 究 に よ り得 られ た 成 果 が パ ー キ ン ソ ン病 の 早 期 バ イ オ マ ー カ ー,治 療 法 ・予 防 法 開 発 に貢 献

す る こ と を 目 指 す.

2.研 究 報 告

1)総 説

L今 居 譲,高 橋 良 輔:遺 伝 性 パV-・一・キ ン ソ ン病 研 究 の 最 前 線:分 子 標 的 治 療 に む け て,Brainand

Nerve,第62巻,印 刷 中

2.今 居 譲:News&HotPaperDigest,実 験 医 学25(16),2516-2517

2)英 文 論 文

1.Imai,Y.,Gehrke,S.,Wang,H-Q.,Takahashi,R,,Hasegawa,K.,Oota,E.andLu,B.:Phosphoryla-

tionof4E-BPbyLRRK2affectsthemaintenanceofdopaminergicneuronsinDrosophila .EMBO

J27:2432-2443(2008)'

2.Wang,H-Q.,Imai,Y.,lnoue,H,,Kataoka,A.,Iita,S.andTakahashi,R.:Pael-Rtransgenicmice

crossedwithparkirldeficientmicedisplayedprogressiveandsel㏄tivecat㏄holaminergicneuronal

loss.∬IVeuroehem.107:171-185(2008)

3・Fujiwara,M・,Marusawa,H.,Wang,H-Q,Iwai ,A.,Ikeuchi,K,Imai,Y,,Kataoka,A.,Nukina,N.,

Takahashi,R.andChiba,T.:Parkinasatumorsuppressorgenefbrhepatocellularcarcinoma .

Oncogene.27:6002-6011(2008)

4.Ogawa,M.,Mizugishi,K.,Ishiguro,A。Koyabu,Y。Imai ,Y.,Takahashi,R.,Mikoshiba,K、4nd

Aruga,J.:Rines/RNFI80,anovelRINGfingergene-encodedproduct,isamembrane-bound

ubiquitirlligase.(7enesCetls.13(4):397-409(2008)

5・Irnai,Y.,Inoue,H.,Kataoka,A.,Wang,H-Q,Masuda,M,Ikeda,T .,Tsukita,K.,Soda,M.,
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Kodama,T.,Fuwa,T、,Honda,Y.,Kaneko,S.,Matsumoto,S.,Wakamatsu,K.,Ito,S.,Miura,M.,

Aosaki,T.,Itohara,S.andTukahashi,R,:Paelr㏄eptorisinvolvedindopaminemetabolisminthe

nigrostriatalsystem.、NeurosciRes.59(4):413-425(2007)

6.Kitao,Y.,Imai,Y.,Ozawa,K,Kataoka,A.,Ikeda,T.,Soda,M.,Nakimawa,K.,Kiyama,H.,Stern,

DM.,Hori,O.,Wakamatsu,K.,Ito,S.,Itohara,S.,Takahashi,R,andOgawa,S,:PaelReceptor

lnducesDeathofDopaminergicNeuronsintheSubstantiaNigraviaEndoplasmicReticulumStress

andDopamineToxicity,whichisEnhancedunderConditionofParkinInactivation,.HumMot

Genet.16:50-60(2007)

3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

一 般 演 題 ポ ス タ ー 等

LYuzurulmai,StephanGehrke,Hua-Qinwang,RyosukeTakahashi,KazukoHasegawa,Etsuro

Oota,BingweiLulLRRK2isinvolvedintheelF4E/4E-BPpathwayofproteintranslation,which

regulatesoxidativestressresporlseandagingindopaminergicneurons.Neuroscience2007(the37th

annualmeetingoftheSocietyforNeuroscience),SanDiego,Nov,2007.

4.国 内 学 会 で の 発 表

1)特 別 講 演,シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

1.今 居 譲,StephanGehrke,BingweiLu:シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エLRRK2オ ル ソ ロ グ に よ る神 経 変 性

メ カ ニ ズ ム,第30回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第80回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会Workshop,横

浜,2007年12月

2.今 居 譲:モ デ ル 動 物 を 用 い た パ ー キ ン ソ ン病 の研 究,第12回 東 北 大 学 学 際 ラ イ フ サ イ エ ン ス

シ ン ポ ジ ウ ム,仙 台,2008年5月

3.今 居 譲:な ぜ 老 化 と と も に 神 経 変 性 が お こ る の か?一 遺 伝 性 パ ー キ ン ソ ン 病 発 症 機 序 解 明

か ら の ア プ ロ ー チ ー,東 京 工 業 大 学,2009年2月(招 待 講 演)

4今 居 譲:遺 伝 性 パ ー キ ン ソ ン病 へ の 遺 伝 学 的 ア プ ロ ー チ ー 遺 伝 性 パ ー キ ン ソ ン 病 に 共 通 の

病 理 経 路 が 存 在 す る の か?,京 都 大 学,2007年7月(招 待 講 演)

2)一 般 演 題,ポ ス タ ー 等

L金 尾 智 子,BingweiLu,今 居 譲:パ ー キ ン ソ ン 病 原 因 遺 伝 子LR.RK2とFoxOの 相 互 作 用 の 解

析,第31回 日 本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第81回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会 口 演,神 戸,2008年12

月

2.金 尾 智 子,BingweiLu,今 居 譲:パ ー キ ン ソ ン 病 原 因 遺 伝 子LRRK2とFoxOの 相 互 作 用 の 解
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析,第31回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第81回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会Poster,神 戸,2008年

重2月

3.TomoyoSawada,HaruhisaInoue,KengoUemura,YuzuruImai,NobutakaHattori,Sigeo

Kitayama,RyosukeTakahashi:AnalysisofPael-RcomplexcomponentsasParkinsubstrates,第

31回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第81回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会Poster,神 戸,2GO8年12月

4.YuzuruImai,StephanGehrke,BingweiLu:LRRK2regulatesproteintranslationviaelF4E/4E-

BPpathwayandinfluencesdopaminergicneuronmaintenance,第31回 日本 神 経 科 学 大 会 口 演,

東 京,2008年7月

5.今 居 譲,StephanGehrke,BingweiLu:シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エLRRK2オ ル ソ ロ グ に よ る神 経 変 性

メ カ ニ ズ ム,第30回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会 ・第80回 日本 生 化 学 会 大 会 合 同 大 会Poster,横 浜,

2007年12月



脳機能開発研究分野

担当教授 川 島 隆 太

1.研 究分 野紹介

教 授:川 島 隆太

准教授:杉 浦 元亮,RIERAJorge,月 浦 崇

助 教:横 山 悟,秋 月 祐子

当研究分野は平成18年4月 に設置され,川 島が赴任し現在に至っている.様 々な脳機能測定手法を用

いて,ミ クロからマクロまで様々なレベルで脳の動作原理の解明を目指す と共に,そ の研究成果の社会

還元を目指している.ミ クロレベルでは大脳皮質における局所神経細胞群,循 環 ・代謝の仕組みを解明

する脳ダイナ ミクス研究,マ クロレベルでは脳局所情報処理モジュールの組み合わせによって,人 間 ら

しい複雑な心の働 きや言語処理の仕組みを解明する脳機能イメージング研究,社 会還元 としては脳科学

の知識や技術 を教育や福祉に応用する脳機能開発研究を展開している.

現在の主な研究

1)脳 ダイナミクス研究

最新鋭の2光 子顕微鏡や多チャンネル神経細胞活動記録装置を用いて,大 脳皮質における局所神経細

胞群,循 環・代謝系のダイナミクス解明およびモデリングに取り組んでいる.こ れまでに神経 血管結合

系のダイナミクスを記述する順モデルを開発し,そ れぞれの活動に基因する脳イメージング手法の時空

間的関連性を説明する事に成功した.現 在は,3次 元多チャンネル細胞外電極を用いた大脳皮質局所電

位計測法 と,局 所電位から細胞群の体積的活動を読み取るための電流源密度推定法,お よび多相因子分

析法を組み合わせた解析法を確立し,時 問 ・空聞 ・周波数領域における局所神経細胞群活動のより詳細

な特性の解明を目指している.

2)認 知脳科学研究

主に高磁場MRI装 置を利用 して,人間 らしい複雑な心の働 きを,脳局所1青報処理モジュールの組み合

わせに還元する,シ ステム脳機能イメージング研究を行っている.多 数の研究者が様々な背景・視点か

ら,人 間の心の多様な働 きに多面的にアプローチしている.な かでも,人 物の記憶の様々な側面につい

て,記 憶内容がどのように収納され,必 要に応 じてどのように統合されるかについて,研 究実績を挙げ
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て来た.現 在 は,こ れをさらに現実的 な社会 的状況や行動選択 の脳 メカニズムの研究 に発展 させ るとと

もに,工 学 ・臨床 ・教育 への応用研 究に も着手 している.

3)言 語 脳科学研究

主 に高磁場MRI装 置 を利用 して,人 間の脳 内にお ける言語処理 メカニズムの解明,及 びその知 見 を援

用 した言語学習 システムの開発 を目的 とした研究 を展開 している.こ れ までに,実 験 的に被験者 の言語

処理過程 を統制 し,そ の時の脳活動データか ら,母 国語 と外国語の処理 メカニズムを解明 し,多 数の業

績 を挙 げてきた.こ の研 究 をさ らに発展 させ っつ,現 在 は,逆 にこれ らの知見 を応用 し,脳 機能 データ

か ら被験者の言語処理能力 を推定 ・評 価 した り,こ れ に基づいたフィー ドバ ックにより教育促進 を図る

システムの開発 も目指 している.

4)脳 機 能開発研究

脳科学の研究成果 を産学連携研究 によって社会実装 する社会技術研究 を展開 してい る.こ れ まで に,

大脳 の前頭連合野 を活性化 し,そ の機能 を維持 ・向上 させる非薬物療法(学 習療法)理 論 を開発 した.実

際 に高齢者 を対象 とした実用 システムを開発 し,全 国で認知症患者の前頭連合野機能改善,認 知症症状

緩和 ・改善 や,健 常高齢者の脳機能 を維持 ・向上,認 知症の予防 といった実績 を挙 げてい る.現 在,欧

米やアジア各国で も学習療法の共同研究が はじま りつつあ り,同 時 に新 しい応用方法や対象 の開拓 も進

めてい る.さ らに,脳 科学の成果 をまた別の側面 で応用す る様々な研 究 も精力的 に模索 してい る.

2.研 究 報 告

1)著 書

英文

LRieraJ:Whatcanbeobservedfromfunctionalneuroimaging?ComplexMedicalEngineering

(WuJL,ItoK,TobimatsuS,NishidaT,FukuyamaHeds),Springer,313-333,2007.

和 文

1.関 口 敦,川 島隆太:認 知 リハ ビリテーシ ョン医学 認知症 に対 す る学習 療法.BRAINand

NERVE,59:357-365,2007.

2.立 花 良之,川 島隆太:認 知症の脳 科学.心 療 内科,1:19-24,2007,

3.涌 澤圭介,土 屋 滋,川 島隆太:FunctionalMRIと は どの ような ものですか.何 がわか るので

すか.小 児 内科増刊号 「小児枢神経疾患の画像診断」,39:116-121,2007.

4,月 浦 崇:脳 機能画像研究か らみた エピソー ド記憶 の神経 基盤 一側頭葉 内側面 にお ける機能解

離.特 集:学 習 と記[意一基礎 と臨床:BrainandNerve,60:833-844,2008.

5,涌 澤圭介,杉 浦元亮,土 屋 滋,川 島隆太:脳 のfunctionalMRIの 基礎 と臨床.こ れか ら始 まる
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生 理 検 査 ・新 た に 始 ま る 生 理 検 査.検 査 と 技 術,36巻10号:H41-1147,2008.

2)英 文 論 文

1.SugiuraM,FristonKJ,WillmesK,ShahNJ,ZillesK,FinkGR:Analysisofintersubj㏄t

variabilityinactivation:anapPlicationtotheincidentalepisodicretrievalduringrecognitiontest.

HumBrainMapping,28=49-58,2007.

2.JeongH,SugiuraM,SassaY,HajiT,UsuiN,TairaM,SatoS,KawashimaR:Effectofsyntactic

similarityoncorticalactivationdurings㏄ondlanguageprocessing:AcomparisonofEnglishand

JapaneseamongnativeKoreantrilinguals.HumanBrainMapping.28:194-204,2007.

3.RieraJJ,JimenezJC,WanX,KawashimaR,OzakiT:Nonljnearlocalelectro-vascularcoupling.

PartIl:Fromdatatoneuronalmasses.HumanBrainMappjng.28:335-354,2007.

4.YokoyamaS,WatanabeJ,IwataK,IkutaN,HajiT,UsuiN,TairaM,MiyamotoT,Nakamura

W,SatoS,HorieK,KawashimaR:IsBroca'sareainvolvedintheprocessingofpassivesentences?:

Anevent-relatedfMRIstudy.Neuropshychologia.45:989-996,2007.

5.JeongH,SugiuraM,SassaY,YokoyamaS,HorieK,SatoS,TairaM.,KawashimaR:Cross-

linguisticjnfluenceonbrainactivationduringsecondlanguageprocessing:aniMRIstudy、

Bilingualisum:LanguageandCognition.10:175-187,2007.

6.YamashitaM,KubotaT,FuchitaE,YokoyamaK,HayashiH,OkamotoS,SanoE,MatsuoA,

ShimasueN,WatanabeT,KawashimaR,SugimotoK:Anursingtoolvalidatedasaneffective

measureoverMMSEandFABindementia.InternationalNursingreview,54:179-182,2007.

7.SassaY,SugiuraM,JeongH,HorieK,SatoS,KawashimaR:Corticalrn㏄hanismofcornmunica-

tivespe㏄hproduction,Neuroimage.37:985-992,2007.

8.WakusawaK,SugiuraM,SassaY,JeongH,HorieK,SatoS,YokoyamaH,TsuchiyaS,Inuma

K,KawashimaR:Comprehensionofimplicitmeaningsinsocialsituationsinvolvingirony:A

functionalMRIstudy.Neuroimage.37:1417-1426,2007.

9.SassaY,SugiuraM,WatanabeJ,AkitsukiY,MaedaY,MatsueY,KawashimaR:Processingof

anomaloussentencesinJapanese:AnfMRIstudy.JournalofCognitiveScience.8:153-170,

2007.

10.NakauchiS,BrennanRJ,BoulterJ,SumikawaK:Nicotinegateslong-terrnpotentiationinthe

hippocampalCAlregionviatheactivationofalpha2*nicotinicAChreceptors.EurJNeurosci.

25(9):2666-81,2007.

ILNakauchiS,YamazakiY,SumikawaK:Chronicnicotineexposureaffectsthenormaloperation

ofhippocampalcircuits.Neuroreport.18:87-91,2007.

12.lnoueK,ItoH,UchidaS,TakiY,KinomuraS,TsujiI,SatoS,HorieK,KawashimaR,ItoM,

FukudaH:Decreaseinglucosemetabolisminfrontalcortexassociatedwithdeteriorationof

microstructureofcorpuscallosummeasuredbydiffusiontensorimaginginhealthyelderly・Human

BrainMapping.29:375-384,2008.
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13.WanX,SekiguchiA,YokoyamaS,'RieraJ,KawashimaR:Electromagneticsourceimaging:

Backus-Gilbertresolutionspreadfunction-constrainedandfunctionalMRI-guidedspatialfiltering.

HumanBrainMapping.29:627-643,2008.

14、TakiY,KinomuraS,SatoK,InoueK,GotoR,OkadaK,UchidaS,KawashimaR,FukudaH:

Relationshipbetweenbodymassindexandgraymattervolumesinl428healthyindivfduals.

ObesityResearch.16:119-124,2008.

15.UchidaS,KawashimaR:Readingandsolvingarithmeticproblemsimprovecognitivefunctionsof

normalagedpeopleArandomizedcontrolledstudy.Age.30:21-29,2008,

16.RieraJJ,SchousbeeA,WaagepetersenHS,HowaithC,HyderF:Themicro-architectureofthe

cerebralcortex:functionalneuroimagingmodelsandmetabolism.Neuroimage.40:1436-1459,

2008.

17.TsukiuraT,CabezaR:Orbitof亡ontalandhippocampalcontributionstomemoryf()rface-name

associations:therewardingpowerofasmile,Neuropsychologia.46:2310-2319,2008.

18.StephanKE,RieraJJ,DecoG,HorwitzB:TheBrainConnectivityWorkshops:Movingthe

frontiersofcomputationalsystemsneuroscience.Neurolmage,42:正 一9,2008,

19.SugiuraM,SassaY,JeongH,HorieK,SatoS,KawashimaR:Face-specificanddomain-general

characteristicsofcort王calresponsesduringself-recognition.Neuroimage.42:414-422,2008.

20.MasunagaH,KawashimaR,HornJL,SassaY,SekiguchiA:Neuralsubstratesofthetopologytest

tomeasurefluidreasoning:AnfMRIstudy.Intelligence.36:607-615,2008.

21.MiuraN,SugiuraM,TakahashiM,MoridaieraT,MiyamotoA,KurokiY,KawashimaR:An

advantageofbipedalhumanoidrobotontheempathygeneration:aneuroimagingstudy.Pro-

ceedingsofthe20081EEE/RSJ20081nternationalConferenceonIntelligentRobotsandSystems.

2465-2470,2008.

22.TsukiuraT,SuzukiC,ShigemuneY,Mochizuki-KawaiH:Differentialcontributionsofthe

anteriortemporalandmedial'temporallobetotheretrievalofmemoryf(〕rpersonidentityinf(〕rma-

tion.HumanBrainMapping.29:1343-1354,2008,

23.NakamaruT,MiuraN,FukushimaA,KawashimaR:Somatotopicalrelationshipsbetween

corticalactivityandreflexareasinreflexology:afUnctionalmagneticresonanceimagingstudy.

NeuroscienceLetters.44816-9,2008,

24.InohiraE,OgawaT,YokoiH:AssociativeMemorywithPatternAnalysisandSynthesisbya

BottleneckNeuralNetwork.BiomedicalSoftComputingandHumanSciences.13:27-34,2008.

25.DecetyJ,MichalskaKJ,AkitsukiY:Whocausedthepain?AnfMRIinvestigationofempathy

andintentionalityinchildren.Neuropsychologia、46:2607-14,2008.

3)和 文 論 文

1.山 下 満 智 子,川 島 隆 太,三 原 幸 枝,藤 阪 郁 子,高 倉 美 香:調 理 に よ る 脳 の 活 性 化(第 二 報)調

理 習 慣 導 入 に よ る 前 頭 前 野 機 能 向 上 の 実 証 実 験 一.日 本 食 生 活 学 会 誌.18:138-i38,2007.
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2.横 山 悟,吉 本 啓,川 島隆太:外 国語学習者 の言語能力評価 にお ける脳機能データの応用.電

子情報通信学会技術研究報告.TL2007-34-40:37-40,2008.

3.服 部 朝美,関 口 敦,鹿 野理子,金 澤 素,福 土 審:自 律訓練法 が奏功 し行動範囲が拡大 した

全般性不安障害 の1例.心 療内科.12:402-406,2008.

4.高 橋 慶,横 山 悟,神 原利宗,吉 本 啓,川 島隆太:文 理解 における脳内情報抽 出メカニズム

の解明.電 子情報通信学会技術研究報告.TL2008-12-35:ll-15,2008.

5.横 山 悟,川 島隆太:文 理解 を支 える下位処理 問の関係性.電 子情 報通信学会 技術研究報 告 .

TL2008-12-35:5-10,2008.

3.国 際 学 会 ・ 海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

1)特 別 講 演,シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

1.KawashimaR:Preventionofseniledementiabybraintraining:amessagefromneuroimaging

research.Theth王rdWorldAgeing&GenerationsCongress,St.Gallen,Switzerland,Sep2007(Key

note)

2.JeongH:脳 科 学 的 ア ブ1ロ ー チ に よ る 第 二 言 語 習 得 研 究.建 国 日 本 言 語 文 化 学 会,国 際 学 術 大 会,

建 国 大 学 校,ソ ウ ル,大 韓 民 国,2007.11(招 待 講 演)

3,KawashimaR:Bridgesbetweenneuroscienceandsociety.5thLatin-AmericanCongressof

ClinicalNeurophysiology,Balaredo,Cuba,March2008(Symposium)

4.TakiY,KinouraS,SatoK,GotoR,KawashimaR,FukudaI{:Malebrainshrinksfasterthan

femalebrainAlongitudinalbrainMRimageanalysis-.4thCubanCongressandlstIbero-

LatinAmericanWorkshoponClinicalNeurophyslology,Varadero,Cuba,March2008(Sympo-

sium)

5.RieraJJ:TheMicro-Archit㏄tureoftheCerebralCortex:impactingonfunctionalneuroimaging.

4thCubanCongress&lstIbero-AmericanWorkshoponClinica「Neurophysiology,Convention

Center,Varadero,Cuba,llth-14thMarch,2008(Symposium)

6.RieraJJ:Exploringinterhemisphericconnectionsthroughadynamicalmodeloftheneocortex.

TheBrainConnectivityWorkshop2008,Sydney,Junel2-13,2008(ワ ー ク シ ョ ッ プ)

7,RieraJJ,EnjieuKadjiH,OgawaT,MoritoR,GotoT,KawashimaR:Theastrocyticnetwol噌ks

participateinthefunctionalhyperemiaviametabolicwavesinducedandsustainedbyextracellular

glutamate.The3rdISNSpecialNeurochemistryConference.8thInternationalMeetingonBrain

EnergyMetabolism:NeurodegenerationandRegeneration,Beijing,China,June27-July1,2008

(招 待 講 演)

8.J.Riera,H.Enjieu-Kadji,T.Ogawa,R.Morito,T.Goto,R.Kawashima:Multimodalimaging

(Organizers:N.Fujimaki,JapanandMS,Hamalainen,USA).S4-2Experimentalevidenceand

modellingfbrtheastrocyticnetworksunderlyingsustainedfunctionalhyperemiaviametabolic

waves,16thInternationalConferenceonBiomagnetism,BIOMAG2008,Sapporo,August25th一
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29th(招 待 講 演)

9.SugiuraM:Howdoesbraindiscriminateselfandother,andhowcoulditberelatedtoSchizophre-

nia?2ndWorldFederationofSocietiesofBiologicalPsychiatryAsia-PacificCongress,Toyama,

Japan,September2008(Symposium)

10.KawashimaR:Neuroscienceandsmartaging,InternatienalSymposium-Thesilvermarket

phenomenon:businessopportunitiesandresponsibilitiesinaneraofdemographicchange,Japan,

2008」0(Keynote)

11.KawashimaR:Bridgesbetweenneuroimagingandsociety.InternationalConferenceonAdvances

inComputerEntertainmentTechnology(ACE2008),Y'okohama,D㏄ember,2008(Keynote)

2)一 一般 演 題 ポ ス タ ー 等

1.JeongH,SugiuraM,SatoS,KawashimaR:Brainactivationdurings㏄ondlanguageprocessing:

Across-linguisticapproach,AmericanAssociationofAppliedLinguistics,CostaMesa,USA,

April22-24,2007.

2.RasmussenT,LauritzenM,KawashimaR:Linearizabilityofneuro-vascularcouplingresulting

fromlow-frequencyintermediate-durationstimuli.The23rdInternationalSymposiumonCere-

bralBloodFlow,MetabolismandFunction.The8thInternationalConf已renceonQuanti且cation

ofBrainFunctionwithPET,Osaka,Japan,May2007.

3.YokoyamaS,KoizumiM,KimJ,YusaN,YoshimotoK,KawashimaR:ThematicdiMculty

causesprocessingcostf(〕rsentencecomprehension.2ndEuropeancognitivescienceconference,

Delphi,Greece,May2007.

4.MiuraN,SugiuraM,TakahashiM,SassaY,MoridairaT,MiyamotoA,KurokiY,SatoS,Horie

K,NakamuraK,KawashimaR二Coiticalnetworkssensitivetothedifferenceinmotionand

appearanceofhumanoidrobotandhuman:anfMRIstudy.13thAnnualMeetingofthe

OrganizationfbrHumanBrainMapping,Chicago,USA,June2007.

5.KambaraT,YokoyamaS,IkutaN,』eongH,TakahashiK,SekiguchiA,MiyamotoT,Takahashi

D,YoshimotoK,HorieK,SatoS,KawashimaR:SyntacticandLexica1-semanticProcessing

duringSentenceComprehensioninHead-finalLanguage,13thAnnualMeetingoftheOrganiza-

tionforHumanBrainMapping,Chicago,USA,June2007.

6.TachibanaY,SugiuraM,SassaY,JeollgH,WakusawaK,FukushimaA,SatoS,HorieK,

KawashimaR:Brainactivities,whichrelatedtoegoidentityandsocialdistinctionbetweenselfand

others.13thAnnualMeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping,Chicago,USA.June,

2007.

7.SugiuraM,SassaY,WakusawaK,HorieK,SatoS,KawashimaR:Domain-specificperson-

representationsinposteriorcortices:anfMRIstudyonfamous-namer㏄ognitiol1.13thAnnual

MeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping,Chicage,USA,June2007.

8.IkutaN,YokoyamaS,JeongH,SugiuraM,HorieK,SatoS,KawasllimaR:Brainactivation
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associatedwithreanalysisinsentencecomprehension:AnfMRIstudy.13thAnnualMeetingof

theOrganizationf(〕rHumanBrainMapping,Chicago,USA,June2006.

9.FukushimaA,MiuraN,UchidaS,SugiuraM,HorieK,SatoS,KawashimaR:Cortical

m㏄hanismofidealselfanfMRIstudy.13thAnnualMeetingoftheOrganizationfbrHuman

BrainMapping,Chicago,USA,June2007.

10,0shimaR,IkutaN,SugiuraM,YokoyamaS,JeongH,HorieK,SatoS,KawashimaR:Theneural

m㏄hanismsofthes㏄ondlallguagecomprehellsion.13thAnnualMeetingoftheOrganizationfbr

HumanBrainMapping,Chicago,USA,June2007.

Il.OshimaR,IkutaN,SugiuraM,YokoyamaS,Jeong}1,HorieK,SatoS,KawashimaR:The

differenceofthebrainactivationintheleftprefrontalregionsinlanguageproficiency.13thAnnual

MeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping,Chicago,USA,June2007.

12.SekiguchiA,SugiuraM,YokoyamaS,KanbaraT,IkutaN,SatoS,HorieK,KawashimaR:

Activityintherighttemporalpoleisassociatedwiththeself-prospectivedir㏄tioninstresscoping

patterns.13thAnnualMeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping,Chicago,USA,

June2007.

13,YokoyamaS,YoshimotoK,MiyamotoT,HorieK,SatoS,KawashimaR:fMRIevidencef()r

distinctneuralm㏄hanismsbetweenthelexicalandsentenceprocessing:thecaseoftheprocessing

ofpassives.13thAnnualMeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping,Chicago,USA,

June2007,

14.YokoyamaS,KimJ,UchidaS,OkamotoH,BaiC,MiyamotoT,YoshimotoK,HorieK,SatoS,

KawashimaR:DevelopmentofL21exicalprocessing:AlongitudinalfMRIstudy.13thAnnual

MeetingoftheOrganizationforHumanBrainMapping,Chicago,USA,June2007.

15.YusaN,KoizumiM,KimJ,SakaiY,KimuraN,HorieK,SatoS,KawashimaR,HagiwaraH:

TheAcquisitionandLong-TermRetentionofaNaturalLanguageRule:EvidencefromfMRI.

13thAnnualMeetingoftheOrganizationf()rHumanBrainMapping,Chicago,USA,June2007.

16.WakusawaK,SugiuraM,SassaY,JeongH,HorieK,SatoS,YokoyamaH,TsuchiyaS,

KawashimaR:Neuralcorrelatesf()rprocessingofitem-situationrelationship:AnfMRIstudy、

13thAnnualMeetingoftheOrganizationf(〕rHumanBrainMapping,Chicago,USA,June2007,

17,KoizumiM,KimJ,TamaokaK,SakaiH,SatoS,HorieK,KawashimaR:Distinctcortical

activationsmodulatedbygrammaticalfunction,Thematicroleandcase.13thAnnualMeetingof

theOrganizationfbrHumanBrainMapping,Chicago,USA,June2007,

18.OshimaH,JeongH,SugiuraM,MiyamotoT,SassaY,WakusawaK,HorieK,SatoS,Kawashima

R:Corticalm㏄hanismsofsegmentationinJapaneseauditorysentencecomprehension.13tli

AnnualMeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping,Chicago,USA,June2007、

19.YokoyamaS,KimJ,UchidaS,BaiC,OkamotoH,YusaN,MiyamotoT,YoshimotoK,Horie

K,SatoS,KawashimaR:Neuralplasticityf()rs㏄ondlanguagelearninginthebrain:Alongitudj-

nalfMRIstudy,TheJapaneseSocietyfbrLanguageSciences'NinthAnnualInternational

Conference,Sendai,Japan,July2007.
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20.YokoyamaS,TakahashiK,KambaraT,MiyamotoT,YoshimotoK,KawashimaR:Working

memorysystemasasentenceprocessorinthehumanbrain.AnIntemationalWorkshoponMental

Archit㏄turef()rProcessingandLearningofLanguage,Hiroshima,Japan,July2007.

2正,MiuraN,SugiuraM,TakahashiM,MoridairaT,MiyamotoA,KurokiY,KawashimaR:The

actionofbipedalhumanoidrobotstronglyinducesemotionalbrainresponses:aneuroimaging

approach.3rdACM/IEEElnternationalConferenceonHuman-RobotInteraction,Amsterdam,

N'etherlands,March2008(poster)

22.SatoK,TakiY,KinomuraS,GotoR,KawashimaR,FukudaH:BrainMRIdatabasesofhealthy

subjectswithawideagerange.4thCubanCongressandlstIbero-LatinAmericanWorkshopon

ClinicalNeurophysiology,Varadero,Cuba,March2008.

23.JeongH,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SatoS,KawashimaR:AnfMRIstudyofs㏄ond

languagevocabularyacquisition:Corticalactivationduringencodingandretrievalprocesses.

AmericanAssociationofAppliedLingUistics,Washington,DC.,March,2008.

24,JeongH,KawashimaR,ShiozakiS:Testingoralproficiencyinasecondlanguage:asocial

neuroscienceperspective.AssociationofLanguageTestersInEurope(ALTE),3rdInternational

ConferenceofCambridge,April2008.

25.NakamaruT,MiuraN,FukushimaA,KawashimaR:Asomatotopicalrelationshipbetween

corticalactivityandrefiexologicalstimulation:anfMRIstudy.14thAnnualMeetingofthe

Organizatienf()rHumanBrainMapping,Melbourne,Australia,June2008.

26,MiuraN,SugiuraM,Takahashi.M,MoridairaT,MiyamotoA,KurokiY,KawashimaR:The

eff㏄tofbodystructureofhumanoidrobotforemotionalempathy:anfMRIstudy.14thAnnual

MeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping,Melbourne,Australia,June2008,

27.TakiY,KinomuraS,SatoK,GotoR,KawashimaR,FukudaH:Relationshipbetweenbodymass

indexandgraymattervolumesinhealthyindividuals:Cross-sectionalandlongitudinalanalyses.

14thAnnualMeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping,Melbourne,Australia,June

2008.

28.JiaW,YokoyamaS,SugiuraM,SekiguchiA,FukushimaA,KawashimaR:Learningwith

emotionalcontextaffectsbrainactivationduringretrieval:anfMRIstudy.14thAnnualMeeting

oftheOrganizationfbr}lumanBrainMapping,Melbourne,Australia,June2008.

29.YokoyamaS,TakahashiK,KambaraT,MiyamotoT,Riera』,YoshimotoK,KawashimaR:

Neura王E冊ciencyforSentenceComprehensionandWorkingMemory.14thAnnualMeetingofthe

OrganizationforHumanBrainMapping,Melbourne,Australia,June2008.

30.TakahashiM,AboshiT,MiuraN,OtaH,KawashimaR,WakabayashiT:FMRIstudyonrisk

perceptionfordrivingtaskpresentedasvideoimages,14thAnnualMeetingoftheOrganization

forHumanBrainMapping,Melbourne,Australia,June2008,

3LJeongH,HashizumeH,SassaY,YokoyamaS,SugiuraM,IshirnakiK,KawashimaR:S㏄ond

LanguageCommunication:EfF㏄tsofInterviewTypesandOralPronciencyLevelsonBrain

Activation,14thAnnualMeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping,Melboume,
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Australia,June2008.

32.YomogidaY,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SekiguchiA,FukushimaA,TakeuchiH,Horie

K,SatoS,KawashimaR:Corticalmechanismofrealitymonitoring(monitoringofperceptual

knowledgecongruency&Agency).14thAnnualMeetingoftheOrganizationfbrHumanBrain

Mapping,Melbourne,Australia,June2008.

33.HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:Neuralcorrelatesoffbreignlanguage

soundimitation.14thAnnualMeetingoftheOrganizationforHumanBrainMapping,Melbour-

ne,Australia,June2008.

34.KambaraT,YokoyamaS,TakahashiK,MiuraN,MiyamotoT,TakahashiD,SatoS,Kawashima

R:AnfMRIStudyofsyntacticinfbrmationonwordr㏄ognition.14thAnnualMeetingofthe

Organizationf(〕rHumanBrainMapping,Melbourne,Australia,June2008.

35.TakahashiK,YokoyamaS,KambaraT,YoshimotoK,KawashimaR:Neuralm㏄hanismof

informationretrievaluniquetosentenceprocessing,14thAnnualMeetingoftheOrganizationf()r

HumanBrainMapping,Melbourne,Australia,June2008.

36.KambaraT,YokoyamaS,TakahashiK,MiuraN,MiyamotoT,TakahashiD,SatoS,Kawashima

R:AnfMRIStudyofWordCategoryonWordRecognition.14thAnnualMeetingofthe

Organizationf(〕rHuman.BrainMapping,Melbourne,Australia,June2008,

37.FukushimaA,SugiuraM,SassaY,KawashimaR二Investigatingcorticalmechanismsrelatedto

enhancingmemorybyintell㏄tualexcitement.14thAnnualMeetingoftheOrganizationf(〕r

HumanBrainMapping,Melbourne,Australia,June2008.

38.TaminatoT,MiuraN,SugiuraM,KawashimaR:Top-downfacilitationofvisualobjectrecogni-

tion.14thAnnualMeetingoftheOrganjzationforHumanBrainMapping,Melbourne,Australia,

June2008,

39.KonnoH,SassaY,SugiuraM,KawashimaR:Brainactivityduringself-referentialprocessing

aboutcolors、-AnfMRIstudy-.14thAnnualMeetingoftheOrganizationf()rHumanBrain

Mapping,Melbourne,Australia,June2008,

40.SekiguchiA,SugiuraM,IkutaN,SatoS,HorieK,KawashimaR:Themedialorbitofrontal

corticesandthenucleusaccumbenscontributetorewardprocessingunderpassivesituationsf()r

monetarygainandloss,14thAnnualMeetingoftheOrganizationf()rHumanBrainMapping,

Meibourne,Australia,June2008.

4LKanegaeS,YamazakiR,IshibashiK,KawashimaR,KoisumiS:Measuringtheef唱 ㏄tivenessofthe

learningtherapy.7thInternat三 〇natConferenceonCaringfbrpeoplewithDementia,Sydney,

Australia,June2008.

42.AkitsukiY,DecetyJ:Empathyf(〕rPainisModulatedbytheSocialContext:AnEvent-related

fMRIInvestigation.14thAnnualM .eetingoftheOrganizationf(〕rHumanBrainMapping,

Melbourne,Australia,June2008,

43.YokoyamaS,TakahashiK,KambaraT,MiyamotoT,RieraJ,YoshimotoK,KawashimaR:

NeuralEfiiciencyf()rSentenceComprehensionandWorkingMemory,14thAnnualMeetingofthe
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OrganizationfbrHumanBrainMapping,Melbourne
,Australia,June,2008.

44,HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:Neuralcorrelatesofforeignlanguage

soundlimitation,Thel4thAnnualMeetingoftheOrganizationf()rHumanBrainMapping
,

Melbourne,Australia,June,2008.

45.MoritoR,MiyazakiK,KadjiHG,UchidaT,KawashimaR,RieraJJ:Harmfulincreaseof

astrocyticCa2十triggerreactiveoxygensp㏄iesproduction .The3rdInternationalSocietyfor

NeurochemistrySpecialNeurochemistryConference,Beijing,China,June2008 .

46.YamashitaM,KawashimaR,SassaY
,FukushimaA,YamamotoK,TakakuraM,MinamiK:

Efflectsofpaエent-childcookingonpref士ontalactivityandcognitivefunctionsofchildrenassessedby

nearinfraredsp㏄troscopyandrandomizedcontrolledtrial.101stIFHEWorldCongress2008
,

Luceme,Switzerland,July2008,

47.MoritoR,MiyazakiK,KadjiHG,UchidaT,KawashimaR,RieraJJ:HarmfUlincreaseof

astrocyticCa2十triggerreactiveoxygenspeciesproduction ,GordonResearchConferenceson

BrainEnergyMetabolism&BleodFlow,Andover,USA,August2008 ,

48.JeongH,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SatoS,KawashimaR:Neuroimagingevidencef()r

transferapPropriateprocessingins㏄ondlanguageacquisition .InternationalAssociationof

AppliedLinguistics(AILA),Essen,Germany,August,2008.

49.TakahashiK,YokoyamaS,KambaraT
,YoshimotoK,KawashimaR:Adecayeffectinreal-time

sentenceprocessing.6thInternationalConferenceonCognitiveScience
,Seoul,Korea,August

2008.

50.OgawaT,GotoT,JimenezJC,OzakiT
,KawashimaR,RieraJJ:Estimationofeventrelated

signaturesfromsingletrialLFPs.10thInternationalConferenceonCognitiveNeuroscience
,

Bodrum,Turkey,September,2008.

51.MiuraN,SugiuraM,TakahashiM,'MoridairaT,MiyametoA
,KurokiY,KawashimaR:An

AdvantageofBipedalHumanoidRobotontheEmpathyGeneration:ANeuroimagingStudy .

IEEE/RSJ20081nternationalConferenceonIntelIigentRobotsandSystems
,Nice,France,Septem-

ber2GO8,

52.TakeuchiH,SugiuraM,SassaY
,SekiguchiA,YomogidaY,KawashimaR:Neuralcorrelatesof

speedofcognitiveprocessesintheworkingmemorytaskandhowitaffectsworkingmemory

capacity:anfMRIstudy.SocietyfbrNeuroscience38thannualmeeting
,WashingtonDC,US,

November2008.

53.SugiuraM,ManoY,SasakiA,SadatoN:Sharedcoiticalrepresentationoffamiliarpeopleand

places:differencebetweenpersonally-familiarandfamousitems.Societyfol-Neuroscience38th

annualmeeting,WashingtonDC,US,November2008 .

54.TsukiuraT,CabezaR:Whatisbeautifulisgood:stereotype:Sharedbrainactivityforfacial

attractivenessandmoraljudgments.SocietyfbrNeuroscience38thalmualmeeting,Washington

DC,USA,November2008.

55.SekiguchiA,SugiuraM,YokoyamaS,SassaY,KawashimaR:Neuralcorrelatesofanadaptive
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copingstyle:AfunctionalMRistudy,ABrainResearchMeeting,WashingtonDC,US,Novem-

ber,2008.

56,TachibanaY,TajirnaN,KawashimaR:EfflectsofFamilyEnvjronmentonChildrelfsCognitive

andPsychosocialDevelopment.55thAnnualMeetingofAmericanAcademyofChild&Adoles-

centPsychiatry,Chicago,USA,Nevember2008.

57.KeisukeWakusawa,MotoakiSugiura,YukoSassa,Hyeonjeong』eong,KaoruHorie,ShigeruSato,

HiroyukiYokoyama,ShigeruTsuchiya,RyutaKawashima:Neuralcorrelatesfbradaptationto

noveltoolsandbreakingstereotypes:AnfMRIstudy、Societyfo1-Neuroscience38thanual

meeting,WashingtonDC,USA,November2008.

4.国 内 学 会 で の発 表

1)特 別講演,シ ンポジウム,ワ ー クシ ョップ等

1,川 島隆太:脳 を知 り,脳 を鍛 える.第41回 日本成人病学会,東 京,2007,1(特 別 講i演)

2.川 島 隆太:脳 科学か ら新産業 を創製す る.第63回 日本放射線技術学会,横 浜,2007.4(特 別講演)

3.川 島 隆太:脳 科学が教 える脳 の鍛 え方.第46回 日本生体医工学会大会,仙 台,2007.4(特 別講演)

4.川 島 隆太:脳 を知 り,脳 を鍛 える.第48回 日本心身医学会,福 岡,2007.5(教 育 講演)

5.川 島 隆太:食 と脳科学.第50回 日本糖尿病学会年 次学術集会,仙 台,20075(市 民 公開講座)

6,川 島隆太:脳 を知 り,脳 を鍛 える.第20回 日本顎関節学会総会,仙 台,2007.7(特 別 講演)

7,川 島隆太:専 門職 としての脳 の鍛 え方 創造的思考 を育 てるた めに.第38回 日本看護学会,幕

張,2007.7(特 別講 演)

8,川 島 隆太:脳 を知 り,脳 を鍛 える.日 本歯科技工学会第29回 学術大会,仙 台,2007.9(特 別 講演)

9.川 島 隆太:認 知症改善 ・予防 とケア.第15回 日本介護 福祉学会大会,浦 和,2007.9(記 念 講演)

10,川 島 隆太:脳 を知 り,脳 を鍛 える.日 本歯科技工学会第29回 学術大会,仙 台,2007.9(特 別 講i演)

ll.川 島 隆太:脳 の働 きと朝 ごはん.日 本食育学会 シンポ ジウム2007,東 京,2007.12(基 調講演)

正2.川 島 隆太:大 脳科学 とライ フスタイル.第78回 日本衛生学会総会,熊 本,2008.3(シ ンポジウム)

13,TachibanaY,SugiuraM,SassaS,KawashimaR:Activitiyofthehumanlateralprefrontalcortex

isrelatedtopsychosojcalmaturityAnfMRIstudyonunderstandingothers'd㏄ision-making.第

85回 日本生理学会大会,東 京,2008.3(シ ン ポジウム)

14.SugiuraM:R㏄ognitionofone'ssownfaceinvolvescorticalnetworksforself--otherdistinctionat

multiplelevels.第85回 日本生理学会大会,東 京,2008.3(シ ンポジウム)

15.川 島隆太:脳 の鍛 え方.第24回 日本医工学治療学会,千 葉,2008、4(特 別 講演)

16.瀧 靖 之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛1加 齢 による灰 白質体積 の減

少 は男性が女性 よ りも早 い 一382人 の 脳MRI解 析 による縦断研 究.第67回 日本医学放射線

学会総会,横 浜,2008.4(口 演)

17.関 口 敦,杉 浦元 亮,横 山 悟,佐 藤 滋,堀 江 薫,川 島隆太:適 応的コーピングスタイルは

右前側頭領域 の活動が関与 している.第IO回 日本 ヒ ト脳機能マ ッピング学会,山 形,2008.6(シ
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ン ポ ジ ウ ム)

18,川 島 隆 太:脳 科 学 と社 会.化 学 工 学 会 第40回 秋 季 大 会,仙 台,2008.9(特 別 講 演)

19.川 島 隆 太:脳 科 学 と社 会 を 結 ぶ,2008年 度 精 密 工 学 会 秋 季 大 会 学 術 講 演 会,仙 台,2008.9(特 別

講 演)

20.川 島 隆 太:脳 を知 り,脳 を 鍛 え る.第60回 近 畿 北 陸 地 区 歯 科 医 学 大 会,京 都,2008.10(特 別 講

演)

2)一 般 演 題,ポ ス タ ー 等

L立 花 良 之,杉 浦 元 亮,佐 々 裕 子,横 山 悟,HyeonjeongJeong,涌 澤 圭 介,福 島 愛,川 島 隆 太:

自 己 と他 者 を分 け る 脳 活 動 と 自 我 同 一'1生と の 関 係.第29回 日本 生 物 学 的 精 神 医 学 会 大 会,札 幌,

2007.7

2.TachibanaY,SugiuraM,SassaY,JeongH,WakusawaK,FukushimaA,KawashimaR:Brain

activitiesrelatedtoinferringfamiliarandunfamiliarpersons'd㏄ision-makings:AnfMRIstudy.

第30回 日 本 神 経 科 学 会 大 会,横 浜,20079

3.福 島 愛,杉 浦 元 亮,三 浦 直 樹,内 田 信 也,関 口 敦,堀 江 薫,佐 藤 滋,川 島 隆 太:自 己 肯

定 に 関 す る脳 機 能 イ メ ー ジ ン グ 研 究.第30回 日本 神 経 科 学 会 大 会,横 浜,2007,9

4.SekiguchiA,SugiuraM,YokoyamaS,KanbaraT,IkutaN,SatoS,HorieK,KawashimaR:内

省 未 来 志 向 の コ ー ピ ン グ ス タ イ ル は 右 側 頭 領 域 の 活 動 が 関 与 し て い る.第30回 日本 神 経 科 学 会

大 会,横 浜,2007.9

5,YokoyamaS,KimJ,UchidaS,OkamotoH,BaiC,MiyamotoT,YoshimotoK,HoriK,SatoS,

KawashimaR:AlongitudinalNRIstudyofneuralplast三cityinthes㏄ondlanguagelexical

processing.第30回 日 本 神 経 科 学 会 大 会,横 浜,20079

6.IkutaN,YokoyamaS,JeongH,SugiuraM,HorieK,SatoS,KawashimaR:Reanalysisin

Japanesesentencecomprehension:AnfMRIstudy.第30回 日本 神 経 科 学 会 大 会,横 浜,2007.9

7.神 原 利 宗,横 山 悟,生 田 奈 穂,鄭 嬌 媒,高 橋 慶,関 口 敦,宮 本 正 夫,高 橋 大 厚,小 泉 政

利,吉 本 啓,堀 江 薫,佐 藤 滋,川 島 隆 太:日 本 語 の 脳 内 に お け る統 語 処 理 と語 彙 意 味 処 理

のfMRI研 究.日 本 認 知 科 学 会 第24回 大 会.東 京,2007.9

8.JeongH,SugiuraM,SassaY,MiyamotoT,BaiC,HorieK,SatoS,KawashimaR:Twodistinct

neuralnetworksforsemanticaccessduringvisualwordrecognition.第30回 日本 神 経 科 学 会 大 会,

横 浜,20079

9.RasmussenT,LauritzenM,KawashimaR:Linearizabilityofneuro-vascularcouplingresulting

倉omlow-frequencyintermediate-durationstimuli,4thBioscienceSymposiumatTohokuUniver-

sity,Sendai,2007.6

10.神 原 利 宗,横 山 悟,高 橋 慶,三 浦 直 樹,宮 本 正 夫,高 橋 大 厚,佐 藤 滋,川 島 隆 太1語 彙 認

知 過 程 に お け る修 飾 情 報 と叙 述 清報 の 脳 内 処 理.言 語 処 理 学 会 第 王4回 年 次 大 会,東 京,2008.3,

ll.服 部 朝 美,関 口 敦,鹿 野 理 子,金 澤 素,福 土 審:自 律 訓 練 法 が 奏 効 し行 動 範 囲 が 拡 大 し た

全 般 性 不 安 障 害 の1例.第66回 日本 心 身 医 学 会 東 北 地 方 会,仙 台,2008.3.
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12,高 橋 慶,横 山 悟,神 原 利 宗,吉 本 啓,川 島 隆 太:文 処 理 に お け る 容 認 性 と語 順 の 関 係.自

然 言 語 処 理 学 会 第13会 年 次 大 会,東 京,2008.3.

13.横 山 悟,高 橋 慶,高 橋 信,川 島 隆 太=脳 機 能 デ ー タ を 用 い た 外 国 語 学 習 者 の 語 彙 力 評 価 シ

ス テ ム.言 語 処 理 学 会2008ワ ー ク シ ョ ッ プ 「教 育 ・学 習 を 支 援 す る言 語 処 理 」,東 京,2008.3.

14.YokoyamaS:Applicationoffunctionalbrainimagingdatatoassessmentoflanguageproficiency.

AFuturePerspectiveonLinguistics:TheFusionofLinguisticResearchandNeuroimaging

Research.TheEnglishLinguisticSocietyofJapanInternationa】SpringForum2008,Tokyo,

Japan,Apri1,2008.

15.KambaraT:AnfMRIstudyofwordrecognition,AFuturePerspectiveonLinguistics:The

FusionofLinguisticsResearchandNeuroimagingResearch.TheEnglishLinguisticSocietyof

JapanInternationalSpringForum2008,Tokyo,Japan,April2008.

王6.TakahashiK:Linear-oi'der,acceptability,andmemory.EnglishLinguisticSocietyofJapanlst

InternationalForum,Afuturepersp㏄tiveonlinguistics:Thefusionoflinguisticresearchand

neuroimagingresearch.Apri1,Tokyo,2008.

17.涌 澤 圭 介,杉 浦 元 亮,佐 々 祐 子,ジ ョ ン ・ヒ ョ ン ジ ョ ン,横 山 浩 之,土 屋 滋,川 島 隆 太:fMRI

を 用 い た,:場 に そ ぐわ な い 行 動:認 知 に か か わ る脳 購 活 部 位 の 検 討.第50回 日本 小 児 神 経 学 会

総 会,東 京,2008.5.

18,高 橋 慶,横 山 悟,神 原 利 宗,吉 本 啓,川 島 隆 太lRightNodeRaising構 文 処 理 に見 られ る

統 語 依 存 情 報 減 衰 効 果.第136回 日本 言 語 学 会 第,東 京,2008.6.

19.YomogidaY,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SekiguchiA,FukushimaA,TakeuchiH,

KawashimaR:知 識 ・意 図 に 基 づ く内 的 予 測 と感 覚 入 力 の 整 合 性 判 断 に 関 わ る脳 神 経 ネ ッ トワ ー

ク の 解 明.第10回 日本 脳 機 能 マ ッ ピ ン グ 学 会,山 形,2008.6.

20.福 島 愛,杉 浦 元 亮,三 浦 直 樹,内 田 信 也,川 島 隆 太:fMRIを 用 い た 知 的 興 奮 に 関 す る脳 ネ ッ

トワ ー ク の 同 定.第10回 日本 ヒ ト脳 機 能 マ ッ ピ ン グ 学 会,山 形,2008.6.

21.横 山 悟,高 橋 慶,神 原 利 宗,宮 本 正 夫,吉 本 啓,川 島 隆 太:文 理 解 を 支 え る下 位 処 理 一 単

語 認 知 と作 業 記 憶.第136回 日本 言 語 学 会 大 会,東 京,2008.6.

22.瀧 靖 之,木 之 村 重 男,福 田 寛:脳 虚 血 性 変 化 は そ の 後 の 脳 灰 白 質 体 積 減 少 を 加 速 さ せ る

一192入 を対 象 に した8年 間 の 縦 断 研 究
.第17回 日 本 脳 ド ッ ク 学 会 総 会,郡 山,2008.6.

23,HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:外 国 語 の 音 声 模 倣 に 関 わ る神 経 基

盤:fMR1研 究.第10回 日本 脳 機 能 マ ッ ピ ン グ 学 会,山 形,2008,6,

24.関 口 敦,杉 浦 元 亮,生 田 奈 穂,川 島 隆 太:受 動 的 な 報 酬 処 理 に お け る 内 側 眼 窩 皮 質 と側 座 核 の

機 能 分 担.第31回 日本 神 経 科 学 会 大 会,東 京,2008.7.

25.JeongH,HashizumeH,SassaY,YokoyamaS,SugiuraM,IshimakiK,KeitaNakamura,

KawashimaR:Neuralmechanismsunderlyingaface-to-faceinterviewinthesecondlanguage.第

31回 日 本 神 経 科 学 会,東 京,2008.7.

26.SugiuraM,YokoM,SasakiA,SadatoN:Corticalcorrelatesoffamousandpersonally-fmmiliar

placerepresentations.第31回 日 本 神 経 科 学 会 大 会,東 京,2008.7.

27.FukushimaA,SugiuraM,SassaY,KawashimaR:Howintellectualexcitementenhancesencoding
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ofnovelinformation?第31回 日本 神 経 科 学 大 会,東 京,2008、7

28.KambaraT,YokoyamaS,TakahashiK,MiuraN,MiyamotoT,TakahashiD ,SatoS,Kawashima

R:AnfMRIstudyoflexicalinformationprocessingamongcontentwords.ThelOthAnnual

InternationalConferenceoftheJapaneseSocietyfbrLanguageScience,Shizuoka,Japan,July2008.

29.YukihitoYomogida,MotoakiSugiura,YukoSassa,KeisukeWakusawa,AtsushiSekiguchi ,Ai

Fukushima,HikaruTakeuchi,RyutaKawashima:Coiticalmechanismofknowledge-based

rnonitoringandintention-basedmonitorlng第31回 日本 神 経 科 学 大 会,東 京,2008 .7.

30,森 戸 里 衣 子,宮 崎 憲 一,KadjiHG,内 田 隆 史,川 島 隆 太,RieraJJ:ア ス トロ サ イ ト内Ca2+上

昇 に よ る活 性 酸 素 種 の 産 生.第31回 日本 神 経 科 学 大 会,東 京,2008.7,

3LRieraJ』,EnjieuKadjiH,OgawaT,MoritoR,GotoT,KawashimaR:AstrocyticCa2十waves

andsustainedfUnctionalhyperemia.The31stAnnualMeetingoftheJapanNeuroscienceSociety,

Tokyo,Japan,9-HJuly2008,

32.HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:外 国 語 音 韻 模 倣 に 関 与 す る神 経 基

盤:fMRI研 究.第31回 日本 神 経 科 学 大 会,東 京,2008,7(ポ ス タ ー)

33.後 藤 太 邦,小 川 剛 史,KadjiHG,川 島 隆 太,RieraJJ:ラ ッ ト大 脳 皮 質 の 電 気 伝 導 度 分 布 推 定 .

第31回 日本 神 経 科 学 大 会,東 京,2009.7.

34.OgawaT,GotoT,JimenezJC,OzakiT,KawashimaR,RieraJJ:Amodelf()rextractingseveral

neuronalactivityattributesfromLFPs.第31回 日 本 神 経 科 学 大 会,東 京,2008 ,7.

35.鐘 ヶ江 寿 美 子,山 崎 律 美,石 橋 カ ズ ヨ,川 島 隆 太,小 泉 俊 三:認 知 症 高 齢 者 用 学 習 療 法 対 象 者 の

た め の 日常 生 活 評 価 ス ケ ー ル の 開 発.第9回 認 知 症 ケ ア 学 会,高 松,20089.

36.瀧 靖 之,木 之 村 重 男,佐 藤 和 則,後 藤 了 以,川 島 隆 太,福 田 寛:縁 上 回,島 等 の 灰 白 質 体 積

は そ の 後 の 全 脳 灰 白 質 体 積 減 少 を 予 見 す る.第 嘱 回 日 本 医 学 放 射 線 学 会 秋 季 臨 床 大 会,郡 山,

2008.10.

5.学 会 主 催 等

1.東 北 大 学 加 齢 医 学 研 究 所 ブ レ イ ン イ メ ー ジ ン グ 棟 竣 工 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム ～ 高 磁 場MRIか ら み え

る脳 と心 の 世 界 ～.仙 台.2008.IO.7

6.そ の 他

1)特 許 出 願

LValdesP,BoschJ,AubertE,AlbaT,AguileraF,TrujilloN,SolerJ,RieraJ,FuentesM:System

andmethodf()rthetomographyoftheprimaryelectriccurrentofthebrainandoftheHeart,

EPlOO5677Bl(EU)
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2)受 賞 歴

1.瀧 靖 之,木 之村重男,佐 藤和則,後 藤了以,井 上健太郎,岡 田 賢,川 島隆太,福 田 寛:Body

MassIndexと 全脳及 び局所灰白質量 との相 関一1,428人 の脳MR画 像 を用いたvoxel-basedmor-

phometryに よ る解 析.第43回 日本医学放射線学会秋季臨床大会 学会賞銅賞.2007.10.

2.瀧 靖 之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 による灰 白質体積 の減

少 は男性 が女性 よ りも早 い382人 の脳MRI解 析 による縦断研究.第67回 日本医学放射線学

会総会 学会賞銅賞.2008.4.

4,川 島 隆太:平 成20年 度 「情報通信 月間」総務大臣表彰(総 務省).2008.06.

3,瀧 靖 之,木 之村 重男,後 藤 了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:縁 上 回,島 等の灰白質体積

はその後の全脳灰 白質体積減少 を予見する.第44回 日本 医学放射線学会秋季臨床大会学術展示

優秀賞(GoldMedal).2008.10,



加齢老年医学研究分野

担当教授 荒 井 啓 行

1.研 究分 野紹介

教 授:荒 井 啓行

准教授:大 類 孝

助 教:海 老原孝枝

当研究分野は,平成20年1月,東 北大学加齢医学研究所に老年医学を研究する新規の臨床系分野 とし

て設置された.荒 井啓行教授のもと8名 のスタッフによって構成され,東 北大学病院では老年科診療を

担当している.時 間軸に沿って起 こる多様な生命現象を解明する学問である「加齢医学」の後半部分,特

に後期高齢者を対象とする臨床実学体系が老年医学である.高 齢期にはどのような問題が生 じているの

かを様々な角度から検討 し,本 格的な超高齢社会を迎えての探索的橋渡し老年医学研究の拠点を目指し

ている.高 齢者医療における多様な経験的ノウハウは研修医にとっては実践的・実用的な知識になるこ

とと思われる.ま た,育 児をしながらの女性医師が働きやすい職場環境の提供にも努めている.

今 日,老 年医療を担当する診療科の第一義的な役割は,「超高齢社会におけるUn-metneedsに 向き合

うこと」である.Un-metneedsと は「高い必要性がありながらいまだ適切な解決策や対処法が示されな

い」 という意味であろう.超 高齢社会におけるUn-metneedsと はどのようなものだろうか.ま た,あ

るとすればどこに転がっているのだろうか.特 記すべきことは,壮 年期 まではほとんどなく,老 年期に

入ってから急増 し85歳 以上のOldestold世 代では極めてCommonと なる高齢期に固有な病態や疾患

が知られている.こ れこそが超高齢社会における真のUn-metneedsと 言えると思われるのである.認

知症,嚥 下性肺炎,転 倒・骨折などである.高 齢者の自立を支える基盤となる生体機能は,1)食 べるこ

と;2)移 動すること;3)判 断することの3つ だが,食 べることの障害は嚥下性肺炎 として,移 動する

ことの失敗は転倒・骨折として,そ して判断する能力の喪失は認知症として65歳 を過 ぎる頃か ら急激に

増加し,老 年医療にとって最も重要なUn-metneedsと なっている.当 研究分野の歴史は20年 以上前に

遡るが,東 北大学の開学以来の理念で もある「実用忘れざる主義」に鑑み,現 場主義・実学を重視 し,高

齢者の医療 ・介護にとって実用性の高い研究を育ててきた.認 知症,嚥 下性肺炎,転 倒 ・骨折,終 末期

医療の4領 域を重点研究領域に定めている.こ れらの領域について研鎖を積み,高 い見識を持つことを

求められているのが老年科医 と言えるであろう.
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2.研 究 報 告

1)著 書

1.ア ル ツ ハ イ マ ー 病 に な ら な い 井 原 康 夫 ・荒 井 啓 行(Hl9)

2)英 文 論 文

LS.Matsushita,T.Miyakawa,H.Maesato,T.Matsui,A.Yokoyama,H.Arai,S.Higuchi,H.Ka-

shima,ElevatedCerebrospinalFluidTauProteinLevelsinWemicke'sEncephalopathyAILCO-

HOLISM:CLINICALANDEXPERIMENTALRESEARCHVol.32No,6June20081091-

1095

2.T.Okazaki,S,Ebihara,M,Asada,S.Yamanda,K,Niu,H.Arai.Erythropoietinpromotesthe

growthoftumorslachingitsreceptorandd㏄reasessurvivaloftumor-bearillgmicebyenhancing

angiogenesis.Neoplasia.2008Sep;10(9):932-9

3.M.Asada,S.Ebihara,Y,Numachi,T,Okazaki,S.Yamanda,K.Ikeda,H.Yasuda,1.Sora,H.Arai.

ReducedtumorgrowthinamousemodelofSchizophrenia,lackingthedopaminetransporter.Int

JCancer,2008Aug1;123(3):511-8

4.Taguchi,M,Okayama.Y,Hashimoto.Y,Kitaura.M,Jimbo,D,Wakutani,Y,Wada-lsoe.K,

Nakashima.K,Akatsu.H,Furukawa.K,Arai.H,Urakami.K.Sugarchainsofcerebrospinalfiuid

transferrinasanewbiologicalmakerofAlzheimer'sdisease.DementGeriatrCognDisord2008:

26(2):ll7-22Epub2008Jul24

5.Ebihara.S,Arai.H.Prospectsf()rhealth-systemsresearch.Lancet.2008Jun7;371(9628):

1914.Noabstractavailable.

6,Niu.K,Hozawa.A,GuoH,Kuriyama.S,Ebihara.S,Yang.G,Ohmori-Matsuda.K,Nakaya.N,

Takahashi.H,Fujita.K,Wen.S,Arai.H,Tsuji.1,Nagatomi.'R.SerumC-reactiveproteinevenat

verylow(<1.Omg/1)concentrationisassociatedwithphysicalperfbrmanceinacommunity-based

elderlypopulationaged70yearsandover,Gerontology.2008;54(5):260-7.Epub2008May2L

7.MiyashitaA,AraiH,AsadaT,lmagawaM,ShojiM,HiguchiS,UrakamiK,ToyabeS,Akazawa

K,Kanazawal,IharaY,KuwanoR.GAB2isnotassociatedwithlate-onsetAlzheimer'sdisease

inJapanese.Eur.J.Hum.Genetics,17:682-686,2008

8.NakagawaK,KikoT,HadadeK,AsaiA,KimuraF,SoowongP,TsudukiT,AraiH,Miyazawa

T,DevelopmentofaHPLC-basedassayfbrcartenoidsinhulnanredbloodcells:applicationto

clinicalstudies.AnaLBiochem.381:129-134,2008

9.HashimotoM,ShahdatHM,YamashitaS,KatakuraM,TanabeY,FujiwaraH,GamohS,

MiyazawaT,AraiH,ShimadaT,ShidoO.DHAdisruptsinvitroamyloidb1-40fibrillationand

concomitantlyinhibitsamyloidlevelsincerebralcortextissueofAlzheimer'sdiseasemodelrats,J,

NeurochemlO7:1634-1646,2008
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10.NorihiroTakei,AkinoriMiyashita,TamaoTsukie,HiroyukiArai,TakashiAsada,MasakiIma-

gawa,MikioShoji,SusumuHiguchi,KatsuyaUrakami,HideoKimura,AkiyoshiKakita,Hitoshi

Takahashi,ShojiTsuji,IchiroKanazawa,YasuoIhara,ShojiOdani,RyozoKuwanoandthe

JapaneseGeneticStudyConsortiumfbrAlzheimerDisease,Geneticassociationstudyoninand

aroundtheAPOEilllate-onsetAlzheimerdiseaseillJapanese,Genomics2009;93:441-448

1LNakayamaK,AraiH.etal.Arandomized,singleblindstudyoflansoprazolefbrtheprevention

ofexacerbationsofchronicobstructivepulmonarydiseaseinolderpatients.J.Am,Geriatr.Soc.

2009illpress

l2.MutsuoYamaya,MotokiYoshida,MiyakoYamasaki,HiroshiKubo,KatsutoshiFurukawa,

HiroyukiAraiSeizureandpneumoniainanelderlyS .LEpatient.JAGSinpress

l3.FujiwaraH,TabuchiM,YamaguchiT,IwasakiK,FurukawaK,SekiguchiK,IkarashiY,Kudo

Y,HiguchiM,SaidoTC,MaedaS,TakashimaA,HaraM,YaegashiN,KaseY,AraiH.A

traditionalmedicinalherbPaeiniasuffruticosaanditsactiveconstituentl,2,3,4,6-penta-O-galloyl一

β一D-glucopyranosehavepotentanti-aggregationefF㏄tsollAlzheimer'samyloidβproteinsinvitre

andinvivo.J.Neurochelnle9:1648-1657,2009

14.MutsuoYamaya,NaoyaFujino,HiroshiKuboandHiroyukiArai.Effectsofpneumococcal

vaccinationonhospitalizationandexacerbationsinelderlyJapaneseCOPDpatients.Geriatrics&

Gel-or[tologylnt.inpress

l5.WaragaiM,OkamuraN,FurukawaK,TashiroM,FurumotoS,FunakiYKatoM,IwataR,Yanai

K,KudoY,AraiH.ComparisonstudyofamyloidPETandvoxel-basedmorphometryanalysis

inlnildcognitiveimpairmentandAlzheimer'sdisease.J.Neurol.Sci.2009,

16.M.Numasaki,T.Ohrui,A、Sato,M.He,H.Arai.Congenitaltrachealstenosisandananomalous

originoftherightupperlobebronchusTHELANCET371:1526May3-92008.

17.Hayashi,T,Kawashima.S,Itoh.H,Yamada.N,Sone.H,Watanabe.H,Hattori.Y,Ohrui,T,

Yoshizumi.M,Yokote.K,Kubota.K,NomuraH,Umegaki.H,Iguchi.A;JapanCD'Mgroup

Importanceoflipidlevelsinelderlydiabeticindividuals:base】inecharacteristicsandlyearsurveyof

cardiovascularevents,CircJ,2008Feb;72(2):218-25

18.HeM,OhruiT,AraiH.Homicidesoffrailolderpersonsbytheircaregivers,J,Am.Geriatr.Soc.

2009inpress

l9.TakahikoSasaki,KatsutoshiNakayama,HiroyasuYasuda,MotokiYoshida,TakaakiAsamura,

TakashiOhrui,HiroyukiArai,JunAraya,KazuyoshiKuwano,andMutsuoYamaya.Theproton

purnpinhibitorreducesthefi-equencyofexacerbationinpatientswithchronicobstructivepulmo-

narydisease.Geriatrics&GerontologyInt、inpress

20,M.Munakata,K.Kobayashi,J.Niisato-Nezu,S.Tanaka,Y,Kakisaki,T、Ebihara,S.Ebihara,K.

Haginoya,S、Tsuchiya,A.Onuma.OlfactoryStimulationUsingBlackPepperOilFacilitatesOral

FeedinginPediatricPatientsReceivingLong-TermEnteralNutrition,TohokuJ.Exp.Med214:

327-332,2008.

21.Yamanda.S,Ebihara.S,Ebihara.T,Yamasaki.M,Asamura.T,Asada.M,Une.K,Arai.H.
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Impairedurge-to-coughinelderlypatientswithaspirationpneumonia、Cough.2008Nov19;4:

ll

22.Ebihara.S,Ebihara.T,Arai.H.Coughandtransdermallong-actingbeta2agonistinJapan.

RespirMed.20080ct;102(10):1497;authorreply1498.Epub2008Jun24.Noabstract

available.

23.Yamasaki.M,Ebihara、S,Freeman.S,Ebihara,T,Asada,M,Ymanda.S,Arai,H.Sexdifferences

intheprefencef()rplacedeathin¢ommunity-dwellingelderlypeopleinJapan.JAmGeriatrSoc.

2008Feb;56(2):376.Noabstractavailable.

24.FreemanS,EbiharaS,EbiharaT,NiuK,KohzukiM,AraiH,ButlerJ.Olfactorystimuliand

enhancedposturalstabilityinolderadults.GaitandPosture,2009inpress

3)和 文 論 文

1.荒 井 啓 行 特 集 現 代 に 蘇 え る漢 方 療 法 序 文GeriatricMedicine46(3)

2,荒 井 啓 行 特 別 イ ン タ ビ ュ ー 伝 統 医 学 の 担 い 手 を 育 て,ど の よ う に 発 展 さ せ る か を 考 え る 月

刊 漢 方 療 法vol.12NO.26-15

3.荒 井 啓 行 イ ン タ ビ ュ ー 第59回 日本 東 洋 医 学 会 学 術 総 会 「学 術 総 会 の 開 催 に 当 た っ て 」 漢 方

の 臨 床 第55巻 第5号

4.荒 井 啓 行 ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の 治 療 薬 治 療 学Vol.42NO.6別 冊

5.荒 井 啓 行,工 藤 幸 司 特 集 ア ル ツ ハ イ マ ー 病uptodateア ル ツ ハ イ マ ー 病 治 療 の 現 状 と近 未

来 像 細 胞40(5)

6,古 川 勝 敏,荒 井 啓 行 レ ヴ ィ ー 小 体 型 認 知 症MedicalPracticevol.46(7)735-740

7,荒 井 啓 行 認 知 症 と高 齢 者 医 療 山 形 艮 陵 第39号4-8

8.古 川 勝 敏,荒 井 啓 行 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム とア ル ツ ハ イ マ ー 病MedicalViewPoint

Vol.29NO.114

9.荒 井 啓 行 会 頭 講 演 ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の 制 圧 と東 洋 医 学 第59回 日本 東 洋 医 学 会 学 術 総 会 一

日本 東 洋 医 学 雑 誌Vol.59NO.5683-697

10.荒 井 啓 行 内 科 医 の た め の 脳 疾 患 講 座46幻 覚 と妄 想BRAINMEDICALVol.20No.4

2008-1284-88

11、 大 類 孝 高 齢 者 に 多 い 誤 嚥 性 肺 炎 き ょ う の 健 康p.114-ll7

12,大 類 孝,何 梅,岩 崎 鋼,藤 原 博 典,関 隆 志,古 川 勝 敏,荒 井 啓 行 認 知 症 治 療 に お い

て 期 待 さ れ る薬 物 併 用 療 法GeriatricMedicine46(4)351-356

13,大i類 孝 呼 吸 器 疾 患/肺 炎/肺 結 核 老 年 医 学 テ キ ス ト(社)日 本 老 年 医 学 会 編376-380,

387-390

14.大 類 孝 特 集 高 齢 者 喘 息 の 特 徴 と 管 理 に つ い てQ&Aで わ か る ア レ ル ギ ー 疾 患vol,4

NO.48.9379-380

15.大 類 孝 高 齢 者 感 染 症 の 特 徴 と 抗 菌 薬 の 使 い 方 モ ダ ン フ ィ ジ シ ャ ンvoL28NO.9

1371-1374
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16,大 類 孝,山 暗 都,海 老原覚 高齢者の安心安全 な生活継続 のためにMedicalTribuneVol.

4]No.3619

17,岩 崎 鋼,大 類 孝,古 川勝敏,荒 井啓行 半夏厚朴湯 は認知症 を伴 う高齢者 の肺炎 リスクを減

少 させ るKanpoMedicinefromInternatuinalJournalsMMJ2008:441

18.大 類 孝,海 老原覚,海 老原孝枝,荒 井啓行 特集 高齢者肺炎 予防 と感染対策1薬 物 によ

る高齢者肺炎 の予防治療学Vol.42NQlI46-50

19.海 老 原覚,海 老原孝枝 特集 高齢者の肺炎 えん下性肺炎 を中心にMedicovol,39NO,4

4月223-224

20.海 老 原孝枝,海 老 原覚 スパ イスによる誤嚥予防TRP受 容体刺激 による誤嚥予防 臨床栄養

vol.ll2NO.5MAY484-485

21.海 老 原孝枝,海 老原覚 スパ イスによる誤嚥予防(2)嗅 覚 刺激 による嚥下機能改善 臨床栄養

vo1.ll2NO,76802～803

22.海 老 原孝枝,海 老原覚 温度感受性受容体 を介 したi摂食時誤嚥予防の新作JournalofCLIN-

CALREHABILITATION別 冊 呼吸 ・循環障害の リハ ビリテー ション

23.海 老 原孝枝,海 老原覚,荒 井啓行 特集 かお りの機能性 嗅覚刺激 と高齢者摂食嚥下 障害 に

おい ・かお り環境学会誌VOL39NO.4JULY

24.海 老 原孝枝,海 老原覚 特集 主要 な老年症候群 の診断 治療 とケア 誤嚥Geriatricmedicine

老 年 医学vol.46(7)735-740

25,海 老 原孝枝,海 老原覚 摂食 ・嚥下障害高齢者 に対す るメデ ィカルユース としてのアロマテラ

ピーAROMARESEARCHNO.35vol,9NO.352-56

26.海 老 原覚,海 老原孝枝 嚥下障害患者 のMRSA対 策 誤嚥性肺炎の問題 嚥下障害の臨床 第

2版187-189

27.海 老 原孝枝,海 老原覚 科学的看護 ・介護 による嚥下障害 ・誤嚥性肺炎 に対す る予防 週刊 のあ

ゆみVol.227No.3195-200

3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

LAraiH.CurrentstatusofAlzheimer'samyloidimagingstudyinJapan,InternationalConference

onAlzheimer'sdisease.July27,2008,Chicago,USA.

2,ArajH,IrnagingandbiomarkerdevelopmentinAlzheimer'sdiseaseandrelateddisorders,The

jointsymposiumofthe4thinternationalsymposiumofInstitutesnetworkandOsakaUniversity

GlobalCOEsymposium.FebI,2009,0saka

3.AraiH.ImagingandbiomarkerdevelopmentinAlzheirner'sdiseaseandrelateddisorders.Mini-

workshopNeuroimagingModeling&Databasing.Feb3,2009,Sendai
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4.国 内学会 での発表

1)特 別講演,シ ンポジウム,ワ ークシ ョップ等

1.荒 井啓行 長寿社会 とアルツハイマー病 第93回 東北医学会総会教授就任記念講演会H20.5.

16東 北大学医学部臨床大講堂

2.荒 井啓行 伝統医学のあるべきかたちとは 世界の潮流と日本の役割一 第59回 日本東洋医学

会学術総会H20.6.6～8仙 台国際センター

3.荒 井啓行 講演 自分で出きる認知症予防法 日本 ビタミン学会 第60回 大会市民フォーラム

"ビタミンと健康社会"H20 .6.13仙 台国際センター

4.荒 井啓行 特別講演 長寿社会とアルツハイマー病 平成20年 度東北薬科大学ハイテクリサー

チシンポジウムH20.6.13東 北薬科大学

5.荒 井啓行 特別講演2高 齢者医療 と漢方 第29回 茨城県東洋医学研究会学術講演H20.7.4

オークラフロンティアホテルつくば

6.荒 井啓行 特別講演 高齢者 日常診療の留意点 第181回 内科懇話会H20.7.9勝 …山館

7.荒 井啓行 特別講演 認知症の制圧に挑む 高齢者プライマリ・ケア講演会H20.7,31ホ テル

オークラ神戸

8.荒 井啓行 ランチ ョンセミナー アルツハイマー病の制圧 と東洋医学 第25回 和漢医薬学会学

術大会H20.8.30大 阪国際交流センター

9.荒 井啓行 特別講演NEUROLOGYと 漢方治療 平安京漢方医学セ ミナーH20.8.30メ ル

パルク京都

10.荒 井啓行 教育講演 日常診療に役立つ認知症の知識 第29回 宮城総合画像研究会H20.9.5

艮陵会館

ll.荒 井啓行 新任教授特別講演 「認知症の制圧に挑む」 第130回 東北大学加齢医学研究所集団会

艮陵会館記念ホールH20,6、28

12荒 井啓行 認知症サポーター養成講座 認知症を見つけて治療する 第27回 日本認知症学会市

民講座in前 橋H20.10.12前 橋テルサ大ホール

13.荒 井啓行 特別講演 認知症に挑む 東西医学の統合から 第17回 日本脳神経外科漢方医学

会学術集会H20.11.8都 市センターホテル

14.荒 井啓行 アルツハイマー病制圧 とバイオマーカー開発一J-ADNIの 展望 東北大学加齢医

学研究所東京シンポジウムH20.lLll東 北大学東京分室

15.荒 井啓行 特別講演 認知症を見っけて治療する 第9回 三浦半島認知症 を考 える会H20.11.

12セ ントラルホテル

16.荒 井啓行 「今 日から変わる!認 知症 との向き合い方」 ツムラKAMPOフ ォーラムH20.12.

5ホ テルメ トロポリタン秋田

17.荒 井啓行 教授就任記念講演 長寿社会 とアルツハイマー病 教授就任記念講演 東北医学会

雑誌 王20巻2号2008年12月161-164

18.大 類 孝 特別講演 高齢者肺炎の予防ならびに治療の新戦略 石巻医師会・桃生郡医師会学術
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講演会H20,7.16石 巻グランドホテル

19,大 類 孝 高齢者肺炎予防の新戦略ACE阻 害薬の多面的作用に着目して一 出雲学術講演会

H20,8.1ウ ェルシティ島根

20.大 類 孝 基調講演 誤嚥性肺炎の予防ならびに治療の新戦略 第7回 呉脳疾患懇話会H20.

9.6シ ティプラザスギヤ

21.大 類 孝 ランチョンセ ミナー 高齢者の誤嚥性肺炎～新たな予防法～ リハ ビリテーショ

ン ・ケア合同研究大会 福井2008H20.11,7フ ェニックスプラザ

22,大 類 孝 高齢者肺炎の予防な らびに治療の新戦略 第44回 八戸化学療法研究会H20.3,3

八戸グランドホテルlF「 マリーンホール」

23.大 類 孝 特別講演 高齢者肺炎予防の新戦略ACE阻 害薬の多面的作用に着 目して 弘

前老年医療科学セミナーH20.11.12ホ テルニューキャッスル

24.大 類 孝 特別講演 誤嚥性肺炎の予防ならびに治療の新戦略 東海胸研ll月 例会H20.ll.

21名 古屋東急ホテル

25.大 類 孝 特別講演 高齢者の誤嚥性肺炎一一新たな予防法一 第ll回 登米市医師会学術演会

H20.11.27ホ テルサンシャイン佐沼

26.浅 村孝昭,大 山千佳,宇 根かお り,山 崎 都,矢 満田慎介,吉 田元樹,小 坂陽一,浅 田成紀,海

老原孝枝,海 老原覚,大 類 孝,荒 井啓行 講演Wegener肉 芽腫症の治療中に肺癌を合併した

一例 第87回 日本呼吸器学会東北地方会 第ll7回 日本結核病学会東北地方会H209 .20

フォーラム秋田(秋 田県労働会館)

2)一 般演題,ポ スター等

L吉 田元樹,大 類 孝,浅 田成紀,矢 満田慎介,高 山 真,沖 津玲奈,海 老原覚,荒 井啓行 一般

演題 気管支擦過細胞診でシャルコーライデン結晶を認めた,喘 息を伴う好酸球性肺炎の一例

第19回 日本老年医学会東北地方会H20.10,18艮 陵会館記念ホール

2.矢 満田慎介,海 老原覚,海 老原孝枝,浅 田成紀,山 暗 都,吉 田元樹,浅 村孝昭,宇 根かおり,

大類 孝,荒 井啓行 一般演題 誤嚥性肺炎患者の喀疾培養検査の結果に関する検討 第19回

日本老年医学会東北地方会H20.10.18艮 陵会館記念ホール

3.小 坂陽一,佐 藤琢磨,佐 々木英忠,荒 井啓行 一般演題 高齢者に対する経管栄養法の予後およ

び問題点 第19回 日本老年医学会東北地方会H20.10.18艮 陵会館記念ホール

5.学 会主催 等

1.第59回 日本東洋医学会学術総会会頭

2.東 北老年医療シンポジウム代表世話人

3.第19回 日本老年医学会東北地方会会長

4,宮 城老年医療フォーラム代表世話入

5.ADNI神 経心理講習会
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抗感染症薬開発研究部門

担当教授 渡 辺 彰

1.研 究分野 紹介

教 授:渡 辺 彰

}筐教授:藤 ホ寸 茂

当研究部門は平成19年4月 に寄附研究部門として設置され,呼 吸器腫瘍研究分野(現 医学系研究科呼

吸器病態学)よ り渡辺彰教授が着任 した.こ れまで呼吸器腫瘍研究分野は,肺 癌 ・間質性肺炎 ・難知性

呼吸器感染症の3つ のグループに分かれ研究を展開していたが,そ の感染症グループが当研究部門の前

身である.同 年9月 には宮城大学より藤村茂准教授(呼 吸器腫瘍研究分野出身)が 着任した.当 部門は

寄附部門であることから産学連携による業績が強く求められるが,さ らに医師,薬 剤師,看 護師等との

連携を深め,臨 床施設 との共同研究も進めている.

主な研究内容

当部門の研究課題は1)医 学 ・薬学における先端的創薬 と開発,並 びに育薬に関する研究の推進 と人

材の開発,2)新 規抗感染症薬の臨床試験並びに市販後臨床試験の適正化 と国際標準化の推進,3)薬 剤

の特性に基づいた抗感染症薬の適正使用法の確立 と臨床的研究の推進,4)院 内感染の予防 と薬剤耐性

菌抑制の研究の推進並びにその成果の普及推進,5)人 獣共通感染症研究の推進 とバイオテロ対策,6)

インフルエンザウイルス薬開発 ・実用化の推進である.

】)に掲げた先端的創薬 と開発は,製 薬企業の研究 ・開発部門 と共同で取 り組み,Pharmacokinetics-

Pharmacodynamics(PK-PD)理 論を導入し%TimeaboveMICを 高めたβ一ラクタマーゼ阻害薬配合ペ

ニシリン系薬剤およびAUC/MICを 最大限に上げた経ロマクロライド系薬の開発 ・実用化に寄与 した.

また,Cmax/MICお よびAUC/MICを 考慮することにより臨床的有効性を高めたレスピラトリーキノ

ロン系薬の臨床使用に向けて活動している.一 方,育 薬の観点では,仙 台市内の病院と連携し,デ バイ

ス関連の術後感染におけるanti-biofilm活 性を有するマクロライド系薬の臨床応用を検討 し,invitroに

おいて有用性 を証明し国際学会および論文で報告 した.

2)の 新規抗感染症薬の臨床試験並びに市販後臨床試験の適正化 と国際標準化の推進に関しては,こ

れも渡辺教授が製薬企業の研究 ・開発部門と共同で取 り組んでいる各種新規抗菌薬の開発臨床試験並び

161
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に市販後臨床試験を推進する中であるべき姿を提案 ・実践すると共に,海 外の臨床試験を広 く参考 とし

ながらこれをさらにレベルアップする努力を行っている.個 別の課題では,日 本化学療法学会の抗菌薬

安全性評価基準検討委員会の委員長 として新規抗菌薬開発の際の副作用等の評価基準の改訂 を推進し

た り,関 節 リウマチやクローン病,乾 癬,べ 一チェット病その他の難病に対する画期的な治療薬 として

開発されたTNF一 α阻害剤などの生物学的製剤の開発や市販後臨床試験の際の安全性評価 を担当した

りしながらそのレベルアップの重責を担っている.

3)薬 剤の特性に基づ く抗感染症薬の適正使用法の確立と推進は,当部門が最 もウェー トを置いてい

る部分であり,各種講演会や著書等にて臨床医ならびに薬剤師の先生方に耐「生菌制御かつ抗菌薬の特性

を最大限に発揮 させる抗菌薬投与について情報提供を行った.

4)病 院内感染の予防 と薬剤耐性菌抑制の研究の推進として,仙 台市内の一般市中病院の協力の下,

病院内の水廻 り環境におけるP.aeluginosaの 除菌に関する検討で第5回 日本環境感染学会賞を受賞 し

た。これは現在本邦で問題となっている薬剤耐性緑膿菌の伝播経路の一つである水廻 り設備を,消 毒剤

を使わず除菌する方法を考案し,そ の基礎的データを集積 し病院にて実践 した成績をまとめたものであ

る.ま た欧米で問題 となっているAcinetobacterの 薬剤耐性に関する調査や耐性遺伝子の研究を行って

いる.

5)人 獣共通感染症研究の推進とバイオテロ対策 としては,当研究部門の協力研究者が成人インフル

エンザ肺炎の臨床像に関する研究した.さ らに抗インフルエンザ薬3薬 剤 と異常行動 との関連性をレト

ロスペクティブに検討し,異 常行動を起 こした群に薬剤投与 との因果関係がみられないケースが84%

あったことを報告 した.そ の他,非 結核性抗酸菌症の臨床病型 とVNTRと の関連やサルコイ ドーシスの

病態に関わる宿主因子の研究を行っている.

6)抗 インフルエンザウイルス薬開発・実用化の推進としては,抗 インフルエンザ薬のオセルタミビ

ルやザナミビルの服用 と異常行動やオセルタミビル耐性のインフルエ ンザの出現等がマスコミで報道

され,新 型インフルエンザウイルス感染症の対策が国民レベルで不安視 されている.当 部門は現在緊急

に開発されている新規抗インフルエンザ治療薬2剤 の臨床試験に関して,早 期の臨床使用に向けて活動

している.な お,2009年 春からの新型インフルエンザの流行に際 しては,渡 辺が日本感染症学会の新型

インフルエンザ対策ワーキンググループの座長 を務めて 「緊急提言」をまとめ,こ れが国会の予算委員

会新型インフルエンザ対策集中審議で引用されるなど,国 をリー ドする活動を行っている.
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2.研 究 報 告

1)英 文(原 著 論 文)

LFujimuraS,NakanoY,SatoT,ShirahataKandWatanabeA:Relationshipbetweentheusageof

carbapenemantibioticsandtheincidenceofirnipenem-resistant.Pseudomonαsaei'eeginosa.JIn艶ct

Chemotherl3(3):147-150,2007.

2.WatanabeA,FujimuraS,KikuchiT,GomiK,FuseKandNukiwaT:Evaluationofdosingsof

carbapenemsforsevererespiratoryinfectionusingMonteCarlosimulation,JInfectChemotherl3

(5):332-340,2007.

3,GomiK,WatanabeA,AokiS,KikuchiT,FuseK,NukiwaT,KurokawaIandFujimuraS:

Antibacterialactivityofcarbapenemsagainstclinicallyisolatedrespiratorybacterialpathogensin

Japanbetween2005and2006.InternJAntimicrobAgents29:586-592,2007.

4.WatanabeAandTakahashiH:Diagnosisandtreatmentf()rQfevertoclarifycurrent

problemsinJapan.JInfectChemotherl4:1-7,2008.

5.WatanabeA,YanagiharaK,KohnoS,MatsushimaTandHAPstudygroup:Multicentersurvey

onhospital-acquiredpneumoniaandclinicaleMcacyoffirst-lineantibioticsinJapan.111ternal

Medicine47:245-254,2008.

6.FujimuraS,FuseK,GomiK,KikuchiT,TokueYandWatanabeA:Invitrosusceptibilityof

clinicalisolatesofmethicillin-resistantStaphylococcusaureustomanufacturedgenericdrugs

comparedwiththebrandvancomycin.InternJAntimicrobAgents31:391-392,2008.

7.FujimuraS,KatoSandWatanabeA:WatersourceasaHelicobacterpylo1'itransmissionroute:

a3-yearfollow-upstudyofJapanesechildrenlivinginauniquedistrict.JMedMicrobiol57:

909-910,2008.

8.FujirnuraS,SatoT,MikamiT,KikuchiT,GomiKandWatanabeA:CombinedeMcacyof

clarithrOmycinp】usCefazOlinorvanCOmycinagainSt5「taphylocOCCUSaureUSbiofilmsf()rmedon

titaniummedicaldivices.InternJAntimicrobAgents32:481-484,2008.

9.NikiY,HanakiH,YagisawaM,KohnoS,AokiN,WatanabeA,SatoJ,HattoriR,KoashiN,

KozukiT,MaruoA,MoritaK,OgasawaraK,TakahashiY,Watanabe』,TakeuchiK,Takahshi

M,TakedaH,IkedaH,KanedaH,NiitsumaK,SaitoM,KoshibaS,KanekoM,ItabashiS,Miki

M,NakanowatariS,HondaY,ChibaJ,TakahashiH,UtagawaM,KondoT,KawanaA,Konosaki

H,AokiY,ChonabayashiN,UedaH,SugiuraH,lchiokaM,GotoH,AoshimaM,OkazakiM,

OzawaT,HoriuhiT,YoshidaT,TsukadaH,KobayashiS,YoshikawaH,ImaiY,AokiN,Honma

Y,YoshidaK,TakayaM,KurokawaY,KuwabaraM,FujiueY,IshimaruT,MatsubaraN,

KawasakiY,TokuyasuH,MasuiK,ShjmizuE,YonedaK,NegayamaK,UedaN,.LshimaruM,

NakanishiY,FujitaM,HondaJ,KadotaJ,HiramatsuK,AokiY,NagasawaZ,SugaM,

MuranakaH,KohnoS,YanagiharaK,FujitaJ,TateyamaMandTotsukaK.Thefirstnationwide

surveillanceofbacterialrespiratorypathogensconductedbytheJapaneseSocietyofChemotherapy.
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Partl:ageneralviewonantibacterialsusceptibility.JInfectChemotherl4:279-290,2008.

10.SekiM,WatanabeA,MikasaK,KadotaJandKohnoS:RevisionoftheSeverityRatingand

ClassificationofHospital-acqujredPneumoniaintheJapaneseRespiratorySocietyGuidelines.

Respirology13:880-885,2008.

2)和 文(原 著論文)

1.渡 辺 彰,新 妻一直,武 田博明,青 木信樹:慢 性呼吸器疾 患の二次感染患者 にお けるgarenoxacin

の喀 疾移行性試験.日 本化学療法学会雑誌55(Suppl,1):162-i68,2007,

2.渡 辺 彰,高 橋 洋:注 目され る感染症,II-2.Q熱.日 本内科学会雑誌96(11):2406-2412,2007.

3.小 林 宏行,渡 辺 彰,青 木信樹,小 田切 繁樹,佐 野靖之,斎 藤 厚:呼 吸器感染症 を対 象 とした

garenoxacinの 臨床第II相 試験一非盲検 ・非対照・多施設試験一.日 本化学療法学会雑誌55(Suppl.

1):H6-126,2007,

4.小 林 宏行,渡 辺 彰,青 木信樹,小 田切繁樹,河 合 伸,二 木芳人,河 野 茂,斎 藤 厚;細 菌

性肺炎 を対 象 としたgarenoxacinの 臨 床第III相 比 較試験 日本化学療 法学会雑誌55(Suppl,1)l

l27-143,2007.

5.小 林 宏行,谷 川原祐 介,渡 辺 彰,青 木信樹,佐 野靖之,小 田切繁樹,二 木芳人,河 野 茂,斎

藤 厚:慢 性 呼吸器病 変 の二次感 染患 者 を対 象 としたgarenoxacinの 臨 床第III相 試 験PK/

PD試 験 一.日 本化学療法学会雑誌55(Suppl.D:144-161,2007.

6.小 林 宏行,渡 辺 彰,青 木信樹,小 田切繁樹,河 合 伸,二 木芳人,河 野 茂,斎 藤 厚:呼 吸

器 感染 症 患者 を対 象 としたgarenoxacinの 第III相 一 般 臨床 試験.日 本 化学 療法 学会 雑誌55

(Suppl.1):工69-184,2007.

7.河 野 茂,渡 辺 彰,青 木信樹,舘 田一博,谷 口博之,二 木芳人,平 田恭信:ペ ニシ リン耐性肺

炎球菌 による呼吸器感染症 を対象 としたgarenoxacinの 第III相 一 般臨床試験.日 本化学療法学

会雑誌55(SupPl.1):185-193,2007,

8.五 味 和紀,三 木 誠,板 橋 繁,菊 地 暢,三 浦進一,鹿 内俊樹,井 上洋西,武 内健一,神 田暁

郎,鈴 木修三,中 川英之,本 間光信,三 木 祐,阿 部達也,西 巻雄司,齋 藤 弘,安 ヶ平英夫,

佐 山恒夫,佐 田 誠,菊 地 亮,本 田芳宏,川 名 明彦,渡 辺 彰:市 中肺炎の実態調査 と新 旧市

中肺炎診療ガイ ドラインの検証成績.日 本呼吸器学会雑誌45(ll):836-843,2007.

9.渡 辺 彰:医 学 と医療 の最前線,Q熱 診療の最前線.日 本内科学会雑誌97:423-429,2008(Feb.

10).

10.東 山康仁,渡 辺 彰,青 木信樹,二 木芳人,河 野 茂:慢 性閉塞性肺疾患症例 の急性増悪 に対 す

るニューキノロン系抗菌薬 とβ一ラクタム系抗菌薬 の有用性.日 本化学療法学会雑誌56:33-48,

2008.

11.小 林 宏行,渡 辺 彰,中 田紘 一郎,和 田光一,二 木 芳人,河 野 茂:呼 吸器感 染症 に対 す る

sitafloxacinとlevofloxacinの 二 重 盲検 比較 試験 日本化 学 療 法学 会雑 誌56(Suppl,1):36-48,

2008(Apr.10).

12,齋 藤 厚,渡 辺 彰,青 木信樹,二 木芳人,河 野 茂,賀 来満夫,堀 誠治:市 中肺炎 に対 する
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sita且oxacinとtosufloxacinの 第III相 二 重盲 検比較検証 試験.日 本化 学療法学会雑 誌56(Suppl、

D:49-62,2008(Apr.10).

13.齋 藤 厚,谷 川原祐介,渡 辺 彰,青 木信樹,二 木芳人,河 野 茂,賀 来満夫,堀 誠治,戸 塚

恭一:呼 吸器感染症 に対す るsitafloxacinの 一 般臨床試験.日 本化学療法学会雑誌56(Suppl,1):

63-80,2008(Apr.10).

14.相 川直樹,河 野 茂,賀 来満夫,渡 辺 彰,山 口恵三,谷 川原祐介:Arbekacinの メ チシ リン耐

性黄色 ブ ドウ球菌(MRSA)感 染 症患者 を対象 とした200mgl日1回 投与法での一般臨床試験

一臨床薬理試験一
.日 本化学療法学会雑誌56:299-3;2,2008(MaylO).

15.鈴 木 由希,藤 村 茂,目 黒美保,渡 辺 彰:水 廻 り環境 よ り分離 されるPseudomonasαent8・inosa

の 熱 水 による除菌効果.日 本環境感染学会雑誌23:332-337,2008.

3)著 書 ・総説等

L河 野 茂,松 島敏春,齋 藤 厚,中 田紘一郎,山 口恵三,渡 辺 彰,青 木信樹,後 藤 元,鈴 木

幹三,関 沢清久,相 馬一亥,永 武i毅,三 笠桂一,宮 下修行,石 田 直,朝 野和典,中 浜 力:

日本呼吸器学会 「呼吸器感染症 に関す るガイ ドライン」,成 人市 中肺炎診療 ガイ ドライ ン.日 本

呼吸器学会,東 京,2007年1月15日 発 行,pp1-86,

2.渡 辺 彰:特 集 『新 しい抗MRSA薬linezolidを め ぐって』,Linezolidを 中心 とす る抗MRSA薬

の適正使用.臨 床 と微生物34(1):51-57,2007(Jan.25).

3.藤 村 茂,渡 辺 彰:特 集 『多剤耐性緑膿菌感染症 』,多 剤耐性緑膿菌 による難治性呼吸器感染

症 の治療戦略.化 学療法 の領域23(2):241-246,2007(Jan.25).

4渡 辺 彰:特 集 『肺炎 高齢化社会 を迎 えて一』,治 療 の諸問題,外 来治療 の実際 自験例か ら

考 える.カ レン トテ ラピー25(2):128-133,2007(Feb.1).

5,渡 辺 彰:肺 炎ガイ ドラインの検証 と改訂 の方向'1生ProgressinMedicine27(2):462-468,2007

(Feb.董0).

6.河 野 茂,渡 辺 彰,金 澤 實,舘 田一博,徳 江 豊,和 田光一:肺 炎ガイ ドライ ンの検証 と改

訂 の方向性 討論.ProgressinMedicine27(2):469-471,2007(Feb.10)、

7.三 木 誠,渡 辺 彰lVI呼 吸 器感染症,2起 因菌不明の市 中肺炎.呼 吸器疾患最新 の治療2007-

2009(工 藤 翔二・中田紘一郎 ・貫和敏博 編),南 江堂,東 京,2007年2月15日 発 行,pp.221-225.

8.渡 辺 彰:VI感 染症 の治療,3治 療指針 ・ガイ ドライ ン,3)呼 吸 器感 染症 に関す るガイ ドライ

ン(日 本呼吸器学会),c.成 人 気道感 染症診療の基本 的考 え方 普及度 と有用性 の検証.日 本

臨跡増刊号,新 感染症学 ・上,新 時代 の基礎 ・臨床研 究 日本臨淋社,大 阪,2007年2月28日 発

イテ,pp,288-292.

9.渡 辺 彰:特 集 『呼吸器疾 患一最近の話題 』,市 中呼吸器感染症 の診療 にお けるガイ ドライ ン.

CefiroNo,5:5-8,2007(March).

1α 渡 辺 彰:抗 菌薬 の使い方一投与量 と投与 回数 の考 え方が変わ って きた.仙 台市 医師会報No.

513:40-41,2007(March).

lI.渡 辺 彰:抗 菌薬 の使 い方～投与量 と投与回数 の考 え方が変 わって きた～.登 米市医師会だ より
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No.375=1-2,2007(Marcll).

12.河 野 茂,渡 辺 彰,二 木芳人:注 射用 シプロフロキサシ ンの 「使 用上 の注意」改訂後における

臨床的位置づけにつ いて.呼 吸26(3):228,2007(Mar.15).

13.渡 辺 彰:特 集 『リウマチ治療 の新時代一治療薬 を使 い こなす一』,結 核 の診断,治 療お よび予

防.内 科99(4):642-645,2007(Apr.1).

14.三 木 誠,渡 辺 彰1特 集 『肺 の老化 を考 える』,老 化 と呼吸器感染症.THELUNGPerspective

l5(2):180-176,2007(Apr,10).

15.渡 辺 彰:特 集 「リウマチ医に必要 な呼吸器合併症の知識 診断 と治療 の実際』,結 核,非 結核

性(非 定型)抗 酸菌症 の予防 と治療 の実際 リウマチ科37(4)=356-364,2007(Apr.28).

16.渡 辺 彰:特 集 『DATAで 読 み解 く内科疾患』,II.呼 吸 器,肺 抗酸菌症.綜 合臨躰56(2007増

刊):973-978,2007(May2),

17.渡 辺 彰:特 集 『関節 リウマチのパ ラダイム シフ ト 生物 学的製剤の最新治療動向』,生 物学的

製剤使 用時 の肺炎お よび結核の合併頻度 とその対策.医 学の あゆみ221(5):405-409,2007(May

5).

18.渡 辺 彰:第2章 呼吸器系,3.肺 結 核症.呼 吸器疾患最新の治療2007-2009(奈 良 信雄 編),メ

デ ィカル ・サイエ ンス ・インターナシ ョナル,東 京,2007年5月25日 発 行,pp.75-78.

19、 渡 辺 彰:第2章 呼吸器系,4.非 結核性抗酸菌症.呼 吸器疾患最新の治療2007-2009(奈 良 信雄

編),メ デ ィカル ・サイエンス ・イ ンターナ ショナル,東 京,2007年5月25日 発行,pp.79-82,

20,渡 辺 彰:耐i生 菌 治療 の新 展 開～MRSAを 含 め て～.福 島医学 雑 誌57(24):148-150,2007

(June25).

21.渡 辺 彰:特 集 『注射療法一イ ンス リン療法 を中心 として』,Q&A糖 尿 病患者 に対 する予防接

種 とは?糖 尿病患者 に対す るインフルエ ンザや肺炎球菌 ワクチンの予防効果 につ いて教 えて

くだ さい.肥 満 と糖尿病6(4):675-676,2007(Julylo).

22.渡 辺 彰:II臨 床 編1.肺 炎(CAP,HAP,HCAP).レ ス ピラ トリーキノロン薬 一その理解 と

適 正使用一(二 木芳人 編),医 薬 ジャーナル社,大 阪,2007年7月31日 発 行,pp.70-95.

23.藤 村 茂,渡 辺 彰:知 ってお きたい頻 用薬 の上手な使 い方35,セ フェム系抗菌薬 .日 本医事新

報No.4347:44-45,2007(Aug.18).

24.藤 村 茂,渡 辺 彰:第55回 日本化学療法学会総会 ・感染制御 に関す る最新 の話題 .感 染制御

3(4):307-311,2007(Aug.20).

25.渡 辺 彰:4-12Q熱.内 科學第9版 杉本恒明 ・水野美邦 総編集),朝 倉書店,東 京,2007年9

月4日 発行,pp.339-340.

26.渡 辺 彰:特 集 『MRSA感 染 症 の治療戦略一抗MRSA薬 の使い方』,MRSA感 染 症治療の争点

～ 「抗MRSA薬 使 用 の手引 き」 発行 を受 けて .感 染 と抗菌薬10(3):205-208,2007(Sept.10).

27.藤 村 茂,渡 辺 彰:知 っておきた い頻用薬 の上手な使 い方37,ペ ニ シ リン系抗菌薬 .日 本 医事

新報No.4351:44-45,2007(Sept.15),

28,藤 村 茂,渡 辺 彰:特 集 「最新の抗菌薬 の使い方』,各種抗菌薬 の種類 と特徴 ・注意点,抗MRSA

薬.臨 休と研究84(10):1321-1327,2007(Oct.20).

29.藤 村 茂,渡 辺 彰:特 集 『抗菌薬 ・抗真菌薬の選択 と使 い方』,ニ ューキノロ ン系抗菌薬 の選



抗感染症薬開発研究部門167

択 と使 い方.MEDICAMENTNEWSNo,1923:1-4,2007(Oct.25).

30.三 木 誠,渡 辺 彰:4特 異 な肺炎,1.Chlamydiapneumoniae肺 炎 の位置づけは?.EBM呼 吸

器疾患の治療2008-2009(永 井 厚志・吉澤靖之 ・大 田 健 ・江 口研 二 編),中 外医学社,東 京,2007

年11月5日 発行,pp,35-40,

31.三 木 誠,渡 辺 彰:4特 異 な肺炎,2.レ ジオネラ肺炎の位置づ けは?.EBM呼 吸 器疾患の治療

2008-2009(永 井 厚志 ・吉澤靖之 ・大 田 健 ・江口研二 編),中 外医学社,東 京,2007年11月5

日発行,pp.41-46.

32.三 木 誠,渡 辺 彰:4特 異 な肺炎,3.ペ ッ ト関連の呼吸器感染症?.EBM呼 吸 器疾 患の治療

2008-2009(永 井 厚志 ・吉澤靖之 ・大 田 健 ・江口研二 編),中 外医学社,東 京,2007年ll月5

日発イ了,pp、46-52.

33、 三木 誠,渡 辺 彰:4特 異 な肺 炎,4.誤 嚥 性肺炎 の診断 と治療 は?入 院中の誤嚥性肺炎発生

についての予防法は?.EBM呼 吸 器疾患の治療2008-2009(永 井 厚志 ・吉澤靖之 ・大 田 健 ・江

口研二 編),中 外 医学社,東 京,2007年ll月5日 発行,pp.52-58.

34.藤 村 茂,渡 辺 彰:知 ってお きたい頻用薬 の上手 な使 い方42,イ ン フルエ ンザ治療薬.日 本医

事新報No.4361:43-44,2007(Nov.24).

35.渡 辺 彰:第V章 治療,D抗 菌 薬.呼 吸器専門医テキス ト(工 藤翔二 ・中田紘一郎 ・永井厚志 ・

大田 健 編),南 江堂,東 京,2007年ll月25日 発 行,pp.191-198.

36.藤 村 茂,渡 辺 彰:知 ってお きたい頻用薬の上手 な使 い方44,マ ク ロライ ド系抗菌薬.日 本医

事新報No.4365:43-44,2007(Dee22).

37,渡 辺 彰:2呼 吸器疾患,II主 な疾患 と診療,1感 染症,5結 核,非 結核性(非 定型)抗 酸菌症.

臨床病態学(北 村 聖・総編集),NOUVELLEHIROKAWA,東 京,2008年1月1日 発行,初

版(第2刷)pp.278-283.

38.藤 村 茂,渡 辺 彰:知 っておきたい頻用薬 の上手な使 い方46,テ トラサイ クリン系抗菌薬.日

本 医事新報No.4370:43-44,2008(Jan.26).

39,渡 辺 彰:第3章 生物学的製剤の副作用 と対策,生 物学的製剤使用時の肺 炎および結核 の合併

頻度 とその対策.関 節 リウマチのパラダイム シフ トー生物学的製剤 の最新治療動 向(宮 坂信之 ・

編集),医 歯薬出版 ㈱,東 京,2008年2月20日 発 行,初 版,pp.65-69.

40.渡 辺 彰:呼 吸器感染症uptodate～ トリインフルエンザ を含 めて～.仙 台市医師会報No.524:

61-62,2008

41.藤 村 茂,渡 辺 彰:知 ってお きたい頻用薬の上手 な使い方48,ニ ューキノロン系抗菌薬.日 本

医事新報No.4375:44-45,2008(Manl).

42.渡 辺 彰:特 集『市 中肺炎治療 とガイ ドライ ン』,イ ンフルエ ンザ と市 中肺炎.最 新医学63:393-

399,2008(MarchIO).

43.渡 辺 彰:特 集 『どの抗菌薬 をなぜ使 う・いつ使 う・いっ止 める』,抗 菌薬 の"適 正使用"と は何

か一どこに問題が あるのか.感 染 と抗菌薬ll:9-16,2008(MarchlO).

44.渡 辺 彰:特 集 『市 中肺炎治療 とガイ ドライ ン』,イ ンフルエンザ と市 中肺炎.最 新医学63:393-

399,2008(MarchlO),

45,渡 辺 彰:III.症 候 編,咽 頭痛.内 科診断学(福 井次矢,奈 良信雄 編,第2版),医 学 書院,東
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京,2008年3月15日 発行,pp.334-340.

46.渡 辺 彰:III.症 候 編,咳 ・疾.内 科診断学(福 井 次矢,奈 良信雄 編,第2版),医 学 書院,東

京,2008年3月15日 発行,pp,401-409.

47.渡 辺 彰:IV.疾 患編,か ぜ症候群(イ ンフルエ ンザ を除 く) .内 科診断学(福 井次矢,奈 良信雄

編,第2版),医 学 書院,東 京,2008年3月15日 発 行,pp.693.

48.渡 辺 彰:IV.疾 患 編,イ ンフルエ ンザ .内 科診断学(福 井次矢,奈 良信雄 編,第2版),医 学

書院,東 京,2008年3月15日 発 行,pp.694-695.

49.渡 辺 彰:IV.疾 患 編,市 中肺炎.内 科診断学(福 井次矢,奈 良信雄 編,第2版),医 学 書院,

東 京,2008年3月15日 発 行,pp.695-697.

50.渡 辺 彰:lV.疾 患 編,院 内肺炎.内 科診断学(福 井次矢,奈 良信雄 編,第2版),医 学 書院,

東 京,2008年3月15日 発 行,pp.697-698.

51.渡 辺 彰lIV.疾 患 編,肺 化膿症,肺 膿瘍 .内 科診断学(福 井次矢,奈 良信雄 編,第2版),医

学 書院,東 京,2008年3月15日 発 行,pp.698-700.

52.渡 辺 彰:IV.疾 患編,膿 胸 .内 科診断学(福 井 次矢,奈 良信雄 編 第2版),医 学 書院,東 京,

2008年3月i5日 発行,pp.700-701,

53.渡 辺 彰:IV.疾 患編,肺 結核症 .内 科診断学(福 井次矢,奈 良信雄 編,第2版),医 学 書院,

東 京,2008年3月15日 発 行,pp、701-702.

54.渡 辺 彰:IV.疾 患編,非 結核i生抗酸菌症.内 科診断学(福 井次矢,奈 良信雄 編,第2版),医

学 書院,東 京,2008年3月15日 発 行,pp.701-702.

55.五 味和紀,渡 辺 彰:IV.疾 患 編,肺 真菌症.内 科診断学(福 井次矢,奈 良信雄 編,第2版),

医学 書院,東 京,2008年3月15日 発行,pp,701-702.

56.藤 村 茂,渡 辺 彰:特 集『変貌す る感染症治療 』,化 学療法薬 の進歩 .臨 休 と研究85:649-653,

2008(May20).

57.渡 辺 彰,高 橋 洋:特 集 『新興・再興感染症(前 編)』,Q熱 の診 断,治 療 ,予 防.最 新医学63

(Suppl.1):661-679,2008(Maエch25).

58.藤 村 茂,渡 辺 彰:知 ってお きたい頻 用薬 の上手な使 い方50,ヘ ル ペス ウイル ス感染症治療

薬.日 本医事新報No,4379:47-48,2008(Mar.29),

59.渡 辺 彰:特 集 「呼吸器疾患 にお ける医師主導臨床試験の取 り組 み と将来展望」,医 師主導臨床

試験 をどの よ うに行 って肺 炎診療 ガイ ドライン を改訂 したか?.呼 吸器 科12:129-135,2008

(Apr.1)

60・ 高橋 洋,渡 辺 彰:IV非 定型肺炎 ・ウイルス肺炎 をめ ぐって,8Q熱 の画像診断,お よび臨

床診 断.肺 炎 の画像診 断 と最新 の診療(藤[ヨ 次郎 編),医 薬 ジャーナル社,大 阪,2008年4月20

日発 行,pp.235-242.

61.藤 村 茂,渡 辺 彰:特 集 『抗菌薬選択のポイン ト』,II起 炎 菌別 に考 えること
,4.イ ンフルエ

ンザ菌(含BLNAR).化 学 療法 の領域24(S-1):103-108 ,2008(Apr,30).

62.渡 辺 彰:抗 菌薬のA,B,C～ 分 か りやすい覚 え方～ .仙 台市 医師会報No.527:44-47,2008.

63.河 野 茂,渡 辺 彰,三 笠桂一,門 田淳一,二 木芳人,舘 田一博,朝 野和典 ,石 田 直,後 藤 元,

相 馬一亥,草 地信也,福 家伸夫,関 雅文,大 塚喜人,三 澤成 毅,吉 田耕一郎,伊 藤功朗,藤 島
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清 太郎,宮 下修行,三 鴨廣繁,菊 池 賢,照 屋勝 治,武 田英紀,寺 本信嗣,青 木信樹:日 本呼吸

器学会 「呼吸器感染症 に関す るガイ ドライン」,成 人院内肺炎診療 ガイ ドライ ン.日 本呼吸器 学

会,東 京,2008年6月1日 発行,pp.1-72.

64.河 野 茂,渡 辺 彰,三 笠桂 一,門 田淳一,二 木芳人,舘 田一博,朝 野和典,石 田 直,後 藤 元,

相 馬一亥,草 地信也,福 家伸 夫,関 雅文,大 塚喜入,三 澤成i毅,吉 田耕一郎,伊 藤功朗,藤 島

清太郎,宮 下修行,三 鴨廣繁,菊 池 賢,照 屋勝治,武 田英紀,寺 本信 嗣,青 木信樹:日 本呼吸

器学会「呼吸器感染症 に関するガイ ドライン」,成 人院内肺 炎診療ガイ ドライ ン(ポ ケ ッ ト版).日

本呼吸器学会,東 京,2008年6月15日 発 行,pp.1-74

65,藤 村 茂,渡 辺 彰:NewTechnology,結 核 感染 を確認す る新 しい手法.MedicalScienceDigest

34:334-335,2008(July25).

66.高 橋 洋,渡 辺 彰:人 畜共通感染症 の診断 と治療,Ol57,狂 犬 病,E型 肝 炎,Q熱 な ど.JIM

(JournalofIntegraedMedicine)18:568-571,2∞8(Julyl5).

67.渡 辺 彰;特 集 「新 ・成人院内肺炎診療ガイ ドラインについて」,院 内肺炎 ガイ ドラインの重症

度分類 は どのように変更 されたか?.呼 吸器科14:7-13,2008(July28).

68.渡 辺 彰:人 獣共通感染症;Q熱.KEYWORD感 染症(山 口恵三,戸 塚恭一 編,第2版),先

端 医学社,東 京,2008年8月1日 発行,pp.80-81.

69,渡 辺 彰:抗 菌薬 は どのように分類す るとわか りやすいか?.特 集 「抗菌薬uptodate,何 を選

び,ど う使 うのか?最 新 の知識.ModernPhysician28:1288-1291,2008(Sept.D

70.渡 辺 彰:特 集 「市 中肺炎 症例 と指針で学 ぶガイ ドライ ンの実際』,市 中肺炎診療 この10年

の変遷一 なぜガイ ドライン とその検証が必要 なのか.感 染 と抗菌薬11:225-230,2GO8(Sept.10).

71.渡 辺 彰;呼 吸器感染症 の診療ガイ ドラインのポイン トと活 用法.Medic謹3:10-11,2008

72.渡 辺 彰,相 川直樹:薬 物 治療 の軌跡 と展望,第16回 抗 生物質 タゾバ クタム ・ピペラシ リン.

MMJ(TheMainichiMedicalJournal)4:812-815,2008(Oct.15)、

73.渡 辺 彰:第3章 主要症候か ら診 断へのアブm一 チ,発 熱 呼吸器疾患診療マニ ュアル[日 本

医師会雑誌(臨 時増刊号)137特 別号(2)[生 涯教育 シ リーズ75],工 藤 翔二 監修,工 藤翔二 ・

相澤久道:大 田 健 ・川崎一輝 ・弦間昭彦 ・酒井文和 ・中田紘一郎 ・永武 毅 ・貫和敏 博 編集],

日本医師会,東 京,2008年10月15日 発 行,pp.89-90.

74.渡 辺 彰,武 田博 明,渡 辺立夫,真 崎雅和:臨 床現場 か ら見たガ レノキサ シンの位置づ け.Medical

Tribune41:77-80,2008(Oct.16),

75,山 口恵三,渡 辺 彰,鈴 木 賢二,舘 田一博:レ ス ピラ トリーキノロン としてのガレノキサシ ンの

役割.JpnJAntibiotics61:289-302,2008(Oct.25).

76,渡 辺 彰:特 集 「リウマチ医が知 るべ き関節 リウマチの呼吸器合併症 その診 断 ・治療 ・予防』,

細 菌i生肺炎.リ ウマチ科40:327-334,2008(Oct.28).

77.渡 辺 彰:特 集 「耐性菌講座一外来 で耐1生菌 と戦 う一』,か ぜ症候群 ・気管支炎.治 療90:2833-

2837,2008(Nov.1).

78.渡 辺 彰,綿 貫祐司,中 森祥隆,寺 本信嗣:特 集 『高齢者肺炎,多 科連携 による誤 嚥性肺炎への

対 応』,高 齢社会 にお ける肺炎 をどう診 るか.治 療学42:1257-1265,2008(Nov.10).

79,渡 辺 彰,朝 野和典,塚 田弘樹,酒 寄 享,坂 本佳奈:特 集 「院内感染』,院 内感染,診 断 ・治
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療 と予防 の進歩.日 本内科学会雑誌97:2748-2768,2008(N。v.王0).

80.渡 辺 彰:特 集 『多剤 耐性緑膿 菌(MDRP)感 染 症 治療 と院 内感染制 御へ の アプ ローチ』,

MDRP感 染 症 に臨床 は無力か?.感 染 と抗菌薬ll:349-351,2008(D㏄.10).

81.渡 辺 彰,三 鴨廣繁,寺 本信嗣,関 雅文,進 藤有一 郎:院 内肺炎 の現状 と今後 の治療 戦略 .

MedicalTribune41=78-81,2008(Dec.18).

82.藤i村 茂:抗 菌薬治療の実際;MDRP(多 剤 耐性緑膿菌)に どう対 処するか?:抗 菌薬uptodate,

モ ダ ンフィジシャンNoL28No.9新 興 医学出版社pp,1387-1389,2008

83.藤 村 茂:高 齢者薬物療 法の留意点 とその服薬 指導:治 療学VoL42No,llラ イ フサイエ ンス

パ ブ リッシングpp.42-45 ,2008

84.藤 村 茂:抗 緑膿菌薬 の現況 と今後 の展望:感 染 と抗菌 薬Vol.IlNo.4ヴ ァ ン メデ ィカル

pp.367-373,2008

3.学 会 お よ び 各 種 研 究 会

1)国 際 学 会 発 表

LFujimuraS,SatoT,MikamiT,MatsumotoT,WatanabeA:InvitroeMcacyofclarithromycinto

biofilmproducedbyStaphylococcusaureus.6thInternationalConferenceofAntimicrobialAgents

andResistance.7-9thMarch,2007Singapore.

2.KobayashiH,WatanabeA,FujimakiK:Studyoforalgarenoxacin(GRN)inJapanesepatients

withsecondaryinfectionofchronicrespiratorydiseasesandpenetrationintosputum.17thECG

MID.3「dApril2007,Munich

3.NikiY,KohnoS,AokiN,WatanabeA,YagisawaM,SatoJ,HanakiH:Thefirstnationwide

surveilIanceofbacterialrespiratorypathogensconductedbytheJapaneseSocietyofChernotherapy

(JSC).47thICAAC.17-20Sept.2007SanDiego

4.FujimuraS,SatoT,WatanabeA:Invitrostudyoncombinationtherapyofantimicrobialagents

f()rmedicaldevicerelatedinfectionwithbiofilm-producingStaphylococcusαureus.6thCombined

MeetingoftheOrthopedicResearchSocieties.21-240ct,2007Honolu王u

5.NikiY,KohnoS,AokiN,WatanabeA,SatoJ,TotsukaK,YagisawaM,HanakiH:Verification

ofresistanceprevalenceinbacterialpathogensbythenationwidesurveillanceconductedbythe

JapaneseSocietyofChemotherapy(JSC).13thICID.20June.2008Kuaralumpul

6.FujimuraS,SatoT,KikuchiT,ZainiJ,WatanabeA:CombinedeMcacyofclarithromycinplus

vancomycininmicewithdevice-1●elatedinfectionbybiofilms-f()rmillg∫.aureus.Intemational

SymposiumonStaphylococciandStaphylococcalInfections2008.7-10thSep.2008Cairns

7.FujimuraS,FuseK,WatanabeA:ComparisonofsusceptibilityagainstMRSAisolatestothe

brandvancomycinandmanufacturedgenericdrugs.WoridConferenceonMagicBullet2008,3-

5thOct.2008Nurmberg
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2)国 内学会発表

L藤 村 茂,三 上 健,松 本達二,渡 辺 彰:チ タン製Medicaldevice表 面 のバ イオ フィルム形成

S.aureusに 対 す るClarithromycinとVancomycinの 併 用 効果 第81回 日本 感染 症 学会 総 会

京都2007,4,10-11

2.五 味和紀,渡 辺 彰,菊 地利明,藤 村 茂,貫 和敏博:2005～2006年 度 に東北地 区で分離 された

緑膿 菌の薬剤感受性疫学調査成績 第81回 日本感染症学会総会 京都2007,4,10-Il

3.高 橋 洋,生 方 智,佐 藤栄三郎,庄 司 淳,佐 藤 忍,五 味和紀,渡 辺 彰:Q熱 肺 炎症例 に

お ける胸部 レン トゲ ンお よびCT所 見 の検討 第47回 日本 呼吸器学会 総会 東京都2007,5,

ll

4.高 橋 洋,生 方 智,佐 藤栄三郎,庄 司 淳,佐 藤 忍,五 味和紀,渡 辺 彰:健 常成人 に発症

した アデノウイル スによる重症 市中肺炎 の1例 第47回 日本呼 吸器学会総会 東 京都2007,

5,ll

5.山 内 崇弘,竹 茂 求,那 須潜思,小 川廣幸,渡 辺 彰,菊 地利 明:デ ィスク拡散法 による薬剤感

受性試験 の迅速定量 分析 システムの 開発(2)迅 速 性評価 第55回 日本 化学療 法学会 総会

仙台2007,6,1-2

6.藤 村 茂,遠 藤春樹,菊 地利明,五 味和紀,布 施克浩,渡 辺 彰:Invitro耐 性 獲得実験 によるP.

aeruginosaの 多 剤耐性化 の検討 第55回 日本化学療法学会総会 仙台2007,6,1-2

7.藤 村 茂,沖 津尚弘,高 橋 洋,黒 川い く,矢 野 寿一,加 藤晴一,渡 辺 彰:急 性 中耳炎 ・市 中

肺炎の重症度 と肺炎球菌英膜血清型 の検討 第55回 日本化 学療法学会総会 仙 台2007,6,1-2

8.生 方 智,高 橋 洋,渡 辺 彰:ク リプ トコッカス とアスペルギル スの重複感染 を伴 った肺非定

型抗酸菌症 の1例 第55回 日本化学療法学会総会 仙台2007,6,1-2

9.高 橋 洋,生 方 智,五 味和紀,渡 辺 彰:多 発1生肺野結節影 を呈 したアデノウイルスに よる高

齢者市中肺炎 の1例 第55回 日本化学療法学会総会 仙台2007,6,1-2

10.高 橋 洋,生 方 智,五 味和紀,渡 辺 彰:当 院 において過去5年 間に経験 したQ熱 コク シエラ

肺炎症例 の臨床像 第55回 日本化学療法学会総会 仙台2007,6,1-2

tl.高 橋 洋,庄 司 淳,五 味和紀,渡 辺 彰:当 院で経験 したRSウ イルスによる成人呼吸器感染

症例 の臨床像 第56回 日本感染症学会東 日本地方会総会 ・第54回 日本化学療法学会東 日本支部

総会 ・合 同学会 東京2007,10,27

f2.目 黒 美保,鈴 木 由希,藤 村 茂,千 葉潤一,國 島広之,本 田芳宏,渡 辺 彰;施 設内水廻 り環境

中Pseudomonasae」'uginesaの 熱 水除菌 に関す る検討 第23回 日本環境感染学会 長崎2008,

2,22-23

13.五 味和紀,菊 地利 明,布 施克浩,藤 村 茂,渡 辺 彰:2006～2007年 度 に東北地 区で分離 された

緑膿 菌の薬剤感受性疫学調査成績 第82回 日本感染症学会総会 松江2008,4,18.

14.渡 辺 彰,柳 原克紀,比 嘉 太,齋 藤 厚=肺 炎患者 におけるdoripenem(DRPM)O.25g×3回/

日投与 の有用性の検 討 第56回 日本化学療法学会総会一般演題No.23岡 山2008,6,6

i5.谷 川 原祐介,輪 嶋恵宏,渡 辺 彰,柳 原克紀,比 嘉 太,齋 藤 厚:Doripenem(DRPM)の 母

集団薬物動態 とPK/PD解 析 第56回 日本化学療法学会総会一般演題No.24岡 山2008,6,6
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16,五 味和紀,藤 村 茂,菊 地利明,布 施克浩,黒 川いく,渡 辺 彰12007年 分離の呼吸器病原細菌

に対するカルバペネム系5薬 剤の抗菌力 第56回 日本化学療法学会総会 岡山2008,6,6-7

17,中 野禎久,藤 村 茂,高 根秀成,布 施克浩,渡 辺 彰:老 健施設,病 院,一 般入浴施設の環境分

離緑膿菌の薬剤感受性 第56回 日本化学療法学会総会 岡山2008,6,6-7

18、布施克浩,藤i村 茂,五 味和紀,菊 地利明,渡 辺 彰:Pseudomonasαeruginosα の産生色素と薬

剤耐性に関する検討 第56回 日本化学療法学会総会 岡山2008,6,6-7

19.藤 村 茂,布 施克浩,五 味和紀,菊 地利明,渡 辺 彰:抗 緑膿菌性注射用抗菌薬 における先発品

とジェネリック品の薬剤感受性比較 第56回 日本化学療法学会総会 岡山2008,6,6-7

20.渡 辺 彰,後 藤 元,河 野 茂,松 島敏春,阿 部庄作,青 木信樹,下 方 薫,三 笠桂一,二 木芳

人:市 中肺炎ガイ ドライ ン2005年 改訂版(JRS2005)の 全国共同検証成績及び2㎜ 年初版

(JRS2㎜)と の比較 第48回 日本呼吸器学会総会MS22i・PP604神 戸2008,6,16

21.高 橋 洋,生 方 智,庄 司 淳,佐 藤 忍,五 味和紀,渡 辺 彰:Q熱 コクシエラ感染による上

気道炎,気 管支炎症例の臨床像 第48回 日本呼吸器学会総会MS375・PPlO25神 戸2008,6,17

22.西 巻雄司,大 野 勲,井 田士朗,賀 来満夫,柴 田陽光,諏 訪部 章,高 橋長一郎,武 田博明,新

妻一直,保 嶋 実,渡 辺 彰,貫 和敏博:東 北地区における過去10年 間の肺炎球菌薬剤感受性

の推移 第87回 日本呼吸器会東北地方会 秋田2008,9,20

23,藤 村 茂,五 味和紀,高 根秀成,中 野禎久,菊 地利明,渡 辺 彰:03-07年 に東北地方で臨床分

離された緑膿菌に対するアルベカシンの薬剤感受性推移 第57回 日本感染症学会東日本地方会

総会 ・第55回 日本化学療法学会東日本支部総会 ・合同学会 さいたま2008,10,23-24

24.高 根秀成,藤 村 茂,中 野禎久,渡 辺 彰:臨 床分離されたStaphyloeoccushominisのSCCm㏄

について 第57回 日本感染症学会東 日本地方会総会 ・第55回 日本化学療法学会東日本支部総

会 ・合同学会 さいたま2008,IO,23-24

25.高 橋 洋,庄 司 淳,藤 村 茂,渡 辺 彰1多 剤耐性コリネバクテリウムによる下気道感染症例

の増加傾向について 第57回 日本感染症学会東 日本地方会総会・第55回 日本化学療法学会東日

本支部総会 ・合同学会一般演題No.91さ いたま2008,10,24

26,中 野禎久,藤 村 茂,高 根秀成,渡 辺 彰:一 般市民病院と老健施設における多剤耐 生緑膿菌の

伝播について 第57回 日本感染症学会東日本地方会総会・第55回 日本化学療法学会東 日本支部

総会 ・合同学会 さいたま2008,10,23-24

27.鈴 木一正,大 野 勲,西 巻雄司,賀 来満夫,柴 田陽光,諏 訪部 章,高 橋長一郎,武 田博明,新

妻一直,保 嶋 実,渡 辺 彰,貫 和敏博:東 北地区における過去10年 間の肺炎球菌薬剤感受性

の推移 第57回 日本感染症学会東 日本地方会総会 ・第55回 日本化学療法学会東日本支部総会 ・

合同学会一般演題No.93さ いたま2008,10,24

28,後 藤 元,渡 辺 彰,河 野 茂,松 島敏春,阿 部庄作,青 木信樹,下 方 薫,三 笠桂一,二 木芳

人:成 人市中肺炎を対象としたクラリス錠特定使用成績調査結果報告 第57回 日本感染症学会

東日本地方会総会・第55回 日本化学療法学会東日本支部総会・合同学会一般演題No.95さ いた

ま2008,10,24

29.山 本善裕,渡 辺 彰,後 藤 元,松 島敏春,阿 部庄作,青 木信樹,下 方 薫,三 笠桂一,二 木芳

人,河 野 茂:成 人市中肺炎ガイ ドライン2005年 改訂版(JRS2005)の 全国共同検証調査におけ
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るペ ン トシ リン(PIPC)使 用 症例 の検討.第57回 日本感染症学会東 日本地方会総会 ・第55回 日

本化学療法学会東 日本支部総会 ・合同学会一般演題No.102さ いた ま2008,10,24

30.八 田益充,今 福裕司,國 島広之,内 山美寧,高 橋 洋,渡 辺 彰,金 光敬 二,賀 来満夫:敗 血症

症例 におけるDNAプ ローブを用 いた 白血球中細 菌核酸 同定検 査の研究 第57回 日本感染症学

会東 日本地方会総会 ・第55回 日本化学療法学会東 日本支部総会 ・合同学会一般演題No.127さ

い た ま2008,10,24

4.教 室 主 催 学 会 ・研 究 会

1.渡 辺 彰1第6回 東北耐性菌研究会(世 話人).仙 台,2007⊥13(勝 山館)

2,渡 辺 彰:第80回SCC(代 表 世話人).仙 台,2007」.19(エ クセル東急 ホテル仙台)

3,渡 辺 彰:第12回 東 北感染症研究会(世 話人).仙 台,2007.2.10(仙 台 ホテル)

4.渡 辺 彰:第14回 東 北胸部疾患ワークショップ(世 話人).仙 台,2007,3.3(ア ジ ュール仙台)

5.渡 辺 彰:第81回SCC(代 表世話人).仙 台,2007.03.9(第 一 製薬仙 台支店)

6.渡 辺 彰:第82回SCC(代 表世話人).仙 台,20075.25(第 一 製薬仙 台支店)

7、 渡辺 彰:第24回 東 北感染症 ・化学療法 フォーラム(代 表世話人).八 戸,2007.5.26～27(八 戸

パー クホテル)

8.渡 辺 彰:第55回 日本化学療法学会総会(会 長).仙 台,2007.06.1～2(仙 台 国際 セ ンター)

9,渡 辺 彰:第 重8回呼吸器感染症/化 学療法研究会(世 話人).東 京,2007.6.9(都 市 セ ンターホテ

ル)

10.渡 辺 彰:第11回 南 東北胸部疾患研究会(代 表世話人),2007.7.7(ホ テルハマ ツ)

lL渡 辺 彰:第83回SCC(代 表世話人).仙 台,2007.7.20(仙 台 国際 ホテル)

12.渡 辺 彰:第4回 リウマチアカデ ミー(世 話人).東 京,2007.721(グ ラ ン ドプリンスホテル赤坂)

13.渡 辺 彰1第15回 呼 吸器疾患 ・感染症研究会(世 話人).神 戸,2007,824(神 戸 ベ イシェラ トン

ホテル アン ドタワーズ)

14.渡 辺 彰:第15回 東北胸部疾患 ワークシ ョップ(世 話人).仙 台,2007.9.8(ホ テ ル仙台 プラザ)

15,渡 辺 彰:第84回SCC(代 表 世話人).仙 台,2007.9.21(第 一 製薬仙台支店)

16.渡 辺 彰:第7回 呼吸器感染症 フォーラム(世 話人).東 京,2006.9.29(赤 坂 プ リンスホテル)

17.渡 辺 彰:第12回 南 東北化学療法 シンポジウム(世 話人).仙 台,2007.10.6(ホ テ ル仙台 プラザ)

18,渡 辺 彰:第10回 東 北抗酸菌研究会(世 話人).仙 台,2007,10.13(フ ォ レス ト仙台)

19.渡 辺 彰:第19回 呼 吸器感染症/化 学療法研究会(世 話人).東 京,2007、Il.10(千 代 田放送会館)

2α 渡辺 彰:第85回SCC(代 表 世話人).仙 台,2007.11.16(第 一 製薬仙台支店)

21.渡 辺 彰,藤 村 茂:第13回 東 北院内感染対策研究会(世 話人).仙 台,2007,11.17(仙 台 国際セ

ンター)

22.渡 辺 彰:第1回 東北 ワクチ ン研究会(世 話人).仙 台,2007.lLl7(仙 台 国際セ ンター)

23.渡 辺 彰:第25回 東 北感 染症 ・化学療法 フォーラム(代 表世話人).仙 台,2∞7.11.24～25(ホ テ

ル仙台プラザ)

24,渡 辺 彰,藤 村 茂1平 成19年 度 院内感染対策講 習会 ②(事 務局).仙 台,2007.ll.26～27(仙
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台AER)

25,渡 辺 彰:第9回 東北呼吸器真菌症研究会(代 表世話人).仙 台,2007.12.8(ホ テル仙台 プラザ)

26.渡 辺 彰:第1回TaishoToyamaMedicalSymposiuminTohoku(代 表 世話人).仙 台,2007,

12.15(ホ テ ルメ トロポ リタン仙台)

27,渡 辺 彰:第7回 東北臨床感染症研究会(世 話人).仙 台,2008.Ll2(勝 山館)

28.渡 辺 彰:第86回SCC(代 表 世話人).仙 台,2008.1.18(エ クセル東急 ホテル仙台)

29,渡 辺 彰:第13回 東 北感染症研究会(世 話人).仙 台,2008.2.16(仙 台 ホテル)

30.渡 辺 彰:第87回SCC(代 表 世話人).仙 台,2008.3.21(第 一 三共仙台支店)

31.渡 辺 彰=第88回SCC(代 表 世話人).仙 台,2008.5.16(第 一 三共仙台支店)

32.渡 辺 彰:第26回 東 北感染症 ・化学療法 フォーラム(代 表世話人).秋 田,2008.5.24～25(秋 田

ビューホテル)

33,渡 辺 彰:第20回 呼 吸器感 染症/化 学療法研究会(世 話人).京 都,2008.6,21(京 都 ロイヤルホテ

ル)

34渡 辺 彰:第12回 南 東北胸 部疾 患研究会(代 表世話人).2008.7.5(山 形 国際ホテル)

35.渡 辺 彰:第89回SCC(代 表世話人).仙 台,2008.7.18(仙 台 国際ホテル)

36.渡 辺 彰:第6回MCMフ ォーラム(世 話人).東 京,2008.726(六 本木 アカデ ミー ヒル ズ)

37.渡 辺 彰:第5回 リウマチアカデ ミー(世 話入).東 京,2007.7.26(グ ラ ン ドプ リンスホテル赤坂)

38.渡 辺 彰:第16回 呼 吸器疾患・感染症研究会(世 話人).東 京,2008.8.23(東 京 ヒル トンホテル)

39.渡 辺 彰:第16回 東 北胸部疾患ワークショップ(世 話人).仙 台,2008.9.6(ホ テル仙台プラザ)

40.渡 辺 彰:第90回SCC(代 表 世話人).仙 台,2008.9.19(第 一 三共仙台支店)

41.渡 辺 彰:第8回 呼吸器感染症 フォー ラム(世 話人).東 京,2008.9.20(赤 坂 プ リンスホテル)

42.渡 辺 彰:第13回 南 東北化学療法シンポジウム(世 話人).仙 台,2008.9.27(ホ テ ル仙台プ ラザ)

43,渡 辺 彰:第ll回 東 北抗酸菌研 究会(世 話入).仙 台,2008.10.4(斎 藤報 恩会館)

44.渡 辺 彰:第14回 東北院 内感染対策研究会(世 話人).仙 台,2008.lI,1(仙 台 国際セ ンター)

45.渡 辺 彰:第21回 呼 吸器感染症/化 学療法研究会(世 話人).東 京,2008.ll.8(都 市 セ ンターホテ

ル)

46.渡 辺 彰:第10回 東北呼吸器真菌症研究会(代 表世話人).仙 台,2008.ll」5(ホ テ ル仙台 プラ

ザ)

47.渡 辺 彰:第91回SCC(代 表 世話人).仙 台,2008」1.21(第 一 三共仙台支店)

48,渡 辺 彰:第2回 東北 ワクチ ン研究会(世 話人).仙 台,2008.ll.22(仙 台 国際セ ンター)

49.渡 辺 彰1第27回 東 北感染症 ・化学療法 フォーラム(代 表世話人).郡 山,2008.11.29～30(ホ テ

ルバ ーデン)
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認知機能発達寄附研究部門

担当教授 川 島 隆 太

1.研 究分野 紹介

教 授:川 島 隆太(兼)

准教授:瀧 靖之

助 教:橋 爪 寛

当寄附研究部門は平成20年4月 に公文教育研究会による寄附研究部門として設置されている.当 寄

附研究部門では,脳 磁気共鳴画像(MRI)等 の脳機能イメL-一一・ジング装置を用いて,脳 の発達,成 熟,加

齢による形態,機 能変化を明らかにすると共に,子 ども達の認知力の発達 を解明することを目的として

いる.更 に,こ れらの手法を,医 学,教 育学,認 知心理学などと融合することにより,年 齢相応の脳発

達を明らかにすると共に,子 ども達の心身の成長や発達を促 し,学 習の意欲,論 理的思考力,創 造性,知

的好奇心,探 究心などを向上させるような,発 達に即した新 しい具体的な教授 ・学習システムの研究開

発を目指している.

現在の主な研究

1)小 児脳形態の発達に関する研究

本研究はヒトの脳形態の発達および,こ れらに影響を及ぼす因子を解明することを目標 としている.

平成20年 より多数の日本人健常小児を対象に,脳MRIお よび生活習慣,親 子関係,認 知力等の種々の

データを収集 している.これらのデータを用いて,健常 日本人小児脳MRIデ ータベースを構築すること

を目標としている.こ れらのデータベースから,各 年齢における脳形態,脳 体積を解析することで,年

齢相応の脳発達が明 らかになると考えられる.こ れらの結果は,発 達,成 熟過程で脳形態,脳 機能に影

響を及ぼす種々の疾患の早期診断等に有用であるだけでなく,教 育現場,発 達心理学 といった様々な領

域への貢献が期待される.

2)小 児脳機能の発達に関する研究

本研究は,上 述の研究と並行して行われてお り,小 児の認知,行 動,心 に関連する脳内情報処理の発

達を解明することを目標 としている.例 えば,第 二言語習得初期に重要 となる音声習得 と年齢 との間に

は比較的強い関係があることが示唆されているが,そ の習得過程のひとつである音声模倣の脳内メカニ

175
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ズ ム と そ の 発 達 変 化 を 明 ら か に す る こ と で,将 来 的 に は 適 切 な 時 期 の 適 切 な 外 国 語 学 習 シ ス テ ム の 構 築

な ど,言 語 教 育 等 へ の 貢 献 が 期 待 さ れ る.

2.研 究 報 告

英 文 論 文

1,JeongH,SugiuraM,SassaY,HajiT,UsuiN,TairaM,SatoS,KawashimaR:Effectofsyntactic

similarityollcorticalactivationdurings㏄ondlanguageprocessing:AcolnparisonofEnglishand

JapaneseamongnativeKoreantrilinguals.HumanBrainMapping.28:194-204,2007.

2.JeongH,SugiuraM,SassaY,YokoyamaS,HorieK,SatoS,TairaM,KawashimaR:Cross-

1inguisticinfluenceonbrainactivationduringsecondlanguageprocessing:anfMMstudy・

Bilingualisum:LanguageandCognition.10:175-187,2007.

3.SassaY,SugiuraM,JeongH,HorieK,SatoS,KawashimaR:Corticalrn㏄hanisrnofcommunica-

tivespe㏄hproduction,Neuroimage.37:985-992,2007.

4.WakusawaK,SugiuraM,SassaY,JeongI{,HorieK,SatoS,YokoyamaH,TsuchiyaS,Inuma

K,KawashimaR:Comprehensionofimplicitmeaningsinsocialsituationsinvolvingirony:A

hmctionalMRIstudy,Neuroimage,37:1417-i426,2007.

5.SassaY,SugiuraM,WatanabeJ,AkitsukiY,MaedaY,MatsueY,KawashimaR:Processingof

anomaloussentencesinJapanese:AnfMRIstudy.JournalofCognitiveScience.8:153-170,

2007,

6.InoueK,ItoH,UchidaS,TakiY,KinomuraS,TsujiI,SatoS,HorieK,KawashimaR,ItoM,

FukudaH:D㏄reaseinglucosemetabolisminfrontalcoltexassociatedwithdeteriorationof

microstructureofcorpuscallosummeasuredbydiffusiontensorimaginginhealthyelderly.Human

BrainMapping29:375-384,2008、

7,TakiY,KinomuraS,SatoK,InoueK,GotoR,OkadaK,UchidaS,KawashimaR,FukudaH:

Relationshipbetweenbodymassindexandgraymattervolumesin1,428healthyindividuals.

ObesityResearch.16=ll9-124,2008.

8.SugiuraM,SassaY,JeongH,HorieK,SatoS,KawashimaR:Face-specificanddomain-general

characteristicsofcorticalresponsesduringself-r㏄ognition,Neuroimage.42:414-422,2008.

9.MasunagaH,KawashimaR,HornJL,SassaY,SekiguchiA:Neuralsubstratesofthetopologytest

tomeasurefluidreasoning:AnfMRIstudy.Intelligence.36:607-615,2008.

10.TakiY,KinomuraS,SatoK,InoueK,GotoR,OkadaK,UchidaS,KawashimaR,FukudaH:

Relationshipbetweenbodymassindexandgraymattervolumesinl,428healthyindividuals.

ObesityResearch」6:ll9-124,2008.

ll.TakiY,KinomuraS,SatoK,GotoR,KawashimaR,FukudaH:Alongitudinalstudyofgray

mattervolumedeclinewithageandmodifyingfactors.NeurobiologyofAging,inpress
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3.国 際 学 会 ・海 外 で の 講 演 及 び セ ミ ナ ー 等

一 般 演 題
,ポ ス タ ー 等

LMiuraN,SugiuraM,TakahashiM,SassaY,MoridairaT,MiyamotoA,KurokiYlSatoS,Horie

K,NakamuraK,KawashimaR:Corticalnetworkssensitivetothedif[brenceinmotionand

appearanceofhumanoidrobotandhuman:anfMRIstudy.13thAnnualMeetingofthe

OrganizationfbrHumanBrainMapping.Chicago,USA,June2007.

2.TachibanaY,SugiuraM,SassaY,JeongH,WakusawaK,FukushimaA,SatoS,HorieK,

KawashimaR:Brainactivities,whichrelatedtoegoidentityandsocialdistinctionbetweenselfand

others.13thAnnualMeetingoftheOrganizationfo1'HumanBrainMapping.Chicago,USA,

June,2007.

3.SugiuraM,SassaY,WakusawaK,HorieK,SatoS,KawashimaR:Domain-specificperson-

representationsinposteriorcoltices:anfMRIstudyonfamous-namer㏄ognition、13thAnnuai

MeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping.Chicage,USA,June2007.

4.WakusawaK,SugiuraM,SassaY,JeongH,HorieK,SatoS,YokoyamaH,TsuchiyaS,

KawashimaR:Neuralcorrelatesf()rprocessingofitem-situationrelationship:AnfMRIstudy.

13thAnnualMeetingoftheOrganizationf()rHumanBrainMapping.Chicago,USA,June2007.

5,0shimaH,JeongH,SugiuraM,MiyamotoT,SassaY,WakusawaK,HorieK,SatoS,Kawashima

R:Corticalm㏄hanismsofsegmentationinJapaneseauditorysentencecomprehension.13th

AnnualMeetingoftheOrganizationf()rHumanBrainMapping.Chicago,USA,June2007.

6.SatoK,TakiY,KinomuraS,GotoR,KawashimaR,FukudaH:BrainMRIdatabasesofhealthy

subj㏄tswithawideagerange.4thCubanCongressandlstIbero-LatinAmericanWorkshopon

ClinicalNeurophysiology,Varadero,Cuba,March2008.

7.TakiY,KinouraS,SatoK,GotoR,KawashimaR,FukudaH:Malebrainshrinksfasterthan

femalebrain-AlongitudinalbrainMRimageanalysis-.4thCubanCongressandIstIbero-

LatinAmericanWorkshoponClinicalNeurophysiology,Varadero,Cuba,March2008.

8.JeongH,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SatoS,KawashimaR:AnfMRIstudyofs㏄ond

languagevocabularyacquisition:Corticalactivationduringencodingandretrievalprocesses.

AmericanAssociationofAppliedLinguistics,Washington,DC,March,2008.

9.TakjY,KinomuraS,SatoK,GotoR,KawashimaR,FukudaH二Relationshipbetweenbodymass

indexandgraymattervolumesillhealthyindividuals:Cross-sectionalandlongitudinalanalyses.

14thAnnualMeetingoftheOrganizationfbrHumanBrainMapping,Melbourne,Australia,June

2008.

10,JeongH,HashizumeH,SassaY,YokoyamaS,Sugiura.M,IshimakiK,KawashimaR:S㏄ond

LanguageCommunication:EfF㏄tsofInterviewTypesandOralProficiencyLevelsonBrain

Activation,14thAnnualMeetingoftheOrganizationf{)rHumanBrainMapping,Melbourne,

Australia,June2008,

ILYomogidaY,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SekiguchiA,FukushimaA,TakeuchiH,Horie
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K,SatoS,KawashimaR:Corticalmechanismofrealitymonitoring(monitoringofperceptual

knowledgecongruency&Agency).14thAnnualMeetingoftheOrganizationfbrHumanBrain

Mapping,Melbourne,Australia,June2008.

12.HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:Neuralcorrelatesoff(〕reignlanguage

soundimitation.14thAnnualMeetingoftheOrganizationferHumanBrainMapping,Melbour-

ne,Australia,June2008.

B.FukushimaA,SugiuraM,SassaY,KawashirnaR:Investigatingcorticalm㏄hallismsrelatedto

enhancingmemorybyintellectualexcitement,14thAnnualMeetingoftheOrganizationf()r

HumanBrainMapping,Melbourne,Australja,June2008.

14.KonnoH,SassaY,SugiuraM,KawashimaR:Brainactivityduringself-referentialprocessing

aboutcolors.AnfMRIstudy.14thAnnualMeetingeftheOrganizationfbr'HumanBrain

Mapping,Melbourne,Australia,June2008.

15,HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:Neuralcorrelatesofforeignlanguage

soundlimitation.Thel4thAnnualMeetingoftheOrganizationf(〕rI{umanBrainMapping.

Melbourne,Australia,June,2008.

16,YamashitaM,KawashimaR,SassaY,FukLlshimaA,YamamotoK,TakakuraM,MinamiK:

Effectsofparent-childcookingonpre血ontalactivityandcognitivefunctionsofchildrenassessedby

nearin丘aredspectroscopyandrandomizedcontrolledtriaLlOlstIFHEWorldCongress2008,

Lucerne,Switzerland,July2008.

17,JeongH,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SatoS,KawashimaR:Neuroimagingevidencefor

transferappropriateprocessingins㏄ondlanguageacquisition,InternationalAssociationof

AppliedLinguistics(AILA).Essen,Germany,August,2008.

18.TakeuchiH,SugiuraM,SassaY,SekiguchiA,YomogidaY,KawashimaR:Neuralcorrelatesof

speedofcognitiveprocessesintheworkingmemorytaskandhowitaffectsworkingmemory

capacity:anfMRIstudy.SocietyforNeuroscience38thannualmeeting,WashingtonDC,US,

November2008.

19,SekiguchiA,SugiuraM,YokoyamaS,SassaY,KawashimaR:Neuralcorrelatesofanadaptive

copingstyle:AfunctionalMRIstudy,ABrainResearchMeeting,WashingtonDC,US,Novem-

ber,2008.

20.KeisukeWakusawa,MotoakiSugiura,YukoSassa,HyeonjeongJeong,KaoruHorie,ShigeruSato,

HiroyukiYokoyama,ShigeruTsuchiya,RyutaKawashima:Neuralcorrelatesfbradaptationto

noveltoolsandhreakingstereotypes:AnfMRIstudy.Societyf(}rNeuroscience38thanual

meeting,WashingtonDC,USA,November2008.

21.SugiuraM,FunayamaR,SassaY,JeongH,WakusawaK,HorieK,SatoS,KawashimaR:Who

tomarryortochooseasafピiend?:Effectofsourceillf(〕rmationandsocialcontextonthebrain

mechanismsofperson-preferencejudgrnent,16thAnnualCognitiveNeuroscienceSocietyMeeting,

SanFrancisco,USA,March2009.
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4.国 内 学 会 で の発 表

1)特 別講演,シ ンポジウム,ワ ークシ ョップ等

1.TachibanaY,SugiuraM,SassaS,KawashimaR:Activitiyofthehumanlateralprefrontalcortex

isrelatedtopsychosoicalmaturity-AnfMRIstudyonunderstandingothers'decision-making.第

85回 日本生理学会大会,東 京,2008.3(シ ンポジウム)

2)一 般 演題,ポ ス ター等

1.瀧 靖之,木 之村 重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 に伴 う脳 灰白質体積の

経時変化一健常被験者の脳MRI解 析 に よる8年 問の縦断研究 第一報一.第66回 日本 医学放射

線学会総会,横 浜,2007.4.

2.瀧 靖 之,木 之村重男,福 田 寛:加 齢及び血圧 による脳灰白質体積の経時変化一健常被験者 の

脳MR1解 析 による8年 間の縦断研究.第16回 日本脳 ドック学会総会,盛 岡,2007.6.

3,立 花 良之,杉 浦元亮,佐 々祐子,横 山 悟,HyeonjeongJeong,涌 澤圭介,福 島 愛,川 島隆太:

自己 と他者 を分 ける脳活動 と自我 同一性 との関係.第29回 日本生物学的精神 医学会大会,札 幌,

2007.7.

4.JeongH,SugiuraM,SassaY,MiyamotoT,BaiC,HorieK,SatoS,KawashimaR:Twodistinct

neuralnetworksforsemanticaccessduringvisualwordrecognition.第30回 日本神経科学会大会,

横 浜,2007.9.

5.TachibanaY,SugiuraM,SassaY,JeongH,WakusawaK,FukushimaA,KawashimaR:Brain

activitiesrelatedtoinferringfamiliarandunfamiliarpersons'decision-makings:AnfMRIstudy.

第30回 日本神経科学会大会,横 浜,2007.9.

6.瀧 靖 之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,井 上健 太郎,岡 田 賢,川 島隆太,福 田 寛:Body

MassIndexと 全脳及 び局所灰 白質量 との相 関一1,428人 の脳MR画 像 を用いたvoxel-basedMor-

phometryに よ る解析一.第43回 日本医学放射線学会秋季臨床大会,名 古屋,2007」0.

7,瀧 靖 之,木 之村重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 による灰 白質体積 の減

少 は男性 が女性 よ りも早 い一382人 の脳MRI解 析 による縦断研究一.第67回 日本医学放射線学

会総会,横 浜,2008.4.

8.涌 澤 圭介,杉 浦元亮,佐 々祐子,ジ ョン・ヒョンジ ョン,横 山浩 之,土 屋 滋,川 島隆太=fMRI

を用 いた,"場 に そ ぐわない行動"認 知 にかかわ る脳賦活部位 の検討.第50回 日本小児神経学会

総会,東 京,20085.

9.瀧 靖 之,木 之村 重男,福 田 寛:脳 虚血性変化 はその後の脳 灰白質体積減少 を加速 させ る192

人 を対象 にした8年 間の縦断研究一.第17回 日本脳 ドック学会総会,郡 山,2008.6.

10,YomogidaY,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SekiguchiA,FukushimaA,TakeuchiH,

KawashimaR:知 識 ・意図に基 づ く内的予測 と感覚入力 の整合性判断 に関わ る脳神経 ネ ッ トワー

クの解明.第10回 日本脳機能マ ッピング学会,山 形,2008.6.
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li.HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:外 国 語の音声模倣 に関わる神経基

盤:fMRI研 究.第10回 日本脳機能マ ッピング学会,山 形,2008.6.

12.JeongH,HashizumeH,SassaY,YokoyamaS,SugiuraM,IshimakiK,KeitaNakamura ,

KawashimaR:Neuralmechanismsunderlyingaface-to-faceinterviewinthesecondlanguage.第

31回 日本神経科学会,東 京,2008.7.

13.FukushimaA,SugiuraM,SassaY,KawashimaR:Howintell㏄tualexcitemen毛enhancesencoding

ofnovelinformation?.第31回 日本神経科学大会,東 京,2008.7.

14.HashizumeH,JeongH,IkutaN,SugiuraM,KawashimaR:外 国語音韻模倣 に関与 する神経基

盤i:fMRI研 究.第31回 日本神経科学大会,東 京,2008.7.

正5.YomogidaY,SugiuraM,SassaY,WakusawaK,SekiguchiA,FukushimaA,TakeuchiH ,

KawashimaR:Corticalm㏄hanismofknowledge-basedmonitoringandintention-basedmonitor-

ing.第31回 日本神経科学大会,東 京,2008.7.

16.瀧 靖 之,木 之村重男,佐 藤和則,後 藤 了以,川 島隆太,福 田 寛:縁 上回,島 等 の灰 白質体積

はその後の全脳 灰 白質体積減少 を予見す る.第44回 日本 医学放射線 学会秋 季臨床大会,郡 山,

2008.IO.

17.丸 山 昌一,大 森 芳,佐 々祐子,泰 羅雅登,川 島隆太:認 知機能 と生活習慣 に関する高齢者 コホー

ト研究.第20回 日本発 達心理学会大会,東 京,2009.3.

5.学 会 主 催 等

東北大学加齢 医学研究所ブ レイ ンイメL-・・一・ジ ング棟竣工記念 シンポジウム～高磁場MRIか らみえ

る脳 と心の世界～,仙 台,2008.10.

6.そ の 他

受賞歴

L瀧 靖之,木 之村重男,佐 藤和則,後 藤i了以,井 上健太郎,岡 田 賢,川 島隆太,福 田 寛:Body

MassIndexと 全脳 及び局所灰 白質量 との相関一1,428人 の脳MR画 像 を用いたvoxel-basedmor-

phometiyに よ る解析 。第43回 日本医学放射線学会秋季臨床大会学会賞銅賞.2007.IO.

2.瀧 靖 之,木 之村 重男,後 藤了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:加 齢 による灰 白質体積 の減

少 は男性 が女性 よ りも早 い一382人 の脳MRI解 析 による縦断研 究一.第67回 日本医学放射線学

会総会学会賞銅賞.2008.4.

3,瀧 靖 之,木 之村 重男,後 藤 了以,佐 藤和則,川 島隆太,福 田 寛:縁 上回,島 等の灰 白質体積

はその後 の全脳灰 白質体積減少 を予見 する.第44回 日本 医学放射線学会秋季臨床大会 学術 展示

優秀賞(GoldMedal).2008.10.
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附属医用細胞資源センター

担当教授 松 居 靖 久

1.研 究分 野紹介

センター長:佐 藤 靖史(兼)

教 授:松 居 靖久

助 教:岡 村 大治,前 田 郁麻

当センターは当初,癌 細胞保存施設 として昭和59年,抗 酸菌病研究所の中に設立され,平 成7年 に医

用細胞資源センターに発展的に改組された.当 センターでは,腹 水癌細胞株および,ヒ ト癌細胞,白 血

病細胞をふ くむ培養細胞株,薬 剤耐性細胞株,ハ イブリドーマなどを対象 とした細胞バンク事業 を行っ

ており,保 有細胞株の品質管理を行 うとともに,ホ ームページ上に当センターが保存する細胞株のカタ

ログを公開 し,希 望者へ供給を行っている.ま た,文 部科学省ナショナルバイオ リソースプロジェクト

に参加 し,理 化学研究所バイオリソースセンターと連携 して,こ れら事業を行っている.

さらに当センターでは,生 殖細胞の特性を分子レベルで理解することを目指 した研究を行っている.

生殖細胞は配偶子に分化 し,受 精をすることにより次世代個体 をつくり出すことができる細胞で,体 細

胞 とは異なった性質を持っている.こ のような生殖細胞が個体発生過程で,ど のような環境因子あるい

は細胞内在性の因子により体細胞 と分岐し生殖細胞 としての分化運命を決定され,さ らにその後の分化

がどのように制御されているかを分子レベルで明らかにすることを目指 している.

現在の主な研究

1)始 原生殖細胞の分化運命決定機構に関する研究

マウスでは胚発生のごく初期段階で,多 能性幹細胞集団であるエピブラス ト(原 始外胚葉)か ら前駆

細胞を経て,始 原生殖細胞への分化運命決定が起 こる.こ の前駆細胞内で始原生殖細胞への分化決定を

引き起 こす分子を同定するために,前 駆細胞と分化したばかりの始原生殖細胞で発現差のある遺伝子を

スクリーニングした.そ の結果,最 も有力な候補 として2種 類の遺伝子を同定し,さ らにノックアウト

マウスを作成してそれらの機能解析を進めている.ま た,ES細 胞を用いて,始 原生殖細胞の分化運命決

定を制御する遺伝子の機能的なスクリーニングを行っている.一 方,分 化運命決定期に発現が誘導され

る始原生殖細胞特異的な遺伝子mil-1の 発現制御をエピジェネティックな観点から解析している.

181
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2)始 原生殖細胞 の分化 に伴 う表面抗原の発現変化に関する研究

始原生殖細胞 は胚発生の進行 に伴 い,活 発 に増殖 しなが ら分化 す るが,そ の分化段階や分化 の進行 の

様子の詳細 は明 らかでない.そ こで,各 発生段 階の胚の始原生殖細胞 での,様 々 な表面抗原 の発現 をフ

ローサイ トメ トリー によ り解析 した.そ の結果,Integrinα6とc-Kitの 発 現が,胚 発生の進行 とともに

全体 として増加す る傾 向が見 られ るが,い ずれの発生段階で も発現 に強弱差 のある細胞 が混在 してい る

ことがわか り,始 原生殖細胞 の分化が非同調 的に進行する ことがわかった.ま た,こ れ ら表面抗原の発

現 レベルの異 なるサ ブポ ピュレー ションのなか に,細 胞死 を起 こしやすいサブポピュレー ションが存在

す ることがわか った.

3)始 原 生殖細胞 が多能性幹細胞 へ変化するメカニズムに関 する研究

始原生殖細胞 を特定の増殖因子存在下で培養す る と,一 部 の細胞が多能性幹細胞であるEG細 胞 に変

化す る.こ うい った変化 をす る潜在能 力を もった始原生殖細胞 が もとも と存在す るか どうかを調べ るた

めに,始 原生殖細胞 を表面抗原の発現の違 いなどによって,フ ローサ イ トメ トリー によ り分画 した後 に

培養 し,EG細 胞 形成頻度 の相違 を調べた.そ の結果,Integrinα6陰 性 ・弱陽[生のよ り未分化 な始原生

殖細胞,ま たは様 々な組織 で幹細胞が濃縮 され ることが知 られているサイ ドポ ピュレー ション細胞の性

質 を示す始原生殖細胞 が,よ り高頻度でEG細 胞へ変化す ることが明 らかになった.

4)ヒ ス トンメチル化酵素Meisetzに よ る減数分裂の制御 に関す る研究

減数分裂期 の生殖細胞 に特異 的に発現す るヒス トンメチル化酵素Meisetzは,減 数分裂前期 に起 こる,

相 同染色体 の対合お よび相 同組 み換 えに必須 な役割 を果た してお り,こ の遺伝子 を欠損 したマウスは雌

雄 ともに不妊 になる.ヒ ト不妊症 にこの遺伝子の変異が係わ っている可能性 を調べ るた めに,男 性不妊

患者 と健常者 について,こ の遺伝子のSNP解 析 を行 った.そ の結果,不 妊患者特異的 にア ミノ酸置換 を

伴 う複 数のSNPが 確 認 され,男 性不妊 の原因 のひ とつになってい る可能性が示唆 された.

■ 研 究 報 告

1)著 書

L松 居靖久.永 遠 に生 きる細胞一生殖細胞 の不思議一.加 齢 医学 エイ ジング ・ファイ ン(著 書,

帯 刀益夫,佐 竹正延 ・編)東 北大学出版 会,(2007).

2)英 文 論文

1.Matsui,Y.,andHayashi,K,Epigeneticcontrolforinductionofmeiosis.CellularandMelecular

LifeScience64,257-262(2007).

2.Sasaki,H.,andMatsui,Y.Epigeneticeventsinmammaliangermcelldevelopment:reprogram一
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mingandbeyond.NatureReviewsGenetics9,129-140(2008).

3.Okamura,D.,Tokitake,Y.,Niwa,H.,andMatsui,Y.RequirementofOct3/4fol-germcell

specification.DevelopmentalBiolology317,576-584(2008).

4.Irie,S.,Tsujimura,A.,Miyagawa,Y.,Ueda,T.,Matsuoka,Y.,Matsui,Y.,Okuyama,A.,Nishimune,

Y,,andTanaka,H.SingleNucleotidePolymorphismsinPRDM9(MEISETZ)inPatientswith

NonobstructiveAzoospermia.JournalofAndorology,inpress

5.Morita-Fujimura,Y.,Tokitake,Y.,andMatsui,Y.Heterogeneityofmouseprimordialgermcells

reflectingthedistinctstatusoftheirdifferentiation,proliferationalldapoptosiscanbeclassifiedby

theexpressionofcellsurfaceproteinsintegrina6andc-Kit.DevelopmentGrowthand

Differentiation,inpress

3)和 文 論 文

1.松 居 靖 久.生 殖 細 胞 は 多 能 性 か?蛋 白 質 核 酸 酵 素52,2027-2032(2007).

2.松 居 靖 久.生 殖 細 胞 サ イ ク ル の 謎 と 希 望.実 験 医 学27,356-361(2009).

3.国 際 学 会,海 外 で の 講 演 お よ び セ ミ ナ ー

1)特 別 講 演,シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

1.Y.Matsui,H.Tanaka,K.Hayashi.Essentialfunctionsofahistonemethyltransferase,Meisetz

(prdm9),inmeioticprophase.EMBOWorldWorkshop,8thEuropeanMeiosisMeetinginJapan.

Hayama,Japan,September工3-18,2007.

2.Y.Matsui,Epigeneticregulationofgermcel1-specificgeneexpression.6thNIBB-EMBLJoint

Meeting,`EvolutionofEpigeneticRegulation',Heidelberg,Germany,Marchl7-19,2008.

3.Y.Matsui.Epigeneticregulationofgermcel1-specificgeneexpression.InternationalSymposium

`D㏄odingEpigeneticCode'
,Tokyo,December15-16,2008.

4.Y.Matsui.Epigeneticcontrolofprimordialgermcell-specificgeneexpression.XXNorth

AmericantestisWorkshop`Testicularfunction:LevelsofRegulation',Philadelphia,USA,AprilI-

4,2009.

2)一 般 演 題

LK.MochizukiandY,Matsui.DNAdemrthylationregulatesprimordialgermcell-specificexpres-

sionofmil-1geneinmouse,6thNIBB-EMBLJointMeeting,`EvolutionofEpigeneticRegula-

tion',Heidelberg,Germany,Marchl7-19,2008.

2.D.Okamura,Y,Tokitake,H.NiwaandY.Matsui.RequirementofOct3/4functionfbrgermcell

sp㏄ification.JointmeetingofthesocieteFrancaisedeBiologieduDevelopment/JapaneseSociety
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ofDevelopmentalBiologists,`FrontiersinDevelopmentalBiology',Presqu'iledeGiens ,France,

Septemberl3-17,2008.

3.Y.Fujimura,Y.TokitakeandY.Matsui.Heterogeneityofmouseprimordialgermreflectsdistinct

statusoftheirdifferentiation,andpropertiesofproliferationandapoptosis.XIVthInternational

WorkshopontheDevelopmentandFunctionoftheReproductiveOrgans.VilaMondragone

(Roma),Italia,September15-17,2008.

4.国 内 学 会 で の 発 表

1)特 別 講 演,シ ン ポ ジ ウ ム,ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

1.松 居 靖 久 「不 均 一 な細 胞 集 団 と し て 分 化 す る 始 原 生 殖 細 胞 の 分 化 様 式 」,文 部 科 学 省 科 学 研 究 費 補

助 金 特 定 領 域 研 究 「生 殖 細 胞 の 発 生 プ ロ セ ス ・再 プ ロ グ ラ ム 化 とエ ピ ジ ェ ネ テ ィ ク ス 」 に よ る公

開 シ ン ポ ジ ウ ム,東 京,2007.11.22

2.松 居 靖 久 「始 原 生 殖 細 胞 と多 能 性 幹 細 胞 の 関 係 」,日 本 実 験 動 物 科 学 技 術2008,シ ン ポ ジ ウ ム 「生

殖 細 胞 工 学 の 現 在 と展 望 」,仙 台,2008.5.16

3.松 居 靖 久 「生 殖 細 胞 と多 能 性 幹 細 胞 の 関 係 」,第3回'生 殖 細 胞 の 会,山 梨,2008.11.20

4.松 居 靖 久 「始 原 生 殖 細 胞 が 多 能 性 幹 細 胞 へ 変 化 す る メ カ ニ ズ ム 」,第31回 日 本 分 子 生 物 学 会,第

61回 日本 生 化 学 会 合 同 大 会,シ ン ポ ジ ウ ム 「生 殖 細 胞 の 発 生 を制 御 す る 分 子 」,神 戸,2008 .12.9

2)一 般 演 題

1.藤 村 維 子,時 武 祐 子,松 居 靖 久 「ア ポ トー シ ス に よ り排 除 され る マ ウ ス 始 原 生 殖 細 胞 サ ブ ポ ピ ュ

レ ー シ ョ ン の 同 定 」 科 学 技 術 振 興 機 構 研 究 領 域 「生 物 の 発 生 ・分 化 ・再 生 」 第6回CREST公

開 シ ン ポ ジ ウ ム,東 京,2007.11.20

2,望 月 研 太 郎,松 居 靖 久 「mil-1遺 伝 子 の マ ウ ス 始 原 生 殖 細 胞 特 異 的 発 現 へ のDNA脱 メ チ ル 化 の

関 与 」 第30回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会,横 浜,2007.12.12

3.藤 村 維 子,時 武 裕 子,松 居 靖 久 「ldentificationofmeuseprimordialgermcellsubpopulation,which

iseliminatedbyapoptosis」 第30回 日本 分 子 生 物 学 会 年 会,横 浜,2007,12,12

4.KentaroMochizuki,YasuhisaMatsui`DNAmethylationregulatesprimordiulgermcell-specific

expressionofmil-Igeneinmouse.'41thAnnualMeetingfbrtheJapaneseSocietyofDevelop-

mentalBiologists,Tokushima,May28-30,2008.

5、RyoheiHamada,YasuhisaMatsui`AnalysisofDnd1-/-primordialgermcellswhichcause

teratomain129Svgeneticalbackground'42thAnnualM㏄tingf()rtheJapaneseSocietyof

DevelopmentalBiologists,Niigata,May28-31,2009.
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5.そ の他

特許出願

出願の日付:平 成19年9月12日

発明の名称:「妊孕性に関連するポリヌクレオチドおよびその利用」

発明者氏名:田 中宏光,西 宗義武,奥 山明彦,辻 村 晃,宮 川 康,入 江新司,松 居靖久

出願番号:特 願2007-236215

出願人名:国 立大学法人大阪大学

国名:日 本



附属ゲノム リサーチセンター

担当教授 山 本 徳 男

上 研究分 野紹介

センター長:高 井 俊行(兼)

教 授:山 本 徳男

助 教:蘇 奏隣

当研究分野は,平 成16年4月 に21世 紀のポストゲノム研究に対応するために設置され,ゲ ノムイン

フォマティクスやプロテオ ミクス,シ ステム生物学などの新 しいゲノム機能学的方法論を用い,人 の加

齢疾患の発症メカニズムや再生医療,テ ーラーメー ド医療などあたらしい診断・治療の発展のために設

置された.当 センターでは動脈硬化症や糖尿病,高 脂血 しょう,ア ルツハイマー病などの加齢疾患の発

症メカニズムやその応用治療のための基礎研究を疾患モデルマウスとプロテオ ミクスを用いて展開 し

ている.

現在の主な研究

高脂血症や2型 糖尿病は多 くの中高年に見 られる代表的な加齢病である.私 たちは食事由来の高コレ

ステロール血 しょうの原因を明らかにする目的で,複 数のLDLレ セプターファミリータンパク(LRP)

を解析してきた.そ のうちの1つ であるLRP5が 食事由来のコレステロール輸送体であるカイロミクロ

ン・レムナントの血中クリアランスと肝臓への取 り込みを担 うことを欠損マウスにより示 した.興 味あ

ることにLRP5欠 損マウスは食事性の高脂血症 と共に,著 しい耐糖能異常を示した.LRP5欠 損マウス

の耐糖能異常は,膵 β細胞のグルコース依存性のインスリン分泌障害であることが示された.LRP5は

アポリポタンパクであるアポEを 結合すると共に,Wntの 共役レセプターとして機能 していることが

示されている.LRP5の リガンドの1つ であるアポEを 欠損するノックアウトマウスでは,耐 糖能異常

はみられないことより,LRP5ノ ックアウ トマウスの耐糖能異常はWntシ グナリング異常と予測され,

膵ラ島を用いてWntの 影響を解析した.そ の結果,正 常マウスのラ島ではWntに よりグルコース依存

性のインスリン分泌が尤進するのに対し,LRP5ノ ックアウトマウスでは見 られず,WntがLRP5を 介

してグルコース依存性のインスリン分泌を制御 していることが示された.

これらの結果より,LRP5は 食事由来のコレステロールの代謝 とグルコース代謝を担い,そ の異常は

187
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代 表 的 加 齢 病 で あ る 食 事 性 高 コ レ ス テ ロ ー ル 血 症 と2型 糖 尿 病 を 発 症 さ せ る こ と が 示 さ れ た.現 在,

ノ ッ ク ア ウ トマ ウ ス か ら得 られ た 結 果 を基 に,個 体 レ ベ ル でWntの 糖 代 謝 や コ レ ス テ ロ ー ル 代 謝 へ の

影 響 を解 析 し て い る.

2.研 究 報 告

英 文 論 文

LSakakibaraI,FujinoT,IshiiM,TanakaT ,ShimosawaT,MiuraS,ZhangW,TokutakeY,

YamamotoJ,AwanoM,IwasakiS,MotoikeT,OkamuraM,etal.Fasting-inducedhypothermia

andreducedenergyproductioninmicelackingacetyl-CoAsynthetase2CellMetab .2009Feb;9

(2)=191-202.
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